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巻頭言

「世 界 システ ム と海 域 ア ジ ア交 通 班 」最 終 報告 書 をお届 けす る。 当班 は2002-03年 度 の

「シルク ロー ドと世界 史班」(代表:森 安 孝夫教 授 。活動 内容 はCOE中 間報告書 、 同デ ー タ

ブ ックで紹介 済み)の 活動 を引 き継 いだ もので 、メ ンバ ー は以下 の通 り。

代 表 者 桃木 至朗(大 阪大学 文学研 究科教授)

共 同研 究者 森安孝 夫(同 上)

平 雅行(同 上)

秋 田 茂(同 上)

山内晋 次(COE特 任 助手 。2005年 度か ら文学研 究科 助手)

佐藤貴 保(COE特 任 研究 員)

藤 田加 代子(同 上)

ピヤ ダー ・シ ョンラウ オー ン(同 上 。2004年 度の み)

蓮田 隆志(日 本学術 振興 会特別 研究 員。2005年 度 か らCOE特 任研 究員)

水 田大 紀(文 学研 究科 ・大学 院生。2005年 度 か ら)

研 究 費 は2004年 度380万 円、2005年 度386万1千 円、2006年 度256万 円(最 終 報告 書作

成費 を除 く)で あ った。本 報告 書 は、活動 全体 に 関す る総論 と、世 界へ の発信 を 目指す 英

語論 文か らなる第一 部、 それ にユ ニー クな活動 の代 表例 と して新 聞(朝 日新 聞2006年8月

22日 付 夕刊 文化 欄、 読売 新 聞 同11月23日 付教 育欄)で も紹 介 され た 「全 国高等 学校 歴 史

教育研 究 会」の成果 に も とつ く論考 を掲載 す る第二 部 とい う構 成 を とった。 総論 で紹介 す

るよ うに別 途刊 行 予定 の 報告 書 ・書 籍が 数 点 あ り、 研究 会 ・発 表論 文 等 の リス トは最 終

デ ー タブ ックに含 まれ て いる。 あわせ て ご参照 いた だけれ ば幸 い であ る。 アジ ァ海域 史、

中央 ユー ラシア史、 グ ローバ ル ヒス トリーの3分 野 を中心 に、 世界 レベ ルの新 しい研 究 を

欝 嚇 涼 畆 購 醗 汐 轗 007



進 めつつ歴 史学 界や歴 史教 育 を刷 新 しよう とす る 「阪大 史学 の挑 戦」をご覧 い ただ こ う。

最後 に、 われ われ の活動 に参加 した りこれ を支 えて いただ いた研 究者、 院生 ・学生 、高

校教 員、事 務職 員ほ かすべ ての皆 さんに、 あつ くお礼 申 し上 げた い。

2006年12月 桃 木至 朗
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総論

歴史学の危機 と21世 紀の挑戦

桃木至朗

最:初に考 えてみ よう。 歴史 の研 究 を業 とす るわれ われ は、そ もそ も何 者 なの だろ うか。

わ れ われ は世 間で しば しば歴 史家 と呼 ば れる。 それ は狭 義 の学術 研 究者(大 学 の 先生)

と言 う よ り、思 想家 、宗 教家 、作 家 な どの仲 間 とい うこ とにな りそ うだ。 その著作 が 「作 品」

と しば しば呼ば れ る点 も、作 家や芸 術家 に近 いのか もしれない。 一方 われ われ は歴 史学者

・歴史研 究者 とも称 す る。「学者 」な ら 「物 知 り」に近 い意 味で も使 用 され るだ ろうが、 「研

究者」となる と、 思想 家や作 家 とはは っ き り違 った 学術研 究 の色彩 が強 い。歴 史研 究者 自

身が、社 会科 学者 の仲 間で ある こ とを主張 す る場 合 もあ る。 この 「家」と 「研 究者」の対比

は、 われ われの 主 たる任務 は歴 史 を 「論 ず る」(解釈 す る、叙 述す る)こ とにあ るの かそ れ

とも歴 史 的 「事 実」や 「法 則 」の解 明 に あるの か とい う問い に も結 びつ くで あ ろう[・1]。ま

た呼 び名 はさてお くと して、歴 史研 究の専 門家 は、学 問の世界 や知 識人社 会 で どんな位置

を占 める ものだ ろ うか。 あ る種 の歴 史哲学者 や 史的唯物 論者 が主張 す る ような人文社 会系

諸 学 の統括 者 か、 それ とも諸 分野 の学 者(や 作 家、 思想家 、政 治家 、企 業経 営者 … …)に

古 文書解 読 とか系 図 ・年 表作 成 な どのか たちで材料 ない し部 品 を提供 す る下請 け業者 か。

もちろ ん これ らは 厂永遠 の対 立」で あっ て、明 瞭 な答 え を出 そ う と して も神 学 論争 に陥

るだ けだ ろ う。換 言す れ ば、歴 史研 究 ない し歴 史学 は(哲 学や 文学 と同 様 に)と らえ どこ

ろの ない学 問だ、 それ ゆえや は り社会科 学 で な く人文学 の一分 野 だ、 とい うこ とで もあ る

[・2]。以 下 はわ れわ れが、 こ う した歴 史学(以 下 で は仮 に、専 門 の歴 史研 究 を歴 史学 と呼

1

2

同僚 の森安孝夫(以 下原則 として人名の敬 称略)が しば しば語 る 「理科系的歴史学」(史料 に基づ き実証す るこ

と)と 「文化系 的歴 史学」(狭義の実証はで きない部分 で 「像」を組 み立て 「論 じる」こ と〉の区分 も、 これ に近

い対比 であろう。ただ し「世界の学界 を直接相手 にす る中央ユーラシア史」を想定す る森安は、両者兼ね備 え

た歴史研究 を主張 している。

日本 のある世代以上の読者が歴 史学 と聞いてす ぐ思い浮かべ る 「歴 史に法則的発展を認めるか否か(→ 歴史学

は社会科学か人文科学か)」の対立は、ここまでで述べたような諸対立 とは 「ね じれの位置」にある。換言すれ

諺 」 飜 システ繍 臟 アジ搬 還 009



び、その専 門家 は場合 に よって呼 び分 ける)の 性 格 と現況 の どの部分 に問題 意識 をい だ き、

21世 紀COEプ ロ グラム を通 じて それ に どう取 り組 んで きた か を概 観 す るエ ッセ イで あ る

[*3]。自分 を語 れ な くなって い る歴 史 学 の専 門家 や 学生 、歴 史教 師、歴 史 学 の存在 意義 に

疑 い をい だいて いる他分 野 の研 究者 や、 学術専 門家 で ない読者 な どに とって、小 稿が理 解

の助 けや議論 の刺 激 になれ ば幸 いであ る。 なお小稿 は 「世 界 システ ム と海域 ア ジァ交通 班」

(それ以前 は 「シルク ロー ドと世界 史班 」)の メ ンバ ー な ど研 究仲 間 との議 論 を踏 まえて い

るが[・4]、あ くまで 筆者 の責任 にお いて ま とめ た ものであ る。特 に通常 は 「禁句」とされ る

ような学界 ・大学 へ の批 判 的言辞 は、 ひ とえに筆者個 人 の もので ある[・5ユ。

1歴 史学の危機

(1)歴 史学 とい うデ ィ シプ リンとその危 機

今 日、西 洋近 代 が生 み出 した多 くの学 問分 野が危 機 的状 況 にあ り、「○ ○ は生 き残 れ る

か」式 の特 集記事 や シンポ ジウム を よ く見 か け る ように、危機 を 自覚す る研 究者 ・学界 も

少 な くない[・6]。19世紀 に成立 した歴 史 学、 い わゆ る 「近代 歴 史学 」もその例 外 で はない。

3

4
-

5

6

ば、法則的発展の是非が歴史学を二分す る対立であ りうるのは特定の論理平面上 においてのみであって、すべ

ての問題 をこれによって二分するの は正 しくない。

通常 こうい う文章には、古今 東西の厖大な文献の博 引旁 証が伴わねばな らない とい う不文律があるが、そう

した教養主義が成 り立た ない時代 に、 どうやって従来 と違った角度か ら歴史学を論 じるかの試みである本稿 で

は、参考文献(特 に外国の文献)は あえて行論上直接 に必要 なものに限った。よ り多 くの研究者名や文献名を

必要 とす る読者は、[尾 形他編1994一]等 の事典や 『岩波講座』など各種の講座物、 それに 『歴史評論』誌に毎号

載る特集や 『史学雑誌』(毎年5号)の 「回顧 と展望」の ような学界動向記事に当たられたい。分野 間のペー ジの

配分 など批判すべ き点の多い 「回顧 と展望」で も、毎年全巻を読み続 ける と、ずいぶ ん勉強になる。

特 に竹 中亨教授(西 洋史学)か らは貴重 なコメ ン トをいただいた。記 して感謝 したい。

それが 「他 の学 問分野 はもっと良い状 況にある」と言 いたいのではない こと、歴史学 固有で はな く人文 ・社 会

科学一般(時 には近代科学一般)や 日本社会共通の問題 も多 々含 まれ ることは、お断 りしてお きたい。なお以

下の分析 ・評価 には、現在進め られている 「大学改革」推進 の議論 と合致する部分 がかな りある。 これは現在

の 日本 の 「改革」の仕組み に伴 う大学 と教員の疲弊、研究 と教育の混乱を是認 しているので は断 じてない。た

だ現在 の改革の問題点 を逃げ口実 に従来の歴 史学が もっていた重大 な欠点一 「抑圧構造」す ら含む一 の改

革を先送 りする主張 よ りは、本稿 の考 え方の方が 「弁証法的」であると筆者は信 ずる。

2002年 の回顧 と展望(『史学雑誌』歴史理論の項)で は 「歴史学の苦悶」という表現が使われている[成 田2003:

7]。[濱 田2006]に は 厂京大 らしい」問題 の論 じ方が見 られ て参考 になる。大阪大学では1982年 にすでに黒 田

010 艶讐殍農韓 軽靱鯖霸鍍i瓠郷 鑓鬱灘 観憤A藤 》i窒i鯔雛 鱗・2緯§



一 言で 言 えば、 歴 史学 の人 文 ・社 会学 界 や思想 界 、社 会 に対 す る発 言力 は弱 ま りつ つ あ

る[・7]。で は どこに問題が あ るのだ ろ うか。

近代社 会 におい て歴 史 の研 究 ・教育 が、 「どこの総合 大 学 で も歴 史の 専攻 が 開設 され、

ハ イス クール では必ず 歴 史 を教 え る」まで に普 遍化 した背 景 に は、教 養 主義 と国民 国家 と

い う、 近代 が生 み 出 した2つ の仕掛 けが働 い てい た とされ る。 そ の中 で、 ドイ ツを中心 に

確 立 した近代 歴史 学の デ ィシプ リ ンは、少 数 の知識 人が一 般市民 を導 く啓蒙 主義 的 な全 体

構 造 に参入 しつつ 、そ の専 門家 を知 識人 一般 や他の 学問分 野の専 門家 か ら差 異化 す るため

の仕掛 け(か つ分析 に よる特 定 の中心 的 ・支配 的要素 の検 出 を必須 とす る近代科 学 の方 法

の帰結 、 も し くは単 な る思 考 の経 済 つ ま り限 られ た力量 の重点 配分)と して、 過去 に 関す

るあ らゆる研 究の なか か ら、 特定 の対 象 ・方法 論 ・立場 のみ を 「正 統 」とす る傾 向 を もっ

てい た。欧 米型近 代 と国民 国家 を 当然の前提 とした、各 時代 の主要 国(民 族 ・地域 ・文 明

圏)と 「自国」の 国家 ・社 会 領域 で言 え ば まず 政治 ・制 度 と戦 争 ・外 交 。そ れ に時代

や国家 ・民族 の最 高峰 として のみ文化 を加 え る に関す る、文 献実証 主義 ・客観 主義 に

よる、 国家 を担 う成 人男 性 の立場 か らの研 究 がそ れで あ る。 この正統 観 の裏返 し として、

「天 下国家 」を論 じない、 また はそれ に直 結 しな い庶民 の暮 ら しや 大衆 文化 の歴 史、 地 方

の歴史 な どは、 「女 子供 のす る こ と」「好事 家の趣 味」と軽蔑 され た。

「変 革 の 学 問」マル クス 主義 は、 経 済 史や 人民 の 歴 史へ と歴 史学 の視 野 を拡 大 させ た。

だが 歴 史の 主役 が少 数 の ブル ジ ョワ(の 男 性)か ら多 数 の プロ レタ リアー トや 農民(の 男

性)に 替 わっ た と して も、 「天下 国家 を論 ず る」歴 史学 の性 格 は変 わ らなか ったか、 む し

ろ強化 され た。 こ うして歴史 学の基 本的性 格 の重要 な部分 は最近 まで温 存 された 。だが 今

日、 そ の前提 とな って い た教養 主 義 は ほぼ解体 し、 国民 国家 もゆ らぎを見 せ てい る。 日

本 の大 学 か ら 「史学概 論」とい う授業 科 目が急速 に姿 を消 した1980年 代 以降 の事態 が示 す

ように、従 来 の歴 史学 が 自己 を.積極 的 に語 れ な くなるの は当然 で あ る[・8ユ。そ こで お な じ

7

俊雄が 『歴 史学 の再生』[黒田1982]を 著 し、その後 も西洋史の川北稔(そ の考えは高校教科書[川 北他2004]に

も表現 された)、 考古学の都 出比呂志 らが理論 ・方法論 に関する発言 を続けてきた。竹中亨[1998;2000;2004

ほか]も 日本の西洋史学 の方法 ・位置を論 じる中で、歴史学全体 に関わる論点 をい くつも示 している。

後述するように、社会 の側の歴史へ の関心 自体が薄れてい る面があるが、東アジア諸国の歴史論争 に見る よう

に、一方的な脱歴 史化が進んでいるわけではない。以下 で問題にするの は、歴 史への関心その ものの希 薄化 と、

歴史 をめ ぐる社会 の関心 と学界の関心の乖離 の両方 に対する、歴 史学 の 「責任」である。音楽の世界における

近代 を象徴 した西洋芸術 音楽(ク ラシ ック音楽)の 後継者 に当たる人 々が、今では 「誰に も分か らない現代音

楽」を奏でているの と同 じ事 を、現代歴史 「学」はしていないと言い切 れるか、謙虚 に問い直す必要があろ う。

欝 潔界シ錚 ムと購 アジ覆 遜 011



みだ った ラ ンケや ピ レンヌ、 マ ル クス や ウエ ーバ ー、E・H・ カー の 「歴 史 とは何か』な ど

個 々の理 論や 古典 的作 品が時代 の経 過 と ともにその ま まで は使 いづ ら くな った とい うだけ

でな く、従来 の枠組 に よる歴 史家の発 言 を理解 ・尊重 す る社 会的基 盤 その ものが崩 れ て き

てい るのだ。

そ の こ とは、従 来 の歴 史学 が 自分 を語 る 「形 式」に も問題 点 を露呈 させ て いる。歴 史学

は も ともと、歴 史や歴 史 学 を学 ぼ うとす る者 に対 して系 統 的 に教 える よ り、厂代 表 的歴 史

家 の作 品か ら各 自が思索 ・敷 衍せ よ(盗 み取 れ)」 と突 き放 す志 向 を強 く持 ってい る(そ れ

が 教養 主義 とい う もの か、 はた また職 人 ギル ドのや り方 か)。 代 表的 な テーマ ・方法 ・作

品 のい くつか を特定 の視角 か ら列挙 した学 界動 向 ・講座 や、特 定 分野 の細 か い研 究 入 門な

どは多数 出版 して きたが 、歴 史 学そ の ものの入 門 となる と、歴 史 の意義 の哲 学的解 説 と歴

史家 とは何 者 かの議 論が大 半 で、学 の対 象 と方法 を定 義 した上で その 内部 を複 数 の下位領

域 に系 統 的 に区分 しそれ ぞれの 課題 と方法 を解説 す る とい う、 自然 科学 ・社 会科学型 の入

門書 を編 む 習慣 は ほ とん ど存 在 しない[・9]。英 米 で鍛 え られ た文化 人類 学が 系統 的 な入 門

書 を次 々生み 出 して きた こ と匚*lo]とは対照 的 な この古 風 な行 き方 は、 個 々人 の思索 の限度

8

9

10

この状況を 「研究者 の問題意識の拡散 ・消失」で説明することが多い。 もちろん間違 いではないが、そ こで想

定 されているほ ど統一的な問題意識ないしグランドセオリーを持 たず に自己を語 ってい る学問がい くらで もあ

る ことを考えると、多様化 した 自分を語れない歴史学の方法に も問題があることになる。竹中[2004;24コ が

説 くように、歴史学 に必要なのはグラン ドセオ リーよ り「中規模の理論」(それは必然的 に複数形であろう)だ

とすればなお さらである。

「特定の視角からの列挙」に 「取 り上 げるべ き研究 内容の多様化」「項 目設定や分類 ・配列 に関する論理的思考の

不足 」「あるべ きすべ ての項 目に適当な書 き手を揃 えることの困難」などの事情が重なる と、「全体が よくわか

らないバ ラバ ラな羅列」になる(そ の弊害 は 「専 門論文集」で も顕在化 している)。21世 紀 に入 って 日本で出版

された 『現代歴史学の方法 と課題1980-2000年 』[歴史学研究会編2002;2003]も 残念 なが ら例外 ではない。ユ

ニークな切 り口で歴史 と歴史学が なんの役に立つのか論 じた 匸小 田中2004]の ような著作 も、具体的な歴史学

の外延 と内包を示す ものではない。一方、筆者 の知 る貴重な例外 として 日本 には[福 井2006]が ある。

日本 では[綾 部 ・大林 ・米 山編1982]は 羅列型 に近いが、 匚綾部編1984]は 学の発達過程 と主要領域 をかな り系

統的に理解 させる。 なお学問が人の知的興奮を誘 うには、「実例の面 白さ」「論理の美 しさ」の2つ の道があるで

あろ う。歴史学者 には、博識に裏打 ちされた実例の語 りを重ん じる一方で、(狭 義 の史料批判 と実証の手続き

を別 とすれば)論 理を軽 ん じる傾 向が 強 く、「理論で現実 を裁 断して はい けない」ことを 「論理性 はい らない」

こ とだ と考 える幼稚 な誤解 もまま見 られる。 日本の 「戦後歴史学」があれだけ一世 を風靡 した背景を皇国史観

へ の反発や社会変革 のアピールなどか らのみ理解す るのは一面的で、従前の没論理的 な歴史学 と比べた華麗な

論理性 も重要な要 因だった と筆者 は考 える。同様 の意味で、文化人類学やカルチ ュラル ・スタディーズが繰 り

出す論理が近年の人 々を引 きつ けている。
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を超 えて研 究成 果が複 雑化 し、 しか も外 部 に対 す る 「説 明責任」や 「宣伝」を必須 とされ る

近 年の状 況の 中で は、明 らか に不 利 に働 い てい る。

よ り具体 的 な方 法上 の問題 点 を い くつか あ げ よ う。 第一 は今 さ ら言 うまで もない のだ

が、 「オ リエ ンタリズ ム」な どの議 論 が批 判 して きた 、「(日本 を除 く)非 西 洋世 界 は、 歴

史学 の なかで せいぜ い二級 市民 で しか ない」とい う問題 で ある。 欧米 の大学 ・研 究機 関 で

は非 欧米地域 は一 般 に、歴史 学 でな く 「東 洋学 」「民族 学」「植 民地 学」な どの対 象 とされた。

そ れ らは今 日の地 域研 究 の萌芽 を含 む一 方 で、「欧米 の人文 ・社 会科 学 の普遍性 に当 て は

ま らない特殊 地域 の研 究」とい う色彩 をは っ き り示 して いた。 「東洋 史」とい う独 自の学 問

領域 を成立 させ た 日本 で も、 毛沢東 思想 華や か な りし時期 を別 とす れば、 史学概 論 を東 洋

史 の教 員 が担 当す るこ とはまれ だった と思 われ る。 東洋 史 は普 遍的 な歴史 の一部 と言 うよ

り特 殊 な歴 史 だっ たの であ る[*ll]。これ で は 「世 界史 」の理解 は偏 っ た もの にな らざる を

えない[・12]。しか も、 そ もそ も客観 的 な ま とま りとい うよ りヨーロ ッパ 人 に よる知的 ヘゲ

モ こ一の枠組 み であ る 「東洋 」や 「ア ジア」の内部 に も、 階層差 が生 じる。 ア フ リカは歴 史

学 の世界 で は 「二級 市民 」の資格 す ら与 え られず 完全 に無視 され て きた。東 南 アジア もし

ば しば 「歴 史 な き地域 」したが って民族 学(文 化 人類 学)の 領分 とみ な され 、辛 う じて歴 史

学 に しが みつい た少数 の研究 者 は、 イ ン ド史 ・中 国史 な どの研 究者 か ら辺境 の蛮 族扱 い さ

れ る こ とに耐 えね ば な らなか った[・13]。中央 アジ ア(内 陸 アジ ア)史 も、 一般社 会 や マス

コ ミで の華や か なシル クロー ドイ メー ジ とは裏 腹 に、学 界 では 「戦 争 だけ強 い文化 的 に は

11

12

13

こころみ に手元にある 『現代歴史学の名著』[樺山編1989]で 取 り上げ られている作 品の内訳を数 えてみ ると、

「西洋史」19点、 「日本史」2点、「東洋 史」ゼロである。 なお 同書 を出版 した中公新書は別 に 『現代アジア論 の

名著』[長崎 ・山内編1992]を 出しているか ら、 アジアを歴史学 より地域研究の対象 と考 えているのだ ろう。ア

ジア理解に とって一概 にそれが悪いことだとは思わないが、歴史学 にとってそれはマイナスだと断言できる。

一時期の 日本 で歴史学の救世主 のごとくに言 われたアナール派歴史学 も、筆者の乏 しい知識では、この問題の

改善 にさほ ど貢献 していないようである。 たとえばブローデル[Braudel1979な ど]を 見 ると、やは りアジァの

理解 はご く限られた もの と感 じられる し、 その影響 を受けたウ ォーラーステイン[W訓1erstein1974以 下]は よ

り甚 だしい。 もっとも、 ブローデルの影響でチ ョー ドリらのイン ド洋史[Chaudhuri1985ほ か]、 ア ンソニー ・

リー ドの東南アジア海域 史[Reid1988,1993コ などアジア海域 史研究が発展 し、 ウォーラーステインの世界 シス

テム論は英語 圏の中国史研究 の発展な どを背景に したフランク[Frankl998]、 ポメランツ[Pomerantz2000]ら

によって、アジア史を含 んだ グローバ ルヒス トリーに改造 されつつある。

東南ア ジァ大陸部諸 国と日本、西欧、ロシアなどの8、9世 紀か ら19世 紀前 半までの国家統合が類似の トレン

ドをもって進んだ と比較 史の観点か ら主張するリーバ ーマ ンは、従 来 「世界 史」を議論す る際 に東南アジアが

「システマテ ィックに無視されてきた」ことを批判する[Lieberman2003:5]。
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劣 った遊 牧民 」の レ ッテル を貼 られ て きた。 日本 人の 韓国停 滞 史観 を正 当に批判 す るす ぐ

れ た韓 国人研究 者が 、勢 い余 って 「(日本人 が)韓 国 をア フ リカや東 南 アジ ア諸 国 と同列 に

置 くとい う事 実 に対 して、韓 国人 は強 い不快 感 を感 じてい る」[・14]と書 い て しま うの を読

む とき、歴 史学 を支 配す るオ リエ ンタ リズ ム とその内 部格 差 が、す で に克服 され た過 去 の

問題 だ とは言 えない 。

第二 に、 「文 明史 」へ の志 向 が強 い フラ ンスの 学界 な ど例外 はあ る ものの、 歴 史学 は元

来 国家 ・民 族 よ り小 さ な世界 も、 国家 ・民族 を超 え る大 き な世 界 も、 語 る こ とを得 意 と

して い ない。 マ ルクス 主義(と 皆 が思 っ た もの)や 日本 の 「大塚 史 学」は、 国家 と民族 に

すべ て を収斂 させ る研 究 方法 を高 度 に磨 き上 げた。 「少数 の支 配者 で ない多 数 の人民 の歴

史」とい って も、 国家 ・民族 の発 展 や変 革 を代 表 しな い少数 派 ・局 地的 な 「人 民 」は しば

しば無 視 ・否定 され た。近代 以前 の諸 国 ・諸 地域 が構 造 的 な関係 を結ぶ可 能性 は ほ とん ど

否定 され、近 代以 降 の 「世界 資 本主 義」も、 完全 に抽象 的 な理念 と個 々の政 治単位 に引 き

裂 かれ て いた。 この一 国 史観 ・一 民族 史 につ い て は近 年、 意識 的 な克 服 の努力 が 重 ね ら

れ てい る と評 価 で きるが 、そ れ で も、 「中心 性」「代 表性 」を もた ない もの を切 り捨 て る伝

統的 な視 点 と 「社 会 史」な どに見 られ る 「マ イナー の視点 」との乖離 は なか なか埋 めが た い

し[・15]、「原 史料 に よる実証 」は、 しば しば国境 ない し史料 言語 の境 界 を越 え に く くす る。

異 なる視 点 を もつ 研 究者 、違 っ た史料 言語 を扱 う研 究 者 な どの 「共 同研 究」「学際 的研 究」

は、 口で言 うほ ど簡単 で はない。

この こと と重 な り合 い なが ら、周 辺諸 学 に関連 した 第三の 問題が 浮上す る。 文化人類 学

・地域研 究 か らの批 判 や、 日本で は 「昭和 史論 争」な どが 、歴 史学 は 「生 きた 人間 とその主

観 的な論 理 や認識 」を描 け るか どうか とい う問題 を提 起 した。 「物 質 世界 の構 造 が観念 世

界 を規 定 す る」とい か に主張 してみ た と ころで、観 念世 界 のあ り方 を解 明 しな くて よい こ

とに は まった くな らない。 人 間 の意識 や 行動 は、 直接 に は主観 的 な観 念世 界 の なか で決

定 され るの だ。文 献資 料 を特 権化 し(識 字率 が低 か った19世 紀 の発 想?)、 客 観 的実証 や

個 々人 の動 きを超 えた社 会構 造 の解 明 を こと として きた歴 史学 代 表性 をもつ もの だ け

4

晶

匚
J

匚李泰鎮2000:v]の 日本語版序文.

誤解 のないよう一言 してお くと、筆者 は 「社会史がすべ てマ イナーな研究だ」と短絡 しているのではない。「メ

ジャーなもの しか研究 しない」従 来の歴 史学への異議 申し立て としてマイナーな諸現象 に着 目した社会史が、

「全体性」へ の強 い関心 をもって ることは承知 している。 ただし他の多 くの新 しい潮流 と同様、社 会史のこの

「戦略」が 「無限の拡散」の危険をはらんだ ものであることも否定で きない と考 える。
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を客観 的基 準 に従 って整 序す る伝統 的 な「思想 史」で は このハー ドル はク リアで きない一

に とって、 これ はた しか に難 題 であ る。 一方歴 史学 の原史料 実証 主義 は、特 定の 限 られ た

問題 を解 明す るこ とはで きるが 、そ れ を何 万 回積 み重 ね て も、全 体(世 界)は 永 遠 に論 じ

られ ない ので はないか とい う疑 念 を、社会 学や社 会哲 学が 突 きつ け る。マ ル クス もウエ ー

バー も、 ウオー ラース テ イン もフー コー も、狭 義の歴 史学 者で は ない 。歴 史学が 天下 国家

を論 じる と言 って も、 それ は哲学 や社 会 学 な ど 「他 人 の褌 で相 撲 を取 ってい る」だけで は

ない のか。

第四 に歴 史 学 は、 「言語 論 的転 回」な どポス ト近 代 の諸 理 論 とあ ま り相 性 が よ くな い。

マ ルクス主義 が社 会科学(・ 人文学)に 持 ち込 んだ 「弁証法 的唯物 論」は、物 質界 にお ける

ニ ュー トンや ガリ レオ ・ケ プ ラー に似 た革 新的役 割 を果 た した。社 会 にせ よ個 人 にせ よな

んの力 も働 い てい ない存 在 とい うもの はあ りえず、 常 に複数 の力 の相 互作 用 の中 にあ る。

だが物 質界 で はそ の後、 相対性 理論 や量子 力学 に よって、 ニュ ー トンやガ リ レオが万能 で

ない こ とが 明 らか に なった。 人文 ・社 会科 学分 野 におけ るポス ト近代 の諸理 論 は方 向性 と

しては、物 質界 におけ る相対 性理 論 や量子 力学 の役 割 を果 たそ う と して いる もの だ ろう。

それが い ろいろ な 「エ セ理論 」を含 み全 面 的に成功 してはい ないか らとい って無 視す る 「正

統 派歴 史学 者」は、 コペ ルニ クスの地 動説 が惑星 の軌 道 を単 なる 円型 と考 え たため に多 く

の誤 りを犯 したが 、だか らとい って地動説 が無 意味 だ とはいえ ない、 とい う故事 を思い 出

す べ きで ある。一 方、 流行 の諸 理論 を振 り回 し 「歴 史 にお け る客 観 的事実 な ど一切存 在 し

ない」と言 い散 らす者 は、 一定 の範 囲内 な らニュ ー トン ・ガ リ レオは依然 正 しい こ とを想

起 せ ねば な らない。 こう した低 次元 の対立 に安住 す る ことな く、今 後 の歴史学 は ポス ト近

代 の諸 理論 が提起 す る もの を踏 まえた うえで 「だ れの ため」「な んの ため」の研究 か を再構

築 す る必要が あ る。

(2)日 本の歴 史学 の特殊 事情

次 に、 日本 の歴 史学の 問題点 につ いて一 言 してお きたい。

日本 の歴 史学 は もと もと緻密 な実証 研究 を得意 とす る。 自国 史(日 本 史)だ けで な く、

日本 の 中国史研 究 の水 準 は早 くか ら世 界 に知 られ て いた。 また近年 で は、 「西洋 史」は も

はや単 なる 「翻 訳の 学問 」で は ない し、東 ア ジア に偏 っ てい た非西 洋地 域 の研 究 は急 速 に

広 が りを増 してい る。世界 の ほ とん どの 国 ・地域 の専 門家 を揃 えてい る 英 語や 旧宗主

国の言 語 だ けで な く、 「現 地語 」を駆使 した研 究 も常識 にな った ・点 で、 日本 の歴 史学
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界 の水 準 と幅広 さは世界一 と称 して 間違 い なか ろ う。

だが、 強い光 に は深 い影 が伴 う。歴 史学 に限 らない縦割 り学 問や タコツボ型研 究、徒 弟

奉公 的 な研 究 者養 成 シス テム な どの弊 害 は言 い古 され てい るが 、 それ を支 える 日本 的 な

「視 野の狭 い生 真面 目さ」と 「横 並 びの発 想」自体 の問題 点 は、 あ ま り認識 され てい ない よ

うに思 われ る。 た とえ ば 日本 史 の網 野善 彦や 中 国史 の谷 川道 雄[・正6]が「歴 研派 」に対 して

立 てた異 説が 元来 は、横 並 びで ない議論 の活 発化 の ため に 「わ ざ と反対 の議 論 を繰 り広 げ

た」もの 英 語 圏で は これ は珍 し くない[・17]だ とい うこ とを、 「歴研 派」も網野 ・谷

川 の 「信奉 者 」たち も、 ほ とん ど理解 して いなか った。評価 の基準 は常 に、 単一 の直 線上

な い し平 面上 で どち らが正 しいか だけ であ り、そ こで 「正 しい 」と され た課 題 ・方法 に従

わ ない者 は 口汚 く罵倒 された。小 さい と きか ら狭 い範 囲 の反復 練習 を徹 底的 に課 せ られ、

そ れ を完璧 にこ な した者 だ けが よ り広 い世 界 を見 る こ とを許 され る とい う教 育 シス テ ム

や、生 涯 一つ の仕 事 をや り抜 くこ とが尊 い一 「全 体 」は一 つ の こ とを究め た末 にの み見

え る一 とい う価 値観 に支 え られた この愚直 さは、 世界 に冠 た る工業 製 品 と国際感覚 の な

い 日本 人 の両方 を生 み出 して きたの と同様 に、世界 最高水 準 の実証研 究 と極度 に保守 的 で

視 野 が狭 い歴 史学 界 の両方 を支 えて きたの だ。そ して科 学のパ ラダイ ムその ものが、 単一

の枠組 で すべ て を理 解す る方 法 に懐 疑 的 にな ってい る現 在 、 日本社 会 の 「単 一 の枠組 に し

が みつ く生真 面 目 さと横 並 び の発想 」は不利 に働 くこ とが 増 えて い る。 「マ ル クス主 義 な

きあ と」の歴 史学 の多 元化 ・多 様化 を 「グラ ン ドセ オ リー の消 失、 焦 点の 拡散 」とい うマ

イナス方 向で しか とらえ られ ない研 究者 が い るとす れば、 そ こに こ うした 日本社 会 の 「病

根」が表現 され てい る。

以下、 短所 の方 を列 挙す る。 た とえ ば、 日本 の歴 史学界 で 「日本 史」研 究 が 中心 にな る

こ とは 当然 だが、 「歴 史に は歴史(つ ま り日本 史)と 外 国史(世 界 史)が あ る」「こ こは 日本

だ か ら歴 史 とい うの はまず 日本史 で、外 国 史 は参 考程 度 に研 究 すれ ば よい」とい った態 度
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『交感す る中世』[網野 ・谷川1988]と い う二人の対談集が ある。網野の研 究は今 さら紹介する まで もないだろ

う。谷川 については[谷 川編著1993]も 参考 になる。

西洋中心の グローバルヒス トリー を逆転 しよう としたフランク晩年の荒業[Frank1998]を 見 よ。 またマルク

ス主義 は西側諸国でしばしば 「批判 のための理論」とされてお り、アナール派史学 も 「大多数を占めるコンヴェ

ンシ ョナルな学者 たち」へ の反抗 として始 まった ものであろ う。それ らが 「権威 」となる 日本の事 態は滑稽 な

気 もする一 と言 っただけでは批判 されている当人たちはなにを言 われているかわか らない場合 が多 いのだ

が。
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を露骨 に示 す 「日本 史」研 究者 が 多 いの に は閉 口 させ られ る[・18]。と言 って も当人 た ちに

は どこが 「露 骨 な態度 」か わか らない ら しいが、 た とえ ばベ トナム 中世史 を専 攻す る筆 者

が 日本 の学術 雑 誌 に 「中世 の地域 社 会 と寺 院」とい う論 文 を投稿 した ら 「ベ トナ ム中世 の

地域社 会 と寺 院」に タイ トル を直 され るの に、 日本 史 の論文 や著 書 は 日本 史専 門で ない歴

史学一 般 の雑 誌 や出版物 で も、 日本 史 であ る ことを明示 しない タイ トルが しば しば許 され

る とい う事実 を前 に した と き、「自分 た ちは 日本 の学界 で は二 級市 民 なの だ な」と悲観 す

る外 国史研 究者 もい るこ とを知 るべ きで あ る。

また これ は 「日本 史」に限 らないが 、 日本 の 学界 で は最近 まで、研 究 は 「日本 人」(日本

国民)の ため にお こな う もの だ とい う発想 が圧 倒 的 に強か っ た。 日本 の研 究成 果 に は 「こ

れ を英 訳 して知 らせ た ら世界 の歴史 学が 変革 され る」とい う もの が ゴロ ゴロ して い るのだ

が、組 織的 ・系統 的 な外 国語 で の発信 は、 まだご く一部 で しか 行わ れて い ない匚・19]。日本

の歴 史学 界 の動 向 を知 るの に適 した雑 誌 の ひ とつ 『歴 史評 論』に は誌 名 の英 文 タイ トルす

らない。

他方 「世界 の トップ.要 す るに欧 米 か ら学 ばねば な らない」(→方法 論や グ ラ ン ド

セ オ リー ・世界 像 は西 洋 か ら来 る)と い う学界 ・知 識 人界全 体 の 強迫 観念 と、 「ヨコの も

の を タテ にす る」翻 訳学 問の作 風[・20]はまだ まだ根 強 い。批 判的 な研 究者 が 日本 史学 界 に

つい て旧弊 な理論 や視角 を嘆 かね ばな らない とすれ ば、西洋 史学界 につ い ては ヨーロ ッパ
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その 「日本史」は、往々にして特定の 「伝統 的な」領域 ・地域 をカバーするだけである。前年の研究成果 を地域

・時代別に列挙 ・論評す る 『史学雑誌』「回顧 と展 望」の 日本 中世 史 ・近世史 などのページにおいては、対外関

係史、琉球史、北方史 などの業績が無視 されるとい う事態が最近 まで見 られた。2003年 の回顧 と展望(2004年

5号)に おいてもなお、戦国期 を除 く中世各時期の担 当者 は琉球史を取 り上げていない。

中国史研究者 が中国語で、ベ トナム史研究者がベ トナム語 でなどアジア史研究者が 「現地語」で研究発表 をお

こな うことはほぼ当た り前にな り、この点では欧米 の研究者 よ り積極 的だと思 われる。一方、 日本史の場合

は、 欧米 と中国の 日本研 究者の 日本語 能力が急速 に向上 し、韓 国 ・台湾の 日本研究 も活発化 ・高度化 した結

果、 こちらが外 国語で発信 する必要をかえって感 じずにす むという矛盾 した状況も見 られるようだ。

最近偶見 して残念に思った例 として 『歴史評論』2006年4月 号 匚歴i史科学協 議会編2006]の 「特集/歴 史にお け

るジェンダー研 究の現在」があった。個 々の内容は勉強 にな り、「ジェ ンダー概念 どこ吹 く風」と涼 しい顔 をし

ている日本の歴史学界へ の批判 もまことに正 当である。が、特集の構成は相 も変 わらぬ 「欧米の理論 の紹介 と

日本 に関す る研究」であ り、 日本以外のアジアは、 日本の植民地支配 とアジア ・太平洋戦争、現代基地問題な

どの影響 とい う文脈で ときお り「アジア」「東アジア」などの単語が出て くる以外 は完壁に無視 されている。 こ

のように、ある抑圧か らの解放 を真摯に希求する人々が別の抑圧に荷担す る姿 を見るのは、つ らい。自分 もど

こかでそ うしていないか、反省 を忘れた くない。
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の新 しい理論 や方法 の流行 に跳 びつ く主体性 の な さが批 判 されね ばな らない ようだ。両者

の狭 間で、 戦後(と い う よ り大 東亜 共 栄 圏以来?)言 わ れ続 けた ア ジア重視 のか け声 とは

裏腹 に、 日本 史 ・西洋史 と比 べ た東 洋 史の地 位 は今 日で も二級 市 民の ままであ る[・21]。こ

れ は東洋 史研究 の側 に も問題が あ る。 日本 の アジア史研 究 の中で も、 中国研究 を中心 とす

る 「漢文 東 洋史 」は世 界一 の レベ ル を誇 っ て きた。 ところが その業 界 は 日本 史以 上 に理論

に弱 く、 「知識 人 は誰 で も漢文 読 み下 しが で きる(だ か ら 日本人 に向 けた研 究 を してい る

限 り中国語 会話 も英 語 もで きな くて よい)」 こ とを前 提 とした 日本 国内 向 けの研 究 を事 と

す る もの だ った。 この前提 が 崩 れた今 、 「漢文 東 洋史 」が一 モ ンゴル 時代 史、 明清 時代

史 な ど一部 に 目覚 ま しい革新 が 見 られ る もの の 中国 や東 ア ジア世界 の重要 性 を 「日本

史 ・西洋 史 その他 の研 究者 にわか る よ うに」発 信 す る力 は、著 し く弱 まっ てい る[・22]。一

方 、 日本 の学界 だ けで はないが 、 アジア史研 究者 が西 洋中心 史観 を覆 えそ う として、そ の

裏 返 しに過 ぎない 「自地域 中心 史観 」(イス ラー ム、南 アジ ア、中 国、 中央ユ ー ラシアの そ

れ ぞれ に見 られ る)を 声高 に叫 ぶ状 況[・23]は、世 界 史 におけ る非 西洋世 界 の位置 づ け全 体

の刷 新 に とって、必 ず し も有益 で はない。

高校世 界史 では現 在、粗 密 の差 はあれ世界 の あ らゆる地域 の歴 史 を教 え る。歴史 学界 も

世界 の ほ とん どの国 ・地域 の専 門家 を揃 えて はい る。 とこ ろが 上の ような 「視 野 の狭 い 生

真 面 目 さ」「横 並 びの発想 」が 支配す る大 学 の史学系 専攻 で、 制度 的な い し慣 習的 に研究 者

を再生 産 して きた分 野 は、 日本 史、 中国 史、西 洋の古 典古代 、 中世以 降の英独 仏 、近現代

の米露 な ど少 数 の 「メジ ャー な」分 野 に ほぼ限 られ る[・24]。そ の他 の分 野 の専 門家 は あ く
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たしか にアジア史を専攻する大学教員は増加 してい るが、高度成長期以後 「東洋史」「アジア史」などの専攻は

ほとん ど拡大 していない。その後 に増加 した地域文化系 の専攻では、歴 史よ りも文化 人類学の専門家が はるか

に多い(自 分 を語るのが下手 な歴史学者 は、厂実社会を知 らない一 しかも往 々に して左翼的 な一 漢文読み」

とい う 「東洋史学」に貼 られた レッテルをはがす ことにあま り成功 していない)

中華人民共和国への外国人の渡航が困難だった時代には、 こうした 日本の研究ス タイルが問題にな らないどこ

ろか、欧米の少 なか らぬ中国研究者が 日本 に留学 し日本語 と日本 の中国研究を学ぶ状況が見 られ た。

中央ユー ラシア史研 究者が中国史研 究を執拗 に批判す る例 のように、「アジア史」内部 の矛盾対立がそ こに重

なる。 なお13世 紀 の世界 経済 をイス ラー ム世界 中心 に描い たアブー=ル ゴ ド[Abu-Lughod1989]の ように、

ヨー ロッパ中心史観の裏返しの 自地域中心 主義一 サイー ドが最初か ら警告 していた もの一 は 日本だけの問

題ではない。

近年、 イスラーム史がい くらか状況 を改善す ることに成功 したが、韓国 ・朝鮮史です らい まだに専門家養成

は きわめて遅れている。「私事」に類す る例だが、筆者が専攻する東南 アジア史の専 門家 を組織的に再生産 し

て きた 日本の大学 は、東大、上智大、広 島大の3校 だけであろう(「東南アジア史専攻」が制度的に存在す るわ
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まで 「変 わ り種」と して 出現 した ものであ り、専 門研 究者 に なれた として も、 「運良 く」史

学 科教 員 になった少 数 の例 を除け ば大半が外 語系 や地域研 究系 の大 学 ・学 部や研 究所 に属

す る。換 言す れば 日本 の歴 史学 の主流 は、 それ らの分野 の研 究 は少 数 の変 人か外 語系 や地

域研 究系 の大 学 にや らせ てお けば よい と考 えて きた、 とい う こ とであ る。

同 じ問題 は、専 門研 究者 が知 的活動 の どの部分 に力 を割 くか に も現 れて いる。 あ くまで

一 次 史料 に もとつ く実証研 究が研 究 者 の本 分 であ り
、 英語 圏 で よ く見 られ る二 次文 献 を

使 っ た大 きな議 論 は軽 蔑 され る[・25コ。概 説 ・通 史類 の執 筆 は 「達 人 の余技 」とされ、 そ の

域 に達 しない研 究者 が手 を 出す と 「堕 落だ」と非 難 を浴 び る。 学術 活動 と して の翻訳 の位

置 づ け もは っ き りしな い[*26]。書 評や 学界 動向 も実証研 究 と比べ れ ば低 くしか 評価 され な

い(学 術 誌 の読者 が よ く読 むの は、他 人の難 解 な実証 論文 な ど よ り辛 口書 評 とバ トル、便

利 な学 界動 向 な どであ ろ うが)。 した が って翻訳 ・解 説 ・批評 ・評価 な どの技 術 は蓄積 さ

れ ない。 また 、学 内運 営、啓 蒙活 動や 国際交 流が大 事 でな い とは誰 も言 わ ない が、 それ ら

はあ くまで 本業(実 証 研究)に 対す る付 加 的活動 と しか見 な され ない。教 科 書執 筆や セ ン

ター入 試の 出題 委員 は引 き受 け るが、歴 史教 育 ・入試 な どの 厂専 門研 究 」は教育 学部 の仕

事 で文学 部史学科 の仕 事 では ない と考 え る[*27]。
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けではな く、実態 として再生産がお こなわれてきただけである)。 これは同 じ「東洋史」で も中国史 の専門家に

は、 また人文系他分野の例 をあげれば 「英文学」「イン ド哲学」な ど地域指定型の専攻に属 する研究者 には、理

解 されに くい状況である。

実証 的には確か に成立不可能な 「日本人論」「日本文化論」などに対 して、その社会 的影響力 に もかかわらず、

歴史学界で は往々に して非 難 ・冷笑 を浴びせるだけで 「オルターナテ ィブ」を提供 しようと しないのは、同 じ

発想の影響であろう。 また卒業論文 を書 く学生 に対 して 「初めに問題意識がなければならない」と画一的に指

導す るの も、歴史小説 と歴史学を区別 させるためとはいえ、あ まりに平板である。実際 には「珍 しい新 出資料」「学

界の動向」など別の入 り口か ら入ってい く研究 はい くらで もある。 日本がフ ットボール系のスポーツに弱いの

は、体の小 ささはもちろんだが、 こうした狭い画一的指導が 「目前のボール扱 いは巧みで もフィール ド全体を

見 ない選手」ばか り生み 出しているこ とも一 因だろ う。フ ットボール系 のゲームは全員がフ ィール ド全体を見

てい ない と勝 てない。学問や社会 も状 況によって、大多数の成員が全体 を見なけれ ばいけない場合がある。

西洋史の書物や西洋で書 かれた理論書の翻訳は相 変わ らず盛んだが、その評価基準 は不明瞭な ままだ し、「自

分で 出来 る」研究者以外の著作を 日本語か ら外国語 に翻訳 する、 また はその校閲 をお こな う仕事 に至 って は、

少数の外国人を除 きま ともな専門家 がほとん どいない状況であろう。

もち ろん一定水準の実証研究能力は研 究者 にとって必須条件である。だが ここで述べてい るような学問分野の

あ り方に とって、全体を見回すチームの司令塔、解説や批評 のプロ、教育 のプロ、学会や大学運営 のプロ、翻

訳や国際交流 のプロ等々の存在 もやは り必須条件だろ う。 これな しに、 しか も旧態依然の研究分野 だけに執着
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た しか に近年 の史料状 況 の飛躍 的改 善 と研 究の 日本 的緻 密 さ を もってす れ ば、既存 の各

分野 ・領域 に も、新 しい実証研 究 の課題 は い くらで も見つ か るだ ろ う。人 文系 の研 究対 象

や活 動分 野は あ くまで個 人が 自由 に選ぶ もの だ とい う理屈 も正 しい[・28]。が、 日本 の大 学

の 史学系 専攻 の規模 は一般 に小 さい。 そ こを 「視 野の狭 い きま じめな横並 び」が 支配 す る

と、 それ な りの支 持者 を もち比例代 表制 や大選 挙 区制 な ら一定 の 当選 者 を出 しうる第 三党

以下 の政党 が小 選挙 区制 や 中選挙 区制 の も とで はほ とん ど当選 者 を出せ ない の と同 じメ カ

ニ ズムが働 き、 どの大 学(=選 挙 区)も 金太郎 飴的 に同 じ分野 ない し活動 領域(大 政党)に

属 す る教 員 ・研 究者(議 員)ば か り並 ぶ とい うこ とにな りやす い。歴 史学 や歴 史教 育全 体

に対 す る 「よ り広 い社会 的 要請 に応 え てい ないの で はない か」とい う批 判 ・攻 撃 が強 ま っ

た とき、 「不 十分 な戦力 しか持 た ない 同 タイプ(金 太郎 飴型)の 各部 隊(史 学 科)が 個 々 に

生 真面 目な戦 い をお こな う」先 に待 っ てい るのは、 「ガダル カナル型 の敗北 」で しか あ りえ

ない 。戦 局 を打 開す るに は最低 で も、 「あ る規模 以上 の大 きな戦力 」「相 手 にない多 彩 な部

隊編成 」の どち らか一 方が必 要で あ る。

そ の点 の弱 さ を具 現 してい るの が、 「新 しい歴 史教 科 書 」や 「新 自由主義 史 観」「靖 国問

題 」な どへ の歴 史学 界 の対 応 で あ る。「トリ ックプ レー」「ラフプ レー」を含 め多 彩 な攻 撃

を仕 掛 け る相 手打 線 に対 し、 「歴 史的 真実 に 目をつぶ り侵 略 戦争 の事 実 を歪 めて い る」と

い う 「140キ ロの 直球 を ど真 ん 中 に投 げ込 む」投 手 ばか り繰 り出 して、 ど う して押 さえ ら

れ る とい うの か[・29]。「球 の威 力で ね じ伏 せ る投 手」「コ ン トロール や緩急 で揺 さぶ る投 手」

「変則 フ ォーム で幻惑 す る投 手」な ど を相 手打 者 や試 合 の状 況 に応 じて使 い分 け ね ばな ら

な い。そ れが可 能な チー ム作 りを しなけれ ばな らない。不 勉 強な筆者 には、教 員ポ ス トの

配分 まで か らむこの種 の 問題 を、 日本 の歴 史学界 が 自主 的 に深 く考 えて い る様子 が見 えな

い 。

28

29

することを肯定するなら、時代 に遅れ て建造 され満足 な護衛部隊 な しに沈没させ られた戦艦大和の再現 となる

のではないか と、心配するのは筆者だけだろうか。

アメリカ式の 「一定期間ある活動 を集中的一 しばしば爆発的一 にお こない、期間が過 ぎれば別の活動に移

る」というや り方 も参考 になるだろう。

ます ます脱線す るが、筆 者は今 日の危 険なナシ ョナ リズ ム史観 を押 さえるのは、歴史学者 の仕事で ある以上

に、傷つ いた 「日本人」の 自我 をケアする臨床心理学者 とカウンセラーの仕事 と考 えてい る。その意味で、日

本の 「正統派」歴史学界 に、機械的 な土台=上 部構造論や心理学 をブルジョワ学問 と軽視す る考 えなど、「ス

ターリンの影」が残ってい なければ幸いである。
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2歴 史学の可能性

(1)歴 史 を学 ぶ意 義

以上 、辛 口の(自 虐 的 な)現 状認 識 を書 き連 ねた。 学 問が危 機 にあ るの は歴 史学 だ けで

はない し、 日本 的 な弱点 も歴 史学 だけが かか えてい るので はな いが、 いずれ に して も、 も

はや歴 史 学 は過去 の 遺物 だ、21世 紀 に存在 意 義 は ない、 な ど と全 否 定す るこ とは可 能 だ

ろ うか。

第一 に、 悪 い ことで ない 限 り 「人間技 とは思 え ない」技 術 を もつ 達 人 は大 事 にすべ きで

ある。難解 な古 文書 を解読 ・博捜 して過去 を復元 してみせ る歴 史学 者の腕 前 を、直接 社会

の役 に立 た ない か ら と言 っ て軽視 す る ような 国 は、 先進 国や文 化 国家 を名乗 る 資格 が な

い。 た だ この理 屈 で政府 ・社 会 に賃金 や研 究費 を要求 で きるの は、 少数 の トップ プロだ け

で あ る。そ れ も 日本 の場合 、以 前 は 「国内 チ ャ ンピオ ン」で よか ったが、 現在 は世界 に通

用 しなけれ ば許 されない だろ う[・30]。

となる と社会 に、歴 史学 の社会 的存在 意義 を納得 させ ね ばな らない。政 策提 言 にお け る

歴 史学 の役 割 は教 育 ・文化 政 策 な どご く一部 に限 られ るか ら、 よ り重要 なの はまず 厂時代

や社 会 が要 求す る歴 史像 の提示 」であ る。 これ は もちろ ん 「権 力者 や ナ シ ョナ リス トの要

求通 りに歴 史 を書 く」こ とで はな い。平和 、環 境、 グローバ ル化、 民族 問題 な どさ まざ ま

な現代 的課 題 に反応 して、 問題 の よって きた るゆ えん を歴 史的 に一 あ くまで厳 密 な学 問

を踏 まえて一 解 き明 かす こ とで あ る。 あわせ て示 すべ きは、 人々が歴 史 を学ぶ 意義 だろ

う(「学ぶ 」は もち ろん学校教 育 に限 らな い)。 歴 史 を学 ぶ意義一 そ こでは事実 の学 習(こ

こで 若干 の暗記 は不 可避 となる)と 考 え方の学 習が 絡み合 ってい る一 を歴 史学専 攻 の学

部学 生 に尋 ねて も、 「過 去 か ら教訓 を くみ 出 し現在 と未 来 に活 かす 」ぐらいの平 板 な説 明

しか帰 って こない ことがほ とん どだが、 もう少 し細 か く論 ず るべ きだろ う。

A.厂 事 実 は小 説 よ り奇 な り」。歴 史 は上 質 な娯 楽 ・知的 興奮 を提供 し、 人格 涵養 に も役

立ち うる。

3G このこ とが 「外 国語で成果 を発表する」必要に直結す るか どうかは一概 に言えない。大江健三郎は自分 で外 国

語の作 品を書かな くて もノーベル文学賞が取れる し、野球のイチロー はスーパープレー を見せれ ば英会話は通

訳任せ でもよい。 しか しキ ャッチャーの城島健司 は英語を話 さねばな らない。

謬 麟 システムと贓 アシ・懸 021



022

これ を否 定す る歴 史学 はやせ細 る。 一方、 よ り正 統 的 には

B.人 間存 在や社 会 のあ り方 を抽象 的 ・一般 的 に思弁 す るの で な く、具体 的な歴 史 的条

件 の もとで考 え る習慣 が 身 に付 く。

C.そ こか ら現 在 を理 解 し未来 を見通 す力 が養 われ る。

こ うした点 こそが核 心で あ ろう。Cを 細 か く説 明す る と、

① 現代 は過 去 の積 み重 ね の上 にあるか ら、過去 を理解 す る と現代 が よ りよ く理解 で きる。

② 時 を経 て も変 わ らない もの や 「歴 史 は繰 り返す 」事例 をふ まえ て、過去 か ら教 訓 を く

み とるこ とが で きる。

③ 現状 に一 喜一憂 せ ず、世 の 中の移 り変 わ りを長 い 目で/重 層 的 に(事 柄 に よって は構

造 的 に/法 則 的 に)見 られる。

④ 時代 の変遷 をまなぶ ことに よ り、「現在 」(の社 会 の仕組 み)が 永遠 で ない こ とを知 る。

⑤ いろい ろな時代 を学 ぶ こ とで、 「違 った論理」(→異文化)を 理解す る訓練 が で きる。

⑥ 個 人や共 同体 の 過去 に関 す る(現 在 の 自分 に合 っ た)説 明 ・物 語 を どう して も必要 と

す る とい う人 間の本性 か らして 、現代 にお け る過 去 の語 られ方 は、現代 社会 を理解 す

るカギ にな る。

な どが挙 げ られ る。 これ らが21世 紀 に は無 用 だ な ど と誰 が論 証 で きる だろ うか。 外 国史

の場合 これ に加 えて、

⑦ 世 界が ど うで きている か を学ぶ 。

⑧ 異文 化学 習 の一 環 として 「外 国人 とのつ きあい 方 を身につ け る」。

⑨ 自国(自 己)を 省察(相 対 化)し た り、 自国(自 己)に とってのお 手本 を見 いだす。

な どの 「実用 的」効 果 も考 え られ る。

た だ、学 問 と教育 は別 で あ る。 以上 の 意義 ・効用 だ け では、 「す でに わか って い る事 実

に も とつ い た教科 書 や 読 み物 を皆 が学 べ ば よい の であ って 、新 た な研 究 をお こ な う専 門

研 究者 な どは ご く少 数居 れ ば よい」とい う理屈 まで覆 す の は難 しい か も しれな い。 厂日本

中の小 中高校 で教 えて い るが 、大学 で の存 在 は教育系 学部 以外 で は歴 史学 よ りず っと小 さ

い」地 理学 と同 じで よい では ない か と言 われ る と困る だろ う。そ こで、 よ り直接 的 な必 要

性 の例 として持 ち出 される のが第二 次世界 大戦 など近現代 史 を学 ぶ必 要性 であ る。 どの政

治 的立場 か らも、一 般論 と して この 必要性 を否 定す る こ とは で きない。 と りわ け各 国が国

民 主権体 制 を取 る限 り、 主権者 と して の諸 国民 には近現代 史 を踏 まえて行動 す る義務 があ

り、 その意 味 で歴史(学)は 実学 であ る。 た だ悩 ま しいの は、近現 代 史 の専 門研 究 は歴 史

1瀧鍵愁鰓 縛鍵幻翅湾蠏縣 矜鋸虜欝畿 蓋燃鱈詮1麗2(拿嚢撮芝綴≧弓



学者 でな くて も(政 治学者 、国際 関係学 者、経済 学者 、ジ ャーナ リス ト、外交 官等 々 に も)

で きる とい う点だ。 す る と歴 史学の広 範 な必 要性 まで主張す る ため には、現代 世界 の歴史

的理解 に必須 の 内容 をもち(だ か ら高 校世 界 史Aに 含 まれ る)、 しか も研 究 に専 門 のデ ィ

シプ リ ンを よ り強 く必 要 と し、 容易 に研 究 しつ くされ ない資料 の 量が あ る 「近 世史 」が主

戦場 だ とい うこ とに なる[・31]。ここを中心 に、 現代 世界 が必要 とす る歴 史像 の提示 、現在

の高校世界 史が 掲 げる よう にきわめ て広範 な地域 ・分野 にわた る歴 史教 育 の提 供、 それ ら

を支 える専 門研 究 な どを 「意 義あ り」と認 め させ るな らば一 従来 の よ うな金太 郎飴 型 と

は違 った形で一 歴 史学 の拡大再 生産 も不可 能 では ないだ ろ う。

(2)新 しい歴 史学

旧態依 然 た る研 究 ・教育 をお こな う 「サ イ レン ト ・マ ジ ョリテ ィ」(?)は 無視 して先端

部分 を見 れ ば、 世界 と日本 の歴 史学 は、上 の ような事態 を克服 すべ く、大 きな変革 を遂 げ

つ つ ある。 以下、 筆者 な りの整 理 を掲 げ る。 な お これ は 厂現 在 の先 端」で ある。 未来 永劫

すべ て この種 の研 究が 正 しい とか、国 民国家 の研 究 は もはや不要 だ な ど とい う 「非歴 史的

な」俗論 をす るつ も りは毛頭 ない。 た だ し今 後 の国民 国家 論や 「成 人男子 の天下 国家 の議

論」は、現在 のこれ らの研究 による批判 を 「く ぐり抜 けた」もので なけれ ばな らない。

最初 に歴 史学 の変革 の前提 となって い る現代 世界 の変動 を見 てお こ う。

A.「 グ ローバ ル化」と 厂情報 化」によ る世 界 のあ り方 の激 変:交 通 や コ ンピュ ー ターの

発 達 に よ りかつ てな い早 さ と規模 で人 ・モ ノ ・カネ ・情 報 が世界 をか け め ぐる なか

で、地球 環境 への負 荷 の高 ま り、 国 ・地域 ごとの激 しい浮沈 と格 差、紛 争 とナ シ ョナ

リズ ムの広 が りな どの 問題 も噴出 してい る。

B.「 近代」の相対 化 と多様 化:経 済 と市場 、権力 と民 主主 義、家 族 とジェ ンダー、生 活

と環境 、 表象 と認 識 とそ の対 象 な どあ らゆ る面で 、「近代化 」の 内容 と功 罪が 問 い直

され てい る(→ ポス ト=モ ダニ ズム)。 また 「東 ア ジアの奇 跡」に よ り、近 代化 が西 欧

化 や アメ リカナ イゼー シ ョン と同義語 で はな くなっ てい る。

c.民 族 ・国家(国 民 国家)と い う統 合 の相 対化:「 ネ ッ トワーク」「多 民族帝 国」な ど違 っ

31 この議論は、古代史が 「後世の様々な夾雑物 によって変質 させ られていない人類の社会や思想の原型を学ぶ」、

中世史が 「小 さな政府 のもとでの 自力救済世界の経験 を学ぶ」など、近世以前の歴史 を学ぶ意義をそれぞれに

主張することと対立は しない。
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た原 理 に よる統合 や、 統合 を越 えた移動 や複 数の統 合 の重 な り合い な どへ の注 目。 よ

り話 を広 げ る と、物 質界 な ら 「原子 」、 人 間界 な ら 「個 人」な ど特 定 の単位 を絶対 的 出

発点 と した り、複 雑 な事象 を特 定 の要素 にすべ て還元 す る 「近代 」科学 か ら、多 くの

単位 の相互 関係 とそ こ に働 く力 を重視 す る 「複 雑系 」の科 学へ の発展 が そ こにあ る。

また学界 や知識 人界 のあ り方 と して、

ア.既 存 の諸学 問 の境 界 が揺 れ動 き、相 互乗 り入 れが進 んで い る(文 化 人類 学の広 範 な

影響 や カルチ ュ ラル ・ス タデ ィーズ、 ポス トコロニア ル ・ス タデ ィーズ な どの 隆盛)。

イ.一 方で オー ラル ヒス トリーや フ ィール ドワー クの普及 、他 方で 図像 ・考 古資 料や コ

ンピュー ターの利 用 に よ り、歴 史学 を含 む人 文 ・社 会科 学が文 献 の学 とい う性 質 を著

し く変化 させ てい る。

ウ.こ れ らを通 じて、 「成 人男 子 の天 下 国家 」に直結 しな い 「女 子供 の 世界 」「小 さな世

界」が注 目 され 、「死 ん だ史料 」(読み取 り方 に は唯 一絶 対 の正解 が あ る と想 定 され て

いた)に 限 らない歴史 の様 々な 「生 きた声 」が 聞 こえ る ようにな った。

な どが ある。 これ らを踏 まえ て、各分 野で新 しい動 きが見 られ る。 まず 地域 や時代 で考 え

る と、

① 一 国史 を相 対化 す る動 き:ト ー タル な近現代 「世 界 史」の理解 を 目指す 近代 世界 シス

テム論 とグ ローバ ル ヒス トリー(近 年 で は② と結 びつ きなが ら、「アジ ア史の組 み込 み」

が積 極的 に試み られ て いる)、 それ に 「イス ラー ム世界 論」な ど地域 世界研 究 とい った

「大 きな世 界 の研 究」と、 「地域社 会 史」の ような 「小 さな世界 の研 究」の両方 が進め ら

れ、 その どれか を特権 化す るの で ない柔軟 で重層 的 な視 野が 求め られ てい る。

② アジア(・ ア フ リカ)停 滞論 と 「オ リエ ンタ リズム」の克 服 をめ ざす あ らた な試 み:「植

民 史」で ない歴 史 の定立(ア フ リカ ・オセ アニ アほか)、 文 明(文 化 圏)の 歴 史 の刷新

(イス ラーム史 、東 ア ジァ史 な ど)、生 態 ・基 層文 化や歴 史 の トレ ン ドの共有 を指標 と

して文化 圏論 で見 え ない 「地 域世 界」を検 出す る動 き(東 南 アジ ア、 中央 ユ ーラ シア、

環 シナ海世 界等)、 地域 を こえ る広 域 ネ ッ トワー クへ の着 目(ア ジア 問交易 ない しア

ジア交易 圏論)な ど多彩 な成果が 見 られ る。 「地域研 究」「海域 史」な どの 方法論 の普 及、

「ア ジアの なか の 日本」の位 置 づ けの解 明 にお け るおお きな進 展、① ② 双 方の 焦点 と

してのearlymodern(近 世)史 の見 直 しな ど、 関連 す る学 的躍動 は多 岐 にわた る。

③ 「冷戦後 」を理解 で きる現 代 史研 究:社 会 主義 の総括 と新 自由主 義 の理解 、 国民 国家

の たそが れ(?)や 民族 紛争 に対す る別 のか た ちの統 合 の模索 、独 立 を ゴール とす る
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歴 史か ら脱却 した 第3世 界 の近 現代 史な どの課題 が追求 され てい る。

次 に歴 史の分 野 ・領域 で整 理す る と、仏 ア ナー ル派 な どの 「社会 史 」が典 型 的 に示 した

ごと く、

④(物 質 的 な世界 につ いて)社 会 ・生 活 と環境 の歴 史 の多 元化:ま ず 衣食 住 や大衆 文化

の歴 史 がマ イナー な趣味 的学問 で はな くなった。 次 に生産 ・生業 ・技 術 ・農民 な どの

歴 史の刷新 と流 通 ・消費 ・都市 の歴 史への着 目が 顕著 であ る。一方 、環境 、人 口、家

族 とジェ ンダーな どの歴史 が、社 会 を規定 しうる 「独立 変数」の地位 をえた。

⑤(精 神 世界 につ いて)観 念 と意 味 の世 界へ の踏 み 込 み:「 ア イデ ンテ ィテ ィ」「集 団心

性 」のあ り方 とそれ を支 える さま ざまな 「世界 像」「他者像 」(「華夷意 識」「オ リエ ンタ リ

ズ ム」「地域 の論 理」等 々)、 物質界 で の関係 と支配 ・服従 ・反抗 や 「公 共空 間」「想 像 の

共 同体」の形 成 との 問を媒介 す る 「儀礼 」や 「表象 」の役 割 な どが詳 し く研 究 されて い

る。「思想 史 」「宗 教史 」「芸 術史 」な どは最先 端 の思想 や作 品 でな く一般 庶民 の理 解 と

実践 に注 目し、 思想 や流派 その もの よ り社会 ・政 治的役割 を含 め た総 合 的理 解 を 目指

す もの に変化 した。 また 「歴 史」をめ ぐっては、 「対 象 としての歴史 」と 「歴 史 を書 く」

こ との 関係 の問い 直 し(歴 史 を書 くこ とが必 然的 に歴 史 を創 って しま う側面 、History

がHisstory〈 男 の歴史 〉で あ り続 けた こ とな ど)が お こなわれ、 動 き続 け再解 釈 されつ

づ ける歴 史 とは裏腹 につ ね に 「伝統 」を もとめ る集 団心性 の作 用(こ れ と、 「自己 の周

辺 に非近代 的 な もの を生 み出 し続 け る近代 世界 」とが結 びつ いた ところ に、 さまざ ま

な 「創 られ た伝統 」が 出現 した)に も光が 当て られ た。

とい う巨大 な変化 が 見 られる。 この④⑤ 両方 と関連 しなが ら、

⑥ 「国家 」や 「政治」の新 しい理解 、 とい う項 目を立 てる こ ともで きる。例 えば軍事 ・戦

争 の独 立 変数 としての地位 が 認め られ た(ヨ ー ロ ッパ の近代化 に果た した戦 争の役 割

な ど)。 また 「帝 国」「劇場 国家 」「港 市 国家 」な ど国民 国家 と違 った国家 の あ り方が注 目

され 、社 会 契約説 や支 配階級 の道具 説 だけで ない 国家 や王権 の独 自の論 理 と役 割 が研

究 されて い る(地 主 国家 で な く小農 を基 盤 とす る中国専 制 国家 論 の よ うな経 済面 の議

論 も含 む)。 そ こで は支 配 階級 だ けで な く、民 衆 に内在 す る権力 ・規律 と支 配 ・服 従

が解 明 され る(グ ラムシや フー コー の権力 論)。 一 方 で 「人民(階 級)闘 争 史観 」とは

違 い、被支 配者 の行動 は 「支配へ の協 力(権 力 を利 用す る)」「逃 げる」な ど多 様 な角 度

か ら分析 され る。 これを含 む歴 史全 般 は、「必 然の発 展の歴 史」また は 「発展 のた めの

主体 的 闘争 の歴 史」とい うよ りは、 「外 部 の状 況 に対応 しなが ら、 さま ざま な可能 性
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の なかで よ りよい生 存 を も とめ る戦 略 と選択 の歴 史」と して研 究 され る。 た だ し 「所

有 」「階級」「人民 闘争」を完全 に忘 れる傾 向が世界 的 に見 られ るのは 問題 で あろ う。

① ～⑥ の どれ もが 幅広 く展 開 してい る点 で も、 日本 の歴 史学界 は世界 一で は ないか と思 わ

れ る。 欧米 の研 究 は、② の研 究 そ の もの お よび その 世界 史像 や 歴 史学 方法 論へ の組 み込

み につ いて巨大 な弱 点 を もち(イ ン ド以 西の ア ジア ・ア フ リカ につい ての研 究そ の もの は

依然 、 日本 よ り優 勢 であ る とは いえ)、 それが 他の すべ ての項 目につ いて 「世界 の理解 」を

不十分 な もの に して いる。 とはいえ① や④ ～⑥ の方 法 では欧米 諸 国が先 ん じてい るか に見

え、 日本 で もその 翻訳 ・紹介 を事 とす る研 究 者が 再生 産 され てい る。 だが そ もそ も、 「日

本製」の理 論や大 きな見取 り図 で優 れ た ものは少 な くない[*32]。ただ 問題 は、日本で も 「西

洋 史」「日本 史」な どの研 究 者が ア ジア史 に関す る新 しい成 果 をあ ま り理解 して いない よう

に、 また 「日本 史」「東洋 史」な どの専 門家 が 自分 の理 論が どれほ ど世界 史 での汎 用性 や典

型 性が あ るか を考 え よ うと しな い ように、組織 と発信 の あ り方 に ある。

3阪 大史学の挑戦

(1)横 断

「横 断」と 「臨床」を共 通 キ ー ワー ドとす る 「イ ン ター フェイ スの 人文学 」の 中で、 歴 史

グルー プは 「海域 ア ジア史研 究会 」(桃木至朗代 表)、 「グローバ ル ヒス トリー セ ミナ ー」(秋

田茂 代表)、 「中央 ア ジア学 フ ォー ラム」(森安孝 夫代 表)の3つ の研 究会 を定期 的 に開催 し

32 ② に直接 関係す る小農社会論(中 村哲、宮嶋博史 ら)や アジア間交易論(濱 下武志、川勝平太、杉原薫 ら。 匸溝

口 ・浜下 ・平石 ・宮嶋編1996]が 以上 について優 れた概観 を与 える)、 新 しい中国国家論 ・社 会論[森 正夫他

編1997な ど]か ら出た専制国家論[足 立1998]、 貨幣論[黒 田2003]、 それに中央ユー ラシア史 ・モ ンゴル時代

史[杉 山1997ほ かコや東南 アジァ地域研 究(生 態学 ・農学の高谷好一ほか→最重要 な成果 は中国江南デル タの

歴史像 を変 えさせ 「高谷シ ョック」と言われた[渡 部 ・桜井編1984]か)の 方法 的諸成果 は言 うまでもない。そ

れ以外 を恣意的に拾い出 して も、例えばサイー ドの 『オ リエ ンタリズム』([Saidl978]の 和訳が出たのは1986

年)の 論点 の重要な一部分 は、ノJ・谷汪之の著作[1979;1982]で すでに示 されている。 ナショナ リズムを論 じた

ア ンダーソン 『想像の共同体』[Andersonl991]は 、ネー ションに関す るス ターリンの発展段 階図式が 出発点 と

なった石母田正[1952-53ほ か]ら 日本 の研究者を含 む東 アジアの共産主義者の民族形成論争な どを併読するこ

とでず っと立体的になると思われる。筆者が専 門とす る中世史で言 えば、「権門体 制論」や 「顕密仏教論」[黒田

俊雄1994abほ か]か ら平雅行 の鎌倉仏教論 に至 る 「大阪大学発」の 日本史中世史の理論 はただちに一 日本史

の実態 としてだけでな く世界の中世史 を理解す る視座 ・方法論 として一 世界 に紹介されるべ きである。
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て きた(詳 細 はデー タブ ック参照)。 いずれ も 「日本 史」「東 洋史 」「西洋 史」な どの学問分 野

で の 「横 断」を狙 って全 国 的 に注 目されてい る研 究会 で、 前節 の① ～⑥ の テーマ で言 えば、

「グ ローバ ル ヒス トリー」が ①、 他 の二 者が ② を直接 の対象 とす る。 間接 的 に④ ⑥ にふ れ

る研究 も少 なか らずお こなわれ たが、 限 られた メ ンバ ーの力の 集 中の観点 か ら③⑤ はご く

散発 的 な研 究 に とどまって いる。

これ らや後 述す る歴 史教育 に 関す る研 究会、 関連 す る授 業 な どを通 じて、 大阪 大学 の史

学系 には、前 節 までで縷 言 した 「視 野 の狭 い き ま じめ さ」「横並 びの発想 」を乗 り越 え、 よ

り幅広 く柔軟 な発 想 で新 しい課題 に取 り組 む雰囲気 が かな りの程度醸 成 され た と、 われ わ

れ は 自負 して い る。 具体 的 な研 究 成果 の うち、 中央ユ ー ラ シア関係 はすで に本COEプ ロ

グラム 中間報 告書[森 安孝 夫責 任編 集2003]が あ り、 その他 メ ンバー の個 別論 文 が 『史 学

雑誌』の 「回顧 と展望 」で連 年取 り上 げ られて いる。 それ らを ま とめ た概 説[森 安2007]も

近刊 の予定 で ある。 また グローバ ル ヒス トリーセ ミナ ーの報告書 は別 に出版 の予 定で あ り

[Akita(ed.)2007]、 杉 原薫 らのGEHN(GbbalEconomicHistoryNetwork)の 活 動 と連携 しな

が ら、新 たな近現 代 世界 史像 の構築 を精 力的 に進 めて い る。筆 者 を中心 とす る 「海域 ア ジ

ァ 史研 究 会」の 成果 は、 本巻 第一 部 に掲 載す るよ うな個 別論 文 のほ か、 「海域 ア ジア史研

究入 門』[桃木 編2007]と い う世界初 の研 究入 門 を刊 行す る予定 であ る。

この3つ の研 究会 はいず れ も、 日本 が誇 る緻 密 な実証 を基礎 と しなが ら、広 域 の システ

ム ・ネ ッ トワー クを主対象 とす るこ とで一 国史 中心 の歴史 学 を革新 しよう として いる だけ

で な く、3分 野 がそ れぞ れ一 国史 と同様 の 閉 じた構 造 を もって しまわぬ よ うに、 中央ユ ー

ラ シァの 陸 の ネ ッ トワー ク と海域 アジア の海 の ネ ッ トワー クの 比較 、 海域 アジア ネ ッ ト

ワー ク と近代 世界 システ ム との交錯(そ れは グロ ーバ ル ヒス トリー と地域研 究 とい う方法

論 上 の斬 り結 びで もあ りうる)の 研究 な ど、相互 に連 動 しなが ら研究 を進め て きた。 この

効 用 はそ れぞ れの 内部 に と どまる もので は ない。例 えば 「中国」な る ものは、北 ・西 か ら

の遊 牧騎 馬 民 やオ ア シス 商業 民 の ネ ッ トワー ク、東 と南か らの海 商 の ネ ッ トワー クの重

な り合 う場所 とな り、一 国 史 と しての 「農民 の中 国史 」は脱構 築 され ざる をえ な くな る。

ブ ーム にな ってい る 日本 列 島 のア ジアへ の位 置づ け も、 通常 の 「日本 対外 関係 史」が伝統

的 な朝 鮮半 島 ・中国 との 関係 史 しか 見 よ うと しないの に対 し、 大阪 大学 で は 「東南 ア ジァ

以遠へ 連 な る海域 アジ ア世 界 」と 「中央 ユ ー ラ シア世 界 」を視野 に入 れ る こ とを要 求 され

る。伝 統 的な 「業界用 語 を駆使 した 内部 向けの研 究発 表 」だけ身 につ け て も、 これ に は対

応 で きない。
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「横 断」は 国外 の学 界 との積 極 的 な交 流、 そ こへ の発 信 も意 図 した キー ワー ドだ った。

グローバ ル ヒス トリーセ ミナー はそ れ 自体 を 目的 とし毎 回外 国の研 究者 を招聘 した。 中央

ユ ー ラシア史 や海域 ア ジア史で も国際交 流、 海外調 査が 頻繁 に行 われ たが 、手前 味 噌 を承

知 で紹介 した いの は、海域 アジァ史 グル ープが 国立 シンガポー ル大学 ア ジァ研 究 所(ARI)

と共 同でお こなっ た2回 の ワー クシ ョ ップ であ る[*33]。これ は東北 アジア海 域史 と東 南 ア

ジア海域 史の 関係や比 較 を論 じ、 両分 野の研 究交流 の重 要性 を示 そ うと した もの だが、従

来前 者 の成 果 はほ とん ど東 北 アジ ア諸 国の研 究者 に よって 自国語 で発表 され、 後者 の研究

は英語 中心 に進め られ て きた[・34]。その 中で本 ワー ク シ ョップは、英 語が 得意 で ないがす

ぐれ た研究 を発表 してい る 日韓 中台 な どの研 究者 に、英 文校 閲の費用 も出 して 集団 で英語

で発 表 させ た(デ ィス カ ッシ ョンに は しば しば通訳 も介 した)。 そ こに は(イ)東 北 ア ジア

諸 国の研 究者 の業績 は ご く断 片的 に英語 で公 表 され た もの を参照 す るだ け」とい う英 語圏

の研 究 状況 を改善 す る[・35]、(ロ)英 語 が苦 手 な東北 アジ アの研 究者 に、 自分 の研 究 が世

界 史 に大 きな意 味 を もつ こ と、 そ うで あれ ば 「生 真面 目な」東 北 ア ジアの人 々が 思 うほ ど

上手 な英語 で な くと も海外 の研究 者 は真 剣 に聞 き理 解す る こ とを実体 験 させ る、 とい う二

重 の狙 いが あ った。

(ロ)に つ いて付言 す れば、r歴 史 を志 望す る学生 の 中で英 語 の成績 が良 い者 が西洋 史 に

入 り、 そ うで ない者 が東 洋 史 ・日本史 に進 む」のが常 識の 日本 の大学 で は これ まで一… か

つ て の筆者 もそ の典型 だっ たが 東 洋 史 や 日本史 の専 門家 は英語 で発 表 しろ と言 わ れ

て もな にを どう した らよいのか全 く見 当がつ か ないのが 普通 だ った。 自然 科学系 の ように

と りあ えず ブロー ク ンで も英語 で仕事 をす る、 とい う文 化が ここに はない。 しか も この状

態 を変 える必要性 は、 い まだ に認 識 され に くい。 前述 の ように 日本 の 中国史研 究者 が 中国

33

34

35

第1回NortheastAsia仕omMaritimePerspective(2004年10月 沖 縄。14～17世 紀 の近 世前 期 が主対 象)、 第2回

DinamicRimlandsandOpenHeartlands(2006年10月 長崎。17世 紀末～19世 紀前半の近世後期が主対象で、本巻

第1部 所収 の論文はこのために執筆 されたものである)。 いずれ も報告集があ る。

もちろん英米以外の旧植民地宗主国の言語に よる研究、東南アジア諸言語に よる研究 を無視することは許され

ないのだが(だ か ら日本の東南 アジア史研究者 は 「きまじめ に」旧宗主 国の言語 と 「現地語」を習 う)、 その多

様性 が甚だ しい分 だけ、共通の議論は英語 で(お 互 いブロー クンな英語で平気 な顔 をして)お こな う習慣 も発

達 している。

これだけ重要な業績 があるのだか らわれわれの側 も英語での発信 に努力するが、英語圏の側 も今後 は東アジア

諸語の使い手 を組織 的に養成 し、東 アジア諸国の研究 を体系的に摂取する ようにすべ きだ、 というメッセージ

ははっき り伝わったと考える。
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語 で発 表す るの は今 や 当た り前 で、 そ うす れ ば世界 の中国 史研 究 者が読 んで くれ る し、 日

本 史 な ら外 国の研 究者 が 日本 語 を読 んで くれ るか ら[・36]、アジア各 国史研 究 や 日本 史研 究

に英語 は い らない ように見 えるので あ る。 だが われ われの ように東南 ア ジア と日韓 両国 を

結 びつ けた場合 、 ただ ちに問題 が見 えて くる。 中国史 の知識 は 日本史 や東南 ア ジア史の研

究 者 に も必 須 だ し、 日本 史 は(倭 寇 や銀 輸 出 な ど関係 史 の側 面 だけで な く国家 論や家 族 ・

ジ ェンダー 史 な どの比較 研 究 におい て も)ア ジア史理 解 の重要 な カギ を握 る。 つ ま り、 中

国史や 日本 史(ま た韓 国 ・朝鮮 史、 台湾 史)を 理 解す る必 要 のあ る研 究 者が すべ て それ ら

の言語 を学ぶ ことはあ りえな い。 となれ ばそれ らの歴 史 を英 語で書 く必 要が ある。

(2)臨 床

現在 は、 ア メ リカ型 の 「非歴 史主 義」が世界 中に影響 を広 げつつ あ るが、 上の ような 日

本 の歴史 学界 の弱点 とも結 びつ きなが ら、 日本社 会で も 「歴 史離れ 」と 「歴 史学 離れ」の両

方 が着 実 に進 行 して い る よ うに思 えて な らな い。 と くに本 巻 第二 部 で詳 し く論ず る よう

に、中学 ・高校 にお ける歴 史教育 の現状 には背筋 が寒 くな る。 これを知 らず に.一一筆者 と

て最 近知 った に過 ぎないが一 従 来通 りの入 試問題 を作成 し従 来通 りの教 養 ・学 部教 育 を

お こな う大 学教 員 は、怠 慢 のそ しりを免 れ ない。 そ してこ こで も、深 刻 な事 態 の背後 に教

育機 関 と社 会双 方の視 野の狭 い きま じめ さ、横 並 びの発想 が ある。

現 実世界 の動 きと歴 史学 の刷 新 を踏 まえ て、現在 の学習 指導 要領や 歴史教 科書 に は、 こ

れ まで軽視 され て きた東 南 ア ジア、 アフ リカその他 の地域 や、社 会史 ・海域 史 な ど新 しい

分野 の記述 が急増 してい る。た だ し大学 の史学 科 には こ うした新 しい領域 ・地域 の専 門家

は少 ない か ら、専 門外 の研 究者が起 用 され て間違 った教科 書記述 をお こな うような例が 珍

し くない。 「専 門家」であ って も概 ね 「狭 い世界 の外 部 に向け て 自分 を明快 に説明 す る」「自

分 の地 域 の記 述 を増 や す こ とば か り考 え るの で な く全 体 のバ ラ ンス を考 え る」な どの 意

欲 ・能力 は欠 くため、 出版社 ・編集 者 の力 量低 下 と相 まって、新 旧 の記述が 入 り乱 れ教 師

や生徒 の わか りに くさが増 す事 態が 頻出す る匚*37]。通常 は大 学時代 に狭 い範 囲の教 育 しか

受 けて いな い中高教 員 に、 これ を整 理 しなお して明快 かつ 正確 な授 業 をす る力 量 は ない。

36
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ただ し、日本研究者 と名乗 るか らには論文や資料の高度 な日本語を読み こなせて当然、 とい う基準 を適用 でき

るのは欧米諸国 と中国(・ 台湾)・ 韓国だけだろう。

世界史B教 科書の東南アジア史記述 にどの程度問題 があ るかの検討を 匸桃 木2006a]、 同 じく入試問題の検討 を

[桃木2006b]で お こなった。
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加 えて大学 入試 の保守 性[*38]や教育 現場 の忙 しさか ら くる高校 ・大学教 員双 方の不 勉 強な

どが、 教科書 や カ リキュ ラムの全面 刷新 を阻 んで いる。

も うひ とつ いけ ない のが、採 点 に便利 なアメ リカ型 の○ ×式 ・穴埋 め式 テス トが 「きま

じめで視 野が 狭い 」日本 社会 お よび 「不十 分 なマ ンパ ワー しか もた ない大 半 の大学 の 史学

科 の体 制 」とが っち りかみ合 い、「戦 後教 育」の 中の歴 史 とい う科 目とその入 試 を 「語 句 ・

年代 の暗 記科 目」に して しま った点 であ る[・39]。こ んな科 目が 普通 の生徒 に とって面 白い

わ けが ない 。そ して選択 制が 広が った現 在の 高校 では、入 試 で選択せ ず面 白 くもない科 目

の学 習 は、 以前 に増 して不 十 分 に なる。 か くして歴 史学 の 裾野 は ます ます狭 まる。 ヨー

ロッパ は もちろ ん アメ リカで も 「論 じさせ る」こ とな き歴 史の試 験 が考 え に くい ことは言

うもで もない。東 ア ジア型暗 記 ・受験地獄 の伝 統 を共有 す る漢 字文化 圏 で も、科 挙 の伝 統

を有 す る国 々で は(日 本 で も第 二次 大戦 前 には見 られた)暗 記 とい うの は語 句や 年代 で な

く長大 な文 章や説 明の 暗記 であ る ことの意義 に も、 注意 が払 われて よい[・40]。

前 置 きが長 くな ったが、 こう した問題 意識 に基 づ き、 われ われ は 「臨床 」の課 題 に歴 史

教 育 を選 んだ[・41]。タコ ツボ型 でな い大 学 ・大学 院 の授 業 の試 み と して、 地域 と国家 、新

38
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40
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大学側 は 「新 しい問題 を出す と高校 や受験業界の非難を浴 びる」、高校側は 「新 しい教育を したいが入試で旧態

依然 の暗記問題が出るからその注入 を続けざるをえない」と責任のなす りあい をしている。 どちらの言い分 も

一理あるが、昔の 自分(優 等生)の 基準で 「この ぐらいは知っていて もらわねば」と難問 を出す大学教員、「大

学受験用」歴史教科書で暗記部分 よ り説明 を増や した り中学では普通になった問いかけ調べ させ るスタイルに

変えようとする と「教 えにくい」と非難す る高校教員は、 どちらも自己を反省すべ きであろ う。

「われわれ は考え させる教育を して きた」とい う反論が、戦後教育 の担 い手か らただ ちに出る ことは承知 して

いる。 しか し、戦前型教育 を否定するあま り下記の ような 「論 ・説明の暗記」(論理的思考 ・説 明能力の養成に

とって決 して無意味でない ことは、英語が話せ るようになるためには 「構文や長文 の暗記」が役立つの と同 じ

である)を 全否定 して しまうなどの方法的欠点を もち、結局は受験 と結びつ いた戦後型暗記教育(英 語で言え

ば単語 だけ覚 える)に 抵抗する 「論理 的思考 ・説明能力」を涵養しきれ なかった 「結果責任」につ いて、 これを

拒 否するのは困難だ と筆者は判断 している。なお、おそらく語句 を異常 に重視する教育 と東アジアに伝統的な

大義名分へ のこだわ りが結合 した結果 と して、 日本の学界や教育界で は、新 しい挑戦的な議論(「マ ルクス主

義」「世界 システム論」「社会史」「ポス ト ・モダン」「ジェ ンダー」……)を 「中身 をよく見ずに言葉 だけで拒否す

る」(または逆に一斉 に飛びつ く)傾 向が強 いことにも注意 したい。.

そのためこれ らの国々では、採点の不公平への非難を伴いつつ も、論述中心の入試が当た り前に行われてい

る。一方日本 では、論述入試は特別で非常 に高度 なものであ り、やるか らには完璧な正解答案があるという、

「誤解」が根強い。同 じ誤解(と 構文 より単語を暗記す る習慣)が 日本人の英会話 ・英作文上達 を阻み、ブロー

クンな英語 を平然 と使 うアジア諸国出身者 に多方面で遅れ を取 らせ る原因になっているとい う事実 を想起で き

る歴史教育関係者は少 ない ようだ。

COEの 他の班の メンバーか ら、これが果 た して 「臨床」かという疑念が しばしば提示 されたが、そこには 「臨
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しい 史料論 な どテー マ を設 け て リレー講義 をお こな う大学 院の 講義 「歴史 学の フ ロ ンテ ィ

ア」(COE科 目。大 阪外大 と共 同 で2003年 度 か ら開講)、 史 学系 の学部2回 生 向 け必修 講義

で歴 史学 の方法 や問題 点 をテー マ別 に解説 す る新 史学 概論 とい うべ き 「世界 史 ・日本 史研

究 の 理論 と方 法」(2005年 度 か ら開講)な ど を開設 したが、 な ん と言 って も柱 にな った の

は、「高 大連携 」の一形 態 と しての 「全 国高校 歴 史教育 研究 会」であ る。毎 年夏 休み に、全

国か ら参 加 した 高校 教 員 に 「日本 史」「東 洋 史」「西 洋史 」を区別せ ず に 最 新 の研 究

成 果 を従 来 の見方 と比較 しなが らコ ンパ ク トに解 説 し[・42]、ま とめ方 や教 え方 につ いて質

疑 ・討論 をお こ なう この催 しは、羅列 と暗 記で な く像 を結 び説明 がで きる歴 史教育 に向 け

て高校教 育界 を刺激 し、大 阪大 学史学 系の研 究や 地歴 の入試 問題 の独 自性 に関す る理解 を

広 げ るの に貢 献 した だけで は ない。参 加 した大学 教員 ・若 手研 究者側 に も、高校(場 合 に

よっ ては中学)の 複雑 な現状 を知 り教養 ・学 部教 育や入 試 のあ り方 を考 え直す機 会 にな っ

た こと、 しば しば阪大 生 よ り 「手 強い」高校 教員相 手 の講 義や 高校 で の授 業 実践 に 関す る

情報 は、 大学 の講義 の レベ ルア ップへ の格好 の刺 激 にな った こ と(特 に教養 課程 の講 義法

改 善 に直 結す る)な ど、多 くの メ リ ッ トが あ った 。

この催 しの結 果、 阪大教 員 が高校 生 向 けの 「出前講 義」や高 校教 員側 の研 究会 に招 かれ

る こ と も増 加 した。 また2005年11月 か ら、 月例 会 形式 で、 よ り少 人 数 の研 究 者 ・教 員

が 幅広 い テ ーマ につ い て講義 ・討 論 をお こな う 「大 阪大 学 歴史 教育 研 究会 」が発 足 した。

2006年 度 か らこの研 究会 は 「魅 力 ある大 学 院教 育 イニ シア テ ィブ」に属 す る大学 院演 習の

扱 い も受 け、大 学院 生が 自分の研 究 を歴 史学 や世 界史全 体の 中 に位 置づ け、 それ を専 門外

の 人 々に向 けて説 明す る訓練 の場 に もな ってい る[・43]。研 究 は タコツボ化 しが ちな一 方で

塾 講師や 大学 の非常勤 講 師な ど教 える経験 を積 める アルバ イ トが激 減 してい る若手研 究者

が 、運良 く大学 教員 にな れた と して も、専 門の授 業だ けを 自分 同様 に優秀 な学 生 に教 えれ

ば よい とい う恵 まれ た立場 に最初 か ら着 ける こ とは まず な い。雑多 な成績 とバ ックグ ラウ

ン ドを もつ 学 生 たち の教 養教 育 に 当た るの は、 しば しば進 学校 で歴 史 を教 え るよ り難 し
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床 」イ コール 「個々人の レベルの問題」とい う定義のズ レがあった ように思われ る(「組織 の問題」や 「集団心

理」は 「臨床」の対象ではない?)。

2005年 度 には この研究会 の講義内容を土台 として、懐徳堂記念会の春秋講座で 「阪大史学の挑戦」と題す る市

民 向け連続講演会 を開催 した。 これ に基づ く一般書[懐 徳堂記念会編2007]が 近 く出版予定である。

本稿 で論 じた歴史学のあ り方 に対応する歴史研究者養成 の問題点 と、この月例研究会の趣旨につ いては[桃 木

2006c]で 扱 っている。

謬 」餝 涼 漁 韈 脚 弾 贓 031



い。大 学院生 ・若 手研 究 者 を こう した研 究会 に巻 き込む こ とは、 す ぐれて実践 的 な意義 を

もつ。

以上 の よ うな メ ンバ ーの取 り組 み と今後 出 て くる業 績が 、実 際に世 界 レベル に達 してい

るか、 日本 の歴史 学 ・歴 史教 育 を変 革 しうるかにつ いて は、内外 の読 者 ・関係者 の評価 に

委 ね る しか ない。 ただ われわ れが、 問題 を立体 的 ・体系 的 に と らえ革新 しよ うと して いる

こ とは、 ご理解 い ただ きた い。そ れ は 「ジー コ ・ジ ャパ ン」と比べ れ ばか な り具 体 的 な 目

標 と方 法 を もって いるつ も りなの だが、 いかが であ ろ うか 。

[ももきしろう ・大阪大学大学院文学研究科教授]
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第1部

躍動する周縁 と開かれた中心

インターフェイスの場 としての海域 アジァ



9世紀～14世 紀前半の日本列島と海域アジァ

山内晋次

は じめに

本稿 で は、9世 紀 か ら14世 紀 前半 頃 までの 日本列 島 とアジ ァ諸 地域 との海 を通 じた交

流史 を検討 す る。 この研 究分野 は、 戦前 の研 究 の盛 り上 が り(そ れは もち ろん 日本 国家 の

ア ジァ侵略 と深 くか かわ る動 きであ った)と は裏腹 に、戦 後 しば ら くは研 究が停 滞 して い

た。 しか し、 と くに1980年 代以 降、 再 びそ の分 野 の研 究が 活性 化 して きてい る。 その研

究の新 展開 の なか で注 目すべ き特徴 として、 まず、従 来の研 究 の主軸 であ った国家 ・為政

者 間の政治 ・外交 交渉 だけで な く、 海商 ・海民 ・僧侶 な どの さま ざまな レベ ルの交 流 に も

積 極的 に関心 が 向 け られ る ように な り、 「国家」や 「国境 」の相対 化 とい う方 向性 が 明確 に

なって きた点 があ る。 また、 この点 と深 くかか わ り、 これ まで 「日本(ヤ マ ト)」の 「辺境」

・「周縁 」との み理解 され、研 究 の焦点 があ ま り当て られて こなか った琉球 列 島や東北 北部

～ 北海 道地域 に関 して 、列 島外 の よ り広 い世 界 とのつ なが り(国 境 を また ぐ 「地域 世界 」・

厂海 域世界 」)の なかで、 そ の地域 の独 自な歴 史展 開 を とらえ よう とす る研 究が活 発化 して

いる点 もあ げる こ とがで きる 匚*1]。

この よ うな新 た な研 究の 動 きは、 はや くは1980年 代 後 半の[朝 尾 直弘 ・網 野善 彦 ・山

口啓二 ・吉 田孝(編)1987][川 添 昭二(編)1988][菊 池徹 夫 ・福 田豊彦(編)1989]な どに

明確 にみ て とれ る。 こ こ10年 程 の 間 にお いて も、そ の新 た な視 角 は、 「境 界 」・「境 界 人」

を中心 テ ーマ とす る[村 井 章介 ・佐 藤信 ・吉 田伸 之(編)1997][バ ー トン,ブル ース2001]

[村井 章介2006]や 、 日本 通 史の シリーズ にお い て列 島の北 方地 域 ・南 方地域 ・海域 史 を

1 以上 のような近年の研究潮流の詳細 については、[関周 一1994][田 中史生2002][橋 本雄2003][田 中健夫2003]

匚皆 川雅樹2005]な どの研 究史整理 を参照。 なお、 この分野 に関連す る年 表 ・文献 目録 として は、[田 島公

1993][対 外関係 史総合年表編 集委員会(編)1999][石 井正敏 ・川越泰博(編)1996]な どがある。
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あつか う独 立の1巻 が 設定 され た[大 石直 正 ・高良倉 吉 ・高橋 公明2001][入 問田宣 夫 ・豊

見 山和 行2002][豊 見 山和 行(編)2003][菊 池勇 夫(編)2003]、 お よび 日本歴 史講 座の1論

文 で あ る[柳 原敏 昭2004]な どが あいつ い で公刊 され 、枠組 の面 で も実証 の面 で もさ らに

研 究が深 め られつ つ ある。

以下 、第1章 では、 上述 の よ うな 日本列 島 とア ジア諸地 域 との交流 史 の推 移お よび それ

に関す る研 究 の現状 を、列 島 の西方 ・南 方 ・北 方 の3海 域 に分 けて概観 す る。そ して 、つ

づ く第2章 で は、以上 の よ うな列 島 とアジア諸 地域 との海 を通 じたつ なが りを具体 的 に物

語 る1つ の事例 として、 これ まであ ま り注 目され て こなか った、 日本産 硫黄 の 中国へ の輸

出 とい う問題 を紹介 してみた い。

1日 本列島の西方 ・南方 ・北方の動向 と海域世界

(1)列 島西 方の海域

◆ 画期 と しての9世 紀9世 紀 に入 る と、来 日す る渤 海 国使節 を除 き、 国家 的使 節 団 を介

して の 日本 とアジア諸 国 との交流 が ほぼな くな って しま う。 しか しその一 方 で、 史料 中 に

「新 羅商 人」・「大 唐商 人」と表記 され る大 陸 の民 間海 商 た ちが しば しば 九州 に来 航 し、大

陸 との 民 間貿 易 が始 まる[・2コ。 また、 同世 紀 の後 半 に は、 反 乱 ・海 賊事 件 を契 機 とす る、

日本 ・新 羅 ・唐 を また ぐ民 衆 の移 動 も活発 化 した と推測 され る[山 内晋 次2003]。 この よ

うに、為 政 者 によ る政 治 ・外 交 中心 の 限 られた交流 か ら、そ れ以外 の民 間人 も含め た貿易

な どを 中心 とす る交 流へ とそ の交流 の性 質や 範 囲が大 き く変化 す る とい う点で 、 この9世

紀 とい う時期 は、 日本 とアジ ア諸 地域 との交 流史 にお いて重要 な 画期 とな る。

この時期 の唐 ・新羅 ・日本 を結 ぶ東 ア ジア海上貿 易 では、唐 人 と新 羅 人一 と くに唐 に僑

居 す る在唐 新 羅人 た ちが大 きな役 割 を演 じた と考 え られ てい る〔・3ユ。 ただ し、10世 紀 か ら

14世 紀 頃の 日本 ・朝 鮮 ・中 国史 料 に ほ とん ど姿 をみせ ない朝鮮 半 島 出 身の 海商 が、 なぜ

この時期 に大 きな活躍 をみせ るの か、 その理 由 ・背景 は十 分 には 明 らか にされ てい ない 。

2

3

匚石井正敏1988]で は、新羅 ・唐海商の 日本来航の開始を8世 紀後半か らとする。 しか し、史料上 で国家 的使

節団 とかかわ らない民 間海商 と考 えられ る 「新羅商人」・「大唐商人」の語が初出するのが9世 紀に入ってか ら

のことであるので、本稿では一応、彼 らによる貿易の始 まりを9世 紀初期か らと理解 してお きたい。

この点 については、[李 炳魯1993][濱 田耕策2002]匚 田中俊明2003][権 悳永2005]な ど参照。

038 1獣鍵掘奪奪諺し壅鱗`韓i薦鬱$縫鮪窮灘鶴藝《娵i編電i獅2窃弓母¢塗翕葱



また、中 国人海 商た ちの東 ア ジア ・東南 ア ジア海域 への進 出 は、 まさに唐 末の この時期 か

ら本格 化す る と推 測 され るが 、そ れ に関す る記録 は現 存 の中国 史料 には ほ とん どみあ た ら

ず、 そ こか ら具体 的状況 を明 らか にす るこ とは難 しい。 そ して、 その 中国 史料 の空 白をわ

ずか な りと も埋 めるの が、 中国海 商た ちの貿易相 手 となった 日本 に残 され た史料群 なので

あ る。 海域 ア ジア史研 究 の広 い視野 か ら、今後 さらにそ れ らの 日本史料 を多 角的 に分析 し

てい く必要 があ る。

◆ 日宋貿易 の時代 つづ く10世 紀初 頭 に唐 が滅 亡 し、中国 が五代 十国 の混乱期 に入 って も、

呉越 国の 海商 を 中心 として中 国海商 た ちの対 日貿 易 は続 け られ た[山 崎覚 士2002]。 そ し

て、 同世紀後 半 に宋が 中国 の大部分 を再統 一 し、そ の国 内の商業 ・流通 が一段 と発 展 した

結 果、 中国 海商 たちの 日本 へ の来航 も増加 し、 いわ ゆる'「日宋 貿易 」が展 開 して い く[*4]。

10世 紀 末か ら13世 紀 後半 にか けて の 日宋 貿 易 の展 開過程 につい て は、 はや く[森 克 己

1948,1950]の 包括 的研 究 が あ.り、 これが その 後半 世紀 近 くにわた っ て通説 の地 位 を 占め

続 け て きた。 しか し、1980年 代 末以 降、[山 内晋 次2003][榎 本 淳 一1991][林 文 理1998][榎

本 渉2001a,2001d][渡 邊 誠2003]を は じめ とす る文献研 究 に よ り、 この森 克 己説 を主軸 と

す る通 説 の大幅 な見 直 しが 進ん でい る[・5]。この ような文 献研 究 の新展 開 は、 ほぼ 同 じ頃

か ら急 速 に進展 して きた、[亀 井 明徳1986,1995][大 庭康 時1999,2001]に 代 表 され る、貿

易 陶磁研 究や大 宰府鴻 臚館 遺跡 ・博多 遺跡 の発掘成 果 な どに もとつ く考古 学側 か らの貿易

研究 と密接 に リンク しなが ら進 め られ て きた。

これ らの新 た な研 究 を通 じて、 た とえば、従 来の通 説 が主 張 して い た、10世 紀 後 半以

降の国家 に よる対 外 関係 ・貿 易 の統制 ・管理 の急速 な衰 退 と崩 壊 とい う図式が大 き く塗 り

か え られ、 す くな くと.も12世 紀 頃 まで は指定 貿易 港 であ る博 多 を中心 に国家 に よ る貿 易

の統 制 ・管 理が維 持 され てい たこ とが 明 らか になった。 また、 と くに考古 学研 究にお け る

大 きな成果 と して、11世 紀 後半 以 降、博 多 に 中国 人 の貿 易 関係 者 を中心 とす る チ ャイナ

4

5

日宋 関係 および後述 の日元関係の より詳 しい研究史は、[榎 本渉2002b][Enomoto2003][山 内晋次2002]を 参

照。 また、 日宋貿易期を中心 とす る9～13世 紀頃の 日本側 の貿易 関係史料の大枠 は、[山 内晋次2006]で 概観

が得 られる。

これらの成果以外 に も、 日本の貿易管理方式 ・決済 システムを掘 り下げた[田 島公1995][渡 邊誠2002,2005]、

貿易史 と王権論 ・政治史 との接点 を積極的に探 る[保 立道久2004a]、 硫黄 ・金をはじめ とする個別的 なモ ノの

動 きに注 目す る[五 味文彦1988][山 内晋次2002][皆 川雅樹2006]、 国文学研究か ら 「唐物」論に迫 る[河 添房江

2005]、 個別 の来 日宋海商の動 きを追 う[森 公章2002]、 日本中世仏教 史と対外関係 史との積極的な架橋 をめざ

す[上 川通夫2006a,2006b][保 立道久2004b][横 内裕 人2006]な どがある。
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タウ ン(唐 坊 ・唐 房)が 形成 され てい た こと も物証 を ともな って明 らか にされた。

ただ し、 この新 た な見 取 図 では、12世 紀後 半 以 降の公 的 貿易 管理 の 実態 が ほ とん ど解

明 され て いな い。 こ の点 につ い て は、 依 然 と して研 究 の手 薄 な平氏 政権 ・鎌 倉 幕 府 の貿

易関与 の 問題 な どを含 めて、 当該 時期 の貿易 実態 を今 後 さ らに掘 り下げ ていか ねば な らな

い。 また 、近年 、 九州沿 海 地域 に点在 す る 「トウボウ」の地 名や新 たに発 見 され た中 国陶

磁 出土 遺跡 な どか ら、 九州各 地 での国家 管理 を離 れた貿易 の盛行 や 中国人 の集住 を推定 す

る[柳 原敏 昭1999][服 部英 雄2005]な ど も発表 され てい る。 この ような、従 来 の通説へ と

回帰 するか の よ うな近年 の研 究 に関 しては、 国家 に よる貿易 管理 の本 質 を どの よ うに考 え

るの か とい う問題が 重要 な ポイ ン トとなる。 その 問題 につい て は、[山 内晋次2003][榎 本

渉2006]な どが 試み た、海域 アジ ア世 界 を広 く見 渡 した貿易 形態 の比較 史 の成果 な ど も参

照 しなが ら、 「国 際交 易」とい う もの の本 質や そ れが行 われ る港 の機 能 ・成立 条件 な どを

い まいち ど根 本 的に議 論 しなおす 必要 があ ろ う。 そ してその際 に、王 権 ・国家 と海商 との

問 に 「もた れあ い」の 関係 が あ る点 を見逃 しては な らない であ ろ う。

日宋 貿易 の時代 は、 それ以 前 の 日唐 関係 の時代 と比 べ て、庶民 文化 までを含 めた よ り多

様 な種類 ・レベ ルの 中国文化 が 日本 に流 入 し、そ れ らが その後 、 日本 人 の よ り広 い階層 に

よ り深い 影響 を与 え た時代 で あ った と推 測 され る。そ の具 体的 な状 況 を解 明す るた め に、

今後 さらに、従 来手薄 な美術 ・工 芸 ・芸 能 ・民俗 ・生活 史分野 な どの多様 な テーマ が追求

され ねば な らない。 また、 同様 にほ とん ど解 明 されて いない 、宋 の国内事 情 と日宋 関係 と

の連動 の具 体的状 況や 、北宋 期 と南宋期 との間 におけ る 日宋 関係 の共通 点 ・相 違点 な どに

つ いて も、 今後検 討 を深 めてい く必要 があ る。

◆ 日元 間 の 戦 争 と貿 易13世 紀 後 半 ～14世 紀 半 ば の 日元 関係 を め ぐって は これ まで、

1274年(文 永 の役)・1281年(弘 安 の役)の2度 に わた る元 の 日本 遠 征(蒙 古 襲 来 ・元寇)

の問題 を中心 に、 日本 史家 ・東洋 史家双 方 か らの研 究が 進め られ て きた。 日本 史家 はお も

に、 そ の戦争 を契 機 とす る国 内政 治の変 質過 程 や国 内 にお ける人 ・物 の動員 ・挑 発体 制、

お よ び戦 後 の武 士 ・寺社 な どへ の恩 賞の 問題 な どを中心 に、 その戦 争 が 中世 日本 の政 治

・経 済 ・社 会 ・文化 に与 え た広 範 な影響 を検 証 して きた[・6]。一方 、東 洋史 側 におい て は、

6 基礎 的な業績 として[相 田二郎1982]が ある。 このほか、専門書 としては、[瀬 野精一郎1975][村 井章介1988]

[海津一朗1994][南 基鶴1996]な どがあ り、概説書 としては、[網 野善彦1974][海 津一朗1998][佐 伯弘次2003]

などが ある。 なお、この戦争 に関する研 究史を網羅的に整理 したものとして、刊行年 はやや古いが[川 添昭二

1975]が ある。
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中国史 ・朝鮮 史 ・中央ユ ー ラシア史 な どの専 門家 が この問題 に関心 を寄せ、 元 ・高麗 ・日

本 間の外 交 交渉 や戦 争 の過程 を詳細 に検討 してい る[綱 。 そ して、近 年、 東洋 史家 の側 か

ら この問題 に対 して積 極 的 に発言 を してい る のが 中央 ユ ー ラシア 史 を専 門 とす る杉 山正

明 であ り、[杉 山正明1995,1998]な どで、 日本 史家 の ほぼ 日本 国内 に限定 され た狭 い歴 史

的視 野や思 い込 み を批判 し、モ ンゴ ル帝 国 の眼か らみ た斬 新 な歴 史像 を提示 してい る。 な

お 、第2回 目の遠征 の際 に は、 現在 の長崎 県鷹 島沖 で猛 烈 な嵐 に よって多数 の元 船が沈 没

した こ とが諸書 に記録 されてい るが、 近年、 この ときの沈 船 の もの と考 え られ る様 々な遺

物 がその 海底 か ら引 き揚 げ られ、水 中考古学 と文献 史学 の協業 に よる新 たな研究 の進展 が

期待 され てい る匚*8]。

この よう な戦争 の一 方 で、 日元 間にお い て は貿 易 も盛 ん にお こな われ た。 しか し、 こ

の 日元貿 易の 問題 を め ぐって は、は や く[森 克 己1975a,1975b]な どの研 究が あ る もの の、

そ れに続 く研 究 がほ とん どな く、近 年 の 日宋貿 易研 究の進展 に比 べ る と、研 究の 立 ち遅 れ

が 目立つ。 この よ うな研 究状 況 にあ って、最近 このテーマ に積極 的 に取 り組 んで い るのが

榎 本 渉で ある。[榎 本 渉2001b,2001c,2002a]な どで、元 朝の対 日貿 易政 策や 元の 国内状 況

が対 日通交 に及 ぼ した影響 な どが詳細 に検 討 され、従 来2度 の戦争 期 問以外 はほ ぼ一貫 し

て盛 行 してい た と考 え られて きた 日元 貿 易 に、 い くつ か の 中断 ・退潮 期 間 を挟 む波 動 が

あ った こ とを発 見す るな ど、重 要 な成果 が あげ られて い る。 また、[村 井章介2003,2005]

は、 当時 の貿 易 の具体 的状 況や それ と密接 にか か わる 日元 間 にお ける僧侶 の往 来(名 前 の

判 明 す る もの だけで も300人 近 い)を 概 観す る と ともに、14世 紀 前半 に幕府 や 大寺社 の名

の も とに 日本 か ら派 遣 され た 「寺社 造 営料唐 船 」の 通説 を批判 し、 当 時の 中国 海商 の経営

形 態 に よ り即 したか た ちの新 たな理 解 を提 示 す る。 なお、 日元 貿易 に関 して は、1976年

に韓 国西南 の多 島海 域 で引 き揚 げ られた 「新 安沈 船」とい う、 きわめ て貴重 な実 物 資料が

あ る。 この沈 船 は、 その多 くの遺物 か ら、1323年 に 中国の慶 元(現 在 の寧波)を 出港 して

博 多 に向か う途 中に遭難 した、 まさに 日元貿 易船 その もの であ る と考 え られ てい る[・9]。

◆ 高麗 との 関係10世 紀 前 半 か ら14世 紀 末 まで朝 鮮 半 島 を支 配 した 高麗 との 交 流 につ

いて は、 日宋 ・日元 関係 に くらべ て は るか に関係 史 料 が乏 し く、 ひ さ し く[森 克己1948,

7

'

8

Q

ノ

専門書として[池 内宏1931][青 山公亮1955]、 一般書 として[旗 田巍1965]な どがある。

[小川光彦2002][四 日市康博2002]な ど参照。

[文化広報部文化財管理局(編)1988コ など参照。

欝 翻 シス私 と灘 アジ鮫 邏 041



1975a,1975b][青 山公亮1955]な どご く限 られた研 究 しか なか った。 しか し、や は り1980

年 代 頃か ら、 日本 ・高 麗 にお け る為 政者 た ちの 国際 意 識 の問題 や 両 国間 で の漂 流民 送還

の問題 、お よび元 の 日本侵寇 前後 の対 日関係 な どをめ ぐって、[奥 村周 司1985][村 井章介

1988][李 領1999][南 基鶴2003][山 内晋 次2003]な どの新 た な成果 がす こ しずつ 蓄積 され

て い る。 また、 日本 ・高 麗 ・宋 ・遼 間 に お ける 中 国海 商 の動 きを綿 密 に分 析 した[原 美

和 子1999,2006]や 、高 麗仏 教 との 交流 の なか で 日本 中世 仏教 の展 開 を探 った[横 内裕 人

2002]な どの新 た な視点 か らの研 究 も徐 々 に進 みつつ あ る。

(2)列 島南方 の海域

◆文 献研 究の成 果 日本 列 島南方 の琉 球列 島(薩 南 諸 島～ 八重 山諸 島)に 関す る文献 記録

は、7世 紀 頃か ら史 書 にみ え始 め るが 、 その量 は きわめ て限 られた もの で あ る。 しか し、

後述 の考古 学 の成果 も援用 しなが ら、 当該地域 の歴 史動 向 を具 体 的に描 き出 そ うとす る文

献研 究が積 み重 ね られて いる。[鈴 木靖 民1987][山 里 純一1999][田 中史生2005]で は、 当

該 地域 の人 々の ヤマ ト国家 へ の 「朝 貢」の背 後 にあ る社会 の 階層化 の進 展、 遣唐 使 と当該

地域 との関係 、南方物 産 の交易 と密接 に 関わ る島嶼社会 の統合 へ の動 きな どの問題 が論 じ

られて い る。 また、[永 山修;一1993,2004][村 井章介1997,1999]で は、 お もに薩南 ・奄美

諸 島 に関 して、 ヤ コウガイ ・硫黄 ・赤 木 な どの特 産 品交易 の実 態、 その 地域 を 日本 の 「西

境 」とす る国家領域 観念 、北 条氏 ・島津 氏 ・千竃 氏 ら種 々の権 力 に よるその地 域 の交易 支

配 な どの問題 が検討 され てい る。

◆ 考古学研 究の進展 近 年の琉 球列 島 史研 究 は、 と くに考古学 を牽 引車 と して進展 してお

り、そ の成 果 か らつ ぎの ような見 取 図が 描 かれ て い る。11世 紀 頃 を境 に、 それ 以前 の琉

球列 島 は、沖 縄諸 島 と宮 古諸 島 の問 で2つ の文化 圏 に分か れ ていた 。 とこ ろが 、 その 頃か

ら、海 を越 えて流 通 した、 カ ム イヤ キ(徳 之島 産)・ 白磁(中 国産)・ 滑石 製石鍋(九 州産)

・鉄 器 ・穀物 な ど、両文 化 圏 に共通す る考 古学 的遺物 の 出土が ほ ぼ列 島全 域 でみ られ る よ

うにな る。 これ らの遺 物 か らは、琉球 列 島の島 々が、 それ まで の採 集経 済社会 の段 階か ら

農耕 ・交易 の比 重が 高い 交易型社 会 の段 階に移行 しつ つ、 文化 的一体化 の方 向 に進 ん でい

た こ とが わか る。 そ して、 この 動 向の延 長 上 に15世 紀初 め の琉 球王 国 の成 立が み えて く

るこ とにな る[池 田榮史2006aコ 。

この よ うな新 た な研 究動 向 にお け る具体 的成 果 と して、 た とえ ば[高 梨 修2005,2006]

[木下 尚子2003コ な どは、7世 紀 頃 以 降の ヤ マ ト ・中 国 を相 手 とす るヤ コウ ガイ ・ホ ラガ
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イ交 易 か ら地域 支 配権 力 や 国家 の形成 過 程 を探 る。 と くに高梨 は、 ヤマ トと琉球 には さ

まれた奄 美 の 「境 界性 」に着 目 しつ つ、 従 来 の沖縄 島 中心 史観 を乗 り越 え る新 た な奄 美

諸 島史像 を構 想す る。 また、[池 田榮 史2006b][吉 岡康 暢2002][亀 井 明徳1993][鈴 木康 之

2006]な どは、 カム イヤ キ ・白磁 ・石 鍋 な どを舶載 して列 島 の南方 ・西方 海域 を往 来す る

ヤマ ト ・琉球 ・中国な どの商 人集 団に よる交易 か ら、 琉球列 島社 会の発 展 を見通 そ う とす

る。近 年 の調査 に よ り、 海 を越 えた 中国 やヤ マ トとの深 い 関係 を示 唆す る10～13世 紀 頃

の 多 くの中国 陶磁 や 大型建 物遺構 な どが発 見 された奄 美大 島の倉 木崎海底 遺跡 や喜界 島 の

城 久遺跡 群 な どを、 この ような交易型社 会 の発展 を重視 す る新 たな図式 の 中に どの ように

位 置づ けるの か、今 後の研 究 の進展 が期待 され る。 このほ か、 中山王 の初 期 の本拠地 と推

定 され てい る沖縄 島の 「浦添 グスク」・「浦添 よう どれ 」の発 掘調 査 では、す で に13世 紀 に

お い て、そ れ らの施設 が 沖縄 地域 の他勢 力 を圧倒 す る規模 に達 して いた こ とが 判明 した。

そ して、 この発 掘 調査 の成 果 と上 述 の交 易 型社 会 の 発達 に関 す る研 究 成 果 とを統 合 し、

匸安 里 進2003,2004]は 、15世 紀初 めの琉 球 王 国の成 立以 前 にすで に 「初 期 中 山王国」と も

呼 ぶべ き強大 な支配 権力 が出現 して いた こ とな どを想 定す る新 た な琉球 国家形 成史 の仮説

を提 起 して いる。

(3)列 島北方 の海域

◆ 「防御性 集落」と擦 文文化 従 来、律 令 国家 に よる 「エ ミシ征 討」の時代 が終 わ った後 の

10世 紀 半 ば～ll世 紀 後半 頃の本 州北 部地 域 で は、 比較 的平 和 で安 定 した社 会が 維持 され

てい た と考 え られ て きた。 ところが 近年 、10世 紀 半 ば～12世 紀 初 めの 津軽 海峡 をまた ぐ

本 州北 部(ほ ぼ北 緯40度 以北)～ 北 海道 地域 にお いて 、「防御性 集 落 」と名付 け られ た環

濠 集落 ・高 地性 集 落が 広範 に出現 し、 「戦 い と緊張 の時代 」が到 来 して いた ことが明 らか

にな って きた[斉 藤 利男1999][三 浦圭介 ・小 口雅 史 ・斉 藤利男(編)2006]。 ち ょうどこの

頃、北 海道 の大 部分(一 部 にサハ リ ン ・ユ ー ラ シア大 陸 の文化 と関係 が深 い 「オ ホー ツク

文 化」が 分布)で は 「擦 文 文化 」が展 開 してい た。 この文化 は鉄器 ・須恵 器 な どの使用 にみ

られ る よ うに、 それ 以南 の ヤマ ト社会 との 活発 な交流 ・交 易 に支 え られ て お り、 そ の分

布 は当 時、津 軽海 峡 を越 えて青森 北部 に まで及 んで いた[菊 池俊 彦 ・鈴木靖 民 ・蓑 島栄紀

2006][鈴 木 琢也2006]。 この よ うな北 方の歴 史状 況か ら、「防御性集 落」の出現 は、本 州北

部 地域 と北海 道 を結 ぶ海 を通 じた交易 ル ー トの変遷 と密 接 に関 わって いる と推 測 されて い

る[蓑 島栄紀2006]。
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11世 紀 末～12世 紀 にな ると、ヤマ ト国家 の軍事 ・行 政的支 配力 が本州 最北 部 まで伸 び、

「防御性 集 落」も急 速 に姿 を消 し、 そ の地域 は比 較 的安 定 した状 況 となる。 ち ょう どこの

時 期、 「日本」の 「東 」の境界 が 、津 軽半 島 陸奥 湾側 一帯 を指 す 「外 が浜 」と意識 され るよ

う にな る事 実[大 石 直 正1980]や 、 「エ ミシ」の呼称 が よ り北 方 地域 の 人 々 に限 定 され た

「エ ゾ」に変化 して い く事 実[海 保嶺 夫1996]な どは、 この ような状況 と直結 して い る。

◆ 奥州藤 原氏 の時 代 安定 した状 態 を取 り戻 した12世 紀 の本 州北 部 地域 を直接 支配 下 に

置 いた のが、奥 州藤 原氏 であ る。平泉 に本拠 を置 い た同氏 は、ヤ マ ト国家 の北 方支 配 を肩

代 わ りす る一方 で、 強 い 自立性 を持 ちつつ北 海 道 の一部 まで もそ の支 配下 にお い てい た。

[大石 直正2001][入 間田宣 夫 ・豊 見 山和行2002]な どは、 そ の支 配力 の基 盤 の ひ とつが 、

鷲羽 ・海 獣皮 な どの北海道 や あるい は さ らに北方 の地域 か ら外 が 浜 に もた らされ る産物 の

交易 の統 括 にあっ た と推定 してい る。

◆安藤 氏 と十三 湊の繁栄12世 紀 末、奥 州藤原 氏が鎌 倉幕 府 によ り滅 ぼ される と、本 州北

部 は鎌 倉 幕府 の直接 支配下 に置 かれ、奥 州 総奉行 ・秋 田城介 な どを通 じて現 地支配 が行 わ

れ た。 しか しその 支配 権 は次 第 に執権 北 条氏 の 手 に移 り、13世 紀 以 降、津 軽 半 島 日本 海

側 の十三 湊 を本拠 地 とす る安 藤氏 が、 その代 官 として北方 地域 の現 地支 配 を担 っ た[大 石

直 正1990][村 井 章介 ・斉 藤利 男 ・小 口雅 史(編)2002]。 こ の よう に安 藤氏 が 北 方の 統括

者 とな る と、従 来の外 が浜 にか わっ て、そ の本拠 地で あ る十 三湊 が北方交 易 の拠 点 となっ

た。 近年 、考古学 的発 掘 の進 展 に よ り、安藤 氏支 配下 の十三湊 の姿 が次 第 に明 らか に され

て きてい る[青 森 県市 浦村(編)2004][前 川要 ・十三 湊 フ ォー ラム実行 委員会(編)2006]。

◆ アイヌ文化 の形成 と交易 の拡大 以上 の よ うに、本 州北部 地域 の現 地支 配者が 奥州 藤原

氏 か ら安藤 氏へ と推 移 す る12～13世 紀前 後 に、 北海 道 は 「擦 文 文化 」か ら 「アイヌ文 化」

へ と移行 す る[*10]。この アイヌ文化 におい て は、 土器 の使用 が な くな り、 鉄器 ・漆器 ・米

な どをヤ マ トとの交易 に よ り入手 す るこ とにな る。 そ して、北 海道 の アイヌ たち は、 そ れ

らの対 価 であ る北 方 産物 を供 給す る交易 の民 と しての性格 を強め、 そ の交 易支 配 をめ ぐっ

て階層 分化 が進展 し、各 地 に首長 や さ らに彼 らを統 括す る有力 首長 が生 まれ る ような高度

な政 治社 会 を誕 生 させ る(た だ し琉球 の よう な国家形 成 に は至 らなか った)。 この よ うな

10 アイヌ文化成立 の画期 につ いては、12～16世 紀 と論者 によって幅が あるが、本稿 では、上述の列 島の西方 ・

南方 にお ける海域交流の展開 と積極 的に関連づける視点か ら、[海 保嶺夫1996]な どにもとづ き12～13世 紀頃

をその文化への移行期 と理解 してお きたい。
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文化 の移 行 は、 ヤマ ト側 の 日本 海交 易 の発達 と連 動 して いる と考 え られ てい る。 さらに、

13世 紀 か ら14世 紀 にか けて、 ア イヌ たち は この よう な交 易 を中心 とす る活 動 の範 囲 を北

海 道の 外へ と海 を越 えて南 北 に拡 大す る こ とに な る。 南方 に関 して は、13世 紀 後 半か ら

14世 紀 前半 の諸 文 献 に、津 軽海 峡 を越 えた アイヌ を主体 とす る勢 力が 鎌倉 幕府 軍 と戦 っ

た と考 え られ る 厂エ ゾ反 乱」の記録 が い くつか登 場す る。 北方 に 向か って は、13世 紀 末か

ら14世 紀 初 め にか けて ア イヌた ちが サハ リ ンや千 島へ 活 動範 囲 を拡 大 した 結果 、サハ リ

ン～ア ムー ル川最 下流 部 で元朝 の軍 隊 と何 度 か交 戦 した記録 が 中 国史料 に残 されて いる。

この後 、元 朝 とア イヌ との 交 渉 の記 録 は 途絶 え るが、 つ づ く明 代 に は、15世 紀 初 め に、

アムー ル川下 流 にヌ ル カン(奴 児 干)都 司 が 置か れ、沿 海 州や サハ リンの諸民 族 に対す る

服属 ・貢 納体 制 が確 立 され る[中 村和 之1997,2004][榎 森 進2001,2003]「 天野哲 也 ・臼杵

勲 ・菊池俊 彦(編)2006」 。

以 上、9世 紀 ～14世 紀前 半 頃の 日本 列 島 とアジア諸 地域 との海 を通 じた交 流史 を、西 方

・南 方 ・北方 の3海 域 に区分 して概観 して きた。 ただ し、 もちろん この よ うな区分 は お も

に叙 述 の便 宜 上の もの であ り、実 際 には これ ら3海 域 の連動 に よ り、 日本列 島 とア ジァ諸

地域 は緊密 に結 びつ いて いたの であ る。 これ まで紹介 して きた新 た な諸研 究 を通 じて、 た

とえ ば、 日本 列 島の北 部 と南 部 で、11～13世 紀 頃 を中心 とす るほ ぼ同 じ時期 に、 交易 の

展 開が地域 形成 ・社会統 合 を大 き く進 め るとい う併 行現象 がみ え は じめ てい る。 また、 東

シナ海や 日本海 を またいで大 陸 か ら日本 列 島の南部 ・中部 ・北 部へ とひろが る交 易ル ー ト

のつ なが りも、 よ り具体 的 に解 明が進 んで きてい る。

2硫 黄からみた海域アジア史

本 章で は、前章 で概観 した 日本列 島 とアジア諸地 域 との海 を通 じた交流 史、 お よび列 島

「南 方」海域 と 「西 方」海域 の連 動 を具体 的 に物語 る事 例 の1つ と して、 日宋貿 易 にお け る

日本 産硫 黄の流通 に着 目 してみ たい。 そ して さらに章末 で、そ の よ うな海 を また ぐ硫黄 の

長距 離交 易が 、 アジア西 方か ら中 国 に向けて もお こ なわれ てい た ことを物語 る1つ の事 例

を紹介 し、東 アジ ァ～東南 ア ジア～西 ア ジアに またが る広 大 な海域 にお ける、硫 黄か らみ

た歴 史の つ なが りを考 察 してみ たい。

欝 麟 淵 瓢 躪 鱒 弾 聽 045



046

(1)日 宋 貿易 と日本産 硫黄

◆ 日本産硫 黄 関係記 事10世 紀 末 ～13世 紀 後半 の 日宋貿 易 にお い て 日本 産 の硫 黄が 輸 出

され てい た こ とは、 はや くか ら指 摘 されて お り、 つづ く室 町期 の 日朝 貿易 ・日明貿易 で

も、 そ れ は 日本側 の重 要 な輸 出 品の1つ で あ った[森 克 己1948][小 葉 田淳1976]。700～

1200年 頃 の 日本 ・中 国 ・朝 鮮 史料 に み える 日本産 硫 黄 に関す る記事 を検 索 す る と、 管見

の限 り、 以下 の ような7つ の事例 が みつか る。

① 【988年】(「宋 史』巻491,日 本 国伝)

入 宋僧裔 然 に よる宋 の太 宗皇帝 へ の硫 黄献 上

② 【1053～1064年 頃】(藤原明衡 『新猿 楽記 』)

架 空の大 商人 八郎真 人が 商品 として取 り扱 う 「貴 賀之 嶋」産 の硫黄

③ 【1069年 】(成尋 『参 天台 五臺 山記』巻2,延 久4年6月5日 条)

宋 海商 陳詠 に よる 日本産硫 黄 の貿易

④ 【1072年 】(成尋 『参 天台 五臺 山記』同 日条)

宋 海商 曽聚 に よる 日本産硫 黄 の貿易

⑤ 【1084年 】(『続 資 治通鑑 長編』巻343,元 豊7年2月 丁丑 条)

宋 政府 に よる 日本産硫 黄 の大量 買付 計画

⑥ 【1093年 】(「高麗 史』巻10,宣 宗10年7月 癸 未条)

高麗 によ り拿捕 された宋 人 ・倭 人乗組 み貿 易船 に積 まれた硫 黄

⑦ 【1145年 】(「建 炎以 来繋年 要録』巻154,紹 興15年11月 丁 巳条)

宋 の温州 に漂着 した 日本 国賈 人船 に積 まれた硫 黄

これ らの現 存事 例 に よる限 り、 日本 産 硫黄 の 中国へ の 輸 出は、10世 紀末 ～ll世 紀 初頭

頃 の 日宋貿 易 におい て始 まる と考 え られ る。そ こでつ ぎに、 その 輸出が 開始 され る背 景 を

さ ぐって みた い。

◆ 輸 出開始の背 景 日宋貿 易 におい て 日本 産硫 黄の輸 出が 始 まる背景 を検 討す る にあた っ

て、 まず は宋 にお けるそ の用 途 の問題 か ら考 えてみた い。従 来の諸研 究 で は、宋代 の硫黄

の用 途 として 、炬火 ・燃料 用、 薬用 、火薬 原料 な どが 指摘 され てい る[森 克 己1948][曽 我

部静雄1949][吉 田光邦1967][王 曽瑜1983][石 曉軍1985]。 しか し、 これ ら3つ の用 途 の う

ちで、炬 火 ・燃料 用 お よび薬用 のた めに、 わ ざわ ざ 日本か ら大量 の硫黄 を輸 入す る必要 が

あ った とは考 えに くい。 こ こで、周知 の よ うに世 界 では じめて火 薬兵器 が実用 化 され、 そ

1離轡紬¢酎勲 糟鋤 癰臼s霧繍籔r藤 毒磯lvi盆i㈱顯登畿一2鈴§



れが 実戦 に も広 く使 用 された のが 宋代 の 中 国で あ る とい う事 実[吉 田光 邦1967][王 曽瑜

1983][ニ ー ダム1984]に 着 目す る と、宋 におけ る 日本産 硫黄 の主要 な用 途は、 その輸 出 開

始時期 を示 唆す る史料状 況か ら考 えて も、従 来 の諸説 が指摘 す る ように火薬原 料 と しての

大 量需要 の可 能性が 最 も高い。 そ こで、本稿 で は、 この ような 日本 産硫 黄の輸 出 開始 時期

とその用 途 に関す る推定 を さ らに確実 な もの とす るた め に、 これ まで あ ま り注 目されて い

ない 中国歴代 の本草 書 の硫 黄記事 に注 目 してみ たい。

まず 、北 宋末 の12世 紀 初頭 に編 纂 され、 そ の後16世 紀 まで 中国本草 学 のス タンダー ド

とな った唐慎 微 「証類 本草(経 史証類 備用 本草)』 の硫黄 に関す る記述 を検索 す る と、巻4,

「石硫 黄 」お よび巻30,「二 十六 種玉 石類 」の項 な どが あ り、そ こに はこの 書物 以前 の魏 晋

南北 朝～ 北宋期 の諸 本草書 が引用 されてい る。 そ して 、そ れ らの 引用文 献 におけ る硫 黄産

地の記述 に注 目す る と、 以下 の ように整理 で きる。

書名 ・著者名 編纂 ・活躍時期 産 地 名

「陶隠居」(陶弘景) 梁 ・452～536

箕 山(山 東省)、 扶南(ベ トナム ・カンボ

ジア南部)・ 林邑(ベ トナム南部)蜀(四

川省)*「 崑崙黄」の呼称あ り

「呉氏』(呉普 『呉氏本草』) 魏 ・3世紀 易 陽(河 北省)、 河西(黄 河以西)

『図経』(蘇頌 『図経本草』) 北 宋 ・1061

東 海牧 羊山(未 詳)、 泰山(山 東省)、 河

西 山、南海諸蕃、嶺外 州郡(広 東省 ・広

西省)、 広南(雲 南省)、榮州(四 川省)

『海薬』(李殉 『海薬本草』) 唐末五代 ・10世紀
崑崙(東 南 アジア)日 脚下(未 詳)、 蜀 中

雅州(四 川省)

『太清服練 霊砂 法』(道教経

典?)
未詳

波 斯 国(ペ ルシ ャor東 南 アジア?)、 南

明之境(未 詳)

未詳(陶弘景 『名医別録』?) 未詳 武都(甘 粛省)

つ づい て、 明末 の16世 紀 末 に編纂 され、 そ の後 なが く東 ア ジア にお け る本 草学 の 聖典

とされた李 時珍 『本 草綱 目』巻ll,「石 硫黄 」・「石硫 赤」・「石 硫青 」の項 にお け る硫 黄 関連

の記事 をみ てみ る と、上 述 の 『証 類 本草 』とほぼ 同 じ過 去 の諸 本草 書 を引 用 してい るが、

それ らは ここで は省 き、 『本 草綱 目』のみ が引用 す る本 草書 ・史 書 の文章 に関 して硫 黄 の

産 地 を示 す と、つ ぎの よ うになる。
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書名 ・著者名 編纂 ・活躍時期 産地名 ・補考

『魏書』(魏攸) 北 斉 ・6世 紀

盤盤国*『 魏書』外国伝 には 「盤盤

国」の記述 な し、 同 じ火 山の記述が

み える西域 の 「悦般国」の誤 りか?

『博物志』(張華) 西 晋 ・3世 紀 且弥山(新 彊)

『庚辛玉冊』(朱献)
明(宣 徳 年 間:1426～

1435)

琉球(沖 縄)、 広南(雲 南省)、倭(日

本)

「普」(呉普 『呉氏本草』) 魏 ・3世紀
羌道(甘 粛 省西南 部 ・四川省西北部
・青海省東部)

『別録』(陶弘景 『名 医別録』) 梁 ・452～536 武都(甘 粛省)

以上2つ の 本草 書 の産 地記 述 を比 較 してみ る と、① 両本 草 書 に引 用 され る11世 紀 半 ば

頃 まで の本草書 ・史書 では、 ほぼ 「山東～ 河西 ～西域 」と 「四川 ・嶺南 ～東南 アジア」にお

ける硫 黄 の産 出 とそ こか らの輸 入(移 入)が 記 録 され て いる、② 明代 の本草 書 で あ る 『庚

辛 玉冊 』にな る と、 東 シナ海域 の 琉球 ・倭 の硫 黄が 登場 してい る、 とい う2点 が注 目され

る。 これ らの点か ら、北宋 以後 、 明 まで の問 のいず れか の時期 に 日本産 硫黄 の 中国へ の輸

入 が 開始 された可 能性 が 高い 匚・11ユ。 また、 「本草 綱 目』に引用 されて いる 『庚 辛玉冊』には、

「今 人用 配消石 作烽 燧煙 火 。為 軍 中要物 」と、 当時硫 黄 が病 気 を治療 す る薬 剤 以外 に火 薬

原料 とされ、重 要 な軍需物 資 であ った こ とが 明記 されて いるが 、 この軍需物 資 として の硫

黄 の記 述 は、 上掲 の11世 紀 半 ば以 前 の諸 本草 書 に はみ えない 。 とす れば、 北宋 ～ 明 の間

には じめて 、硫 黄 が従来 の薬用 原料 と しての用 途以外 に、 火薬 原料 として重 要軍 需物 資 に

なっ た と推定 で きる。 この推 定 は先述 の宋 代以後 に火薬武 器が 実用化 ・一般 化 され る とい

う事 実 となん ら矛盾 しない。

以上 の よ うに、 中国 の歴 代 本草書 の なかの硫 黄 に関す る記述 か らみて も、 日本 産硫 黄の

輸 出 開始時期 が 日宋貿易期 で あ り、 それ が中 国にお け る火 薬原料 と しの大量 需要 を契機 と

して い た とす る上述 の推 定 は、 確 度 の高 い もの と考 え られ よ う。 た だ し、従 来 の研 究 で

は、 日本側 と宋側 の史料 を細 か くつ き合 わせ て、 日本産硫 黄が 輸出 され る契機 を個 別 具体

的 に解 明 した研 究 はみ あた らない。 そ こで、本稿 で は、以 下 に1つ の事 例 を紹介 しなが ら、

11 ただしそ うする と、1061年 成立の 『本草図経』の引用 文中になぜ 日本が登場 しないのか とい う疑問が残 る。 し

かし、現時点ではこの問題 に対 して適切 な解答 を持ちあわせてはいない。後考を期したい。
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その輸 出の よ り具体 的 な契機 ・背景 を考 えてみ たい。

◆ 宋政府 に よる日本産硫 黄大量 買付計画 こ こで 注 目 した い事例 は、先 述 の 日本 産硫 黄 関

係 事例 の⑤ と して 提示 した1084年 の 『続 資 治通 鑑 長編 』の記 録 で あ り、そ こで は、 明州

(現在 の寧波)の 官僚 が、官 員 の管轄 の もとに 日本 に5組(綱)の 商人 を派遣 して、各 組10

万斤 ず つ、計50万 斤(約300ト ン)の 硫 黄 を購 入 しよ うとす る計画 を上 奏 し、そ れ が裁可

された こ とが記 され てい る。 この記録 は従 来の諸研 究 にお いて も紹介 されて いる もので あ

り、 と くに新発 見の 記録 とい うわけ では ない。 ただ本稿 で は、 この事 例 に対 応す ると思 わ

れる 日本 側の 記録が存 在 する とい う点 を新 た に付 け加 えて、 日本産硫 黄 の輸 出の背 景 をよ

り具体化 して みた い。

その対 応 す る 日本 側 史料 とは、12世 紀 に編纂 された行 政 文書 文例 集 であ る 「朝 野群 載』

巻5所 収 の応徳2(1085)年10月29日 付 の 「陣 定文」で ある。 こ こで い う陣定文 とは、 内裏

の近衛陣 でお こな われ る大 臣 ・大 中納 言 ・参 議 らに よる国政 会議(陣 定)の 議事 録で あ り、

問題の 陣定 文 では、 九州(博 多)に 来航 した中 国海商 の滞在 ・交 易 の可 否が 話 しあ われ て

い る。 この1085年 の陣定 文 で と くに注 目され るの は、5人 の 中国海商 の名 前が記 されて い

る点 であ る。 お よそ 当時 の陣 定 にお い て中 国海 商 の来航 が 報告 され る場合 には、 そ の貿

易船 の代 表者 であ る綱首(船 長)ク ラス の1名 の姓 名 のみが記 録 され るのが 一般 的で ある。

とす れ ば、 問題 の陣 定文 で は、5人 の綱 首 に率 い られ た5艘 の貿易 船 の来航 が 記録 されて

い る可能 性が 高 い。 こ こであ らた めて、 上記 の 『続 資 治通鑑 長編 』の記事 をみ る と、 そ こ

に は1組(綱)あ た り10万 斤 ず つ、合 計50万 斤 の 日本 産硫 黄買付 計 画が 記 されて お り、 こ

の計 画 は5組=5艘 の硫 黄買付 船 を日本 に派遣 す る とい う もので あ った と考 え られ る。 そ

うす る と、 この 『続 資 治通鑑 長編 』の記録 時期 と問題 の陣定 文 にみ え る海 商 たち の来 日時

期 の1年 数 ヶ月 とい う時 聞差 を考 えて も、1084年 に決 定 された宋 政府 に よる 日本 産硫黄 の

大量 買付 計 画 は実 行 に移 され、そ の計画 に も とつ いて 日本 に派遣 され た 中国海商 た ちの貿

易 船 の来航 が問題 の陣定 文 に記録 され てい る と推 測 され るので あ る。

それ で は、 なぜ 宋 政府 は、 この1084年 とい う時 点 で 日本 産硫 黄 の大 量買 付 計画 を立 案

・実行 したの であ ろ うか。 私 は、 この計 画の最 も重 要 な契機 は、 当時 の宋 と西 夏 の国際 関

係 にあ る と考 え る。 この硫 黄買付 計 画 前後 の両 国 関係 を概 観 す る と、1067綏 州 事件 等発

生く対 立 〉 →1072熙 寧和議 成立 く和平 〉 →1081霊 武 の役発 生 く対 立 〉 →1086元 祐和 議

交渉 開始 く和平 〉 →1095元 祐和 議交 渉決 裂 く対立 〉 とい う ように、対 立 と和 平 の時期 を

繰 り返 して お り、 問 題の1084年 は、霊 武 の役 以来 の両 国が 対 立 してい た時 期 にあ た る こ
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とが わか る。 そ して 、 この よ うな対立 の 時期 にあ っ て、 『続 資 治 通鑑 長 編』巻336,元 豊7

(1084)年1月 甲寅 条 に神 宗皇 帝の ある詔 が記録 され てい るこ とが注 目され る。

この神宗 皇 帝 の詔 は、 当時 蘭 州 にお いて 西夏 軍 と戦 っ てい た李 憲 に出 された もの で あ

り、 この詔 の末 尾 で神宗 は、弓 箭 お よび火薬 兵 器 であ る 「火 砲箭 」の100万 有 余 の大量 配

備 を命 じてい る。そ うす る と、 この神 宗皇帝 の詔 の 出され た時期 と日本 産硫 黄の大量 買付

計 画 の立案 時期 が 近接 して い るこ とか らして、1084年 の宋 政 府 に よる 日本 産硫 黄大 量買

付計 画の直 接 的契機 は、西 夏の侵 寇 に対 す る火薬武 器 の原料調 達 にあ る可 能性 が きわめて

高 い と考 え られる。 そ して ここか ら、 日本産 硫黄 が宋 にお いて火薬 原料 として使 用 され て

い た とい う上述 の推定 が よ りいっそ う確 実 に な り、 さ らに、 その硫 黄 でつ くられ た火 薬兵

器が対 西夏 戦 な どの戦 闘 に実 際 に配備 され てい たこ とが推 測 され るので あ る。

◆宋 への硫黄 輸出 と日本列 島南方 の島嶼 日宋 貿易 におけ る 日本 産硫 黄の輸 出 問題 にかか

わって、つ ぎに 日本 国内 にお ける硫黄 の産地 とその輸 出港 までの 国内流 通 ルー トの問題 を

考 えてみ たい。

上掲硫 黄 関係記 事② の藤 原 明衡 『新猿 楽記 』の記述 にお い て、架 空 の大商 人八 郎真 人が

取 り扱 った硫 黄 は、「貴 賀之 島」産 と考 え られ るが、 この 「貴 賀 之島」とは鹿児 島の南 方約

80キ ロメー トル に浮 か ぶ硫 黄 島 の こ と と考 え られ て いる。 硫黄 島は周 囲 約14.5キ ロメ ー

トルの 活火 山の 島で あ り、1960年 代 前半 まで実際 に硫 黄の採 掘 がお こ なわれ てい た。 「鬼

界 島」と も呼 ばれ た この 島で硫 黄 が商 品 と して古 くか ら採 掘 され てい た こ とは、 『平 家物

語』巻3,厂有 王」の段 にみ え る、反 平氏 の 陰謀 が露:見して この島 に流 罪 となっ た俊寛 僧都

をめ ぐる一 節か らうか が う ことが で きる。 そ こで は、 『平家 物語 』の舞 台 とな って い る12

世 紀後 半の硫 黄 島で、 住人 が採 掘 した硫 黄 を 「九 国」(九州本 土)か らや って くる商 人 たち

が 交易 してい た こ とが 語 られ てい る。 さらに、 同書 の巻2,「康 頼祝 言」で は、俊 寛 と とも

に この鬼界 島に流 罪 とな った平 康頼 の も とに、 そ の舅 で あ る平教 盛 が領 有 す る肥前 国鹿

瀬 庄(現 佐賀 市嘉 瀬 町一帯)か ら衣 服 や食料 が 送 られ てい た と述 べ られて い る。す る と こ

れ らの叙 述か ら、12世 紀 末 には、硫 黄 島 →(薩 摩)→ 肥前 とい う九州西 海岸 の 国内航路 ・

交易 ル ー トが すで に存在 してい た可能性 が高 い。 そ して、 同書,巻3,「 少 将都帰 」で、流罪

を赦免 にな って鬼界 島か ら都 に向か った平康 頼 と丹波成 経 が、肥前 国鹿 瀬庄 を経 由 して備

前 児島 に到着 した とされ てい る ことか ら、肥 前 鹿瀬庄 か ら備 前児 島 に向か う途中 でほ ぼま

ちがい な く博 多 に停 泊 した ので はな いか と考 え られる。 そ うす る と、硫 黄 島(鬼 界 島)で

採 集 された硫黄 は、 この よ うな九州西 海岸 ルー トをた どって、 当時最大 の対宋 貿易港 で あ
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る博多 に集積 され、 そ こで宋 海商 船 に積 み 込 まれ た と考 え るのが もっ とも妥 当 であ ろ う。

ちなみ に この よ うな航 路 は、1417年 に朝鮮 の 申叔舟 に よっ て編纂 され た 「海 東諸 国紀』所

載 の 「日本 国西 海道 九州 之図」に、 薩南 諸 島か ら博多 の住 吉津 に いた る航路 が記 入 されて

いる点 をみて も、首肯 で きる ルー トであ ろ う。

以上 の ように、 日宋 貿易 にお いて 日本 産 の硫黄 は、九 州南方 の小 さな火 山 島か ら中国大

陸 へ と東 シナ海 を また ぐ流 通 ル ー トを運 ば れて い た。 そ して それ は 中国 で火 薬原 料 とな

り、そ の火 薬 は北方 や西方 の異民 族 との実戦 で使用 されて いたの であ る。

(2)ア ジア西部海 域 にお ける硫黄

◆ イ ラン史料 にみ える硫 黄13世 紀ペ ル シ ャの著 名 な詩 人 ・旅 行家 で あるサ アデ ィー の文

学作 品 『薔薇 園(グ リス ター ン)』(1258年 成 立)の 第3章,物 語21に は、硫 黄貿 易 をめ ぐる

つ ぎの よ うな興 味深 い挿話 がみ える 匚*12]。

サ ァデ ィー はあ る とき、 ペ ル シャ湾 に浮 か ぶ キー シ 島で ひ と りの年 老 いた 商人 に 出会

い 、一夜 を語 り明か した。 商人 は、 自分 の商 売 の様 子や これ までの 商用 の旅 にまつ わる さ

まざ まな話 を聞 かせ て くれた。 そ の話 のな かで商 人 は、 も う一 度 だけ商 用 の旅 に出 かけ、

そ れを最後 に引退 したい と語 った。そ こでサ アデ ィーが、 その 最後 の旅の計 画 は どの よう

な ものか尋 ね る と、 商人 は 「ペ ル シ ャ産 の硫黄 を支 那へ持 ってい きた い。支 那で は値が よ

い とい うこ とで ある」と語 った とい う。

◆ 海域 ア ジア と 「硫 黄 の道」 この 史料 か らは、13世 紀 半 ば頃 の アジア西 部 海域 か らも中

国へ硫 黄が 確実 に流入 してい た ことがわ か る[・13]。そ して この時期 は、 は るか に離 れ たア

ジァ東 部海域 の 日本か らも硫 黄が 中国 に大 量 に流入 して いた まさにそ の時期 であ る。 そ う

す る と、宋代 以 降の中 国は、 ア ジアの海域 ル ー トを通 じて東 西 か ら大量 の硫 黄 を吸収 して

い た と推測 で きる 匚・14]。この ような推測 が認 め られ る とす れば、宋 代 そ しておそ ら くはつ

2

3

1

1

14

サアディー(蒲 生礼一訳)『東洋文庫12薔 薇園(グ リス ターン)イ ラン中世の教養物語』(平凡社,1964)p.412。

上掲 『証類 本草』所引 の 『太清服練霊砂 法』にも、硫 黄産地 として 「波斯国」がみえ る。た だ、 これが 「ペル

シャ」を指すと して も、『太清服練霊砂法』の成立年代が不明であるので、 どの時代の状況を述べているのか特

定はで きない。

ただ し、13世 紀末 に元朝使節 団の一員 として カンボジアを訪れた周 達観 『真臘風 土記』の 「欲得唐貨」項 に硫

黄がみえるように、一部中国か ら輸 出された硫黄 もあった。なお、 この部分では 「硫黄 ・焔硝」と並べ て記載

されてお り、中国周辺への火薬技術の伝播 を考えるうえで も興味深い記録 である。
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ぎの元 代 にお いて も、 ま さに 「硫 黄 の道Sul距rRoad」 とで も呼 ぶべ き、 東 は 日本 列 島、西

はペル シ ャ湾岸 か ら中国 を 目指 し、広 大 な海域 をつ な ぐ、恒 常的 な硫黄 の流通 ル ー トが存

在 して いた と考 え られ る。

ところ で、最 近、[SunLaichen2006]に よ り、 前近 代 の アジア軍 事史 に関す る新 た な構

想 が提示 され てい る。彼 に よれば、1390年 か ら1683年 にか けての東 部 ア ジア地域(中 国 ・

朝鮮 ・日本 ・東南 アジ ア ・東北 イ ン ド)で は、 中国起 源 の火器 技術 を中軸 とす る第1波 の

時代(1380～1511年 頃)と ヨー ロ ッパ に よ り改良 され た火器 技術 が波 及 した第2波 の時代

(1511～1683年 頃)を 経 なが ら、 きわめ て創造 的 ・革新 的 な火器技 術 が展 開 してい た とさ

れ る。そ して その火 器技術 は、 ア ジァ史全体 の展 開 におい て きわめて重 要 な役 割 を演 じて

い た とされ、 この時 期 を東 部 ア ジァにお ける 「火 器の 時代TheAgeofGunpowder」 と呼ぶべ

きこ とを提 唱す る。 この ス ン・ライ チェ ンの構 想 を本稿 の 「硫 黄の 道」の議 論 とつ なげ ると、

彼 の主張 す る14世 紀末 以降 の 「火 器 の時代 」の前 提 として、そ の火器 の重 要 な原料 であ る

硫 黄 を大 規模 かつ恒 常的 に確保 す る ことので きる流通 シス テムが確 立 され てい なけれ ばな

らない。 す なわち、 この 「火器 の時代 」を準 備 し、 その展 開 を支 えたのが 、ll～13世 紀 頃

に形 成 された 、広大 な海域 をつ な ぐ 「硫 黄 の道」で あった のであ る。

おわ りに

本稿 が 検討 の対 象 と した9世 紀 か ら14世 紀前 半 頃 の 日本 列 島 史 にお いて は、 た しか に

「蒙古 襲来 」とい う国 際 的大事 件 な ど も突発 的 に起 こっ ては い る。 とは いえ、 そ れ以前 の

「遣 唐使 」の 時代 やそ れ以後 の 「遣明船 」・「倭寇 」の時代 と比べ る と、 この時期 は、 列 島 と

ア ジア諸 地域 との交流 が 比較 的希 薄 な時代 とい う イメー ジ を一般 に持 たれ て い るので は

なか ろ うか。 しか し実際 に は、本稿 で これ まで述べ て きた ように、 それ は、大 陸 との頻 繁

な貿易 船 の往 来 を通 じて 人 ・物 ・情 報 な どが盛 ん に交流 し、「遣 唐使 」の時 代 よ りもは る

か に海域 交流 の規模 や裾 野が広 が った時代 で あった。 そ して、 その海域 交流 の拡 大の なか

で、 日本 列 島の南 方 と北 方で は、つ ぎの 時代 の琉球 王国や 近世 的 アイヌ文化 の成 立が着 々

と準 備 され ていた ので ある。

本稿 の 時代 に続 く14世 紀 後 半 の中 国で は、 明朝 の成 立 に と もない、 そ れ までの 市舶 司

を要 とす る比 較的 ゆ るい貿易 の統制 ・管理 体制 か ら、海禁=朝 貢 シス テ ムを機軸 とす る き
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わ め て限定 され た貿易 体 制 に シフ トす る。 そ して この動 きが 、 その体 制 か ら排 除 され た

倭寇 を生 み だす な ど、 日本 列 島 とア ジア諸 地域 との かか わ り方 に も大 きな変 化 を もた ら

し、列 島 を と りま くアジ ア海 域史 は新 たな時代 へ と入 ってい くので ある。

[やまうちしんじ・大阪大学大学院文学研究科助手]
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AReviewofthePeriodizationofSoutheastAsianMedieval/Early

ModernHistor》 もinComparisonwithThatofNortheastAsia

MomokiShiroandHasudaTakashi

LFrameworkofComparison

ThispaperaimsatroughlyreviewingtheperiodizationofSoutheastAsiaf止omthegthcenturytothe

mid-19thcentury[*1]incomparisonwiththatofIapan,andsometimesofKoreaandChina(usual-

lycalledEastAsiagenerically;buttheauthorsofthispaperpref6rtheterlnNortheastAsia,insome

casesinclinedtoregardsouthernChinaaspartofSoutheastAsia[*2]),mainlyfbcusingonthecom-

monf6aturesofEastEurasianrimlands.SoutheastAsianists,includingscholarsoutsideSoutheast

Asia,oftenpayattentiontocommonf6aturesortheentirecompositionoftheregion.Generally

speaking,howeveろSoutheastAsianhistoricalstudiesareindiffヒrenttotheperiodizationofthere-

gionalhistorメSeriouschallengestotheahistoricaldichotomyofAncient/ModernorTradilional/

ModernSoutheastAsiahaveonlyrecendyappeared,despitetheearlypropositionofBenda(1962).

OnthecontrarメthehistoriographyofNortheastAsia,ledmostlybyscholarsintheregion,iso丘en

nation-stateoriented.Butitismoreconsciousofperiodization,whetheritisdonetotracenegative

"pre -moder㎡'or"f6udal"pasts
,orto丘ndpositive"pre皿ises"or`セmbryos"ofmodernitγ 皿1ereare

ampleargumentsaboutcontinuities/changesamongvarioushistoricalstages,andstandardsofperi-

odizationaswelLForthisreason,NortheastAsianandSoutheastAsianstudiescanbesupplementa-

rytoeachotheL

Nevertheless,thescopeofSoutheastAsianiststowardthenortherndirectionusuallycov.

1

2

Itisonlyduetotheinterestofthisworkshopthattheearlierphasesareomitted,Comparisonsofthemetalagesandthe

statefbrmation,fbrinstance,willalsobef士uitfUl,

Tbref6rgenericallytothecountriesofChina,Korea,Iapan,andVietnam,theterm"theSinicW6rld"willbeemployedin

thispapeろwhileChinaandallitsa(町acentareas(includingNorthandCentralAsia)willberefヒrredtogenericallyasEast

Eurasia,inspiteoftheterm"EastAsiゴ;whichisf自vguredbycontemporarysocialscientistsandpoliticians.
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ersonlyChina,whileperipheralareasofNortheastAsialiketheKoreanPenins田aandtheIapanese

Archipelagoareo貨enoverlooked.MostIapanologistsandKoreanistsintheirturnarefarlessinter-

estedinSoutheastAsiathaninChina.Inthiscontext,Liebermanもcomparisons(Liebermanl999;

2003)betweenmainlandSoutheastAsiaandIapan,mainlyconcerningthem… 蓼orstepsofstatecon-

solidation,arequitechallenging.ThispaperisalsointendedtoacomparisonofEastEurasianrim-

lands。Howeveちtheauthorswillshowslightlydi麁rentviewpoints丘omLieberma㎡sbrilliantcom-

parativeanalysis.First,thispaperref6rsmoreo負entoChinesehistor}乙Thisrequirestheauthorsto

dealwithsomegeneraItrendsandcenter-peripheryrelationsinEastEurasia,alongwithreviewing

Lieberma㎡sstate-orientedcomparisons.Second,asmuchattentionwillbepaidtoperipheral/f士on-

tierareasinrespectivestatesorsub-regionsastocentersofthestateconsolidation.Third,thispaper

willref6rtomoreIapaneseliteraturethantoWesternliterature。ThetimeperiodwiHbedividedinto

threestages;丘omthegthor10thcenturytothel4thcentur}ろf士omthe15thcenturytothe17由centur男

and丘omthelatel7thcenturytothemid-19thcentury[*3].

2.Fromthe9出or10thCεnturytothel4出Century

2.1.CriticismsofConventionalHistoriographies

InthehistoriographyofSoutheastAsia,C㏄d6s'speriodizationofthe"ancient"historγofthe"ln-

dianizedstatesl'whichwasthoughttohavecontinuedf士omthe且rstcenturiesA.D.tothe13血cen-

tury(Ccedさsl964,1968),wascriticizedf沁mmanyanglesinthelastthreedecades[*4ユ,Inthis

process,manyworkspublishedinEnglishdealtwiththeevolutionofSoutheastAsiancivilisation

andpolities丘omthegthor10thtothel4thcenturメK.R.Hall(1985)examinedthedevelopmentof

maritimetradenetworkstillthe14由centurγTheconsolidationofmandala-like"states"inthegth

totheI4thcenturieswasdiscussedinMarr&Milner(1986).Thesimilartimeperiodwaso食enre-

gardedasthe"classicalperiod"ofSoutheastAsiancountries(Aung一Thwin1996).Basedonthese

3

4

ThelattertwostageswillbeexaminedmainlybasedonearlierreviewswrittenbyHasuda(2003,2004),

Ageneralviewisshownin1偽rling(ed.1992).
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works,Lieberman(2003)describedtheestablishmentof"charterstates"onthemainlandduring

thisperiod.

Iapanesescholarshavealsopaidattentiontothegthor10thcenturytocriticiseC(£dさsも

丘amework[*5].AccordingtoIshii&Sakurai(1985),the``medieval"historyofSoutheastAsiastarted

inthelOthcenturyfbllowingthedevelopmentofthemaritimetrademainlycausedbytheevolution

oftheChinesestateandsociety(the巛Tang-SungTransitio㎡').The``13th-Centurycrisis"ofCcedξ}s

canberegardedasthe丘nalcollapseofancientstateswhichcouldnotenhancetrade.Sakuraifbund

afUndamentalchangeinthef註ctthat"historicalcircles"(aconceptlikemandala)tillthe8thcentury

lefセlittlehistoricahnemoriesoflaterones(Sakurai2001).

InNortheastAsia,recentacademiccriticismhasbeentryingtodeconstructdeeply-rooted

linearnation-state-orientedhistoriographyineverycountryintheregion.Thiscriticismo丘enre-

quiresachangeinthestandardsofperiodizaiton,andsometimestochangeperiodizationitself匚*6].

Inthecaseof}apan,theperiodf士omthe9thor10thtothel4山centuriesisusuaHytreated

astheendoftheancientperiodandthebeginningoftheMiddleAges.[*7]Theancientstateandso-

cietyof∫apanwhichhadbeenestablishedinthe8thcenturybegantochangea丘ertheHeian(町oto)

Capitalwasestablishedin794.TheTang-modeledpolitical/administrative/economicsystemswere

replaceda丘erthe10thcenturメ 丘rstwitharistocraticsystems("0`ho-Kb妖 ゴ'oroligarchyofaristo-

cratsintheKinairegionand"勲5θ'"orsenioremperor'sgovernment),andlater5σ 御μ剛warriorsys-

tems(肱 κ顔 μorshogunate).Insteadofahゾbridculturebefbrethe9止centur猛a"National"modeof

cultureemerged,as士epresentedbytheliteraturewritteninた 仰朋characters.The"earlymedievalpe一

5

!0

7

8

Forthegeneraltrend,see加 σησ解∫正彦5εoリノ(ゾSo砿hε π5置A5的vols.1,ILandtheextravolume(2001-3).

Forinstance,seeArano,IshiiandMurai(1992)fbrIapan,Yi肱ejin(1989→2000)fbrKorea,andMi殉ima(1994)fbrear-

lymodernEastAsia.

RecentresearchtrendsofIapanesehistoryaresho㎜incomprehensivehistorieslike加 俔砌 加Hl蜘 り!qf掴p翩(1993-6,25

vols.)andRekishigakuKenkyu-kai&N止onshiKenkyu-kai(eds.2003,10vols.).

Accordingtotheconventionanbkyo-basedhistoriography(includingthatofthe"Post-WarHistoriographゾ'schoolledby

IshimodaTadashi〈1912-86>,aschoolwhichdevelopeda丘ertheSecondWbrldWarunderthestronginfluenceofMarx-

isttheories),theMid尋leAgesbeganwiththeriseofthe5翩 π擁classandtheestabhshmentofthezα ゴc肋 ッ鰐 μsystem,or

theruleoflocalsocietiesby5翩 μ煽.Highschooltextbooksusu訓1ywrotethattheMiddleAgesbeganattheendofthe12th

centurywiththeestablishmentoftheKamakuraShog㎜ate.Howeve葛recentscholarship(ledbyOsaka-andKゾoto-based

scholarssuchasKurodaTbshio〈1926-93>)regardthe血5θ'(senioremperor'sgovernment)and豌oθ πsystems(private
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riod　 isthoughttohavestartedinthellthor12thcentury(andendedinthe14thcentury)[*8].丁hese

changes(especiallythoseledbythe5研 川 漉class)wereusuallyregardedasinternaldevelopment

a丘erthediplomaticrelationshipswith]:吾ngandSilla(Korea)wereabandoned.HoweveLrecentre-

searchofthisperiod[*9ユ,whichdoesnotregard5α 御μ㍑flordshipastheonlyevolutionaryengineof

medievalIapan,tendstopaymoreattentiontointernationalbackgroundslikedevelopingmaritime

trade,culturalexchange,andworldviews.Conventionalcapita1-centrichistoriographyusuallyne-

glectedperipheralareasoftheIapaneseArchipe正ago.Howeveろtheresearchonmaritimetrade,o丘en

conductedbyarchaeologists,clarifiedthestrikipgevolutionthattookplaceintheRyukyuIslandsin

thesouthandtheregionofE纏5履or"barbarians"inthenorth(present-daynorthernTbhoku,Hok-

kaidoandbeyond)[*lo].

Thoughthedisasterscausedbyfbreigninvaders(theMongolsandtheIapanesepirates)

havebeenmuchstudied,theevolutionofthestateandsociety[*11]ofKoryo(918-1392)ontheKo-

reanPeninsulawasusuallyisolatedintheconventionalhistoriographyofAsia.Despitef士equentref-

erencetotheimpactofthe``丁 急ng-SungTヤansition"(thefUndamentalchangeofChinesestateand

9

10

11

12

estateswithmulti-layeredproprietorship),bothestablishedattheendofthellthcenturyintheprocessofmodi且cationof

Tang-modeledsystems,asthestartofmedievalhistorγ 丁heytreatthe`℃arlymedievalera"(untilthel4thcentury)notas

thetransitionalperiodf士omtheancientemperor(艶 跏o)一basedperiodtothemedieval∫ 翩 μrαε一centricperiod,butasape-

riodofloosef6deration/competltionof鳶 θη彫oη50rpower/authoritアgroups.The舵 π觚oη ∫weredividedintothreegroups:

"
self-medievalised'}emperors/aristocrats(mainlyofadministrativefUnction),also"self-medievalised"Buddhist/Shinto

powers(ofreligiousfUnction),andnewlyemergedB訛 θor5α 御μ雇s(includingtheHeishifamilyinthellthcentury)(of

militaryfUnction).AlthoughthemalorfUnctionsofthethreegroupsweredi麁rent行omeachother,everyκeη 御oπhadits

ownpoliticalapparatus,economicbasis(mainlycomposedof5んoε ηestates),andmilitaryfbrces(many∫ 砌 膨翩5served

emperors/aristocratsandreligiouspowers).SeeKuroda(1994a).

ScholarslikeAminoYbshihiko〈1928-2004>,IshiiSusumu〈1931-2001>,andespeciallyMuraiShosuke(1988)represent

thisnewtrend.

AnewstudyofRyukyuhasbeenledbyThkaraKurayoshi(seeTakaraI998)』[herecentachievementsoftheresearchof

"NorthernHistorジ(thehistoryofnorthern][bhoku
,Hokkaido,andbeyond)wereshowninKikuchi(ed.2003).

IapanesescholarspaysomeattentiontotheregionalbackgroundofKoryohistor払likethesimultaneousriseofmilitary

飴miliesinKoryoandIapaninthel2thcenturyandtheincorporationoftheKoryoroyalfamilyintothatoftheMongolsin

thelate-Koryostate.

厂止econceptofthe監mg -Sunghansitionwas且rstproposedbyNaitoKonan〈1866-1934>,thefirstprof6ssorofChinese

HistoryatKアotoUniversitγBasedonthisconcept,afamousperiodizationdisputeoccurreda食ertheSecondWbrldW合r

betweenthe"Rε 鰍 θη"Marxistschool(RekishigakuKenkyukai,aleadinggroupofthe"Post-WarHistoriographゾ')which
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societywhichtookplacef拍mthelate一 丑mgtotheSungPeriod匚*12]),theroleandin且uenceofthe

ChinesestateandsocietyinEastEurasianhistorywasexaminedlessintensivelyintheSung-YUan

Period(ortheperiodofconqueringdynasties)thaninthe膿mgPeriod(andtheMing-QingPeriod).

Y6t,theseconventionshavealsobeenchanengedbyrecentcriticisms.

2.2. ComparableFeaturesandExl)eriences

Thoughtherewere艶wdirectrelationsbetweenthetworegionsinthisperiod,SoutheastAsiaand

NortheastAsiahadmanycomparable艶aturesandexperiences。

2,2⊥AgrarianSociety

Agriculturalreclamationadvancedgreatlyin``dryareas"inSoutheastAsia(Fukui1999)andthe

coreareasofNortheastAsiancountries(lowlandsNorthandCentralChina,SouthKorea,theis-

1andsofHonshu,Kyushu,andShikoku,andsofbrth).Inbothregions,thetechnologyofagricultural

productionwasstillprimitive匚*13]andthereclamationusuallytookplaceininlandtopographysuch

asusingterraces,basinsorplateausalongsmallrivers.Onlyina免wcasesinEastemEurasia,rec-

lamationoflandsalongthemainstreamofbigrivers,coastallowlandsanddeltaicareasstarted,like

inChinawhereashortageofarablelandbecameclearintraditiona豆coreareasandinnorthernViet-

nam(DaiViet)whereinlandplainsbetweenmountainousareasandde正tasweretoonarrow匚*14].

TheprimaryengineofreclamationandproductionappearstohavebeenpowerfUllordsorland一

3

4
占

1

1

15

thoughtafヒudalsocietywasestablishedafterthetransition,andtheKアotoSchoolwhichregardedChinesesocietγaf辻erthe

Sungasan"earlymodern"one,AboutperiodizationdisputesinChinesehistor笋seeThnigawa(ed.1993).

Forexample,fallowingwasstillpopularinIapanandKoryo.

EveninthelowerYangtzeregioninChina,thecenterofagriculturalproductionduringtheSung-YUanPeriodwasstiHthe

mid-rivervaHeysofthesouthernbranchesoftheYimgtzeRjver江heYangtzeDeltaitselfwas飼1yreclaimedonlyintheear-

ly-MingPeriod(Wdtabe8ζSakuraieds.1984).ConcerningthereclamationoftheRedRiverDeltainnorthernVietnam,see

Sakurain.d,

Notaf6wscholarsregardedthisperiodasoneof"slaverジ.Forinstance,the毘 πoたoandプ040(bondsmen)ofIapanese

∫α鷹 履belbrethel4thcenturyusedtoberegardedasdomesticslavesbyMarxisth玉storianslikeMats㎜otoShinpachiro

〈1913-2005>andNagaharaKeりi〈1922-2004>σapaneseMarxisthistorianso丘enthoughtthataslaverysystemdominated

ChinauntitheTangPeriod)』 臨esebondsmenappeartobecomparablewithslavesinDaiVietduringthe取 一丁ねnPeriod
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ownerswhocouldmobilizedependentlabourers[*15]ratherthansmallholders,whoseproduction

usingPrimitivetechno正ogywasquiteunstable。

2.2.2.CommerceandMaritimeTrade

Thedevelopmentofcommerceandlong-distancetradewasalmostaEurasian-widephenomenon

inthisperiod。Bothintensi丘cationincentersandextensioninperipheriestookplace,ffomwhich

states[*16]andsocietieswereinfluencedinvariousways.NortheastAsiawasdeeplyincorporated

into董nternationaltradenetworksfbrthe五rsttime,whilethecoreregionsofSoutheastAsiahada1-

readybeenincorporatedearlierNevertheless,peripheralregionsofSoutheastAsialikethePhilip-

pinesandeasternIndonesiaseemtohavesharedsignsofprimitivepoliticalintegrationstimulatedby

tradewiththoseinNortheastAsialiketheRyukyuIslandsandthenortherllperipheryofIapan[*17].

2.2.3.FamilyandGender

SoutheastAsia,Iapanand,Koreasharedfヒaturesl三kebi互ateralkinship,且uidclan/familysystems,and

16

17

18

(the11ヒhtothel4thcenturies,SomeVietnamesescholarsinthel950sandI960sarguedthattheslaveryperiodlasteduntil

theLア ー丁士anPeriod,althoughthemajoritアma三ntainedearlier"f6udalizatio㎡'undertheChinesedominion.A丘erthe1970s,

thesocietγbefbrethe14thcenturywaso負enunderstoodwiththeconcepto負he`AsiaticModeofProduction"accompanied

byaratherlooseimageofrule(somethinglikea用 砌 跏1α)anddependentpeopleinotherSoutheastAsiancountriesbefbre

the14しhcenturyL

Whendeniedtheoverallimpactof丘)reigntradeuponthestatewithalargeagrarianbasis,Liebermanshouldhavepaidat-

tentiontothesigni丘canceofthesymbolismandrituals(fbrwhichfbreignluxuryitemswereindispensable)withoutwhich

politicalintegrationcouldnotberealisedandmaintained.Inthisperiod,thedemandofluxuryitemsappearstohavein-

creasedgenerall払aswiththewideconsumptionofK麻 解oηo(Chinesegoods)amongaristocratsinKアoto.Moreove馬some

tradeitemsbec㎜estrategic,likethecaseofIapanesesulphurexportedtoChina.

Many8μ5μ 肋(丘)rti丘cations)werebuiltintheRyukyuIslandsinthisperiod.Amongthe8μ ∫嫉 μ一basedchie角wouldappear

thefirstkingsoftheRyukyuanKingdominthe13ヒhcenturγInthecaseofthelandofEzo,twodif驚rentprocessesofpoliti-

calintegrationtookplace.InnorthernTbhoku,Emishi(barbarian)lordslikeAbe,Kiyohara,FujiwaraandAndoappeared

a丘erthellthcentur笋Theyo伍ciallydependedonthe恥otocourtorKamakuraShogunateandweregraduallyIapanizedin

aculturalspherebutmonopolizednortherntradenetworksoutsidetheadministrativesystemofIapan,InHokkaidoand

thea(導acentislands,primitivepoliticalintegrationwasaccompaniedbyanethno-culturalunit脇whichwouldbecomethe

Ainusocietya丘ertheI4thcentur¥

Despitetheascendanceoff曲ale`ε 砌05inancientIapan,Iapaneseacadem孟smhadlongbeenboundedbypatrilinealthe-

ories.However,Maldno肱sumi,ahistoricalsociologist,proposed(sincethe1940s)thatbilateralkinshipprevailedwith
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arelativelyhighstatusofwomenbefbretheEarlyModernEra匚*18ユ.Du血1gthe9出to14thcenturies,

patrilinea正systemswerecreatedarti丘ciallyintherulingclassofsomecountries,especiallythosein

theperipheriesoftheSinicWorldlikeIapan,Koryo,andDaiViet[*19].InthecaseofChinadur-

ingtheTang-SungPeriod,womenもpowerandstatuswerehigherthanareusuallysupposed(Osawa

2005).UntiltheTangPeriod,marriagewaso丘enimpermanent,andwives'statuswasrelativelyhigh

underloQsemarriage1魚mily!danties,part㎏duetotheinnuenceofnomadicpeople.Duringthe

SungPeriod,althoughthestablenuclearfamilybeca皿edominantandwivesbecamemoredepen-

dent,af6maleもrightofpropertywasstillapproved,especiaHyinSouthChina.

2.2。4. PoliticalSystem

19

certainlegalrightsof色malesinaHrice-growingsocieUes(includingIapan,Korea,SouthChina,andSoutheastAsia)inan-

cient"EasternAsia3'Sincethe1980s(especiallyafterIosei-shiSogoKenky廿kaied.1982waspublished),SoutheastAsian

sociologicallanthropologicalmodelslikebilateralkinship,multi-householdcompounds,impermanentmarriage,andthe

independentstatusofwomenwerewidelyacceptedby馳ncient"historiansofIapan,while"Medieval"historiansbeganto

studyhowpatrilinealandpatriarchar`deviations"fヒomthesemodelsoccurred.Besidesthearti丘cialcreationofapatrilineal

systemwithwhichrulinggroupstriedtomaintaintheirpowerandproperties丘)rgenerations,medievalhistoriansofIapan

areinterestedinthestrategyofthewif6whostrengthenedthetiewiththehusbandandmadethemarriagemoreindissol-

ubleinordertosecureastableli驚(丘)rherandherchildren)attheexpenseofherindependentstatus(andlaterherproP-

ertyrights).1herea丘e蒋wome㎡spoweいtillquitestrongasshownbyH(加Masako(whofbundedtheKamakuraShogu-

natewithherhusbandMinamotoYbritomo),wasexhibitedmainlyfbrthesakeofthepatrilinealア θ(fami弘household)into

whidlshemarried,andtoalesserextent,fbrthesakeofthatintowhichshehadbeenborn.Afterthel4thcentury;thepa-

triarchygrad囎llybecamedominantintheア εofaristocratsand5砌 膨 漉 ∫,withthesystemthattheeldestson(bornbythe

fbrmalwifのwouldinheritaUthepmpertiesofhisyε,andwom㎝'srightswerealmostre由cedtothoseofthem〔 洫erand

thewidowofthepatriarch.Suchanア θmodelprevailedamongcommonersintheearlymodernera.ComparedtotheCon一

血cianistidami1アmodel,howeve蔦Iapaneseア εretainsnon-patrUenealf6aturesinthatonecouldchangehis/血ersurname

a丘ermarriageoradoption,andthat,incasetherewasnosoninafamilメthehusbandofadaughtercouldbecomethenew

patriarchofthe丿!ε.

Itwasonlyaf辷erthe9!hcenturythatanypowerfUlIeaderoutsidethe艶 砌oclancouldbynomeansascendtheIapanese

throne.A氏ertheFujiwaraclancontrolledthethrone丘)racenturyf士omthematernalside,thepartilenealinheritanceof

imperialpowerwasensuredbythesenioremperorgovernmentsystemf止omthellLhcenturyon,whichwaso丘enaccom-

paniedbyendogamies,throughwhichpowerf皿womenoftherulingfamnywereinvolvedintheinventionofpatrilineaI

systems.DaiVietduringtheT魚nPeriod(1225-1400)alsocombinedasenioremperorsystemandendoga皿iesfbrthe

s㎜epurpose,AcontrarydirectioncanbefbundinthehistoryofSouthernSung,wheretheCon免cianisticpatrilineal/pa-

triarchalsystemdidnotworkwell,sothatwomencouldhavetheirownlandproperties,andthethronehadtobeprotected

withasenioremperorsystem・
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Mandala(Woltersl982;1999)andLieberman'spatternA(orcharteradministrationorsolarpol-

ity)(Lieberman2003)bothemphasizesuchthingsastheabsenceofdevelopedpoliticalinstitutions,

weakcentralcontrolupon夏ocalpowers,andconstantterritorial且uctuations.Similarpolycentricand

且uctuatingpoliticalsystemscanbefbundinIapaninthe"た θ脚oηsystem[*20]"ingeneralandinthe

organizationof伽5履40ηorlocalpoliticalalliancesof5研 ημ砌'5inparticular.Thiswasalsothecase

ofKoryo.AfteraTang-modelledcentralizedsystemdeciinedinthell血centur払aristocrats(mainly

onthematernalsideofthekingもfamily),andthenmilitaryfamilies(representedbytheChoifami-

ly)seizedpoweLA負erthekingsurrenderedtotheYhan,aMongol-modelledsegmentalmilitaryor-

ganizationwasintroduced.Throughouttheseprocesses,thecentralgovernmentwasfarf士omstable

andmanylocalitiesandlocalpowerfhlfamilieswerenotunderthedirectcontrolofthegovernment。

EveninChinaa食ertheNorthernSungcentralization,aloosefεderationofpowerfUlmilitarメeco-

nomic,and/orreligiousgroupsdominatedtheempireduringtheSouthernSungandYUanPeriods.

2.2.5.Religion,Culture,andStateIdeology

SyncretismprevailedintheentireEasternEurasiaarea.EveninChina,NeoConfUcianismbarely

achievedits丘rststageofadvance.丁 吾ntrism,Zen,pure-landbelie£and豆ocalbelief3combinedwith

eachotheゆothinDaiVietduringtheLγ 一脳anPeriodandinMedievalIapan[*21]JheravadaBud-

dhismwasnotyetpuri丘edinBurma,whileT吾ntricBuddhismandSivaismwerecompatiblewith

eachotherinIava.Basedonsuchsyncreticreligionsand``classicar'cultures(successfUHylocalized

20

21

Asshowninnote5,religiousgroupsplayedimportantrolesinIapaneseた εηη翩systeminpoliticalandeconom玉cspheres.

SuchwasalsothecaseofSoutheastAsian"solarpolitiesノ'thoughitisnotwellstudiedwhetherSoutheastAsianreligious

powersplaソedsigni丘cantmilitaryroles,asdidtheIapanesereligiousた θπ剛oη5.

ForDaiViet,seeCuonghNguyen(1997).InIapan,thebeliefinindigenousde玉ties(notyetorganizedasSん 加'o)was

quitedependentofK顔 醜f醜Buddhism(inwhichκ θ敏 γoortext-basedBuddhismincludingZenand履 κ斥γoortantr孟c

Buddhismmergedwitheachother),whichdominatedthereligiousli驚ofMedievalIapan.AccordingtoKurodaTbshio

(1994b)andThiraMasayuki,theso-called【 【KamakuraNewBuddhism"advocatedbyHonen,Shinran,Nichiren,andDo-

genwasbynomeansinnuentialintheirIifヒtimes.Theirthoughtsbecameinnuentialintheearlymodernerawhenpower一

血lnewsectsemergedandcreatedhistorieswhichtreatedthesepriestsasfbunders.ThehistoriesofTheravadaBuddhism

inBurmaand][haicountriesandZenBuddhisminDaiVietwerealsoreconstructed(orcreated)inmoreorlesssimilar

waysintheearlymodernperiod.
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importedcivilisations),rulerstriedtocreatetheirownimperialideologyandworldordeLBesides

dependentchief合andneighbouringmonarchs,歪breignmerchantswereoftentreatedastributary

vassals(Yamauchi2003:195-228).Iapanese'θ ηη05werethoughttobenotonlycα た7β槻 所 η5butalso

thepurestbeingsintheworld,andIapanwasregardedasthedivinecountry[*22].Theemperorsof

DaiVietalw訊ysdaimedthattheSouthernCountry(DaiViet)wasinequalstatuswiththeNorthern

Country(China).IavaintheMajapahitPeriod,depictedinDθ5卿oγ 觚 觚(1物 即 磁 θ御g翩 の,"was

themostpraisedcountryinthewoddalongwithIndia～'

2.2.6.]heFourteenth-CenturyGeneralCrisis

TheEurasian-widegeneralcrisisinthel4thcentur》 弓withwhichthePα κMoηgol吻oraWorldSys-

tem(Abu-Lughod1989)[*23]collapsed,hitbothmainlandSoutheastAsia(thefaHof"charterpoli-

ties")[*24]andNortheastAsia(thecivilwarandpiratesofIapan,theK:oreandynasticchangecaused

bytheIapanesepirates).Iudgedf士omthestrengthofMa)apahitandChampainthe14止andtheear-

lyl5t%enturies(Whitmore2004),maritimeSoutheastAsiaappearstohaveexperiencedlessdam-

age[*25]。AnumberofirreversiblechangesoccurredinmainlandSoutheastAsiaandNortheastAsia.

NotoロlyelementsthathadappearedafterthegthorIOthcentury;butalsoenduringsystemssincethe

"ancient"timesdisappeared
.Forthisreason,the14thcenturyissometimesregardedasthemostim-

portantwatershedinthecourseofpre-modernhistor¥InDaiViet,the"SoutheastAsian"stateand

societywerereplacedwithmoretightly-organized``EastAsian"ones(Wolters1988).InIapan,while

thとd・p・nd・ntl・b・u・(・ ・1四・・y・y・t・m～)becam・1…d・mi・ ・nt誼 ・・th・14thcen鴫 出 ・"P・imiti・ ・"

{}eedomofthepeople,whichhadbeenmaintaineduntiltheKamakuraPeriod(1185-1333),was

lost(Amino1987),andanewfbrmofdependency(af6udalsystem～)wasabouttoprevaiL

22

23

24

25

SuchideascouldnotoverridethepopularthoughtthatIapanwasjustatinyperipherallandintheBuddhistWbrld,which

hadtwocenters,namelyIndiaandChina.

Concerningthe"globalization"oftheMongolEraandtheMongolimperialsystems,recentscholarshiponIapanledby

SugiyamaMasaaki(KyotoUniversitア)shouldbeconsulted.SeeSugiyama(ed.1997),fbrexample.

AsalreadyarguedbyLieberman(2003),thedeclineofCambodiaandtheriseoftheThaipeople,thecorefactsofC(£dさsも

"13ヒh -C・n甲 ・yC・i・i・",・h・・ldb・und…t・ ・di・th…nt・ ・t・fth・14【h-C・n加 ・yC・i・i・.

Thel41h-CenturyCrisisseemstohavebeenmoreseriousinsomeaspectsthanthe17th-CenturyCrisis.Whymaritinle

SoutheastAsiadidnotsu麁rrequiresmorestudγ
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3.Fromthel5thCenturytothelate17thCentury

3.1.FundamentalChangesinthe16thCentury?

SoutheastAsiaandNortheastAsia(notonlyChinabutthewholeregion[*26コ)weretiedtoeachoth-

ermostdirect1γandprofbundlγinthesecenturies。Itwas,ofcourse,"theAgeofCommerce"phe-

nomenonthatconnectedthetworegions.However,itisnotsoeasyto.treatthesecenturiesasaco-

herentperiodinbothregions.AsLiebermanpointsout,anapparentfundamentalchangeoccurred

inthelate17thcenturアonlγinmaritimeSoutheastAsia(andinmaritimeNortheastAsia,too～),

whileaseeminglymoredrasticchangetookplaCeinthe16thcentur}ちatleastinmainlandSouth-

eastAsiaandNortheastAsia.KishimotoMio,aspecialistonearlymodernChina,arguesthatEast

andSoutheastAsiasharedhistoricalrhythmsf沁mthe16thcenturytothe18由Century(K:ishimoto

1998).Shealsodealswiththeworldwide"Post-16thCenturyissues"tosettlethesocialUnrestand

turmoilcausedinthe16thcentury(Kishimoto2001).Althoughsheemphasizestheimpactofthe

worldtradeboominthe16thcenturymoredirectl笋herviewapparentlycorrespondswithLieber-

manも,whichisconcernedwiththedisintegrationinthemid-16血centurγ

InSoutheastAsianhistoriograph}もthetaskofreplacingtheconventionalperiodization,

accordingtowhichafUndamentalandoverallchangetookplacea丘erthearrivalofEuropeansin

the16thandlプhcenturies,wasalmostachievedsuccess鉗llythroughthe`AgeofCommerce"thesis

(Reid;1988,1993a)andthe``strangeparallds"thesis(Liebermanl999,2003).Speakingmoregen-

erall翼bothAsianistsandglobalhistorjansnowunderstandthejmpactofEuropeanexpansioninthe

earlymodernperiodasalimitedone,whethertheyagreeordisagreewiththeextremeargumentsof

Frank(1998).Onthisground,reassessmentsofbothinternaldynamicsandexternalimpacts(the

mostimportantofwhichwerecausedbγEuropeansandtheChhleseallthesame)in .earlγmodern

SoutheastAsiaarenowbeingdone,asshowninthestudiesofoverseasChineseandtheChinese

26 DirectcontactswithSoutheastAsiawerefirstrecordedinthelate14山centur脇bothinIapanandKorea,including

contactsatPekingbetweentributarymissionsf士omVietnam,Ryukアu,andChosonKorea(Cho2004;Ha20045Shimizu

2000-2005).
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Empire(Reid(ed。)1995;Cooke&Li(eds.)2004;Sun&W;ade(inprint)).Inthiscontext,changes

duringthe16thcentur男notonlyinthemainlandbutalsointhearchipelago,likethedeclineofthe

Ming-centeredworldorder[*27]andtheappearanceofnewactors(EuropeansandtheIapanese)

shouldbepositionedproperl)孔

Thenation-stateorientedhistoriographiesofNortheastAsiancountriesa丘erthel5thcen-

turywereintegratedintoaregionalapproachunderthescrutinyofglobalhistorians.Intheir丘ame-

work,theconventionalviewoftheperiod丘omthe15出tothe17thorl8thcenturiesasthe"lastglo-

ry"ofisolated"fヒudal"or"traditionar'stateswasreplacedwithcommonregionaltrends(e.g.,state

consolidationin伽encedtoagreaterextentbymaritime
.trade).Howeve蔦thepoliticalandsocial

disorderandsubsequentrestorationofstabilityduringthel6thto17thcenturies,theimportance

ofwhichwasacknow正edgedintheconventionalhistory豆esson,stillseemtoserveasalandmark

inournewperiodization.A食eracenturyof飴gmentationintheendofthe"latemedievalperiod

[*28]1'Iapanenteredanewstage(theearlymodernera)inthe16thcenturywiththeriseofnewpoli-

tiesof5ε ηgo肋 一跏 勿 γosandthefbrmationofthe``unifプingpowers"ledbyOdaNobunaga,Tbyo-

tomiHideyoshi,and丘nallybプIbkugawaYεyasu(theuni且cationwascompletedwiththe肱 た励 砌

〈theshogunateand艶udaldomains>systemandthe5盈oた μor"seclusionl'systemduringthesec一

・ndq・ 飢t…fth・17出ce・t・ ・y).i・K・rea,th・t・an・iti・ 面 ・mtheea・lyCh…nPeri・dt・th・1・t・

ChosonPeriodthroughtheturmoilcausedbytheinvasionofIapan.inthe1590sandthatofthe

Manchusinthe1630scanberegardedasthestartoftheearlymodernperiod(Ybshida1998)。From

China-centricorMongo豆 一centricviewpoints,itcanbesaidthatChinaalreadyenteredtheearly

moderneraduringtheSungorYUanperiod,butabigchangedidoccurinChinesesocietyinthe

豆ateMingPeriodduringthe16thandtheearlyl7thcenturies.PoliticalandsocialorderinNortheast

27

28

AnearlierargumentofKishimoto(1995)suggestedthattheeHbrtsoftheChineseEmpiref士omthemid-16thtothemid-

18亡hcenturiestosettlethe16τhcenturyturmoilwereatthesametimeef董brtsto"so負en"theextremelysohdsystemofthe

earlyMingstate.ThecoUapseoftheearlyLeregime(especiallythatoftheHongDucEra(1470-97)inthe16しhcenturyand

the"1iteratirevival"(肱ylorl987)inthemid-17t㌔enturyinnorthernVietnammaγalsobeunderstoodintwowaγssimul-

taneouslyL

Accordingtothecommonhistoriograph払Iapanf士omtheendofthel4thcenturytothemid-16thcenturyis亡alledthelate

medievalperiod,whiletheonehundredyearsofpolhioalf士agmentationaf辷ertheendofthe15thcenturyisalsoregardedas

thetransitionperiodffomthemedievaltotheearlymoderneras.

諺 糶 シ舖 続 醐 ア弾 轗 069



Asiaasawholewasrestoreda丘erthemid-17出centuryl

Iudgedffomtheperspectivesmentionedabove,itispossible,eitherinSoutheastAsiaorin

NortheastAsia,toregardthe15[htothe1プhcenturiesasasingleperiod(withaminorchangedur-

ingthe16thcentury)onlywhen(a)weperiodizethisperiodbasedonthesynchronicphenomenon

of"theAgeofCommerce;'and/or(b)wetreatthesecenturiesasalonganddynamic"transitional"

periodbetweenthe"charter"erabefbrethe14thcentury(when"classical"societiesandcultureswere

丘)rmed)andthelateearlymodernera(when"traditional"societiesandcultureswerecryst訓lized,

mainlybasedonwhatemergedduringthe15thto17thcenturies).Otherwise,itismoreadequateto

dividethesecenturiesintodi麁rentstages.Inthiscase,twomajorpicturescanbedrawnl(a)The

丘rststageisthemid-14thtotheearly15thcenturies,andthesecondisthelate15thtotheearlyl7血

centur)らnamelythe``long16thcenturゾInthiscase,thefbrmerstage(whichcanincludethel4th-

centurycrisis)istreatedasthetransitionalperiod[*29]f士omthechartereratothe"longl6thcentu-

rゾ(b)The且rststageisthelatel4山totheearly16thcenturiesandthenextstagea丘erthemid-16由

centurγInthiscase,thelatterphasecanalsobelinkedwiththeperiodf士omthelate1プhcentury

onward(asKishimotoandLiebermanhavedone).

3.2.ChangingFrameworks

3.2.1.TheEarlyMingSystem

Intraregion紅Iandsupra-regionalinteractionsweremostdynamicintheperiodduringthel5τhto

l7thcenturiesbothinSoutheastandNortheastAsia.TheearlyMingimperialsystem,especially

加 ヴ勿(amaritimeprohibition)combinedwithatributarysystem,createdthef士ameworkofinter-

actionsduringthelate14thandthel5thcenturies.Themainbodyofthemaritimeprohibition,by

whichthegovernmentprohibitedChinesepeoplefrom"goingouttotheseaprivate1ゾwasen丘)rced

fbrthesakeofpoliticalstabilit弊whiletheimpositionofthetributarysystemresulted丘omtheCon一

血c孟anisticfUndamentalismoftheHongwuEmperor(Danlol997,2006)。However,becauseearly

Mingemperorsalsoinheritedmuch丘omtheYUansystem,theinward-lookingmaritimeprohibi一

29 The5ituationin尹avamaアsupportthjsperiodizationratherthanasjmplediscontjnuitアinthe14hcen加r}ゆecause

Majapahitwaspowerfhlf士omthe14[hcenturyuntilthelatel5tbcenturγ
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tion/tributesystemfUn¢tionedinexpansionisticwaysduringthereignofYbngle(L1402-24)with

state-monopolizedtradeandtheimpositionofaMing-centricworldorder[*30]。The且eetsofZheng-

hewereembarkeduponnomorepeace飼missionsoff士iendshipthanwerethoseofKhubilai(sent

toIapan,Champa,MaabaろandIava).AlongwhhthesuccessfUlrecσveryf士omthesocialandeco-

nomiccrisisinthel4th¢entur矜EastEurasiantradealsodevelopedrapidlγ

TheearlyMingsyste皿causedtwodi麁rente旋ctsintheEastEurasianrimlands(Sun&

Wadeinprint;Murai1988).First,trade-basedpolitiesIikeMalaccaandRyukアu(Shuri/Naha)de-

velopedinthemaritimeworldashubsofthetributarytradenetworkEveninperipherieslikethe

easternp役rtoftheSoutheastAsianarc丘ipelago,Manchuria,northernKorea,andthelandofEzo

(Ainus),localhubsemerged,suchasBruneiandlbsaminato(thenorthernmostportoftheHonshu

Island).Second,smallbutstrongempiresdevelopedinChosonK:orea,Iapan(Muromachi.Shogu-

nate),DaiViet(theLeDynasty),andSiam(Ayutthaya)asm勾orvassalsoftheMing.ChosonK:orea

andLeDaiViet(bothestablishedanadministrativesystemofLieberman'spatternD)obviouslybor-

rowedmuch丘omtheearlyMingstatesystelnandMing-modelled丘rearms(Sun2000,2006),Iapan

匚*31]andSiama豆sopro丘tedf沁mtheMingworldordeちmainlythroughtributarytrade(andtrade

amongMingvassals)・

nade,bothmarit血eandinlImd,playedimportantrolesalmost㎜iversallyindleprocess

ofpoliticalconsolidationandintheenhancementofr田ers'powerduringthisperiod[*32],although

30
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1hato伍cialle廿ersbetweenRyukyuandSoutheastAsianco㎜tries(includingpolitieslikeAy蝋haya,MalaccaandP組em-

bang),RyukyuandKorea,andIapanandKoreawereallwritteninclassicalChinese(thoughlettersbetweenMuromachi

ShogunateandRyukyuwerewrittenby膨 ㎎ 砌 のisusuaIlyexplainednotonlywithwidespreadoverseasChinesenetworks

butalsowiththeef驚ctivenessoftheMingworldorderbecausethoseletterso丘enfbllowedthe丘)rmatofMingo伍cialdoc-

uments,

Fromthe6thtothel3ヒhcenturメnorulerofIapanreceivedaninvestitureofChina,A丘erthelOヒhcentur翼eventributary

missionswerenotsent,Duringthecivilwarinthe14!hcenturメhoweve蒋certainrulersdaredtosendtributetotheMing

(PrinceKaneyoshiinKyusyudaredtoreceiveMing'sinvestiture)toseekanaidoftheMing.Anda丘ertheuni丘cationofthe

state,AshikagaYbshimitsu,thethirdrulerofMuromachiShogunatereceivedaninvestitureoftheMing(totheKingofIa-

pan)in1404,TlleintentionofYbshilnitsuisusua皿yunderstoodastrade,whiletheapprovaloftheconfUcianistMingEm-

piremayhavehelpedhimestablishanabsolutepoweLA丘erYbshimitsu,MuromachiShogunateconductedtributarytrade

withtheMingando伍cialtradeinequalstatuswithChosonKorea,while4α 吻 γo∫andmerchantsinwestern∫apancon-

ductedtributarytradewithKorea.So飴mil弊thelordoftheTヨushimaIslands,thrivedasanintermediarybetweenIapan

andKorea.
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theinternaldynamicsofrespectivepolities/areaswerealsoimportant.Eventhesmallempiresand

thoserulersweredeeplyinvolvedininternationaltrade.DaiVietandK:oreawerenotexceptions,de-

spitethereluctantattitudestocommerceandtradeoftheirrulersandtheConfUcianisticelitesE*33].

NotonlySiambutalsoDaiVietexpandedtosubjugateportpolitiesandtradenetworks.Benefiting

仕omtheincreasingdemandofChineseceramicsininternationalmarkets,DaiVietandSiam(and

probablyChampaandLowerBurma)producedandexportedaconsiderablequantitYofceramics[*34]

(Mikamil988;Browninprint).

3.2.2.TheFloodofSilver

Chinasu麁redmilitarypressuresf士omthenorth,andprobablyaneconomicdepressioninthelatter

halfofthe15th¢enturγ(Atwe皿2002)、HoweveろSoutheastandNortheastAsiasawanunprecedent-

edeconomicboominthel6thcentur)らpartlythankstotheEuropeans.Agreatdealofsilver且owed

仕omIapan(a負erthe1530s)andSpanishAmerica(a丘erthe1560),mainlyintoChina.Theuseof

silvercurrencyhadalreadybeenintroducedintoChinaduringtheYUanPeriod.Inthel6thcentury}

however,silverbecamethestatestandardofvaluesofChinaandthemeasurefbrsettlementofinter-

national/supra-localtransactionsinEasternEurasiainsteadofcoPPercash(issuedintheSungand

theMingPeriods)R)rthe丘rsttime.Inotherwords,silverwasthe丘rstimportcommoditythrough

maritimetradethatdirectlyinfluencedthedaiiylivesofcommoners.Inthecaseof】 く:orea,theCho一

32
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34

nadedidnotnecessarilybringaboutstatefbrmationinperipheralareas.InthecaseoftheAinus,itisnotclearwhether

亡he}厂hadthepo亡entialto丘)rnltheirow皿politγorno亡,thoughabroadpohdcalin亡egrationapPearstohavealreadアbeen

possibleduringthel5thto1プhcenturies,withpowerfUlleaderslikeKoshamaininthemid-15山centuryandShakushainin

themid-17thcenturγIfsuchpQliticalevolutiondidnotmeanamovementofprimitivestatefbrmation,itmayhavebeen

partlyduetothedependenttradesystemonJapanthroughwhichAinupeopleimportednecessitieslikericeandironffom

merchantsf止omtheHonshuIslandinexchangefbrexportproductslikeanimalpelts,eaglef6athers,andseaweed.

DaiVietduringtheearlyLePeriod(1428-1527)senttributemissionstoChinaalmosteveryyear.Thenationalisthistori-

ographyofVietnamexplainsahistoricallythataUtributemissionsweresenttoChinafbrthepurposeofnationalsecuritγ

However,regardlessofsubjectiveintentionsandalaterdeclineoftrade,suchffequenttributetradeinthisperioζmust

havebroughtaboutcertaineconomicimpacts.SeeMomoki(1999a,1999b).ChosQnKoreasenttributemissionstoPe-

kingmoref士equently(withginsengandmartenskins),whileagreatdealofcommodities(likecottonandprintedBuddhist

sutras)wasexportedtoIapanandRyukyu.Suchtradewasstillimportantfbrthestateandsocietγ

Productionofexportceramicsinthesecountriesappearstohavealreadyemergedinthelate-YUanPeriod,probablydueto

thecommercialdevelopment.
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songovernmentwasreluctanttousesilverandexploitsilvermines,HoweveLa氏ertheMingrein-

fbrcementsbroughtsilvertopurchase照rsuppliesduringthewaragainstIapaninthe1590s,the

useofsilverasacurrencybecamepopularinKorea(Sukawal998).DaiVietseemstohavebeenan

exception,sincethestatebegantousesilverasthemeasureofstateexpenditureonlyinthel8出cen-

tury(Whitmore1983).Itisnotdearwheretheimportedsih厂er(inexchangefbrrawsilkboundfbr

Iapan,fbrinstance)went,althoughitislikelythats且verwasre-exportedtoChina.

ProsperoustradeacceleratedthesocialchangeintheEastEurasianperipheries.Anumber

ofnewfbcalpointsoftradeappeared,suchasTbrnateandAmbon,Manila,HiradoandNagasaki,

andsofbrth.StatefbrmationwasstimulatedinManchuria(lwai1996)匚*35]andintheeasternpart

ofinsularSoutheastAsia(Hayase2003).AChinatownwasestablishedineveryportcityinIapan,

includingfbrmerperipheralareaslikesouthernKyusy11(Nak句ima2004)。

3.2.3.NewChallengers

Inthe16thcentur脇theoldsystemsinSoutheastandNortheastAsiacoHapsedwiththeappearance

ofnewactorsandthenoodofsilverPortugueseoccupiedMalaccain1511,buttheycouldn'tin-

heritthehegemonyofMalacca.Subsequentl男amultipolarizationtookplaceinmaritimeSoutheast

Asia.TheMingadministrationcouldnolongersuppresssmugglersandpiratesintheChinaS6as.

ThelocalgovernmentofGuangdonghadalreadybeentryingtoadmitnon-tributarytradesincethe

beginningofthel6thcentur}dhecentralgovernmenthadtoopentheportofZhangzhou(Fulian)

丘)rChinesemerchantsgoingabroadintheendofthe1560sbefbrethestormofV吻 たoσapan-based

piratesratherthanIapanesepirates)andtheriseoftheManilatrade.TheMingwas丘)rcedtoadopt

加5海ora"mutualtrade"systeminsteadofarigidtributarytradesystem(Ueda2005).

Withthedeclineofoppressiveoldpoliticalorderscameaperiodof"丘eecompetition"

丘omthel6thtotheearlyl7出centuries,whenambitiouschanengersemerged.丘omtheperipheries

onea食eranotheLTheyal豆relieduponthepowerofsilverand丘rearms.InSoutheastAsia,thesuc-

cessofpolitieslikeThungoo,AcehandMataramweresospectaculaLAtrans-nationalregionality

35 Aconsiderableportionofsilverimportedf重omIapanandManila(viaportsin珂ianandZheliangProvinces)wassent

totheGreatW組1fbrthesupplyofmunitions.ApartofthesilverontheGreatWallinturn,nowedintoManchuriain

exchangefbrpelts.
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wasfbrmedintheChinaSeas(theEastAsianMediterranean)(Murai1988,1997;Arano,Ishiiand

Murai1992).Merchant/piratepowers,o血enmulti-ethnic,likethoseofWangzhirosethere.InMan-

churia,militarypowersinLiaodonglikeLiChengliangprosperedwithpelttrade,wh皿eintheEzo-

land,theKakizaki(Matsumae)familybegantomonopolizeIapa㎡stradewiththeAinus。Incentral

Iapan,OdaNobunagaandTbyotomiHideyoshiwonthecivilwarofth6"WarringStatesPeriod'l

thankstotheirsuperiorcommercialandmilitarybases.

Thesepowersandpolitieswereoftentightlyorganizedinmilitaryandadministrative

spherescomparedwithfbrmerpolities.InIndianizedSoutheastAsiathereappearedsomepolities

whichhadanadministrativesystemofLieberman'sPatternC(Lieberman2003),withwhichthe

areadirectlycontrolledbythecentralgovernmentwaswidenedtoaconsiderableextent.In}apan,

strongcontrolsystemsofretainerscombined .withsegregationpoliciesof5α 辮μrαゴ5ffompeasants

wereintroduced,especiallybプlbyotomiHideyoshi,whodemilitarizedpeopleotherthan5卿 μ海 ∫

andconductedanation-widecadastralsurveγ

Ontheotherhand,thesepowersandpolitiesweremoreorlesschallengingtothepoliti-

caloldordersandauthorities.IfEuropeanpowersstillhadtocompromisewithexistingauthorities

inEasternEurasia,TbyotomiHideyoshiofIapan(whoinvadedKoreaanddreamtofoccupyingPe-

k童ng)andN呱haci-HongTailiofManchuriaposedstraightfbrwardchallengestotheauthorityof

theMing.

3.2.4,SocialChanges

Featureslikeurbanizationandthedevelopmentoftext-orientedorthodoxreligions,which

wereregardedastypicalphenomenaoftheAgeofCommerceinSoutheastAsia(Reidl988,1993a),

werealsowitnessedinNortheastAsia.However,itisalsoimportanttoemphasizetheimportanceof

th・16th-cent・ ・y・h・ng・.M・ny・fl・p・n・ ・ec・mmerci・1・ndp・1itical・iti・ ・lik・0・ak・ ・N・g6y…nd

Od、w。 ・ath・tw・uldth・i・ ・th…gh・utth・ 恥k・g・w・P・ ・i・d・merg・di・th・16thcent・ ・γN・wB・d-

dhistsects,suchasIodoshinshu(oneofpure-landsects),Nichiren-shu,andSoto-shu(oneofthe

Z,n・ect・),becam・i・d・p・nd・nt・fm・di・v・1・increti・k・ 励 勧B・ddhi・mbyth・16出cent・ ・y孤d

begantorepresentthe`℃arlymoder㎡'BuddhismofIapan[*36].Ontheotherhand,Shintoismalso

36 Allthesesectswerenotmysticbutrationalistic.Iodoshishu(mainlybasedamongthepeasantsandlowerclassof50用 μ履5)
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becameindependentofた θη纏 醜Buddhism.Neo-ConfUcianismadvancedinChinaandKoreaa丘er

the16血century[*37],whilethepropagationofChristianRomanCatholicismwasalsosuccessfhlin

ChinaandIapaninthelate16thcentury」

ThechangeofagrariansocietiesintheSinicWorld(NortheastAsiaandnorthernViet-

nam)丘omthe14thtothe17thcenturieshasbeenamalorissueconcerningperiodization.Steady

populationincreasewasfbllowedbyintensive(o食encommerciψzed)agriclllturalproductioninthe

heartlandsofKorea(YiTaelinl989)andIapanafterthel4血centurアThereclamation(o丘enlarge-

scaled)ofallbvialplainsalongthemainstreamsofbigriversandcoastalareaswereconductedin

manyplacesinKoreaandIapaninthe16thtothe17thcenturies.Large-scaledemban㎞entsystems

intheRedRiverDeltainnorthernVietnamwerebasicallycompletedinthe13thtothe15thcentu-

ries,andtherea丘ercommerceandhandicra丘sdevelopedindeltavillages.Thereclamationofthe

Y合ngtzeDeltawasalmostcompletebytheearlyMingPeriod,andthecommercializedproductionof

cottonandsilkdevelopedthereaf辻erthe16thcenturγ

Basedonsuchdevelopments,earlierscholarshavehadanumberofdebatesaboutthe丘)r-

mationanddeve正opmentof"f6udal"societyinrespectivecountries.Whilethe皿 …りoritythought

thatthechange丘om"slavery"to"f6udal"systemsinNortheastAsiancountrieshadalreadytaken

placebythe14thcentur男ArakiMoriaki(1953,1954)[*38]fbrIapanandOyamaMasaaki(1992)fbr

Chinahavearguedthatthe"fヒudalmodeofproductio㎡'wasestablishedonlya丘erthe16thcenturγ

Whattheyarguedcanbeparaphrasedwithrecenttheoriesofpeasantecono皿 笋whichgenerallydi-

videpre-capitalistagrariansocietiesintotwostages・Inthe丘rststage,thetechnologyofagricultural

productionwasprimitiveandpopulationwasscarce.Theproductionofsmallholderswassoun-

stablethatitcouldnotendurewithouttheaidofpowerfUllandlordsorthegovernment,whilethe

large-scaledproductionoflandlordswithdependentlabourers(whichvariedf士omslavestodepen一

37

38

challengedtheoldsocialorderviolentlywithrevoltscaHed1妖o一'脈'.AftertheyweresuppressedbyOdaNobunagaand

TbyotomiHideyoshi,however,ear塀modemBuddbistsectsusua助stoodapartf沁msec皿araffairs,

AccordingtoYiT砌in(1989→2000),theearlyMingConfUcianismwhichinnuencedKoreawasnotNeo-Con妣ianism

butratherarevivaloftheancientCon血cianismoftheHan一 丑mgEra,whichmy6ti丘edtheruler'stranscendentalpoweLThe

idealofthesocialself-disciplineofsubjectsheldbyNeo-Confhcianismbegantoprevailonlya丘erthe16!hcenturγ

AccordingtoAraki,thenation-widecadastralsurveybプ 【byotomiHideyoshi(7滋 たoた εηc簓),withwhichpreviousmulti-

layeredproprietorshipswerereducedtotwolayers,theupperonebelongingto5σ 挽μアαfsandtheIoweronetopeasants,was

conductedinorderto丘x``色udal　 proprietorship.
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dentsmallholders)wasmoreenduring.Inthesecondstage,technoldgydevelopedbutlandbecame

scarceduetopopulationincreases。Then,theproductionofsmallholders,basicallyconductedbya

nuclearf註mil第becamemorestable(butwasboundmoretightlywiththeland),whilelarge-scaled

productionwithdependentlabourerscouldnolongerbeadvancedduetotheweakerincentivesof

labourers(Nakamura1977;Aoki1995).WhatArakiandKoyamaarguedseemstohavebeenthe

transitiontothesecondstage.Ahdthesecondstage,whichrecentIapanesescholarscall"peasant

societゾdearlytookshapeinNortheastAsiabythe16thcentury(Miy勾ima1994),partlytakingad-

vantageoftheeconomicboominthe"longl6thcenturゾ

3,2.5.nle17th-CenturyGeneralCrisis㌘

丁11eunprecedentedeconomicboominthe`AgeofCommerce"waso丘enalsoaccompaniedbyun-

precedenteddisasters.Inthissense,the`AgeofCommerce"wasbynomeansaperiodofmonoto-

nousdevelopment.TheturmoilinmainlandSoutheastAsiaandIapaninthel6thcenturycanbe

partlyexplainedbythecentrifUgaltendencystimulatedbytheeconomicdevelopmentinthepe-

ripheries.AfterthepriceofsilversharplydecreasedinEastEurasiainthemid-16臣centur弊produc-

tionofrawsilkandceramicsinIapanwerealmostextinct,partlyduetothepricegapwiththeprod-

uctsimported丘omChina(Wiakita1992,1994).Thestandardoflevyingtaxesandgrantingincome

rightstoretainersinIapanchangedf士omligaturesofcoppercashtovolumesofricea食erthe1560s

despiterapidcommercialdevelopment,Itcanbeexplainedasacountermeasuretothetemporary

vacuumofvaluestandardcausedbythe且oodofsilver(befbrethen,Chinesecoppercashhadlong

fUnctionedasthevaluestandard)(Kuroda1999,2005).

The『AgeofCommerce"endedwiththe"GeneralCrisisQfthe17thCenturゾatleastin

maritimeSoutheastAsia,wherethehegemonyoftheVOCwasalmostestablished(Reid1997a;Li-

eberman1995),despitestrongactivitiesofcertainmaritimepowersliketheBugisthroughoutthe

18thcenturγAcrisisappearstohaveenvelopedNortheastAsia(Atwell1997)andnorthernViet-

nam,aswell.There,thedeclineoflongdistancetrade,mainlyduetothewarf乞reinmid-century

ChinaandthedeclineofIapantradeattheendofthecentury;wasaccompaniedbyseverepopu-

1ationpressuresandagriculturaloverexploitationincoreareas.Newpolitiesthathademergedin

SoutheastandNortheastAsiaa丘erthe16thcenturywithfUllchallengingspiritsgenerallybecame

bureaucraticandfbrmaliSticinthel7thcenturysothattheycouldsettletheliquidatedsoCiet外of一
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tenwithstrictcontroloftradeandimmigration.MerchantlpiratepowersintheChinaSeaslosttheir

basesinIapanduetosuccessivepoliciesofIapan'sunif夕ingpowers(thoughtheywerestillalowed

tocometotrade),and五nallycollapsedwhentheZhengfamilyi耳 丁樋wansurrenderedtotheQing.

RyukアuwassubduedbytheShimazuclanoftheSatsumadomain.Themulti-ethnicandtrans-na-

tionalregionalityoftheChinaSeaswasdismantled.

4.Fromthe正atel7thCenturytotheEarlylgthCentury

4.1.DynamicLateEarlyModemHistories

InaconventionalEast-Westdichotomy;stagnant,dedining,andpassivefヒaturesa丘erthe18thcen-

turyusedtobeoveremphasizedinanyregionofAsia.Indeedtherevolutionarydevelopmentofthe

W6st("theGreatDivergence")didnotoccurintheEast.Howeveろrecentscholarshiphaspaidmore

attentiontothedynamic,developing,andautonomousfヒaturesofbothSoutheastandNortheast

Asia.Althoughdirectcontactsbetweenthetworegionsdecreaseddramaticallya丘ertheendofthe

AgeofCommerce,thereisstillroomfbrcomparativeanalysis.

SoutheastAsiandynamisma丘erthe正ateearlymodernerahasbeenoneofthemalortop-

icsinrecentscholarshipofSoutheastAsianhistorメespeciallya丘er ."theoriginofSoutheastAsian

poverty"wasputattheendofthel7thcenturybyReid(1988;1993a).Portcities(Cathiritambi-WeUs

&Villierseds.1991),neweconomicdevelopment(Reided。1997b),theconsolidationofmainland

polities(Lieberman2003),thewaterf士ontieroftheS6uth-ChinaSeaandtheGulfofTha丑and(Cooke

&Lieds.2004),andmanyotherissueshavebeenstudiedinrecentpublications.Iapanesescholars

havealsobeeninterestedinthisperiod,mainlyinsuchtopicsasthedevelopmentofperipheralar-

eas,the鉢dvanceofChinesenetworks,andthenewintegration(ofboththeindigenousstatesinthe

MainlandandthecolonialstatesinInsularSoutheastAsia)(Sa㎞raied.2001).

Isolated,stagnantimagesofNortheastAsiancountrieshavealsobeenrevisedsuccess-

fUllγIapanls5畝oた μorseclusionsystemisnowregardedasavariantofChinese-originated肋f一

ノ勿ormaritimeprohibitionsystem(Aranol988)・Underastrictcontrolsystemofdiplomacy

andfbreigntrade,whichnevermeantisolation,NortheastAsiancountriesexperienceddramatic
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changes[*39].InthecaseofIapan,thepremisesofmodernizationa負ertheMe勾iEra,suchasana-

tion-widemarketeconom男amoredevelopedtechnologyofagricultureandhandicra丘s,andapro-

to-nationalconsciousness,wereclearlyfbrmed.

ScholarsofanyregioninEastEurasia,andtheG豆obalHistoryaswell,cannothelpbutbe

impressedbyrecentdevelopmentsintheresearchonQingChina(Moried・1997;Wong1997;Aσ オo

A∫1祕 砌2005).Themechanismofincreasingemmigrationandexpandingeconomicnetworksbe-

yondtheimperialbordersffomthe18thcenturyonhasbeenstudied丘omvariousangles.Popula-

tionincreasewasrelatedtomanyelements,suchas(a)agricu夏turaltechnologies,newplants,and

ecologicalconditions,(b)commerceandhandicra食s,(c)localcommunitiesandfamilyinstitutions,

and(d)legalandtaxationsystems.Theeconomic/market/currencypoliciesofthestatealsopushed

thelimitlessexpansion.NotonlySoutheastAsiancountriesbutalsoKoreaandIapanfヨcedstrong

economicandculturalpressuresf士omChina。Itinnuencedthefbrmationofcollectiveidentitiesin

thesecountriesinvariousways.

4.2.The『AgeofProduction"andtheCrystallizationofthe``T士aditional"Societies

4.2.1.PeasantSociety

Whenthe`AgeofCommerce"endedattheendofthe17thcentur乳almostallarablelandswereal-

readyreclaimedinthetraditionalcoreareasofthemainlandofSoutheastAsia(typicallyinthemid-

IrrawaddyvalleyandtheRedRiverDelta),Iava(centra豆andeasternregions),andNortheastAsia.In

Iapan,Korea,northernVietnamandofcourseinChina,eventheredamationofcoastalplainsand

deltaicareashadalreadyenteredthe面alstage.Moreandmorevillagessu麁redseverelandshort-

ageandpopulationpressure,Regardlessofthepossibilityofoutwardmigration[*40],small-scale

39

40

SeeKishimoto(1999)andUeda(2005)fbrChina;Hayami8(Miyamotoeds.1988andHamashita8【Kawakatsueds.1991

fbrIapan,Lee(1997)fbrKorea;Miyajima(1994)fbrallthreecountries.

Iapanesepeasantshadtheleastpossibilityofimmigration,notonlyduetothe5α たokμsystem(whichprohibitedimmigra-

tionabroad),butalsoduetothestrictIandandhouseholdregistersystemsofthevillagesandthef6udaldomains.which

becamee麁ctivebythemid-1プhcenturメThepopulationpressurewasmitigatedbyother魚ctors,suchasthesteadylabour

Howsffomvillagestocities,oftenofacirculatingnature,andtheア εsystem,whichallowedtherestraintofthepopulation

increase.Approximately12millionpopulationintheyear1600increasedby150%inthel7thcentury;butre皿ainedat

thesamelevelthroughoutthe18!hcenturメnotonlyduetofaminesandabortionsbutalsobecauseoflatemarriagesand
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andlabour-intensiveproductionrunbynuclearfa血lies,oftenaccompaniedbycommercializa-

tionorproto-industrialization,becamedominant,especiallyinareasofwetricecultivation.Large-

scaledproductionw亘thdependentlabourwasseldomproductive,thoughlarge-scaledlandown-

ershipbasedontheaccumulationofsmallplotso丘endeveloped(exceptinIapan,wheretheア θof

peasantsastheunitofpossession/production/taxationwascarefUllymaintained).Therelationship

ofthepeasantsocietywiththeurbanizationandmarketeconomyshowedvariouspatterns。Oneex-

tremewasthe"industriousrevolution"(Hayami&Miyamotol988;Sugihara2004),alabour-inten-

sivepathtoamoderncapitalisteconom防whichoccurredinIapan.Anotherextremewasthe``agri-

culturalinvolution～'Ifthel9血centuryIavaofGeertz(1963)wasnotthecase,northernVietnamesと

villagesa負erthel8thcentury(Sakurai1987)apPeartohaveindeedsharedpovertyintheprocessof

limitlesspopulationincreaseandlabourintensi丘cation[*41L

4.2.2.TheDevelopmentofFrontierAreas

Manyf士ontierareasweredevelopedwithimmigrantlabourfbrces.Largedeltas(whichmainlypro-

ducedriceandsugar)andmountainousareas(whichproducedfbrestproducts,opium,tea,silveち

andcopper)in皿ainlandSoutheastAsia,tropicalrainfbrests(fbrestproducts,cof驚e,tin,andgold)

andseas(seacucumbeろbird'snest,andsoon)inmaritimeSoutheastAsiasawequallyrapiddevel-

opment[*42].Thedevelopment,productionandexportswereoftenorganizedandconductedbythe

Chinese,insimilarmannersashadbeenthecaseinthemountainsofsouthernChina.Theyestab-

lishedsomesemi-independentpolitiesliketheMacfamilyinHaTien(Kangkao),theWu魚mily

41

42

theinheritancesystem,inwhichonlytheeldestsoninheritedallthepropertiesofthehousehold.InthecaseofKoreaand

Burma,thef士ontiers(theNortheastregionsinKoreaandLowerBurma)absorbedaconsiderablylargepopulation,while

northernVietnamesevillageshadlittleoutletduetotheNorth-Southpoliticaldivisionuntilthebeginningofthelgthcen-

turyandthelimitedcapacitアofthesurroundinghillyareas.Moreover,‡heChineseimmigrantshadalreadypenetrated

theremorestronglア

ThevillagesofthenorthernVietnameselowlandsafterthe`AgeofCommerce"nolongerhadsigni丘cantexportproducts

likeceramicsandrawsilk.Althoughsomeprofヒssionalvmagesofcommerceorhandicraftproduction(fbrdomesticcon-

sumption)appeared,citiesandthemajor且owofcommoditieswerecontrolledbyChinesemerchants.Mountainousareas

innorthernVietnahlhadimportantcommoditieslikesilverandcoppeろbuttheproductionandexportsweretotallyin

thehandsoftheChinese(indudingethnicminorities).Undersuchunf註vourableconditions,the飴mouscommunahtアof

northernVietnamesevillageswassolidi丘ed.

Reid(ed.1996,1997b);Cooke&Li(eds.2004).
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inSongkhra,orthe`oηg5歪5inBorneo.InNortheastAsia,thenorthernf士ontiersofKorea,especial-

lytheHamgyong-doarea,absorbedmanyimmigrantsf士omthesouth.TheEzo-land(present-day

Hokkaido)becameacolonyoftheMatsumaedomain(andlateroftheTbkugawaShogunateitself),

whereeveryAinuhouseholdwasobligedtocollectanddelivercommodities(likepeltandfish-

es)leviedbymerchantswhofarmedthe盈 ∫ηα治αortradingcenters[*43ユ.Productionofnewcom-

moditieslikeherringandseacucumbersalsodeve豆opedJapaneseimmigrantlabourersoperatedin

somesectors,IikethelargescaleherringfisherγInparallelwiththeseevents,Russiancolonization

reachedtheeasternSiberiancoasts,Sakhalin,andthenorthernPaci丘cwaters。

Developmentwasrealizedmainly{brthepurposeofcommodityproduction,butsome-

times丘)rsubsistence.Inthefbrmercase,acoercivelabour(fbrceddeliveryo派)rcedcultivation)sys-

temwaso氏enen飴rcede麁ctivel払aswasthecaseinWestIlwa(co麁e),intheSuluseas(seacucum-

bersandpearls),inLuzonandtheVisaアaisiands(sugarandtobacco),intheRyukyuandAmami

islands(sugar)[*44],andinHokkaido.EvenincoreregionslikeCentral/EastIava(undertheCultiva-

tionSystema仕er1830),andinsome肋 ηdomainsinlatelb㎞gawaIapan,thegovernmentalmonop-

olyofexportcommoditiescouldresultindefactofbrcedproductionsystems.Ofcourse,commodity

productionbycoerced(slaveryorfセuda1)labourwasnotrareeveninancienttimes.Howeve垣twas

operate母betterinalargerscaleinthelateearlymodernperiod,thankstothemoredevelopedadmin-

istrativesystemsofnotonlyEuropeancolonialgovernmentsbutalsoofindigenousAsianpolities.

43

44

TillthebeginningoftheTbkugawaPeriod,theEzo-land,exceptfbrthesouthernmostareawherethe晦 加orIapanese

peopleincludingthelordMatsumaeoccupied,werenotregardedaspartoflapaneseterritorアInspiteofaterritoryindicat-

edbycertainamountofriceproduction,theMatsumae魚milywasgrantedbytheTbkugawaShogunatetherightoftrade

withtheAinupeoplebeyondtheterritoryofIapan.However,theMatsumaetookadvantageofthepolicytoseizetrading

pointsinHokkaido.At血rst,thosetradingpointswerebestowedtoMatsumae'sretainers.Ultimatelybecausetheseretainers

weretoogreedytomanagethetradingpointsinsustainableways,thebestowalsystemwasreplacedbyafarmingsystem

runbyHonshumerchantsinthelatterhalfofthel7thcenturγ

A丘ertheSatsumaDomain(oftheShimazufamily)sublugatedtheRyukyuKingdominl609,theAma鯒islandswerein-

corporatedintotheSatsumaDomain,whileotherislandsremainedunderthecontroloftheRyukyuKingdomA丘erthe

late1プhcenturylwhiletributarytradewithChinastagnated,agriculturalreclamationfbrtheproductionofsugarandtur-

meric(accompaniedbythereclamation丘 〕rstapleslikewetriceandsweatpotatoes)developed.TheSatsumagovernment

directlycollectedthesugarofAmami(wherefarmerswereevenprohibitedtoplantothercrops),whileRyukyusugarwas

collectedthroughthetaxationsystemofthekingdom.SatsumamerchantsbroughtsugartoK㎜igata(OsakaandKアoto)to

obtainlargeprofits.
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4.2.3.TlheCrystallizationof``Traditional"Societies

Recentscholarshiptendstodenythe"timeless"natureof"traditions"inpre-modernsocieties.In-

deed,manyelementsof"traditional"societiesandculturesinSoutheast/NortheastAsiawerecrystal-

lizedorinventedin(ando丘ena食er)theIateearlymoder耳period.If"traditionalIapanese"ア θ(patri-

lineal/patriarchalf㎜ily/household)and御 μrα(corporatevillage)systems,whichusedtobeattacked

bymodernistsand艶ministsbutaremorerecentlypraisedbynationalists,becameuniversalonlyin

theIateTbkugawaPeriod・``traditionalVietnameseZσ ㎎ κα(collectivevi皿age)and40㎎ho(patrilineal

dan)systems,whichhavealsocausedmanydisputesamongmodernistsandtraditionalists/national-

ists,havebecomemorewidespreadonlya丘erthe18止centurγThe"traditional"mentalitγofaweak

"self"andaprefbrencefbr"stabilitywithoutf士eedom"inIapanesesocietycouIdonlytakerootlong

a丘ermedievalse正 罫reliancefadedawayunderthepeacerealizedbyTbyotomiandlbkugawa.Asimi-

larprocessappearstohavebeensetinmotioninothercountriesunderdiscussion.

Thisdoesnotmeanthatthecrystallization/inventionof"traditions"occurredinavacu-

umRatheろmanythingsresultedf士ome且brtstocopewithexternalconditions,ingludingfbreign

pressures.Forinstance,thecu正turalexpansionofChinacausedadeepinfluence(sinicization),not

onlyuponNortheastAsianandVietnamesecultures,butalsouponotherSoutheastAsiancultures

(infbods,music,dancesandplays,andsoon).DomesticatingorcopingwiththeChinesein且uence,

the"original"culturesofsurroundingcountrieswere丘)rmed,aswasthecaseofKbた ㎎1畝 μ(orNa-

tionalStudies)andtheEdoliteratureof∫apan.Colonialregimesalsostimulatedsimilarcrystalliza-

tion/invention,asinthecasesofIava(the"Hindu"culture)andRyuk)厂u.Incoreareasofmainland

SoutheastAsiaandNortheastAsia,many"traditions"weretiedtothestateconsolidation.Thecon-

solidationofastatewasusuallyperceivedasthatofaregiona正empire.Howeveちitalsoborea"pro-

to.national"natureasthesocialandculturalhomogenizationinrespectivestatesprogressedtoa

cQnsiderableextendntermsofsocialhierardエy(witnessthesharpincreaseofyα ㎎b伽inKorea匚*45ユ,

食)rinstance),andethnic/regionald輌sions(asKorea,andIapantoalesserextent,became"acoun-

tryofonesing豆eethnicitゾ').

45 SeeMi殉ima(1995);Lee(1997).
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4,2.4.皿1eStatea丘erthe正atel8thCentury

NotonlypolitiesinmaritimeSoutheastAsia(withsomeexceptions)butalsoNortheastAsianpoli-

tiesdeclineda丘erthe18出centurγDespitetheeconomicgrowth(andnotthesimpledeclineofa

"f6
udal"economy)intheearly19thcenturyandsomeeffbrtsatmodernization(theywerenotalways

conservativeorirrational),thesepolitiescouldnotsurvivethehighcolonialperiod・EveninIapan・

theself-modernizationoftheTbkugawaShogunatefailed.TheChineseEmpireappearstohavelost

controloftheever-expandingsocietyaftertheendofthe19thcentur)dnotherwords,ittooksuc-

cessivemeasuresofadaptationtothesocialchange,befbreit丘nallyto"melteddown～'

Thee麁ctoftheexpansionandconsolidationofmainlandSoutheastAsianpo豆ities(such

asBurma,SiamandVietnam)a丘erthewarfareandpoliticaldisorderinthelate18thcenturycannot

beunderstoodasasimpledevelopment.Siamindeedmaintainedanddevelopedtheconsolidation

a丘erthesecondhalfofthelgthcenturγInthecaseofVietnam,however,thesocietyseemstohave

beenexhaustedbythea丘ermathoftheTaysonWar(1771-1802)andthetoorapidexpansion/cen-

tralizationoftheMingMangEmperor(Ll820-40).Neitherinward-lookingnorthernvillagesnor

trade-orientedsouthernvillageswerestrictlycontrolledbytheHuegovernment(Woodsidel971).

Onthispoint(notintheconventionalcriticismoftheconservativeorincapablerulers),thenation一

。li、t、・bl㎜ ・・fth・Ng・y・nDyn・ ・ty鉛 ・Fren・h・ ・1・nizati・ni・n・tw・ ・ng(P士 ・b・blyth・K・nb・u・g

Dynastyistobeblamedinthesameway).Tbtakealongervie瑚theregionaldiversitycreatedsince

theperiodoftheninh-Nguyenpoliticalsplitwasasimportantastheunity丘omtheNorthtothe

SouthundertheNguyenDynasty丘)rmodernVietnamesepeopleto丘ghtagainstFranceandthen

theUnitedStates.

5.Conclusion

Duringthemedievalandearlymodernperiods,NortheastAsiahadmanycommonf6aturesanddi-

rectrelationswithSoutheastAsia.Forthisreason,NortheastAsianhistoryhasmanyimplications,

notonlyfbrthemainlandbutalsofbrmaritimeSoutheastAsia.Thereverseisalsotrue.Theunique-

nessofNortheastAsiacanbewellunderstoodthroughcomparisonswithSoutheastAsia.Forexam-

ple,a"greatdivergence"appearstohaveoccurredinlateear正y-modernNortheastAsiancountries,
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whencomparedtotheirSoutheastAsiancounterparts.
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MaritimeTradeandEdoMaterialCulture:

TheLong-TbrmTrendsinTextileImportsandMetalExportsofTbkugawaIapan,

ca.1600-1800[*1]

FujitaKayoko

Introduction

Overthepastseveraldecades,aconsiderablenumberofstudieshavebeenmadeonthedevelop-

mentoftheIapanesecottonindustry丘omthemid-19thcentury;withaparticdaremphasisonits

connectiontothenation'sindustrialisationaswellastherealignmentofinternationalcommercial

networksinmodernAsia.Atthes㎜etime,theeconomicimportanceoftheexpandingcottonpro-

ductionandconsu皿ptioninearly-modernIapanundertheTbkugawaregime(1603-1867)hasalso

beenthoroughlyinvestigated.However,onlyafbwattemptshavehithertobeenmadeatananalysis

ofcottontextileimportsandtheirimpactsonthedomesticcottonmarketsofearlymodernIapan

whenfbreigntradewasunderthestrictcontrolofthelbkugawagovernment.Economichistorians

havesofarpaidmuchmoreattentiontosilkimportsf士omChina,SoutheastAsia,andIndia,andim-

portsubstitutionthatgraduallytookplacethroughthe1プhandthel8thcenturies.

Cottonimportsandsilkyarnandtextileimportswereinseparablewhenwesurveythe

currentsoffbreigntradeandthedomesticmarketsituationaswellasthemanufacturingindustries

ofTbkugawaIapan.Inthispape蔦Iwould且rstliketoshowthelong-termstatistictrendsintheim-

portofsilkyarnsandvariousfabrics(i。eりcotton,silk,wool,andlinen)toIapanbythetwogovern-

mentally.authorisedtradingagencies,theDutchEastIndiaCompany(4θV乙rθ η忽1θOo5蔀 η4ゴ5c海θ

Co仰 ¢g廨ortheVOC;1602-1799)andChinesemaritimetraders,fbcusingmainlyonthel7th

centurywhensilvζrhadaprimaryimportanceinIapan'sfbreigntrade,TheVOCmanuscriptdocu一

1 TheearlierversionofthispaperwaspresentedattheGlobalEconomicHistoryNetwork(GEHN)con驚renceon"Mean-

ingsof駈ade:TbxtilesandtheWbrldEconom男1500-1820"(Pune,India,18-20December2005).IappreciateProf白ssor

TirthankarRo男theorganiserofthecon免rence,andProfをssorSugiharaKaoruandProfヒssorOmPrakashfbrtheirvarious

commentsonthepapeエ
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ments,storedattheNationaalArchiefinTheHague,theNetherlands,giveusafair㎜ountofinfbr-

mationtolbllowthetrendsintheirtwo-century-longcommerceinIapan.Inaddition,therecordsof

thetradeitemsimportedandexportedbytheirrivals,theChinesemaritimetraders,whichwecan

五ndinthe吻grβg'5`θ 欝orthediarieskeptbytheheadsoftheVOCfactoriesinHirado(1619-1641)

andNagasaki(1641一),supplementtheo氏enf士agmentedIapaneserecords.[*2]Focusingmainlyon

cottonandsilkgoodsf士omdiverseplacesofproduction(i.e.,IndiaJava,China,England,andHol-

land)andconsideringtheirrolesinIapan'sgrowingconsumermarketswillgiveusaclearerinsight

intothepre-industrialdevelopmentofIapan'stextileconsumptionandmanufacturing[*3].

海panもoverseastradef丗omthemid-16tbtothemid-19thcenturymaybeen虹sagedintwo

periodsinearly-modernglobalnetworks.Aseriesoftrade-refbrmingedictspromulgatedbythe

Tbkugawagovernmentinthelatterhalfofthe17thcentur)らinitiatedwiththesilverembargo(1668),

whichaimedatreducingtheoutnowofsilvercurrencies,wastheturningpoint.Massproduction

ofIapanesesilverbeganduringthe1520s,andaroundtheendofthe16thcenturyIapanexported

l30,000to165,000kilogramsofsilverannuall)もequivalentto30to40percentoftheworldsilver

productionatthattime[*4ユJheDutchnewcomersintheEastAsianmaritimeworldengagedinthe

ChinesesilkJapanesesilvertradethatwasthetypicaltradingpatterninEastAsiaaroundtheendof

thel6thcentury;asChineseandPortuguesetradershadbeendoingPreviouslメSincetheendofthe

2

3

4

IamcurrentlymakingadatabaseoftheVOCsIapantradeduringthelプhand18thcenturies,andwillpresentupdatedsta-

tisticsinthefUture,

Itisunabletodwellontheissueofthecausallinksbetweentextileimportsandthechangesinthedomestictextileproduc-

tionsysteminthisshortpaper.Asfbrsilk,withalargesupplyofChinesesilkthreadinexchangefbrsilversincethemid-

16「hcentury(whichisestimatedat3000to4000piculsor180,000to210,000kilogramsperyearinthel630s),thecon-

sumptionofdomestictextilesproducedbアskiUedlapaneseweaver55pread丘Dmtheupperdasstothelowerleveloftbe

socie卑TheearliestcottontextileimportsfねmChinawererecordedinl204,andcottontextilebec㎜ethemostimpor.

tantoftheimportcommoditiesf士o皿Koreaduringthel5thcentur翼Cultivation,spinning,andweavingcanbeobservedin

variouspartsinKiyushuandHonshubytheendof16thcentury(Nagahara2004,216-17,220-21,230-62).Seeacompre-

hensiveexplanationonthetechnologicalprogressandproductionsystemofthecottonindustryduringtheTbkugawape-

riodinAbe魚keshiもpaperfbrtheGEHNPaduaconfヒrence(http:〃www.1se.ac,uk/coliections/economicHistory/GEHN/

GEHNPDFIABEPadua.pdf).Fortheprolifヒrationoftradewithinthetextile(cottonandsilk)sectoranditsmeaningfbr

growthinpre-industrial∫apaninthel8thandthelgthcenturies,seeSaito2005,

Kobatal976,7-8;Iwaol958,328-30,Iwao1959,66.Thissilverwascomparableinvaluetotwomillion此o触(1801itres)

ofrice,equivalenttoaroundlOpercentofIapan'snationalf註rmingoutput(Shinb6andHasegawa1988,234-35).
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1630s,whichcoincideswiththeendofthePotosi-lapancydeofglobals逓verflows[*5],theVOChad

devotedits負 」1attentiontoestablishingIndiansnkandcottoponthemarketinIapan(seeSectionl).

Duringthesecondphase,whileaconsumerculture且ourishedduringthelate17thcentu-

ryandproto-industrialisationinruralareascouldbeobservedparticularlyf士omthemid-18thcen-

turメIapan'sfbreigntradecontracted,bothinvaluesandinvolumes.Myfbcuswillbeonthewaysin

whichtheIapanesecopedwiththecontradictingconditionsofthededineofmetalproduct玉on,the

sustentionofoverseastrade,andthedevelopmentofagriculture.

1.AttheendoftheSUverCentury:羽heIndianconnection[*6]

Graph1[*7]showschangesintheannualvaluesofgo正d,silveろandcQpperexportsbytheVOC

basedontheiraccountbooksandinvoices,andsilverexportsbyChinesetradersandthe聴ushima

d6mainrecordedinIapanesesources.ThisbarchartclearlyshowsthatthestapleoftheDutch血c-

toryshi丘edf士omsilvertogoldinthel660s,andthen丘omgoldtocopperinthelatterhalfofthe

1670s,

TheT吾iwanfactor男or陥5∫ θθ1Zθθ伽4如atT蒭ouan,wasabasefbrtheVOCもcommer-

cialactivitiesinEastAsiaf士omits丘)undationinl625totheDutchsurrendertoZhengChenggong

(Coxinga)inFebruary1662.AsaresultofthecollisionbetweentheauthorisedIapanesetradersand

theVOCinT訌iwaninl628,theTbkugawagovernmentsuspendedthebusinessoftheHiradof註c一

5

6

7

FlynnandGiraldezargueintheirrecentworksthatallhea帽ypopulatedcontinentsbecamedeep取connectedbythef[ows

ofs且verduringthe``Potosi/lapanSilverCycle"(15404640)andthatthehighpriceofsilverinChinafinallydescendedto

worldsilverpriceattheendoftheCycleduetothesilverinfluxthroughouttheworldintoChina.SeeFlynnandGiraldez

2002,

TheanalysisofDutchmetaltradeinthispaperismainlybasedonmyworkingpapeL玩 飾 θ跏 ゴ1ゆ∫〔ゾ 暁θSf1γθrCε 肛μワ=

ARe-Eκ 俔撒 辮α重foγし(ザDu重`海 耽 如iT掀de加 掘eAs`"附Mαr`診 癖Ie野 αdeN就wor齢(Osaka,2QO5).

Alldataons且verexportsbytheVOCarebasedonFulita1999,131-41.翫eannualvolumesofgoldandcopperexports

bytheVOCwerecalculatedf士omdatainSuzuki2004,Table1"ThevaluesandvolumesofcopperexportsbytheVOα

147-68,andThble2質hevaluesandvolumesofたoわ 砌(smallgoldcoin)exports';228-37.Chineses韮verexportswere丘om

Iwaol953,臓blel,p.28.andYamawaki1964,p.214.Thevolumesofsilverexportsbアthe聡ushima-hanareThshiro王981,

颱bleII-10,271,andT註bleII-19,325.
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toryinIapan.Fromthepolitica豆setdementin1632andthere-openingoftheDutchtradein1633

totheendofthel630s,theamountofsilverexportsgrewremarkabl)&Asaresultofthebanishment

oftheCatholicPortuguesea食ertheuprisingofCatholic飴rmersinShimabaraandtheAmakusare-

gioninKyushuin1637-1638,theDutchbecametheonlyEuropeanagentsallowedtotradeinIa-

pan』[heTbkugawagovernmentprohibitedIapaneseoverseasnavigationin1639andorderedthe

DutchtobreakdownthefactoryinHiradoandtomovetothegovernmentalcityofNagasakiin

1639.Nowtheout伽woflapanesesilverwaslimitedtothreeroutesviaNagasaki(bytheDutchand

theChinese),聡ushima-Korea,andSatsuma-Ryukyu.

Thedeclineintradevolumesandvaluesinl640andthefbllowingdipwerecausedbythe

stateofa伽irsbothinIapanandinChinaSealbusinessintheWesternareaofIapanbecamegreat-

lydepressedin1639andpricesfdlsharply(combiningtheeconomiccrisisduringtheKan「eiperi-

od).First,sumptuaryregulationsof1639nowappliedtothemilitarydassofintermediateandlow-

erranks,aswellastothemerchantclass,sopricesfbrproductsmadef士omimportedsilkspiralled

downwards.Second,sincethePortuguesewereexpelledinl639,itbecameimpossiblefbrIapanese

merchantstorecouptheirinvestmentsf}omthem.Asaresult,manymerchantsinbigcitiesinwest-

ernIapanwhohadbeenengagedinfbreigntradewentbankrupt.Moreoveろduetocoldweather

damageinl641and1642,around50,000to100,000peoplediedof飴minethroughoutIapandur-

ingthefbllowingyears(Y合mamotol989,192-94,197-99).

Atthesametime,therewasconHictbetweentheZhengfamilyandtheVOCTheZheng

famil払whichengagedinthesilk-silvertradewiththeTaiwan魚ctor狂begantoexportthesilkand

silkfabricsf士omtradeportswithintheirsphereofin且uence,suchasAnhaiandXiamen,direcdyto

Iapanatthebeginningofthe1640s.Furthermore,thedesta与ilisationinmainlandChina丘)nowing

thedown匐lofMing(1644)deeplya麁ctedtheproductionsystemofrawsilkinSouthChinawith

specialseverity(D¢gr¢g歪5`εr5仰 仞9:194-95).Asaresult,VOCsupplies丘omChinawerecuto丘

NowDutchmercantilistswerefbrcedto丘ndareplacementfbrC与ineserawsilkofgoodqualityat

theirsettlementsintheEastIndies,suchasTbnkin,Persia,andthenBengal(SeeGraph2[*8]).

Itwasanobviousdivergencef士omtheChina-centredeconomicsystemofEastAsiabased

AIIdataontheVOCsiU(importsareoriginallybasedonNegotieIournalen,NFI836-86LandFacturen,NFI763-788,Na-

tionaalArchiefDenHaag.lpicul=100ca面/100斤(60kilograms)=125pounds(1697),ニ120pounds(1698一).
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ontheChineseWorldOrderanditstributarytradesystem,inwhichIapanhadbeeninvolveddown

thecenturies.Asfbrtradingitems,sincetheopeningoftheIwamisi正verminecirca1526andoth-

erIapanesesilvermines,thestaplesofmaritimetradebyprivatetradersintheEastChinaSeaarea

wereChinesesilkandIapanesesilveL[*9]Thus,Iapa㎡seconomyhadneverexperiencedstructural

connectionwiththeIndianOceaneconomiczonethroughalarge-scaleandcontinuousinfluxof

SouthAsianproductsintoitsrealm.In1640,theVOCfhrtherattemptedtoexportgoldcoinsf士onl

IapanasfUndsinCoromandelandSurattosupplementtheshortageofChinesegoldobtainedin

Taiwan.IftheTbkugawagovernmenthadnotissuedagoldembargorighta丘erthisexportation,the

VOCw6uldhavecontinuedtosupplyfhnds長)ritsSouthAsian血ctoriesinthe丘)rmofIapanesesil-

verandgoldalongwithChinesegold.

LetuscloselyexaminehowtheVOCcopedwiththesituation。Untilthe丘nalseizureby

theZhengclaninl662,theDutchsettle.mentinT蒭ouanwasthevitalbasefbrtheVOCもcommer-

cialactivitiesinEastAsia.Silverexportswere.standardisedasc鱒g1ηor∫oh吻'zゴ1γ εrwith80percent

ofpurityinl636,andtheprohibitionofs且verexportswaspromulgatedbythelbkugawashogunate

in1668.Accordingtomycalculationsゴ71.9percentofthetotalamountofsilver(558,713kilograms

outof777,281kilograms)wasdirectedtoTaiwanbetweenl636and1667(Fulita2005,丁 吾ble1).

Onemustnote,howeve蒋thatVOCsilverexportstoTaiwanincludedsilverthatwassup-

posedtobere-exportedviaThiwantootherfactories,especianytothoseonthecoastalareasqfIn-

diasuchasCoromandel,Bengal,Surat,andalsotoPersia.Directshipmentofpreciousmetalsf士om

TaiwantoSuratwasinitiatedinl638,althoughChinesegoldhadalreadybeenShippedviaThiwan

andBataviatoIndiainthe1630s.Laterinl641,theVOCshippedIapanesegoldcoins(∂ 肋 〃koわ 砌)

andsilveraswellasChinesegoldtothecoastalareasofIndia.

肱ble1:Re-exportsoflapanesesilverf止omτ 琶iwantoIndiaandPersia,1638-1661(in1,000taels[*10])

Coromandel Bengal
Surat&

Persia
Batavia Other

Tbta玉

Re-exports
%

Thiwan

Intotal

1638-1649 503 0 1,375 145 75 2,098 22.9 9,180

1650-1661 1,073 1,503 508 30 407 3,521 89.0 3,955

Source:F両ita2005,肱ble2.
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Theinnuxof7apanesesilvervia覧iwantothewestofMalaccarosedrastica正1yinthe

1650s.Malacca,overwhichtheDutchgainedcontrolin1641,wasoneofthemostimportanttrade

centresofpreciousmetalsinAsia,alongwithBatavia.AccordingtoGaastra,"treasure-fleets"of

Iapanesesilver/Chinesegoldf止omThiwansailedstraighttoIndiaviatheStraitofMalacca、bypass-

ingVOCheadquartersinBatavia↓aterthisroutewasalsoutilisedfbrgo正dshipmentsf士omIapanto

India(Gaastral983,464).Between1638andl649,0nly22.9percentofsilverwasre-exportedto

otherfactories,mainlyinIndiaandPersia.Thus,wecansaythattherestwaspaidtoChinesemer-

chantsandbroughttoChinabetween1638andl649.Incontrast,89percentofthesilverpassing

through臓iwanwastrans免rredtoIndiaandPersiabytheVOCbetween1650andl661Jestimate

thataround44percentofIapanesesilverexportsto臓iwanwastransmittedtootherVOCfactories

intheEastIndiesbetween1638and1661.

BycomparingGraphlandGraph2,weseethatchangesintheplaceoforiginofsilkim-

portedintoIapanin伽encedthechangesinthedestinationofsilverexports.[*11]Forexample,the

marketinTbnkinheldrelativeimportanceuptothemiddleofthel650s.AccordingtoPWKlein,

silkimportsintoNagasakiconsistedofBengalisilk(19percent),Tbnkinesesilk(68percent),and

Chinesesilk(13percent)between1641and1654(Kleinl986,166-68,171-72).From1655,how-

ever,theVOCshiftedtheirstaplef士omTbnkinesesilktohigher-qualityBengalisilk.Between1655

and1668silkimportstoNagasakiconsistedofBengalisilk(77percent),Tbnkinesesilk(18per-

cent),andChinesesilk(5percent).[*12]WecanclearlyseeinGraphs2and3thatBengalisilkbe一

9

O

1

1

1

12

13

ForthetheoreticalframeworkofQingChina'stributarytradesystemanditssilverabsorption,see,fbrexample,Hamashita

l991,33-41.

ltael;2guldens17stuivers(1636-1665),3guldens10stuivers(1666-1743).1,000taels=10kan(貫).

OmPrakash,whoinvestigatedvariousintra-AsiantraderoutesinT加Dμ 励Eα ∫直1η4碗Co那 ραηγ朋4飾eEω ηoη馴qfβ εη一

g擁～,1630-1720,demonstratedaclosecorrelationbetweentheVOC'ssilkyarnandtextilesexportsf士omBengalandpre-

ciousmetalandcopperexpor亡s丘om∫apan,bo亡hofwhichg肥wrapidlアbe亡ween1656and1672(Prakash1985,11841).

TapanRaychaudhurilsstudyoftheVOCtradeinCoromandelshowsthatTaiwanwasthesecondlargestfactorya丘erBata-

viainsupplyingcapital,mainlyChinesegold,inthe丘rsthalfofthe17出centur¥Moreover,hepointsoutthattherewasan

inHuxoflapanesesilvertothisareaatthes㎜etime(助chaudhuri1962,133and186-89).

Klein1986,171-72.Betweenl636and1640:Bengalisilk(Opercent),恥nkinesesilk(37percent),Chinesesilk(63per-

cent);between1641and1654:Bengalisi止(19percent),皿)nkinesesilk(68percent),Chinesesilk(13percent).

Graphs3and4arebasedonYamawakj艶 顛ir6'sanalアsisofaccountbooks,whichis食)rthemomentthemostcomprehen一
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camethekeycommodityofDutchtradeinIapan.[*13]

Geherallyspeaking,lherewasahighdemand丘)rsilverinBengalandSuratandfbrgoldin

Coro皿andel・Untilthemiddleofthe1650sSuratandPersiawerethemostimportantdestinations

fbrsilver(Fujita2005).Atthesametime,accordingtoGlamann,Suratwasthelargestconsuming

areaofIapanesecopper(Glan}annl981,175).Atthebeginningofthe1650s,silverexportstoCoro-

mandelincreasedrapidlyalthough,asTapanRaychaudhuripointsout,Chinesegoldwaspre艶rred

toIapanesesilverontheCoromandelCoast(Raychaudhuril962,186-89).Simultaneousl称silver

exportstoBengalalsorose丘omthelate1640s.

2.Thee丘bctoftheDirectTrade6ystemonChineseandDutchtrade

In1655,theTbkugawagovernmentabolishedthef'o糊ppμsystemandintroduceddirecttradebe-

tweenIapaneseandfbreigntraders,whichresultedinin且atedimportpricesandanincreaseofthe

outflowofmetals.Onecanseearapidincreaseofsilver.exportsf止omIapanbytheChineseinthe

latterhalfofthel650s(Graphl).Incon重rast,silverexportsbytheVOCduringthesameperiod

wererather$table,whilecopper.exportsgrewswi丘1γWhencomparingIapanesesilverandcopper

exportsbytheVOCduring1650-1654andl655-1659,weseethatcopperexportsroseby130per-

cent,whilesilverexportsrosebyonlygpercent.Thus,IconcludethatChinesemerchantsusedsil-

vertoreceivefbrincreasedimportpricesinIapan,whiletheDutchpref6rredcoppeL

Whydidcoppertakeprecedenceoversilver免rtheVOC～Wemustconsidertherisein

copperpricesintheAmsterdammarket,aswellasthebUsinessdepressionat重he肱iwanfactorybe-

causeoff止ictionbetweentheVOCandtheZhengfamilyinSouthChina.IntheGε ηεrσ1θMゴ55'γθof

1657,theGovernor-GeneralandhisCouncilinBataviainfbrmedtheDirectorsinPatriathatBata-

viahadincreasedIapanesecopperordersfbrHollandintheeventthatsuppliesofChinesegoldto

siveresearchonthe丘breproducttradeoftheVOC,whichhasappearedinanyIanguage.Yamawaki1978,Table35"The

valuesandvolumesoftextileimportsatDeshima';216-17,and颱ble36"Thesharesoftextiles,silkyarn,andsugarat

Deshih1ざ;218-19.Thestatisticshere,however,leaveroom丘)rrevision.Forexample,silkandcottonmixedpiecegoodsdo

notfbrmaseparatecategoryinhistables.As長)rBengalitextileexports,weshouldconsultOmPrakash'swork(seeThble5.3

巛B
engaltextilesexportedtoIapan,1669-1718"三nPrakash1985,138-39).
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Taiwancouldnotbeexpected,notingthattheexportofIapanesegoldwasnotpermittedevenunder

thenewf士eetradesystemin1655(GeneraleMissive,311anuary1657,NA,VOC1217,f丑18圦 一19L,

21L).

AlthoughtherewasnowaytheDutchcouldknowthisatthetime,itwasactuallygood

fbrthecompanythatitbegantoshi丘thestapleofitsIapantradetocopperlIapanhaduseduptheir

owndepositsofthemineralresourceinexchangefbrfbreignproducts,rawsilkandfabricsinpar-

ticular,bythemiddlepartofthe17thcentury(Kobatal976,1).Copperandhigh-gradegoldcoin,

ofwhi¢hexportationwasreopenedinl664,gavetheVOCanotherseveraldecadestomakepro丘ts

仕omthesilkandcottonofBengalandCoromandel,asseeninGraphs3and4.

肱ble2=艶xtileimportstoNagasakibytheVOCinl672(intaels)

Bengal Coromandel G両arat

taelS
「

Pleces taelS
.

Pleces taelS
,

Pleces

Cotton 28,034.15 15,304 98,064.15 32,270 7,163.46 17,171

Silk 9,424.00 4,950 0 0 0 0

Wbol 0.00 0 0 0 0 0

37,458.15 20,254 98,064.15 32,270 7,163,46 17,171

Cochin lR)nkin Netherlands 脳)ta1

taels
,

Pleces taelS
,

Pleces taelS
,

Pleces taels
.

Pleces

Cotton 3,903.00 1,315 0.00 0 0 0 137,164.76 66,060

Silk 0 0 29,146.30 9,886 0 0 38,570.30 14,836

W601 0 0 0.00 0 9,153,32 133 9,153.32 133

3,903.00 i,315 29,146.30 9β86 9,153.32 133 1,848.86 81,029

SourcelYヨmawakil978,Table34,210-12,

ArapidgrowthofBengalisilkyarnimportscharacterisestheperiodbetween1656and

l672,asOmPrakashpointsoutinhisanalysisofBengali-lapanesetradeoftheVOC(Prakash1985,

124-26).AtthesaInetime,howeve為textileimportswerealsoontherise.Showinganincreaseby78

percentintotal丘oml650tol672,thesuccessoftextileimportswasprimarilyduetothe907.per-

centincreaseofcottontextiles,chieflyf}omCoromandel(SeeGraph3andlhble2).

IwouldliketoemphasisethattheseIndiantextileswerefbrthefirsttimeimportedin

quantitiestoIapanesemarketsandatpricesthatmadethemmoreavailabletoawiderrangeofin一
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habitantsofthearchipelagoユhelistoftextilesimportedbytheVOCinl672(Yamawakil978,丁 吾一

ble34,210-12)showsthatanoverwhelmingshareofcottonandsilktextiles丘omIndiawerecat-

egorisedinto[1〕textileswithstripedorcheckedpatterns(27,207piecesoutof81,029pieces;33.6

percent),or[21printedtextilessuchaschintz(16,819pieces;20.8percent).Thiscontrastsremark-

ablywiththecompositionoftextileinlportsbyChinesetraders.Morethan90percentoftextilesin1-

portedbytwenty一 丘)urChinesevesselsintotalin1682[*14]wereplain-colouredorribbedfabr孟cs,

goldorsi正verbrocades,orfabricswithinwrought五gures,producedinmainlandChina.Inthisyeaろ

thirteenChineseshipsbrought[1]silkorcottontextileswithstripedorcheckedpatterns(11,171

pieces)and[2]diversesortsof5αrβ5β 匚*15](8,478pieces)intota1.TheVOC'sreportonChineseim-

portitemsandregisteredhomeportsofthevesselsreveals,howeve為thattechnicallyall[1]striped

orcheckedtexti正eswereproducedinIndia(e.g.,Coromandel,Bengal,andMadras)andwerepur-

chasedbyChinesetradersatoneoftheemporiainSoutheastorEastAsia(e.g.,BataviaandGuang-

dong).Insomecases,IndianMuslimmerchantsbroughtIndiantextilesviaAyutthayabyaSiamese

ship.ThisfactsuggeststhatDutchmercantilistsandChinesemaritimetradersprovideddi麁rent

setsofvalueandchQicefbrIapaneseconsumersinthemid-Edoperiod,whicheventually丘ltered

iptothepref6rencesofthepeopleofdiversesocialstrataundertheTbkugawaregimeJhisissuewill

bediscussedinSection4.

3.丑)wardsthe"closed"economicsystem:Thesilverembargoandtherecoin一

agesofcurrencies

Theyearofl668wasepoch-makingintermsoffbreignaswellastheeconomicpo至iciesofearly

modernIapan.1hereductionofmeta正outflowandthepromotionoftheimportreplacementwere

thetwofUndamentalsf士omthisyearon.First,inordertocurbtheoutHowofsilvercurrenc脇the

14

15

NorecordsofChineseimportgoodsbetween1666andl682areavailable.Theproductionplacesof5α γα50thatChinese

shipsimportedcannotbeidenti丘ed,(Nagaz㎜il987,96400).

IndianandIavaneseprintedtextileswithexoticflowers,birds,human丘gures,andgeometricpattems,(andIaterEurope-

anonesinthesamestyleaswell)werecollect竝e㎏called5αrαsα,whichisconventionallysaidtohavederivedf士o皿"Surat"

(lshida2004,171).
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TbkugawagovernmentprohibitedsilverexportsbyChineseandDutchtradersin1668.

Fromthebeginningofthel7thcenturytothemid-1プhcentur男accordingtoHayamiand

Miyamoto,thelong-termpriceofriceinIapanwasonanupwardtrend誼erthesurgeandthefall

duringtheIeanyearsinthe1630sandthe1640s.Oneofthereasonsfbrthisisassumedtobeanin-

su伍cientmoneysupplyfbrthegrowingmarketeconomメAstheamountofprecious-metaldeposits

waSStillrelativelyheartyinthe丘rSthalfofthe17thCentur笋theqUantityOfmOneyincreaSedmore

thanfburtimesthroughoutthecenturyintotaLItisestimated,howeve葛that80percentofsilver

currenciesand13percentofgoldcoinsle魚herealmofTbkugawaIapanthrough丘)reigntradein

thesamecentury(HayamiandMiyamotol988,66-67).AsseeninGraph1,particularlylargepor-

tionsofnationalcurrenciesmusthaveflowedoutduringtheperiodsbeR)re1640anda食er1655.

Whiletheamountofsilverout且o嚇chienybyChineseships,wasrapidlyincreasinga丘ertheabol-

ishmentof"o躍 勿 ρμin1655,theproductionofsiユverin7apanbegantodecreasebγthemid-17th

centuryatthelatest.Forthe五rsttime,thecentralgovernmentinEdobecameawareofthenecessity

ofsecuringthemonetarymetaltomaintaindomesticeconomicactivitア

TheVOCmanagedthissituationamazinglysmoothl矜byswitchingtheirstapleIapanese

exportf士omsilvertogold.AccordingtoOskarNachod,theVOChadalreadystartedtoexportgold

coinsinl663(immediatelyafterthelossofTゑiwaninl662)withoutthepermissionoftheIapanese

authorities(Nachod1897,357).Inl664theDutcho伍ciallyappliedtotheIapanesegovemmentfbr

permissiontoexportgold.ItwasgrantedandtheVOCo伍ciallybegantoexportgoldatapriceof

6.8taelsperpieceinl665.Wh母nsilvere翆portswereprohibitedinl668ahdthepriceofgoldwas

reducedto5.60r5.8taels,whichwasthedomesticmarketpriceatthelime,goldexportsboomed,

aswecanseeinGraphLThisresulted仕omthefactthat,unliketheChinesewhomadeaplea丘)r

theresumptionofsilverexports(andwerepermittedsomeyearslater),theVOChadalreadyshifted

theemphasisoftheircommercialactivitiesbasedonIapanesemetalsduringthe1640sand1650s

丘omthesilver-orientedChinesemarkettomarketswestofMalacca,wheregoldandcopperwere

morepro丘table.

InIapan,theIR)kugawagovernmentrefbrmedthetradesysteminNagasakicompletely

in1672inordertopreventtheout且owofmintedcurrenc)へ][henewsystemwascalled5履 妨 訥 ∂乃∂,

taxationtrade,inwhichthepricesofallimportsweredecidedbytheo6ceoftheNagasakiGover-

norwhowasappointedbythecentralgovernment.Duringthistraderelbrmation,thepriceofgold
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wasraisedagainto6.8taels(Suzuki2005,240).AsfbrtheBengali-Iapanesetrade,theproportionof

IapanesegoldcointothetotalvalueofpreciousmetalsimportedfromBengalwasreducedfrom90

percentin1674to42percentin1674(Prakashl985,132).Vたcanobserveasteepdecreaseofgold

exportsandBengalisilkyarnimportsa貨ertraderefbrmationinGraphsland2.

In1685,thelbkugawagovernmentissuedthequantitat量verestrictionat940,000taelson

Iapa㎡sf6reigntrade([11600,000taelsfbrtheChineseintotal,12]300,000taeisfbrtheVOC,and

[3140,000taelsfbrtheVOCpersonnel)inordertorestraintheexportofpreciousmetalsa丘erQing

ofLci♂lyalloweditssゆ)ectsrightstooverseasnavigationandtradein1684.Asfbrthefirsttwocat-

egoriesoftrade,eachimportvalueof(i)silkyarn(includingBengalisi正k),(ii)textilefabrics,and

(iii)otherimportgoodswasnotallowedtoexceedone-thirdoftheprescribedtotalimportvalues.

InI695,theVOCagainsuf琵redlosseswhenfacingthegoldrecoinagethrough.whichtheTbkugawa

governmentreducedthepurityofgoldf士on184.29percentto57.36percent[*16ユ,andordered.the

Dutchin1697topurchaseitat6.8taels,thesamepricetheyhadpaidfbrtheo王dpurercoins(Suzuki

20⑪5,242).In1715,newrestrictionswereissuedonthecommerceoftheChineseandtheDutch:

thenumberoftradingvesselsofthefbrmerwaslim趾edto30andthoseofthelattertotwoperyeaL

ThemaximumamountofChinesesilverexportwasnotallowedtoexceed12,000taels.

ThesuccessiverecoinageofggldandsilvercurrenciesofIapaninanda丘erI695,which

increasedcurrencysuppliesby85percent,wastorevitalisethestalleddomesticeconQmy.Sincethe

1660s,therisingpriceofriceslowedand丘nanyplateaueduptotheendofthecentur払duetoanin-

creaseincapadtyofthericesupp㎏ 丘omcountrywideagriculturaldevelopmentand丘omashort.

ageinthemoneysuppl¥HaソamiandMiyamotosuggestthatthesuccessofthemonetaryreflation,

whichresultedintheriseofrealincomebut纏14priceincreases,wasduetobothexternalandin-

ternalreasons;theseriesoftradesystemrefbrmationshaddecreasedtherelativeimportanceofpre-

ciousmetalsasacommodityinIapan'sexternaltradesothattheTbkugawagovernmentreceived

littlefbreignpressuretochangethequantityandthequa玉ityofitsnationalcurrencies(except丘om

ChosonKorea,whorefUsedtoreceivedegradedsilvermintsfbrrawsilk.exports)..Inaddition,the

domesticpreciousmetalproduction,inwhicheverdomain,wasunderthecontrolofthecentralgov一

16 Thepurityofsilvercurrencywasatthesametimereduced丘om80percentto64percent.Intherecoinageinl706,itwas

degradedoncemoreto50percent.
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ernmentinEdo(HayamiandMiγamotoユ988,69-70,73-74).

Throughthesenewtraderegulations,accordingtoPrakashJapan'sroleasapreciousmet,

alsupplierfbrtheVOCendedpracticallywiththe1プhcentury(Prakash1985,135-41).Thelastre-

cordofBengalisilkimporttoNagasakicanbeseeninl747.Duringthe18thcentury;theVOCex-

tractedmeagrepro丘tsf士omIavanesesugar,dye(sappanwood)f士omSumbawaIsland,andasmall

portionofwoollentextiles丘omEurope(Graphs3and4).

AsfbrthetradebyChinesemaritimemerchants,wecanobservethee麁ctofthel685

regulationinthesteepdeclineinsilkyarnimports(Graph2).Tbcounteractthelackofsilveろthe

Tbkugawagovernmentpromotedtheexportationofbarcopperbypermittingthebartertradingof

copperandimportgoodsin1695(equivalentoflOO,000taelsinsilver)andincreaseditsvalue丘ve

timesin1696(500,000taelsinsilver).Alongw玉ththegradualjncreaseinthedomesticsjlkアarn

production,however,thedi月 巳cultyofcollectingcoppertoNagasaki,theproductionofwhichwas

alsodecreasing,alsoa麁ctedthecommerce.Duringthel8εhcentur弊theChina止radeinNagasaki

wasmaintainedinexchange丘)rcopperand,increasingl払driedmarineproducts,andthelastsilver

exportbytheChineseisrecordedin1763(Yamawaki1964,214),

Atthesametime,tighterregulationsweresetonfbreigntradebythecentralgovernment

inBeりing.TheQinggovernmentissuedaprohibitionofmaritimenavigationtoSoutheastAsiain

1717(whichwaseventuallyli丘edby1727)andorderedwesternvesselstotradesolelyinGuang-

donginl757,whichresultedinintensi丘edgovernmentalcontrolonChinゴsmaritimecommerce

andintherealignmentofoverseastraderoutes:NingboandShanghaibecamethegatewaysfbrthe

tradewjthIapan,Xian〕enwithSoutheastAsia,andGuangdongwiththeEuropeantraders.Con-

sequentl)らth拿importvolumesQfSoutheastAsiansappanwood(atypicalnaturaldyefbrredco-

Iour),whichhadtotransitXiamenorGuangdongandthenNingboorShanghaiintheLowerYanzi,

droppedsharp1》 ろandtheVOCsupplementedtheirshortsupplywiththeircargoes(Shimada1999,

65-67).Anothervisiblechangeintrade.goodswasthatthegradualquantitativeincreaseinandthe

divers愉cationofEuropean-madewooUentextilesbroughtbytheChinesevesselstoNagasakiin

spiteoftheexplosivequantitativeincreasehadtowaituntilthe19thcentury(Ishida2004,150).Cot-

tonandsilktextileswereconsistentlythemostpopularimportitemsduetotheinimitablequality

andvarietythroughthe18thcentury」evena丘ertheincreaseintextileproductioninIapan,

AsaconsequenceofthedecreaseinChineseandBengalisilkyarnsincethelatel7thcen一
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tur》ろthelapanesesilktextileindustr防particularlytheweaversofqua正ityfabricsinNishりin,Kyoto,

血cedaseriousshortageofwhiterawsilk皿ateriaLTheimportatlonofChinesesilkyarnwasimple-

mentedbythe艶ushimadomainviaitstradewithChosonKorea,anditisestimatedthat4.7percent

ofthesilvercurrenciesdegradedin16950utpouredviaTsushima匚*17](Tashiro1981,329-30;See

alsoGraphsland2).Thus,untilthecompletionoftheimportsubstitutionprocessthroughwhich

Iapanachievedasu伍cientsupplyofhigh-qualitydomesticsilkthread,whichtookplaceroughlyun-

tilthemiddleofthe18thcentur}もtherewasnomeasuretostopthesilveroutflowf士omIapan.

4.Cottontextilesaseverydayluxuary:Importsubstitution,imitation,andthe

changes童nprocessingandmarket董ngprocess

Letmeturntotheinnuenceofthemassimportsofcottontextilesonthematerialcultureofnon-

elitesandthemanufacturingindustryofTbkugawaIapanJapaneseresとarcherswhoareworkingon

thehistoricaldevelopmentoftextileInanufacturingagreethatitismostlikelythatstripedcotton

textiles,whichwereimportedbythePortuguesesincethemid16thcenturyandbytheDutchsince

theearlyl7thcenturystimulatedthedomesticproductionofcottontextileswithstripedpatternsin

numerouspartsofIapanduringtheEdoperiod(lshida2004,156).Theimportationofcottontex-

tiiesofsuchtypeswastherefbrecontimledevena丘ertheestablishmentofthedomesticcottonman-

ufacturingindus止rysincetherewasaconstantdemandfbrIndiancottonasluxuriesandassamples

(Ishida2004,156).In1736,thevalueofstripedcottontextiles(706,600taelsinsilverfbr698,747

pieces)occupiedthesecondpositioninthetotalvalueofthecommoditiesshippedfromthecentral

marketinOsaka(9,579,900taels)1*18]Becausefbreignershadbeenstrict正yfbrbiddentosetfbotin

theterritoryoflbkugawaIapan(exceptintheChineseandtheDutchendosuresinNagasaki)since

the163αs,unlikeSoutheastAsiancountriesJapancouldnotexpectChineseengineerstotransfヒr

17

18

ItisestimatedthataroundlOpercentofsilvercurrencies,thepuritγofwhichwasimprovedto80percentinthel710s,

flowedoutviaTヨushimaandRγukyutoChina(丁 法shirol981,330).

Thelistofcommoditiestransportedf止omtheOsakamarketisaslbllows=rapeseedoi1(27.1percent>,stripedcottontextiles

(7.4かercent),copperfbrexportationf士omNagasaki(6.9percent),whitecottontextiles(6.5percent),cottonseedoil(6.4

percent),andsecond-handclothing(6.3percent).Shinb6andHasegawa1988,240-45.
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19

advancedtechnologiesandskillsf士omChina.Therefbre,thetechnologytransf6rregardingweaving

anddyeinghadtore1γexclusivelyonmanualsimportedf士omChinaandtheirpopulareditionsde-

visedbytheIapanese,aswellastheinventiveideasandunrelentinge丘brtsofIapanesemanufactur.

ers,cra丘smen,andfarmers.[*19]Asaresult,wecanseethathome-grownsilkandcottonfabricsof

stripedpatternswithbrilliantcolourrhythmshadbeenestablishedfbrtheuseofouterwearfbrthe

魚shion-consciousIapanesebytheopeningofthenationinmid-19thcentury(肱mura2004,9-10).

Whiletie-dγeingandembroiderywerethemostcomlnontechniquesofproducingorna-

mentaldesignsintextilesatthebeginningofthe1プhcentur)らtheimportationofmulti-colouredand

printedtext正leshadagreatin且uenceonthedeve王opmentofthedyeartinIapan,suchas〕 隴z例 一zo雁

(Yαzendyeing)inKヅoto.However,Iapanesecra丘smeninventedvariousmanufacturingtechniques

di麁rent丘omtheoriginalmethodsinIndiaorIava:moti色werefirstoutlinedwithpasteresistby

usingpapertubescoatedwithpersimmontannin,andthenthenaturaldyewasapplied.Another

populartechniqueusedpaperstencils,madewithlaminated照5玩 一paperscoatedwithpersimmon

tannin,whenamixtureofpasteanddyewasputonaplainfabric;thefabricwasthensteamedtoin一

丘ltratethecolours,and丘nallythepastewaswashedoff

ItissaidthatcopyingR)reign50rα5θwasinitiatedintheNabeshimadomaininNorthKγ 一

ushu,likesomeothermanufacturingindustriessuchastheporcelainindustryinArita,byabducted

cra負sman丘omKoreaduringtheinvasionofChosonKoreabyIapan'sruleガR)yotomiHideyoshiin

l597.聡uranukiHidetakacountselevenproductioncentresof臓 一50鯢鉚(禾 口更 紗,1iterally"lapa-

nese5α γθ5θ")established丘omthe1630stothel860s.Mostoftheproductionplaceswerelocatedin

provincialcapitalsorpopulouscities(e.g.,Osaka,Sakai,Edo,Hiroshima,and]bttori)fbrthedaily

useofdiscerningcitydWellers.Bycontrast,theproductionofS励oア1-zo〃2θ(絞 り染 め;tie-dyeing),

withcomparativelyeasiertechniques,developedmain1アintownsandvillagesinruralareas。 血ediL

角renceindi魚lsionpatternsseemstohavereflectedthedi伍cultyofmanufacturingtechnologyand

thedemand丘omconsumers(Tもuranuki1994,525-26and541-42).

Itisalsonoteworthythattheimportofsemi-processedcottontextiles丘omChinastimu-

latedthedevelopmentQftextilemanufacturinginIapanJn1711,ChineseshipsimportedtoNaga一

ChristianDanielsexaminedthepatternsofthetransf6r・ofmanu飴cturingtechnologyf士ompre-modernChinatoEastand

SoutheastAsiancountries,takingsugarproductionasanexample.SeeDaniels1991.
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sald7,342piecesofcottonandlinentextilesincluding3,989undyedcottontextiles(素 木 綿).ltis

mostlike正ythatthe"n丘nishedcottongoodswereproducedinSuzhou,∫iangsu,andbroughtfbrdy-

inginNagasakiandfbrsale.Itwastomeetthevolatiletasteoflapaneseconsumersthatthe丘nishing

processwasnotconductedinthemanufacturingdistrictsinChinawithmoreadvancedtechnology

(Yamawakil964,232二33).

Conclusion

Aroundl640,DutchmercantilistsestablishedanewtradepatterninAsiabylinkingtheEastChina

SeamaritimezoneandtheIndianOceanzonethroughthemediumoflapaneseandChinesemetals

andIndianandPersiansilkandcottonJapanesedomesticmarketstherebyreceivedalargeandsta-

blesupplyofIndiantexti正eproducts,alongwithChinesesi正ksupp正iedbyChineseseamerchantsand

thedomaillof颱ushima派)rthe丘rsttimeinhistorメSinceIndiantextilegoodssuitedthetastesand

therequirementsofIapaneseconsumers.andweavers,theVOCfbrwardednearly90percentofthe

si重vervia肱iwantoitstradingpostsinIndiaandPersiaduringthe1650s.TheDutchtherefbrecould

smoothlyswitchtheirprinciple∫apaneseexportitems倉omsilvertogoldandcopperaf童ertheir

withdrawal丘om「 胎iwanin正ate1661andthesubsequentbanonsilverexportsinl668,astheVOC

hadplacedthe魚llweightoftheircommerceonIndiantextilegoodsbefbrethe1660s.Theseriesof

policychangesbytheT虻)kugawagovernment(i.e.,successiverecoinages,quantitativerestrictionson

R)reigntrade,andthepromGt童onofimpGrtsubstitution)Sincethelate17thcenturydecimatedIapa㎡

sexternaltrade,andinevitablyIapa㎡seco耳omygraduallyreducedthedegreeofitsdependencyon

fbreigntrade・

Forthishi呂toricalcontextJapaneseconsumersintheEdoperiodassociatedexoticIn-

diantextiles,thatis,stripes,checks,andvarious5α 鯢5αmotifヨ.BythebeginningoftheI8thcentur}も

domesticcottontextileswithstripedpatternsbecameaHbrdablefbrordinarytownpeople,thanks

tothedevelopingcommercialcultivationofcottonaswellasthepopularisationofhigh-statuscon-

sumption.MaxineBergdiscussesthispre-industrialEuropeanphenomenonaslbllows:[W]hileim.

portsubstitutionappearedtobethe五rstpriorityofinvention,theimitationtowhichinventorsand

projectorsaspiredwasalsoaprocessofadaptation,of五ndingcheapermethodsandsourcesofsup一
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plyandofcreatingdistinctiveproducersadaptabletobroadermarketsfbrsemi-luxuries(Bergl999,

80),"Imitatio㎡'wasnodoubtakeywordfbrthespreadofhome-madeIndian-styletextilesinthe

IapaneseArchipelagoduringthe17thand18ヒhcenturies.

[ふ じた か よこ ・大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム 〈 イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 〉特 任 研 究 員]

[DesignatedResearcher,the21stCenturyCOEProgram<InterfaceHumanities>,OsakaUniversity]
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第H部

新しい歴史学と歴史教育の対話



大学 ・高校の専門家の協働 に よる歴史教育の刷新 にむけて
一第4回全国高等学校歴史教育研究会を振り返って一

佐藤貴保

1.は じめに 一開催の趣旨一

大阪大 学大学 院文 学研究 科 の史学系 で は、文部 科学省21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター

フ ェイス の人 文学 」の 取 り組み の一 環 と して、 日本 史 ・世界 史(東 洋 史 ・西洋 史)の 壁 を

破 る新 しい研 究 と、 その成 果 の高校 ・予備校 な ど教育現 場へ の反 映な どを計 画 し、後 者 の

活 動 の中心 として、全 国の 高校歴 史教 員 を対 象 とした夏休 みの研 究会 を過 去3回 開催 して

きた(平 成15年 度 「シル クロー ドと世界 史」、16年 度 「ア ジア史 と日本 史の対 話」、17年 度

「新 しい歴 史学 と歴 史教育 」)。さい わい これ らには、 毎年全 国か ら70～110名(3年 間の実

数 で31都 道府 県200名 強)の 高校教 員 が参加 し、参 加教 員や 地方 の研究 会組 織 と事 後 もや

りとりが続 くな ど、 高大連携 の新 しい形 態 として一 定の 評価 をい ただ くこ とが で きた。 一

方、 昨秋 には文部 科学 省 の新 プ ログ ラム 「魅力 あ る大学 院教 育 イニ シア テ ィブ」に大阪 大

学文 学研 究科 が応募 して採 択 された 「ソー シャルネ ッ トワー ク型 人文学 教育 の構築 」(平成

17～18年 度)の 一 部 とい う形 で、 「大 阪大学 歴 史教育 研 究会 」を立 ち上 げた。 これ は、 上

記研 究会 の成果 も踏 まえ なが ら、 高校 教 員の リカ レン ト教 育へ の参画 を通 じて、狭 い専 門

に立 て こ もらない優 れ た研 究者 の養 成 をはか る取 り組 み で、小規 模 の研 究会 を長期 間継 続

す る ことを意図 して いる。今 年度 は この両者 が共催 す る形 で、 第4回 研 究 会 を開催 した。

本研 究会 の 中心 的 なね らいは、 なん だか よ くわ か らない ままに事項 や年代 を羅列 す る歴

史教 育 とは違 った、大 きな流れ にせ よ個 々の事項 にせ よ 「考 え方 や背景 が わか る」「像 を結

ぶ」歴 史教 育 を実現す るため の土台造 りにあ る。そ れ は、通常 の学術 講演 会 と教育 方法研

究会 の中 間的 な位 置づ け を もつ。 主催者側 の性格 上 、高校教 育 の方法 ・技術 そ の もの には

踏み 込め ないが、 か とい って最 新 の専 門研 究 の紹介 に終始 す るつ も りもない。 そのた め本

研 究会 で は、最:新の研 究 をふ まえるが、過 度 に詳細 ・個別 的で はな く、む しろ歴 史学の全

欝 鯲 シ押 硬 鱸 アジア懸 115
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体 を見 す えた 巨視 的 な講義 と、 そ れ に対す る質 疑 ・討論 を行 なっ た。 また過 去3回 とも、

詳 しい 質疑 を通 じて大 学側 が学 ぶ こ と、考 え させ られ る ことが多 々あ った。今 回 は、 その

よ うな研 修 の双 方 向性 をさ らに強め、研 修 内容 を大学側 の教 育改善 や若 手研究 者の トレー

ニ ングに結 びつ け るため、 昨年 同様 に過去 の研 究会 の成 果 を活 か した授業 実践 の報告 など

も行 い 、次年度 以 降の継続 開催 を意識 した経 験交 流 ・討 論の プ ログ ラムを充実 させ る こ と

と した。

新 学 習指 導要 領 の内容 の大 きな変化 、 「世界 史 の とび ら」「主題 学 習」の導入 な ど高校 歴

史教 育 をめ ぐる最 近の 動 きは、大 手教 科書 の記述 の急 変が 示す ように、従 来型 の 「新 しい

部分 は敬遠 して受験 指導 に集 中す る」(センター入試 の場合 、 リー ド文 は読 まない)対 応で

は もはや乗 り切 れ ない ところ に きて いる と思 われ る。 だが、 それ に した が って高校教 育 を

刷新 す る には、受 験界 の保 守性 や 、教 育界 ・アカデ ミズ ム双方 が 「全 体 を見 渡す 」習慣 と

能力 をひ ど く欠 い てい るこ とな ど、 さ まざまな障 害が立 ち はだか ってい る。そ の結果 、 た

とえば シス テム論 ・ネ ッ トワーク論や社 会 史 な どの新 しい 内容が、 古い 欧米 中心主義 や 閉

鎖的 一 国史観 な ど 「1周遅 れ、2周 遅れ」の何種 類 もの枠組 み と入 り混 じった形 で教 え られ、

か え って高 校生 や受 験 生 を困惑 させ 、 「歴 史 離 れ」を助長 して いる よ うに思 わ れる。 激動

す る現代世 界 に、青年 た ち をその ような状況 で送 り出す こ との危 うさは、高校 教員 も日々

感 じて いる こ とで あろ う。 もと よ り数 回 の研 究会 ですべ て の主要 問題 を取 り扱 うこ とは不

可 能 だが、 本研 究会 で は、個 々 の 「新 しい ネ タ」の提 供 だ けで な く、 それ を生 かせ る新 し

い枠 組 みの構 築 と、 そ のた めの 「古 い ネ タ、 古 い枠組 み の整理 」を、 強 く意 識 した講 演 を

実施 して きた。

過 去 の研 究 会 で はそれ ぞ れ テーマ を立 てて きた が、 と りあ えずCOEプ ログ ラム最 終年

にあ たる今 回は、 その 主要 メ ンバー が斬 新 な研 究成 果 を要 約 して紹 介 し、 「阪大 史学 」の

新 しさを示す こ とを主題 とした。そ の内容 が、最 近 の教 科書 や大 阪大学 以外 の入試 問題 に

も影 響 しつつ あ るこ とを高校 教 員 に も理解 で きる ように試み た。

筆 者 は、 第2回 研 究 会(当 時 の名 称 は 「全 国高 等学 校歴 史教 員研 修会 」。 第3回 よ り現行

の名 称)以 来 、3回 に わた り、本研 究会 の事務 局長 を務 め、企 画運営 等 の実務作 業 を行 なっ

て きた。 また、 毎 回の研究 会終 了後 に参加教 員か ら提 出 される レポー ト ・ア ンケー トの 回

答 を基 に、本研 究会 の成果 と問題 点、 な らび に大 学 にお ける歴 史研 究 と高校 にお ける歴 史

教育 の連携 の可 能性 、そ して 高校 ・大 学双方 が抱 えて い る問題 点 を分析 して きた。 その分

析結 果 は毎 年次 に発行 してい る中 間報 告書 で概要 報告 として まとめてい る。

1麟轡緜照 賊喜澱細演1鄲 飛㈱勲£漁 轟鎌1¥鐘i撚2(}饒 濃鱒葬



本稿ではまず、今年度開催した第4回研究会の概要を報告するとともに、過去4回 にわ

たって開催した研究会を通じて、大学史学系の専門家が高校の歴史教育の専門家とどのよ

うな連携を行なうことが、本研究会のめざす高校歴史教育の刷新にとって有効なのか、事

務局長として、そして若手研究者としての立場から私論を述べていきたい。

IL会 場および日程 と参加者

1.会 場

大阪大学附属図書館 本館A棟6階 図書館ホール

2,日 程

2006年8月1日(火)

14:00～14:30桃 木 至朗(大 阪大 学教 授)厂イ ン トロダク シ ョン」

14;50～16;30森 安孝 夫(大 阪大 学教授)「世 界史 上の シル クロー ドと唐 帝国」

8月2日(水)

9;30～10:00

10:10～11:50

12:50～14:30

14=50～16:30

質問 回答

平雅 行(大 阪大学 教授)

「鎌倉新 仏教 論 はなぜ破 綻 したか」

秋 田茂(大 阪大学 教授)

「1930～50年 代 アジア国 際秩序 とイギ リス 帝国

一 グローバ ル ヒス トリーの視 点か ら一 」

桃 木 至朗

「東南 ア ジア史 誤解 と正解 」

8月3日(木)

9:30～11:30 質問回答
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11:40～12:40

13:40～14:40

15:00～16:15

笹川裕史(大 阪教育大学附属高等学校天王寺校舎教諭)

「生徒が参加する世界史授業をめざして」

グループ討論会 「歴史学と歴史教育の連携について」

全体討論会

3.参 加 者 一覧

本研 究会 には、41都 道府県 か ら230名 を超 す参加 応募 が あった。 この応 募者 数 は、昨年

の約2倍 にのぼ る。 この ほか、公 務 の都 合 で今 回の研 究会 には参加 はで きないが、 関心 が

あるの で今 後 も同種 の企 画が行 われ る場合 に は参 加 したい 、報告書 を送 っ てほ しい との希

望 者 を含 め る と、総 数 は45都 道 府 県300名 に達 す る。 今 回 は、 これ まで参 加 の なか った

16の 県 のす べ ての高校 に対 し、研 究会 の案 内状 とポス ター を送付 した。 これ らの県 で は、

案 内状 が届 い て初 めて、研 究 会の存 在 を知 っ た とい う教 員が 少 な くなか った ようであ る。

これ まで案 内状 は、 すべ ての都 道 府県 の社 会科教 育研 究 会事 務局 に対 し送 付 して きた が、

本研 究会 に 関す る情 報 は個 々の教 員 レベ ル まで伝 わ ってい なか った ようで ある。各 高校 に

案 内状 を送 る とい う今 回の広報 活動 は一 定の成 果が あっ た もの と判 断 され る。今 回は特 に

関東地 方か らの応 募者が 急増 し、 その総 数は京 阪神 圏3府 県の応 募者 数 に匹敵 した。

主催 者側 としては、応 募者全 員 の参加 を認 めるべ く、 あ らゆる検討 を行 なっ たが、会場

の収容 能力 の 限界 や、予 算 の都合 上、 や む な く抽 選の 末、参 加者 を37都 道府県97名 の高

校 教員 、7名 の予 備校 講 師 ・教 科書 出版 関係 者 ・報 道 関係 者 ・県 庁 の高校 教育 関係 者 に絞

り込 ま ざるを得 なかっ た。 さ らに過 去の研 究会 に参加 経験 のあ る教員 に対 して は、出張 費

の全額 を辞退 した上で の参加 を求 める こ とと した。 参加見 送 りをお願 い した応募 者の方 々

に対 し、本稿 を借 りて深 くお詫 び 申 し上 げた い。

参加 者 の氏名 ・所属 は北 か ら順 に以下 の通 りで ある。 過去4回 の研 究会 に参 加 した 高校

教 員の実 数(再 参加 者 は数 えない)は 、43都 道府 県260名 あ ま りに達 す る。

佐野祐子(北 海道 ・旭川東高等学校)

竹谷保(青 森 ・青森西高等学校)

伊藤真(秋 田・秋田中央高等学校)

池田実(宮 城 ・宮城県工業高等学校)

吉田理(宮 城 ・宮城学院高等学校)

高橋徹(山 形 ・谷地高等学校)

谷山杏子(福 島 ・いわき秀英高等学校)

栗林幸雄(茨 城 ・土浦日本大学高等学校)
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飯塚勇一(群 馬 ・富岡高等学校)

岩崎淳(埼 玉 ・鶴ヶ島高等学校)

廣瀬和義(埼 玉 ・所沢高等学校)

廣川みどり(千葉 ・木更津高等学校)

小豆畑和之(東 京 ・小松川高等学校)

吾妻潤(東 京 ・高輪高等学校)

大見真由美(東 京 ・三田高等学校)

角田展子(東 京 ・町田高等学校)

藤野正和(東 京 ・つばさ総合高等学校)

吉野興一(東 京 ・暁星中学 ・高等学校)

石橋功

(神奈川 ・県立外語短大付属高等学校)

大島弘尚

(神奈川 ・栄光学園中・高等学校)

九鬼逸子

(神奈川 ・日本女子大学附属高等学校)

小林克則(神 奈川 ・厚木商業高等学校)

佐藤雅信(神 奈川 ・寒川高等学校)

高橋和子

(神奈川 ・横浜市立みなと総合高等学校)

袴田潤一

(神奈川 ・逗子開成中学校高等学校)

早川英昭(神奈川 ・大船高等学校)

古川寛紀(神 奈川 ・上郷高等学校)

黒川尚美(新潟 ・湯沢高等学校)

城岡朋洋(富 山 ・高岡高等学校)

滝中清志(石 川 ・七尾東雲高等学校)

杉下憲司(福 井 ・敦賀気比高等学校)

堂森峰春(福 井 ・勝山南高等学校)

盛岡正男(福 井 ・道守高等学校)

石原純(山 梨 ・富士河口湖高等学校)

榊良(静 岡 ・静岡聖光学院中 ・高等学校)

増田公洋(静 岡 ・袋井高等学校)

小林和朗

(愛知 ・名古屋市立中央高等学校)

杉藤真木子

(愛知 ・名古屋市立緑高等学校)

杉本明隆

(愛知 ・愛知教育大学附属高等学校)

中尾浩康(愛 知 ・南山高等 ・中学校)

松本圭以子(愛 知 ・桜花学園高等学校)

冨澤要樹(三 重 ・名張西高等学校)

新田康二

(三重 ・南伊勢高等学校南勢校舎)

大井喜代(滋 賀 ・立命館守山高等学校)

牧雅人(滋 賀 ・膳所高等学校)

水田博之(滋 賀 ・比叡山高等学校)

岩月有行(京 都 ・久美浜高等学校)

内田順子(京 都 ・鳥羽高等学校)

川ロ靖夫(京 都 ・嵯峨野高等学校)

毛戸祐司(京都 ・田辺高等学校)

後藤誠司

(京都 ・京都市立日吉ヶ丘高等学校)

島貫学(京 都 ・京都府立朱雀高等学校)

難波謙一

(京都 ・京都女子中学校 ・高等学校)

堀江嘉明(京都 ・加悦谷高等学校)

松田宏(京 都 ・網野高等学校)

村上直

(京都 ・京都市立伏見工業高等学校)
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宇田川真(大 阪 ・清風南海高等学校)

遠藤和男(大 阪 ・西野田工科高等学校)

大畑正弘(大 阪 ・高津高等学校)

北村素子(大 阪 ・清水谷高等学校)

神於正明(大 阪 ・岸和田高等学校)

笹川裕史(大 阪 ・大阪教育大学附属高等

学校天王寺校舎)

高橋勝幸(大 阪 ・啓光学園高等学校)

田守隆敏

(大阪 ・大阪商業大学堺高等学校)

長友健史

(大阪 ・大阪星光学院中 ・高等学校)

中西雅子(大 阪 ・清教学園高等学校)

西岡浩美(大 阪 ・松原高等学校)

堀川喜子(大 阪 ・渋谷高等学校)

山下宏明(大 阪 ・園芸高等学校)

若林俊一(大 阪 ・北淀高等学校)

若松宏英(大 阪 ・登美丘高等学校)

上田義入(兵 庫 ・明石清水高等学校)

鵜飼昌男(兵 庫 ・神戸市立六甲アイラン

ド高等学校)

置村公男(兵 庫 ・六甲高等学校)

後藤善弘(兵 庫 ・三木高等学校)

佃至啓(兵 庫 ・日生学園第三高等学校)

矢部正明(兵 庫 ・東灘高等学校)

吉村昌之

(兵庫 ・神戸市立神戸工科高等学校)

山本雅康(奈 良 ・奈良学園高等学校)

瀬戸博司(和 歌山 ・近畿大学附属和歌山

高校 ・中学校)

間久美子(鳥 取 ・鳥取中央育英高等学校)

山岸裕子

(鳥取 ・鳥取県立鳥取工業高等学校)

北垣秀俊(島 根 ・隠岐水産高等学校)

大世戸治郎(広 島 ・広島皆実高等学校)

田中英朗(広 島 ・祇園北高等学校)

岡山真知子(徳 島 ・城ノ内高等学校)

豊島修(香 川 ・坂出商業高等学校)

真鍋篤行(香 川 ・高松高等学校)

幸田和洋(福 岡 ・東筑高等学校)

菅満津江(福 岡・修猷館高等学校)

徳本次郎(福 岡 ・筑紫女学園高等学校)

吉永暢夫(福 岡・城南高等学校)

森永知宜(佐 賀 ・弘学館高等学校)

中須賀浩師(長 崎 ・青雲高等学校)

粟谷昌史(熊 本 ・県立第二高等学校)

竹村茂紀(宮 崎 ・日向学院高等学校)

奥山嘉邦(鹿 児島 ・喜界高等学校)

桜井智之(東 京 ・東京書籍株式会社)

小林一幸(東 京 ・実教出版株式会社)

大矢雅史(東 京 ・株式会社帝国書院)

村田悦和(東 京 ・株式会社帝国書院)

渡辺延志(東 京 ・朝日新聞東京本社)

松山仁史(東 京 ・駿台予備学校)

卯月睦彦(千 葉 ・千葉県庁)

上記 の ほか、 高校 との連携 に関心 を寄 せ てい る以 下の 大学教 員が列 席 した。杉 山 ・山内
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両氏 には、講 演で の司会 を担 当 していた だいた。

上谷浩一(大 阪体育大学)

岡本弘道(大 阪大学)

杉山清彦(東 京 ・駒澤大学)

竹中亨(大 阪大学)

堤一昭(大 阪外国語大学)

中村薫(兵 庫 ・芦屋女子短期大学)

山内晋次(大 阪大学)

今回 の研究 会で は、特 任研 究 員の ほか、 魅力 あ る大 学 院教育 イニシ アテ ィブ 「大 阪大学

歴 史教 育研 究会」(以下 、 「IAE」と略 す)で 幹 事 を務 め てい る以 下の リサ ーチ ・ア シス タ ン

トな らびに大学 院生 に、会 の運営 の補佐 や グルー プ討論会 で の司会 を担 当 して いた だいた 。

蓮田隆志(大 阪大学大学院文学研究科特任研究員)

水田大紀(大 阪大学大学院文学研究科博士後期課程、リサーチ ・アシスタント)

尾島志保(大 阪大学大学院文学研究科博士後期課程、リサーチ ・アシスタント)

向正樹(大 阪大学大学院文学研究科博:士後期課程)

この ほか、研 究会 に関心 を持つ大 阪大 学 の学 部生 ・大学 院生 、駒澤 大学 の大学 院生 な ど

約30名 の大学 生が 傍聴 した。 当初 は50名 近 い学生 が傍 聴 を希望 してい たが、 会場 の収 容

能力 の限界 の ため、参加 者 を大幅 に絞 った。大 学生 の 問に も、 この研 究会 に対す る 関心 が

高 まって きた こ とを示 して いる と言 える。

III.講 演 ・討論会の概要 と質疑応答内容

1.大 学 教 員 側 の 講演 の要 旨 と質 疑応 答 内容

1日 目 と2日 目に は、 大 阪大 学 大 学 院 文 学研 究 科 の4名 の教 授 が 講 演 を行 な っ た。 講

演 の際 に配布 され た レジ ュメ は、 大 阪大 学文 学部 東 洋史 学研 究室 の ホー ムペ ー ジ(http:〃

www.let.osaka-u.acJp/toyosi/main/)に 掲 載 してい る。 このため本 報告 書で は講演 の要 旨のみ

を掲載 す る。
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講 演 に対 す る質疑応 答 は、各講 演 の直後 に も行 なわ れた ほか、講演 終 了後 に参 加者全 員

が 「質問票 」に質問事項 を記 入の うえ提 出 し、翌朝 各講 師が書 面 な らび に口頭 で回答 した。

3日 目午 前中 に は フリー トーキ ング の場 を設 けて、 さらに質 問 を受け付 け た。講 演終 了後

も電子 メール での質 問 も受 け付 けてお り、本稿 執筆 中 に も各講 師へ の質 問が参加 者 か ら寄

せ られて い る。書 面 回答 の全 容 は、大 阪大学 文学部 東洋 史学研 究室 の ホームペ ー ジに掲 載

してい る。 ここで は、 ロ頭 での質 疑応答 内容 を中心 に掲 載す る。

先 に述べ たよ うに、今 回 は過去3回 の研 究 会の ような特別 な テーマ を設定 せず 、各 講師

の専 門分野 にお け る最新 の研 究成 果、 ない しは教科 書や入 試 問題の 問題点 を鋭 く突 いた内

容 で講 演 した。 以下 の要 旨か ら もうか が える ように、 いずれ の講演 も一 国史観 や西欧 中心

史観 な ど従 来の歴 史の枠 組 みか ら脱却 した巨視 的 な内容 であ った。

これ に対 す る参 加者 か らの質問 に は、各講演 内容 を高校 の教 育現場 で どの よ うに活 用す

べ きか、従 来高校 で教 え て きた 内容 を どの程 度改 め るべ きなのか を確 認す る ものが多 数見

られ る。研 究会 で得た 知見 を何 と して も確 実 に高校 の教 育現場へ 持 ち帰 ろ うとす る参加 者

の熱 意が以 下 の質疑応 答か ら伝 わっ て くる。 そ して、質 問 に対 す る各 講 師の 回答 も、 現場

で の活 用 にお ける注意 点 だけで な く、歴 史 を学 ぶ こ との大 切 さや学 ぶ際 の心構 え、 さ らに

は現代 社会 の諸 問題 に対 して も踏 み込 んだ見解 を示 してい る。 現代社 会 との接 点が無 い よ

うに見 られが ちな歴 史 とい う学 問 な らび に歴 史研 究者が 、決 して現 代社会 を無 視 してい る

わ けで はない こ とを、 講演 のみ な らず 、質疑 応答 を通 じて も示 された。

◇ 森安 孝夫 「世 界史上 の シル クロー ドと唐帝 国」

[講演 要 旨]

この4年 間で3回 目の講演 で あ ったが 、毎 回前 半で は、 一貫 して西欧 中心 史観 と中華主

義 史観か らの 脱却 を主張 し、 それ に代 わ って中央 ユ ー ラシア に視 点 を置 いた 「世 界史 の構

想」を提 唱 して きた。 中央ユ ー ラシ ァに視座 をす え る とい うの は、火 器や 蒸気機 関 の出現

以前 にお いて、 地上最 強 の軍事力 と最速 の情 報伝達 能力 を有 した遊 牧騎馬 民集 団 と、 物流

お よび文化 交流 の根幹 をな した 陸の シル クロー ド=ネ ッ トワー クの存 在 を重視 す る とい う

こ とで ある。論 旨 に 「揺 れ 」は ないが 、最初 は6段 階 に して いた世界 史の流 れ を以下 の8段

階 に設定 しなお し、私 の主張 をよ り鮮 明 に浮 か び上 が らせ た。

世界史の8段 階(長 期波動)
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1)農業革命(第 一次農業革命)

2)四 大文明の登場(第 二次農業革命)

3)鉄 器革命(遅 れて第三次農業革:命)

4)遊 牧騎馬民族の登場

5)中 央ユーラシア型国家優勢時代

6)火 薬革命と海路によるグローバル化

7)産 業革命と鉄道(外 燃機関)

8)自 動車と航空機(内 燃機関)

約11000年 前 よ り

約5500年 前 よ り

約4000年 前 よ り

約3000年 前 よ り

約1000年 前 よ り

約500年 前 よ り

約200年 前 よ り

約100年 前 よ り

そ して前近代 の 人類史 にお いて、 シル ク ロー ドは決 して無 視で きな い こと、 シルク ロー

ドの本 質 は軽 くて高価 な奢 侈 品の中継 貿易 であ る こと、重 いけれ ども自分 で動 く奴隷 と大

型家 畜(と くに馬)も 極 めて重要 な商 品で あった こ と、な どを述 べ た。中央 ア ジア史 に とっ

て の画期 は トルキ ス タン化 とイス ラム化で あ るが 、 イス ラム化 を強 調 しす ぎる と、時代 区

分 に無理 が生 じる だけ で な く、 遊牧 騎 馬民 族 の活 躍 の舞 台 で あっ た内外 モ ンゴ リア とチ

ベ ッ トを中央 ア ジァか ら排 除す る とい う本末 転倒 が起 こる こ とに も注 意 を促 した。 ちなみ

に、近現代 の 中央 ユ ー ラシア を語 る と きには、シルク ロー ドとい う用 語 は使 うべ きで ない。

今 回の後 半で は、 とりわけ ソグ ド商 人が北 中国 ～モ ンゴ リァ～河西 ～天 山地方 を股 に掛

け て活躍 してい る実態 に注 目し、 ソ グ ド人の女 奴隷 を売買 してい るこ とを明示す る契約 文

書や 、北 中国で発 見 された ソグ ド人の墓 な ど も紹介 した。 その際 、新 しい視 点 と して、 ソ

グ ド人が商 人 と して だけで な く、 武人 ・外 交官 ・政 治家 として活 躍 してい る点 を強調 した。

そ して さ らに武人 として の ソグ ド人や オ ル ドス にいた匈 奴が多 民族 国家 であ る唐 の建 国

に 関わっ たこ と、唐 建 国の立役 者 は北魏以 来 の鮮 卑拓 跋系 の関朧 集団 であ った こ と、 しか

しさ らに突 厥 とい う強 大 な遊 牧騎 馬民勢力 との関係 を抜 きに しては、唐 帝 国 を世界 史の 中

に正 当 に位 置づ ける こ とは 出来 ない こ と、 等 々に論及 した。

[質疑 応答 内容(一 部)]

Q.質 問票:森 安 教授 が重視 す る理科系 的歴 史学 とは何 か?

A.森 安:私 は、 世 の中 に溢 れ る歴 史物 は理科系 的歴 史学 、 文科 系 的歴 史学 、歴 史小説

の3つ に分 け られ る と考 えて い る。 大学 の歴 史学 は、理科 系 的歴 史学 を基本 とす る。 そ

れ は理科 系 的理論 の証 明 の よ うに、 他人 が追 実験 で きる レベ ルで あ るこ とを意味 す る。
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文科 系 の歴史学 にお いて も、史料 が あ って 、そ れ をど う組み 立て てい くか、 「み なさん、

私 は この史料 か ら この よ うに考 え ま した、 どうですか 」とい うふ うに見 て も らい、検 討

して も らう。 そ れ を8～9割 の人 に認 めて もらった ら、 それ で立派 な理 論 だ と私 は信 じ

て い る。

しか しなが ら、歴 史学 は史料 がな けれ ばな に も言 えない の も現実 で あ る。例 え ば中央

ユ ー ラシア には、中 国世界 やギ リシア=ロ ーマ世界 、ペ ル シア=イ ラン世 界、 ムス リム

世 界 に比べ た ら、 史料 が きわめ て少 な い。遊 牧 民族 が みず か らの文字 史 料 を持 っ たの

が、 よ うや く8世 紀 の第 二突厥 帝 国 の時 代 であ る。 それ 以前 には何 も書 か れて い ない。

敵側 が、 自分 に都 合 のい い ように書 いた史料 しか残 ってな い。つ ま り中央ユ ー ラシア史

につ いて は、理科 系 的歴史学 だ けで歴 史 と しての ス トー リー を語 る ことがで きない 。分

か ってい る こ とと分 かっ てい るこ と との間 の、大 量の分 か ってい ない部 分 を推 測 してい

か ざる をえな い。そ の推測 に、責 任 を持 つ のが文科 系 的歴史学 、責任 を持 た ないの が歴

史小 説で ある。

Q.質 問票:西 トルキ ス タ ンよ り遅れ た東 トルキス タ ンのイス ラム化 につ い て、 カ ラハ

ン朝 の勢 力は東 トルキス タ ン西 部 に も及 んでい たはず だか ら、森安 教授 の説 明は不 正確

で は ないか?

A.森 安:確 か にイス ラム化 した トル コ人 が作 った カ ラハ ン朝 の勢 力 は東 トルキ ス タ ン

西 部 に も及 んで い る。 しか し中部 ～東 部 に は西 ウ イグル王 国(天 山 ウイ グル王 国)が9

世 紀後 半 か らチ ンギス汗 に服 属 す る まで の300年 以 上 、厳 然 と して存在 した ので あ る。

そ この原住 民(ト カラ人や 漢 人た ち)は ず っ と仏 教徒 で あ り、支 配者 となっ た ウイ グル

人 のあ いだで は、最 初 の100年 くらい は まだマニ教 徒が優 勢 であ ったが 、10世 紀後 半 に

は仏 教 へ の改 宗が 始 ま り、11世 紀 には仏 教 が マニ教 を圧 倒 す る。 この本物 の ウイ グル

人 た ちが イス ラ ム化 して い くのは、 もっ とず っ と遅 れて、 モ ンゴル帝 国が滅 んだ 後で あ

る。 それ ゆ え、 モ ン ゴル時 代の ウ イグル商 人 は仏 教徒 がほ とん どで、一 部 に景教徒 を含

むが、 イスラム教 徒(回 教 徒)は い ない。 一方 、 旧 カラハ ン朝、 ホ ラズ ム朝 な ど出身 の

トル コ系 商人 は、 同 じ トル コ語 を しゃべ ってい て もイス ラム教徒 であ り、そ れ を回回商

人 と呼 ぶ。 回鶻(本 物 の ウ イグル)と 回回 との混 同 ・誤解 は、 中華 か ら見 て 同 じ西 方 の

トル コ系 商人 であ る とい うところ に起 因す るの であ る。

なお、 回教 ・清真教 とい う言 葉 は唐 宋代 に は存 在せ ず、 四夷教 とい う言葉 もない。史
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料 に出て くる のは 「三夷教 」だけ であ る。勝 手 に イス ラム教 を押 し込 ん で四夷 教 な ど と

い う用語 をで っち上 げ るのは、最 終的 に全 てが イス ラム化 した東 トルキス タンの新 ウイ

グルの状 況 を過去 にまで投影 し拡 大解釈 す る もの で、 これ また本 講演 で繰 り返 した よ う

な 「勝 て ば官軍」の誹 りを免 れ まい。

Q。 質問 票:世 界帝 国 と して の唐 の確 立 した年代 はい つ なの か?こ れ まで は628年 と

教 えて きたが間違 い なのか?

A.森 安:そ れ で も間違 いで は ない。 突 厥 を 除 く国 内の 群雄 のす べ て を平 らげた の は

628年 の こ とで、 こ こに ようや く唐 によ る漢人 中 国(本 当 は唐 人 中国 と言 うべ き)の 再

統一 が完 成す る。 しか し、 中央ユ ー ラ シア史全体 の流 れ か らい えば、630年 の唐 に よる

東突厥 打 倒 ・併合 、657年 の西 突厥打 倒 が重 要 な画期 であ り、私 な ら唐 の確立 を630年

とす る。つ ま り唐 代 史 を中国 の内側 だ けか ら見 れ ば628年 、 中央ユ ー ラ シア全 体 とい う

外 側か ら見 れば630年 とな るはず。

太宗 ・高宗2代 が 唐 の絶 頂期 だが 、657年 は父 の偉業 を受 け継 いだ だけ の凡庸 な君主

・高宗 の時代 で あ り、評価 しに くい。唐 帝国 を世界 帝国 に した のはや は り太 宗 ・李世 民。

私 は本 講演 で、李世 民の 悪口 をい っぱい言 って きた。彼 は歴 史 を捏 造 した権力 者 だか ら

だ。 しか し、確 か に大 きな功績 も残 した。

Q.質 問 票:沙 陀 とは ど うい う民 族か?

A.森 安:沙 陀 とい うの は沙陀 突厥 の後裔 で、 や は り トル コ系民 族。 しか し、10世 紀 の

北 中 国 に五代 の う ちの トル コ系4王 朝(後 唐 ・後 晋 ・後漢 ・後 周)を 形 成 した沙 陀族 の

場合 は、 そ こ にソ グ ド人や ソ グ ド系突厥 の要素 も加 わ って いるか ら、8世 紀 まで の沙 陀

とは違 う沙陀 族 とい うこ とにな る。つ ま り10世 紀 の沙 陀族 の 中に は トル コ系 もいれ ば、

ソグ ド系 も漢 人 もい る。皆 が ま とま って、 国 を作 れ ば、 それが そ の うち 「○ ○民 族」に

なる。

よ く誤 解 され るが 、現 代 の新 疆 にい るウ イグル とい うの は、 私 が講 演 で紹 介 した前

近代 の ウ イグル とは似 て非 な る もの 。20世 紀 にな って 「お れた ちウ イグル にな ろ う」と

い って なった新 しい民 族集 団。 いわ ば偽 ウイグ ルであ る。 歴 史上の民 族概念 は全 て その

程度 の もの。 い まは まだ 厂ア メ リカ民 族」はい ないが、100年200年 たて ばア メ リカ民族

が で きるだろ う。人種 や言 葉が色 々で も、皆英 語 を しゃべ るよ うになっ てア メ リカ民族
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になるだ ろ う。 国家 が民族 を作 るので あ る。

Q.大 阪 ・大畑正 弘:理 科 系的歴 史学 とい うの を提 唱 され るが、実 証史 学 とい う表現 で

い いので はない か。理科 系 的 とい う言葉 に何 らかの価 値が 入 ってい る ように思 えるが?

理科系:重視 の風潮 を意識 しての こ とか?

A.森 安:簡 単 に言 えば、 実証 史学 の こ とを理科 系 的歴 史学 と言 って いる。 この 言葉 は

単 にわか りやす く学生 に教 える時 のア イデ ア として 出て きた言葉 。戦 略的意 図 は無 い。

Q.三 重 ・冨澤 要樹:唐 は、遊 牧的 世界 の 中で勝利 して、農耕 的世 界 のチ ャ ンピオ ンに

な った とした ら、 そ の支 配 は遊牧民 が農 民 を支 配す る とい うタイ プであ る と捉 え るとい

うこ とになる。 これ まで は均 田制 や府兵 制 を、 農民 の 中で農民 を支配 す る、 とい うタイ

プ と考 え られて きた。 それが どの あた りか ら来 たの か。均 田制 ・府兵 制 自身が、 実は農

耕 民的 な文化 なの で はないか?

A.森 安:学 界 では均 田制 ・府兵 制 自体 に、古 い漢民 族 由来 では ない新 しい 遊牧 民的要

素 が あ る と指摘 され て きて い る。 まず均 田制 その もの は、 北魏 の時代 か らの アイデ ア

で、遊 牧民 が 中国農耕民 を支 配す る時 のア イデ アでは ないか とい う考 え方 があ る。府兵

制 につ い ては、兵 農分離 なのか兵 農一致 な のか とい う大 原則 自体 に も議論 が あ り、 まだ

まだ これか らの課 題。Cf白 須 浄 真、 書評:氣 賀 澤保 規著 『府 兵制 の研 究』、 『東洋 史研

究』60-1、2001年 、PP.174-185。

(こ のほ か以下 の よ うな質問 が寄 せ られ、 書面 回答 が提 出 され た。詳細 はホ ームペ ー ジ を

参 照 された い。)

・「世界 史の8段 階 」につ いて、 あ ま りに軍 事力 を前面 に押 し出す ことは、現 在 の我 が 国の

情勢 か らみて危 険で はない のか?

・「世界 史の8段 階 」に環境 史 の視 点は あるの かP

・10世紀 前後 のユ ー ラシア に一 斉 に中央ユ ー ラ シア型 国家 が出現 したの は、 お互 い に情 報

交換 で もしたのか?

・中央 ユ ー ラシア遊 牧民側 の識字 率 は どれ く らい だ ったの か?も しそれ が高 か ったの な

ら、文 書行 政が 中央ユ ー ラシァ型 国家 の成立 の重要 な鍵 であ る とい う説明 とど う絡 むの

か?
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・遊牧民 で あった ウイ グルが定住 してい く過 程 は どうだ った のか?

・ソグ ド人 とは?ソ グ ド人の イ メー ジがつ か めな い。唐 以 降の ソグ ド人 の動 向や ソグ ド

人の活 動 の終 末 につい て知 りたい。

・経 済力 も武力 もあ ったの な ら、 なぜ ソ グ ド人 自身は 中央ユ ー ラシア にまたが る国家 を作

らなか ったの か?

・ソ グ ド文字 につい て もっ と詳 し く ・ソグ ド人 の宗教 につ いて詳 し く

・シル クロー ドの重要 商 品 としての奴隷 と、 奴隷 の供給 源 につい て説明 して ほ しい。

・唐 を拓跋 国家 とみ なす学 説 は、 日本 の学界 、 さ らに中国や 欧米 の学界 では、 どの程 度認

知 され てい るのか?

・ソ グ ド人の安興 貴 ・安修仁 兄弟 は後 には仲 違い した のか?

・唐 太宗 を支 えた 山東 集団 とは何 か ・唐太宗 の歴 史改 蠶の具体 例 につ いて

・ソ グ ド人郷団 と府兵 制 との関係 につ いて は何 を参 照す れば いいか

・蕃 君長 に関 して、 当時の 日本 の扱 い は どの程 度 だっ たのか?

・大 量の鮮 卑人 や突厥 人が北 中 国に移住 して きた ときの具体 的状 況 は?

・費 也頭 につい て詳 しく ・拓 跋 国家 と独孤 氏 の関係 は

・拓跋 と トル コ系 民族 との 関係 は?・ ビザ ンツか ら見 たスキ タイ人 の問題

・均 田制 ・租 庸調 制 ・府兵 制 は隋唐 支 配の3点 セ ッ トとい われ てい る。 実際 には どの程 度、

機 能 して いた のか?ま た、 さま ざまな生 産形 態 を持 つ被 支 配民 族 に対 して、 唐 は どの

よ うな支 配方法 で臨 んだの か?

・煬帝 と楊姓 の 関係 につ い て ・長安 以外 に も胡 風 は広が って いた のか?

・安 史の乱 を 「早す ぎた征 服 王朝 」として と らえ る視 点 を もっ と詳 しく;宮 崎市 定 の財政

国家 論の視 点が抜 け てい るので はない か?

・中 国史の分水 嶺 につ いて詳 し く ・視座 を中国か らユ ー ラシアへ 向け る必 要性

・早す ぎた 「征 服王 朝」につい て詳 しく ・漢民 族 の実体、 漢化 の概念 につ いて詳 し く

・森安教 授 は欧米 や中 国が よほ ど嫌 い なのです か?

・最 近 の教 科書 か らオ ゴ タイ ・ハ ン国の表記 が消 え てい るの は なぜ か?

◇平雅行 「鎌倉新仏教論はなぜ破綻したのか」

[講演要旨]

かつて私たちは、鎌倉新仏教を論ずれば鎌倉仏教を語ったことになった。鎌倉幕府を論
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じる こ とは中世 国家 を語 る こ とで あった。 つ ま り幕府 ・在地 領主制 ・武 家法 ・鎌倉新 仏教

の成長 と発展 を語 れば 中世 を論 じた ことにな ってい た。 しか しこ うした歴史像 へ の批 判が

提 起 されて半 世紀近 くに及 んでお り、そ こで蓄積 された研究 成果 は よ うや く歴 史教 育の現

場 に及 ぼ う としてい る。 近年 の教科 書が、 中世 の始 ま りを鎌 倉幕 府 では な く、院政 時代 に

改め たの はその 一端 であ る。 だが これ は、 中世 の始 ま りが150年 早 くなった とい う話で は

な く、古 典 的な 中世 史像 が崩壊 した こ とを意味 してい る。

た とえば私 たち は、鎌倉 時代 の仏教 の動 向 を、 「鎌 倉新 仏教 」と 「旧仏 教の復 興運 動」と

い う二 潮流 で捉 えてい る。 しか しその 区分 に学 問的根 拠 はあ るのか。叡 尊 の真言律 宗 は鎌

倉 中後期 に爆発 的 な発展 をみせ たが 、そ れは古代 律宗 とは教 義 も教 団 も異質 で あった。 と

す れ ば、叡 尊 を鎌倉 新 仏教 の祖 と呼 んで よい と思 うが 、 なぜか 彼 は 「旧仏教 の復 興 運動 」

に入 れ られ てい る。 他方 、 日蓮 は天 台宗 の復興 をめ ざ した。 また、室 町時代 の 日蓮 宗寺 院

の多 くも延暦寺 の末 寺 であ った。 とすれ ば、 日蓮 は 「旧仏教 の復興 運動 」に入 るはずだ が、

なぜ か鎌 倉新 仏教 の祖 とされ てい る。 この分類 基準 は何 なのか?

話 は簡 単 だ。真言 律宗 は戦 国時代 に衰退 した こ ともあ り、江戸 時代 に は独 立 した宗派 と

して認 め られず、真 言宗 と律宗 に分 け て組 み入 れ られた。 それ に対 し日蓮宗 は、江 戸時代

に独立 した宗 派 として 認め られた。 つ ま り 「鎌 倉新仏 教」と 「旧仏 教 の復興運 動」を弁別 す

る判 断基準 は、 江戸 時代 に独 立 した宗 派 と して 認め られ たか どうかに ある。400年 後 の弟

子た ちの処 遇の され方 に よって、鎌 倉仏教 の弁 別基準 が 定め られて いる。 これ は学問 とい

え るだ ろ うか 。「鎌 倉新 仏教 」「旧仏教 の復興 運動 」の語 は、 中世仏 教 の分析 概 念 としては

何 の有 効性 もない。 「新 仏教 」の語 を も し使 いたい ので あれ ば、 浄土真 宗や 日蓮宗 を 「戦 国

新仏教 」「江 戸新仏 教」と呼ぶ べ きであ る。

で は、鎌倉 新仏教 が 中世仏 教 であ り、 これに よって初 めて仏教 の教 えが 民衆 の世界 に ま

で及 んだ とす る歴 史像 の ど こに 問題が あ るのか。最 大 の問題点 は、 古代仏教 ・旧仏教 の質

的変化 を見 落 と して いる こ とで ある。多 くの概 説書 で は旧仏教 につ いて の叙 述 は、平安 初

期の空 海 ・最 澄 で終 わって いる。 それ以 降 はま と もに取 りあ げ られず 、強訴 や戦 争 に明け

暮れ た かの ようだ。 しか し、 現 実 に は旧仏教 は大 き く変 わ って いた。10世 紀 の律 令体 制

の崩壊 、そ れ に伴 う宗教 政策 の変化 が、 その性 格変化 を促 して旧仏教 を貴族 や民 衆 の世 界

へ と浸 透 させ るこ とにな った。強 訴 とは旧仏教 が民衆 的世 界 に まで浸 透 してい た こ との証

しで あ る。 また 旧仏 教 が提 起 した悪 人往 生 や女 人救 済 論 は、民 衆歌 謡(『梁塵 秘抄』)に 謡

われ るほ ど、人 口に膾 炙 してい た。つ ま り仏教 の民 衆 開放 は、 法然 や親鸞 が は じめ て達 成
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した ので はない。す で に旧仏教 が院政 時代 にそ れ を実現 して いた のであ る。

[質疑応 答内容(一 部)]

Q.大 阪 ・若 松宏英:旧 仏教 が教 義 を民衆 化 してい く時 に、元 々の支 配層 か らの反 発 な

どは なか ったのか?

A.平:教 義 の民 衆 化 とは実際 に は 「凡 夫」の救 済 をい うが 、 こ こでい う凡 夫 とは僧 侶

でない者 の こ とだ。 だか ら凡夫 とい う言葉 には、民衆 だけ でな く貴族 も入 る。 そ うい う

意 味で は、「教 義 の民 衆化 」は 「教義 の世俗化 」「教 義 の貴族化 」と言 うこ ともで きる。

Q,大 阪 ・笹川 裕史:10世 紀 頃 に王 朝 国家 にお ける仏教 の保護 が崩壊 した とい うが 、院

政 期 には莫大 な資金 を旧仏 教 に投 じてい る。小 さい寺 院の一 部 と大 きい寺院 だけが残 っ

てそ こに重点 的 に投 入 した とい うこ とか?

A.平:院 政期 に政府 が仏 教 に莫大 な 資金 を投 じたの は、 旧仏教 が国家 と仏 教 との 関係

を もう一 度再構 築す る こ とがで きた か らだ 。そ の時 に重 要 な役 割 を果 た した のが、末 法

思想 で ある。 旧仏教 は意 図的 に末法思 想 を蔓延 させた。 この 末法思想 とは どうい う もの

か とい う と、現 状の ままでは 日本 は破 滅す る とい う考 えだ。

今 の ま まで は仏法 が廃 れ、 日本 は末 法 に飲 み込 まれ暗 黒の 戦乱 の時代 にな る。 王権 は

瓦解 し、民 衆生 活 も破綻 す る。 そ うなる こ とを阻止す るに は、仏教 を盛 んに して、信仰

の力 で末 法 を克服 す る しか道 は ない。荘 園 を寄進 して寺 院の経 済基 盤 を安 定 させ れ ば、

日本 が暗黒 の戦 乱の世 に転 落す る ことを止 める こ とが で きる。 だか ら東大 寺 に荘 園 を寄

進す るの は、東 大寺 のお坊 さん のた めで はな く、朝 廷 のため、 民衆 のた め、そ して 日本

全体 のた めで ある。 この よ うな理屈 で 、国 の平 和 に とって仏教 が欠 かせ ない こ とを再認

識 させ る ことが で きたため に、仏教 興 隆 に莫 大 な資金が投 入 され たのだ。 い わば国 の安

全保 障 に とっ て仏教 が有益 だ と考 え た。 こ うして 旧仏教 は院政 時代 に最盛期 を迎 え るこ

とにな る。

Q.質 問票:院 政 時代 を鎌倉 幕府 の成立 よ り重 視す る根拠 は?

A.平:院 政 時代 を中世の 始 ま りとす るの は、 院政 時代 に成 立 した社会 シス テム が基本

的 に応仁 の乱 まで続 くか らだ。 荘 園制(荘 園公 領 制)社 会 の成 立。 年貢 と公事 、 そ して

一 国平均 役(段 銭)と い う三本立 て の負担 体系 。大 田文 の作 成や 大番 役 の編成 な どが そ
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れ であ る。 こ うした もの を土台 に して、 中世 の支 配の シス テム は成 り立 って いる。そ し

て この シス テ ムの主 導権 を握 る人 間 こそ 変 わ って ゆ くものの、 これが 応仁 の乱 まで続

く。大 田文や大番 役 は、かつ て は鎌 倉幕 府 か ら始 ま ると され てい たが、石 井進 の研 究 に

よって これ も院政時代 か ら始 まる ことが明 らか にされ た。

Q.質 問票:時 代 区分 への こだ わ りは必要 か?

A.平:本 当の ところをい え ば、近年 の 日本史研 究者 も時代 区分論 へ の関心 を失 って い

る。 時代 区分 論 は ほぼ1970年 代 で終 焉 した とい え るだ ろ う。 私 が法 然 ・親鸞 の思 想 史

研 究へ と向か ったの も、1970年 代 の 時代 区分 論 に興味 が もてなか った か らだ。

しか し、時代 区分論へ のこだ わ りを棄 て た とき、 古典 的 な時 代 区分 論が そ の まま亡霊

の よ うに生 き延 び る危 険性 もあ る。 た とえば、「地 頭の荘 園侵 略」。 これが 教科書 に取 り

あ げ られ たの は、 地頭=中 世 、荘 園領主=古 代 とい う図式 が も とにな って い る。 この 図

式が 崩壊 す れ ば、「地 頭 の荘 園侵 略」の項 目に意 味 はな い。 また 浄土教 の発 展 につい て

も、教 科書 で は大 き く取 りあげ てい るが 、法然 ・親 鸞 の思 想 こそ 中世 仏教 の典型 で ある

とい う議 論が 崩壊 した今、 平安 浄土 教 の発展 を大 き く取 りあ げる意 味 は ほ とん どない。

実際 に は浄土教 は、御霊 信仰 や方 違 え、 ケ ガ レ観 と同 じ程 度 の歴 史的意義 しか ない。

時代 区分 へ のこだ わ りを棄 て るだ けで は、 かつ ての こ う した古典 的図式 をその まま無

批判 に延命 させ る こ とに な りは しな いか。私 はそ の点 に危 惧 を覚 える。 これ らの記述 を

削 除 ・改訂 させ るた め には、積極 的 な議 論 が必要 だ。 時代 区分 へ の こだわ りの放 棄が こ

う した積極 的議論 を生む こ とにつなが る な ら、 それ はそれ で よい と思 うが、今 の とこ ろ

私 はその点 に は懐 疑 的だ。

Q.質 問票:「 武士 の時代」で ない とす る と中世 は何 の時代 か?

A.平:私 た ちは普通 こうい う時代 の切 り取 り方 を してい るだ ろ うか 。古代 は何 の時 代

か、 現代 は何 の時 代 なの か。 歴 史 は複 雑 で、 そ う簡 単 に一 言 で切 り取 るこ とは で きな

い。 ワンフ レーズ による単純 化 が危 ういの は政 治 だけ でな い。歴 史学 にお い て も同 じは

ず だ。

中世 を 「武 士 の時 代」とす る言説 は、 右 と左 の2つ の イデ オ ロギ ッシ ュな危 うさ を抱

え てい る。神 戸大 学 の高橋 昌明 の指摘 した こ とだが 、 日清 ・日露戦争 の 頃、鎌倉 幕府 に

対 す る一つ の 叙述 パ ター ンが 形作 られ た。鎌 倉幕 府 は 天皇 の支 配権 を脅 か した存 在 で
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あ った が、戦 前で も必ず しも悪 い イメー ジで描 かれて いる わけで はない。 清新 で質実 剛

健 な鎌倉 武士 が腐 敗 した京都 を打倒 して い く とい う図式 がで きて い た。 注意 すべ きは、

この 図式 の背 後 に は丶 東 亜 の新興 国家 日本 が腐 敗 した 中 国 を打 ち破 って東 亜 の 盟主 と

なって い くとい うイメー ジが ある こ とだ。鎌 倉幕府一 京都 と軍国 日本一清 朝 とが ダブル

イメー ジ され てい る。 鎌倉 武士 を 「清新 で 質実 剛健 な」とい った プ ラスイ メー ジで形 容

す る こ とは、 軍 国 日本 の 兵隊 さん を 「清 新 で質実 剛健 な」プラス イメー ジで 語 る こと と

同 じ機 能 を果 た して いた。 その点 で いえば、 中世 を武士 の時代 と語 る ことは、近 代 は軍

国 日本が 東 アジア の盟主 にな る時代 であ る とい うメ ッセー ジをそ の背 後 に もってい た。

も う一 つ の左 の問 題 点 だが、 石 母 田正 『中世 的 世界 の 形 成』は中世 が 武士 の時 代 で

あ った こ とをみ ごとに叙述 して みせ た。 この講演 で、石母 田領 主制理 論へ の批判 を一 つ

紹介 したが、実 は中世 史家 の反発 はそ れ とは別 の ところにあ った。石 母 田正 は、 古代 的

抑圧 の なかか ら中世 的世界 を切 り開 いてい く唯一 の歴 史的変革 主体 が武士 ・在地 領主 だ

と主張 した。逆 にい えば、 百姓 は歴 史 的変革 主体 では あ りえない こ とになる。石 母 田に

よれば、古代 の奴 隷制 か ら中世 的な農奴 制 の世 界へ と転換 させ る こ とがで きるのは、奴

隷 には不可 能で あ って、領主 の力 を借 りな い と無理 だ、 だか ら百姓 は唯一 の歴史 的変革

主体 であ る武士 に協 力す べ きだ、 とい う ことにな る。

中世 の成 立期 に、悪僧 た ちが武士 への抵 抗運 動 を組 織 して強訴 を行 なっ た、 これが 中

世 仏教 の発展 の原動 力 であ った とい う話 を私 は した が、 こ うした武士 の支配 に抵抗 した

人 々の こ とを、石母 田 はあ たか も 「人 民へ の裏 切 り者」で あるか の よ うに、非常 に厳 し

く断罪 してい る。 一般 に荘 園領 主 に比 べ、 武士 の支配 の方 がは るか に過 酷だ った。 だか

ら山城 の 国一揆 の ように、 中世 の百 姓た ち は しば しば武士 の支配 よ りも荘 園領主 の支配

を望 んだ。実 質的 な村 の運営権 を握 る こ とがで きた か らだ。 ところが石 母 田領主制 論で

は、武 士 に対 す る百姓 たちの こ う した抵抗 は、歴 史 の進歩 に逆行 す る反 動的 活動 とい う

こ とに なる。 この評 価 に多 くの 中世 史家 が反発 したの だ。 中世 を 「武士 の 時代」とす る

言説 は、百姓 は歴 史的主 体 た りえない とい う民 衆侮蔑 がそ の背後 にあ る。私 たち は こう

い う言 説 を無 批判 に ま き散 ら して よいの か。

石母 田領主 制論 は、前衛 党論 の 中世版 とい う一面 を もってい た と私 は思 う。 現代社 会

の矛盾 を切 り開い てい く唯一 の変革 主体 は前衛党 で あ り、 そ こに結 集す べ きだ とい う古

典 的 な前 衛党 理論 。石母 田領 主制論 がかか える問題 は、前衛 党理論 がか か える問題 で も

あ った と思 う。

鍛 嬲 シス幡 と灘 アジア交遜 131



Q.質 問票:平 の 中世 仏教 論 は現 代社 会 に対 して どの よ うなメ ッセー ジを もつ のか?

A.平:私 は今 回の話 を半 年 か けて大 学 一年 生 の共 通教 育 で講義 してい る が、 その 時、

必ず 盛 り込む話 が一 つあ る。「未 来か らの眼差 し」の話 だ。

日本 の中世 では、鎮 護 国家 と五穀豊 穣の祈 りに膨 大 な資金 を注 ぎ込 んで、平和 と繁 栄

を祈 りの 力 によって実 現 しよう とした。今 の私 たちか らみ る と、荒唐 無稽 な虚妄 に過 ぎ

ないが、 彼 らは大 ま じめ にそ れ に取 り組 んで いる。 その 姿 をみ て、「中世 の人 々はバ カ

だ った」と嘲 笑 ってす ます ので あれ ば、そ れは天 に唾 す る もの だ と思 う。私 た ち は確 か

に、800年 前 の 人 々が抱 い ていた宗 教 の迷妄 を簡単 に見 て取 る ことが で きる。 とすれ ば、

800年 後 の人 々 は今 の 私た ち をみて、 現代 の私 た ちが囚 われ てい る迷妄 を容 易 に見抜 く

こ とがで きるに違い ない。

確 か に私 た ちは、宗 教の 迷妄 か らは解 放 された か も知 れ ない。 しか し、国家 とい う妄

想、 民族 とい う妄想 、マ ネー とい う妄 想、 こ うい う妄想 は今 や私 たち をます ます 強 く縛

り付 け ている。 国家 や民 族 やマ ネー なる ものがた とえ妄 想で あ るに して も、今 の私 たち

は それ との関 わ りな しに生 きて ゆ くこ とが で きない よ うに、 中世 の人 々 もまた宗 教 の迷

妄 を生 きる しか なか った のだ。

800年 前 の歴 史 を学 ぶ ことに よっ て、800年 後 の 人 々が今 の私 た ち を どの ように見 る

だ ろ うか と想像 してみ る。 それ が歴 史を学 ぶ意味 だ。 過去 の迷妄 を前 に して現代 の迷妄

を振 り返 ってみ る、 い わば 「未 来 か らの眼差 し」を私 た ち一 人 ひ と りが 自分 自身の 中 に

意 識をす る こ と、そ れが過 去の歴 史 を学ぶ 意味 では ないか。 私 は学 生 たち に、 必ず この

話 をす る ことに してい る。

Q.質 問票:神 仏習合 や寺 院 と神 社 との関係 につ いて詳 し く。

A.平:神 仏 習合 は8・9世 紀 か ら始 ま り、 院政時代 になる と本地垂 迹説 が登場 して、神

と仏 は見 た 目こそ違 うが本 質的 に同 じだ とい う議 論が 普通 にな ってゆ く。 日本 中世 で は

基本 的 に、ほ とん どの寺 院に は鎮 守社 が設 け られ、ほ とん どの神社 に は神 宮寺 が置 かれ

て いた。 つ ま り寺院 には必 ず神社 が あ り、神社 には必 ず寺 院があ って、 両者 の違 い がな

くなっ てい った。そ の結果 、石清 水 や鶴 岡八 幡 の ように、お 寺か 、神 社 かわ か らない よ

うな もの が登場 して くる。 これ らは今 で こそ神 社だ が、 中世で は 「石 清水八 幡宮 寺」「鶴

岡八 幡宮寺 」が 正式名 称で あ った。

こう した風 潮 に抵抗 して神社 の独 自性 を維 持 しよ うと したのが伊 勢神 宮 で あっ たが、
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モ ンゴル襲 来後 になる と、伊 勢神宮 の内宮 と外 宮 それぞ れの脇 に法 楽舎 とい う神宮 寺 が

造 られ た。200人 以 上 の僧侶 が いた ので、相 当大 きな寺 院で あ った こ とが わか る。 ほぼ

同時期 に、天皇 の即位 に即位 灌頂 とい う仏教儀 礼が 導入 され、 やが てそれ は大嘗 祭の 時

に も行 われ るよ うになっ た。 こう して伊 勢神宮 や 天皇 までが仏 教 と習合 してい った。

この ように神 と仏 は限 りな く一体 化 してい っ たが 、 しか し異 な る部 分 も残 った。そ れ

は戦 争 だ。 仏 は戦 わないが 、神 は戦争 を した。 中世 の文献 に 「凡夫 の戦」と 「神 の戦」と

い う言葉が で て くる。 つ ま り人 間が行 う戦争 の ほか に、神 々の世界 も戦争 が行 われて い

る と中世人 は考 えて いた。 「神 の戦 」の代 表 的 な ものが モ ンゴル 襲来 の 「神 風 」であ る。

厂神 の戦 」では仏 教 は神 の力 をパ ワー ア ップ させ る機 能 を果 た した。神 さん がへ とへ と

に疲 れ てい ると ころでお経 を読 んだ りす る と、神 が元気 に なって肥 え太 る とい う。仏教

の読 経 は 「ポパ イの ほ うれ ん草 」の ように、神 を元気 に した。 そ して戦 う神 々 を、当 時

の 史料 で は 「神 兵」と呼ん だ。

さて、靖 国神 社 は戦 死者 たち を 「神 」「神 兵 」として祀 って い る。靖 国神社 の登場 に

よって 、 日本 の軍 隊 は近代 国家 の なか で もず い ぶん特 殊 な性格 を帯 び る こ とにな った。

近代 国家 はいず れ も、 自国民 を徴 兵 して戦争 に動員 を したが、 そ こでの徴 兵 は、 あ くま

で生 きてい る間 だけ の ことで、死 ねば終 わ りで あっ た。死 ん でか らは戦 う必 要が な い。

とこ ろが靖 国神 社 は戦 死者 たち を 「神 兵 」と して祀 っ てい る。彼 ら を神 に祀 る こ とが、

なぜ靖 国(日 本 の平 和)に つ なが るのか。 それ は、英霊 た ちが 「神 兵」となって異敵 の侵

入 を防 いで い るか らだ。私 たち の多 くは忘 れて い るが、「神 兵 」たち の護 国の 戦 いは今

なお続 いて い る。

日本 の兵士 は戦 場で お国 のため に戦 うだけ で はない。名誉 の戦 死 を とげ た者 は神 と し

て祀 られ、「神 兵」とな って なお護 国 の戦 い を強 い られた。 か つ て私 たち はそ れ を栄誉

と考 えた。靖 国神 社の英 霊 とは神 々の軍 隊で あ る。 日本 の兵士 は死 んでの ち も、 戦い を

や める ことを許 されて い ない。

私 た ちは今 、 あの英霊 たち に何 を語 り、何 を祈 ろ う とす る のか。 も しも彼 らに、「こ

れか ら も私 たち を、そ して私 たちの 国 を守 りつづ けて くだ さい」、そ う願 い たい人 々 は

靖 国神 社 に参 拝す れ ば よい 。 しか し彼 らに対 し、 「あ なた たち は 日本 のた め に十二 分 に

戦 った。 も うこれ以上、 戦 わな くて よい。武器 をお いてふ る さ とに帰 れ。 そ して 、故郷

で家族 の もとで安 らか に眠 っ て くだ さい 」、そ う語 りかけ たい 人々 は、靖 国神社 に参 拝

しては な らない。 家族 や戦友 を、靖 国神社 に祀 らせ ては な らないの だ。

謗 鯲 シ既 ム購 鞴 汐 懸 133



私 た ちは戦没 者 に鎮 魂 の祈 りを捧 げ よう としてい るのか、 それ とも今 なお護 国の加 護

を 「神兵 」た ちに願 うの か。 中国や 韓 国の批 判 に感情 を高ぶ らせ る前 に、私 た ち一 人 ひ

と りが 自 らの胸 にも う一度 、静 か に問いか け るべ きだ。

Q.長 崎 ・中 須賀 浩 師:「 神 は戦 う、仏 は 戦 わ な い 」と言 うが 、仏 教 は イ ン ドの ヒン

ドゥー教 や在来信 仰 か ら来 てい るの で シヴ ァ神 な ども入 っ てい る。 仏の弟 子 であ る十二

神将 な どは戦 うわ けであ るか ら、「仏 は戦 わない」とい うの は正 しいの か?

A.平:四 天王 や十二神 将 は仏 では ない。仏教 の守 護神 であ って、 仏その もの では ない。

日本 の神 々 も神仏 習合 で鎮 守神 ・守護神 となっ てゆ くので、 日本 の神 と十二神 将 な どは

性格 が近 似 して ゆ く。 そ もそ も私 た ちが死者 の成 仏 を願 い、鎮 魂 の祈 りを捧げ る時 に、

亡 くなった父 母兄 弟 や友 人た ちが 四天王 や 十二神 将 に生 まれ変 わる よ う祈 るだ ろ うか。

死者 を 「神 兵」と して祀 る とい うの は、 日本 の歴史 にお い て異 例 のあ り方 であ る。

◇ 秋田 茂

「1930～50年 代 アジア国 際秩序 とイギ リス帝国 一 グローバ ル ヒス トリー の視 点 か ら一 」

[講演要 旨]

本 講 演 で は、 新 た な世 界 史の 模索 であ る 「グ ローバ ル ヒス トリー」構 築 の一 環 と して、

第二 次世 界大 戦 をは さん だ1930～50年 代 のア ジア国際 経 済秩序 を連 続性 の観 点 か ら再考

した。 そ の際 に、 戦前 の 「帝 国」秩序 の 崩壊(脱 植 民 地化)と ヘゲ モニ ーの移 行(パ クス ・

ブ リ タニ カか らパ クス ・アメ リ カーナへ)の 関連性 、世 界 シス テム内 部で のア ジア世 界の

「相対 的 自立性 」、 国際 金融面 での ス ター リング圏 の重要性 に着 目 した。

まず 、1930年 代 の ア ジア国 際秩序 に関 して、30年 代 の 日本 と中国 が展 開 した経 済外 交

を再評 価 した。 イギ リス帝 国 との 関連 では、 ブ ロ ック経 済体 制 と しての オ タワ体 制(帝 国

特恵 体 制)と ス ター リ ング圏 の 開放 的性 格 を、 ア ジア側 か ら再考 した。 モ ノ(輸 出入)の

レヴェ ルで は、1933～34年 の 第一 次 日印会 商 に注 目した。 日印 会商 で は、籠 谷直 人 や木

谷名都 子 の研 究 が明 らか に した よ うに、 大阪 に本拠 を置 いた大 日本紡 績連 合会 に よるイ ン

ド棉輸 入 ボイ コ ッ トが交 渉 の行方 を左右 した。 交渉 の過程 で、 日本 の綿製 品 に対 す る英 領

イ ン ド側の 輸入 関税率 につ いて は、帝 国特恵 を認 めた うえで早 期 に妥 協が 成立 した。 最大

の問題 は、 イン ド政庁 が新 た に要求 したイ ン ド棉花 の対 日輸 出拡 大(綿 布 と棉 花 の リ ンケ

イ ジ問題)で あっ た。本 国へ の円滑 な債 務返 済 を行 うため に、 イ ン ド側 は棉花 輸 出の安 定
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化 による外 貨収入 の確 保 が不 可欠 で あ り、 日本 は本 国以上 に重 要 な貿易 相手 国 であ った。

カネ(金 融)の レヴ ェルで は、1935年 の中 国幣制 改革 をめ ぐる国際 関係 を検 討 した。 幣制

改革 の成功 は、 当事 者で あった 中国 国民政府 の周到 な準備 に加 えて 、英米両 国 の協 力 を引

き出 した 中国 当局の巧 み な経 済外交 に依 存 してい た。協力 したイ ギ リス側 か らす ると、 中

国 を実質 的に スター リング圏 に包摂 して、基 軸通貨 と しての ポ ン ドの価 値 を高 め るこ とが

で きた。 ここで も、 日印会 商の場合 と同様 に、双 方の経済 利害 は相互 補完 的で あ った。

次 い で、戦 後 の1950年 代 の東 ア ジア(東 南 ア ジア を含 む)の 国際 経 済秩 序 にお いて も、

ス ター リ ング 圏が依然 と して重要性 を有 した ことを 日本 の経済復 興 と結 びつ けて論 じた。

戦後 ア ジアの低 開発 のス ター リ ング圏諸 国 に とって、 日本 は、本 国 の限 られた生 産能力 を

補完 す る安価 な代 替供 給源(綿 製品 ・雑貨)で あ り、 同時 に、 自国 の第一 次産 品 の輸 出市

場(パ キ ス タ ンの棉 花、 オ ース トラリアの大 麦 、英 領マ ラヤ の鉄 鉱石)で あ り、 日本 向け

輸 出が 圏外輸 出 の12%を 占め た(1952年)。 経 済復 興 を進 め る 日本 に とって も、 ス ター リ

ング圏諸 国向 けの 輸 出 は45%を 占め、双 方 に とって貿 易 とポ ン ド決 済 を通 じた広範 な相

互依 存 関係 が復 活 した。 こ の相互 依存 関係 を支 えた のが、 対 日ス ター リン グ支 払協 定 で

あ った。 また、 日本 側 は、ス ター リング圏で例 外的 に優 遇 された香 港 の 自由為替 市場(香

港 ギ ャ ップ)を 利 用 して、米 ドル を獲 得 して戦後 復興 に活用 す る こと も可能 であ った。

以 上 の よ うに、1930年 代 と50年 代 の 問 に は、 ス ター リング圏 とアジア貿 易 ネ ッ トワー

ク(ア ジ ア間貿易)の 両 面で、 あ る種 の連続 性 を指摘 で きる。 我 々 は、 こ うした関係 史 的

な見 方 に もとつい て、 国際政 治 経済秩 序 の側 面 か らグロ ーバ ル ヒス トリー を構 築 で きる。

1990年 代 の 「東 ア ジァの奇跡 」もこ う した長期 の歴 史的射程 で考 察すべ きであ ろう。

[質疑応 答 内容(一 部)]

Q.質 問票:講 演 で は、 大 日本 紡績 連合 会 に よるイ ン ド綿 の購 入 ボ イコ ッ トに触 れて い

たが 、 イ ン ド綿 の品質 と日本 の綿紡 績産 業 には どの ような関係 があ ったの か?

A.秋 田:イ ン ド綿 は基 本 的 に切 れ やす い短繊 維の構 造 を有 して お り、 糸 をつ む ぐ際 に

は太 い 糸 に仕上 げな くては な らな い。 それ で織 物 を織 る と、少 し厚 手 の、 比較 的安 価

な製 品が 出来上が る。 日本 の綿紡績 産業 の主力 商品 は、 どち らか とい えば イ ン ド綿 を用

い た この厚 手 の織 物 だっ た。 一方 、産業 革命 の本場 ランカ シャーで は、長繊 維 の構 造 を

有 し、 薄手 の織 物 を織 るこ とが で きる アメ リカ綿 が 主 に原料 と して使 わ れて い た。 し

たが って、 英 国で産業 革命 が勃興 した後 も、 イ ン ド綿 を原 料 とす るア ジアの綿紡 績産業
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と、 アメ リカ綿 を原料 とす る英 国の それ とはあ る程度住 み分 け を図 るこ とが で きたので

あ り、 英 国で の産 業 革命 の勃 興 に よって イ ン ドの 紡績 産 業 が壊 滅 した 、 とい うマ ル ク

ス の主張 は言 いす ぎ。確 か に高級 品 につい て はかな りの打撃 を受 けたが 、 日用 品 に関 し

て は、 ほ とん ど影響 はなか った。 補足 す る と、 日本、特 に大 阪の綿 紡績 業の最 大 の強み

は、 イ ン ド綿 とアメ リカ綿 の混紡 技術 を有 して いた点 に こそあ った。

Q.質 問票:中 華民 国 にお ける幣 制改 革の後 、 日本円 と中国元 は どの よ うな関 係 にあ っ

た のか?

A.秋 田:と もに英 ポ ン ドに リ ンクす る こ とので きる通貨(中 国政府 は公式 には取 引 を

認 めて いなか っ たが)で 、そ れ に よ り円 も元 も ともに通貨価 値 の安 定 とい う恩 恵 を享受

す る こ とが で き、 ひいて は一種 の 「東 ア ジア通貨 引 き下 げ圏 」とで も呼 ぶべ きエ リァの

出現 をみ る こ とに なった。 一方、 イ ン ドに代 表 され る英 国 の公式植 民地 で は、本 国か ら

の投 資価 値 の上 昇 な どを に らんで通 貨価 値 が高 め に設 定 され、 「通貨 引 き上 げ 圏」が 形

成 され るこ とにな った。

Q.質 問票:「 ブロ ック経済 」につ い て、 どの ような理解 をす れ ば よい のか?

A.秋 田:例 え ばこの 時代 の 日本 は、朝鮮 ・満州 を中核 とす る 自立的 な経 済 圏 「日本帝

国 圏」を形 成 してい る点 にお い ては、確 か に排他 的 な経 済 政策 を採 った とい えるが 、同

時 に 自由貿 易原 理 に基 づ いた非常 に柔 軟 な経 済外 交 も行 な ってい る。 開放性 と排他性 と

い う、一 見 矛盾 す る両 面 を併 せ持 ってい た点 が、1930年 代 の 日本 の経 済 外交 の特 徴 で

あ った とい える。

Q.質 問票:経 済外 交の観 点 か らみ れ ば、1930年 代 半 ばに は、 日本 は英 米 との戦争 を回

避す る道 があ った といえ るので はな いか?

ん 秋 田:確 か に経済 的 な相互 依存状 況 を考 え る と、少 な くと も英 国か らは 日本 と積 極

的 に戦 争 しなけれ ばな らない理 由 は見 当 た らな い。特 にこの 時代 の 英 国で は、 蔵相 ネ

ヴィ ル ・チェ ンバ レンを 中心 とす る対 日宥和 派 が強 か っ たか らなお さ らで あ る。 米 国

で も、1938年 ごろ までは対 日宥和 論 が存在 してい た。経 済外 交 とい う側面 か ら見れ ば、

日本 が英米 との戦 争 を回避 で きる可能性 は わずか なが らあ った といえ る。
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Q.質 問票:1930年 代 にお け るア ジアのユ ニー クさ とは何 だ ったの か?

A.秋 田:一 番特 筆 すべ き点 は、 自立 的 な 厂アジア 間貿易 」の発 展 をみ た こ と。 世界 史

的 に見 て も極 めて ユニ ーク な現 象 で、 アフ リカや ラテ ンアメ リカに は見出せ ない もので

ある。私 見 では、 ア ジア と りわけ東 ア ジアは、 この貿易 の存 在 があ ったか らこそ 、近代

にお ける世界 シス テムの 中で の相 対 的 自立性 を保 つ こ とが で きたので はな いか、 と考 え

る。そ して それ を可能 に した要 素 としては、近 世 か らの 連続性 を持 つ 「ア ジア商 人ネ ッ

トワー ク」の形成 と、19世 紀 には いっ て英 国が、 ア ジァ に国際 通貨 ポ ン ドや 国際郵 便 ・

銀 行網 とい った国 際公共 財の投 資 を積 極 的に行 な った ことが大 きか ったの では ないか。

Q.質 問票:日 本 とス ター リング圏 の経済 的相 互依存 に関 して。 日本 側 に は、 英 国に対

して積極 的 な発言、取 引 を試 みる勢力 あ るい は政治家 はい なか ったの か?

A.秋 田:岸 信 介 の よう な、対 米 自立路 線 を模 索 す る保守 派が その代 表。 岸 は米 国に対

して 自立的 な外 交 を模 索す る うち、1950年 代 末 に 「東南 アジ ア開発寄 金構 想」に た ど り

着 いた 。 これ は、東 南 アジア にお ける コモ ンウェル ス諸 国へ の経済協 力 に 日本 が積極 的

に関 わ り、本 国で ある英 国か ら外 交 上の協力 を と りつ け よう とす る ものであ る。

Q。 質問票:1950年 代 におけ るポ ン ドの基 軸性 につ いて、詳 し く説明 して ほ しい。

A.秋 田:も はや 米 ドル の世界 的優 位 は ゆ る ぎない もの となった 戦後 間 もな くの 時期 、

英 ポ ン ドは米 ドル に準 じる国 際通貨 と して の地位 を模 索 して いた。 そ れ は具 体 的 には、

米 ドル と英 ポ ン ドとの相互兌 換性 の維持 で ある。 しか しその ため に、当時 は米 国以外 ど

の国で も米 ドル不 足 が深刻 で あった ため、 た とえ英 ポ ン ドで決 済 され た国際貿易 にお い

て も、そ のポ ン ドがす ぐに米 ドルに換 え られて しま う事態 が多 発 し、 米 ドル に対 す る英

ポ ン ドの価値 は低 下 し続 け るこ とに なっ た。そ の ため1947年 には米 ドル との兌換 が廃

止 され、1950年 代 にお け る英 ポ ン ドは、米 ドル との兌換 な しでい か に国 際通 貨 として

の地位 を保 つ こ とが で きるか を改 め て模 索す るこ とになっ た。 その結 果 として英 国が た

ど り着 いた答 えが、 国際貿易 にお け るポ ン ド決済 を増や すた めの二 国間協 定の多 用 だっ

た 。ブ レ トン ・ウ ッズ体 制 に は当初 、世 界の 経済 状況 が戦前 の水 準 に 回復す るまで は、

国 際貿易 にお ける保護 関税 な どの保護政 策 を採 って もよい とす る特例 が存在 し、 英国 は

この特 例 を利用 した。 ところが、 朝鮮戦 争終結 後 あた りか ら世界 的 な ドル不 足 の状 況 は

急激 に改 善 し、米 ドル による多角 的 な決 済 を志 向す るブ レ トン ・ウ ッズ体 制が本 格的 に
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稼働 す る状 況が 整 った。 また、時 を同 じ くして英 国の貿 易の志 向 も、そ れ まで の対帝 国

を主体 と した ものか ら対 ヨー ロ ッパ ・EEC圏 を志 向す るものへ と変 わっ てい き、 か くし

て英 国の二 国 間協 定 を多用 す る方 針 は転換 してい った。

Q.質 問票:パ クス ・ブ リタニ カ とパ クス ・アメ リカー ナ との 「比較 と関連性 」につい て、

それ を どの ようなパ ースペ クテ ィヴで捉 えて い るのか?

A.秋 田:縦 軸 として世界 シス テム にお けるヘ ゲモニ ー国家一17世 紀 にお け るオ ランダ、

19世 紀 にお け る英 国、20世 紀 にお ける米 国一 を、横 軸 として世界 シス テム にお け る周

縁 ・半周 縁 と しての極東 、東 南、 南 アジアあ るい は 日本 を設定 し、後 者 が前 者 のヘゲ モ

ニー の維持 の ため に どの ような働 きを した のか を模 索す るこ とを通 じて、 中核 と周縁 ・

半周縁 との相 互 関係 とは どの ような ものなの か とい う形 を導 き出 したい、と考 えてい る。

しか しなが ら、私 は ウ ォー ラース テ イ ンの世界 システ ム論 で は問題 に されて こなか った

13世 紀 にお け るモ ンゴ ル帝 国、 あ るい は永楽 帝 治世 下 の明 で行 わ れた 鄭和 艦 隊の 大航

海 も、地域 を結 ぶ鍵 の一つ として立派 に働 い た、 あるい は働 きか けたの では ないか と考

えて いるの で、 これ ら もヘ ゲモニ ー に準ず る もの として考慮 に入 れ た上で、 どの ように

して 地域 と地域 を結ぶ 要素、 世界 を一つ にす る要素 が形 成 されたの か を追 い求 めて い き

たい と考 えてい る。

Q.質 問票1世 界 シス テム にお ける英 国のヘ ゲモ ニー は、いつ 頃 まで続 いてい たのか?

A.秋 田:ヘ ゲモ ニー とは、 通常 経済 力、 軍事力 、 文化 的影響 力全 ての 面 にお いて圧倒

的 な世 界 的影響力 を有 して い る状 態あ るい は国家 ・地域 の こ とを指 すが、 い くら中核 の

国家 ・地域 とはいえ、全 て の分野 にお いて世 界的 な影響力 を行使 で きる時期 は限 られ て

い る。 しか し逆転 の発 想で 、で は中核 の国家 ・:地域 が最 後 まで行使 しうる影 響力 とは何

なの か とい うこ とを考 えた 際に、 それ は経済 面 におけ る金融 の分野 であ り、文化 面 にお

け る影響 力 は さらに長 く行 使 され う ると 自分 は考 え てい る。私 は、 以前 著書 にお い て、

極 東 アジア にお け る英 国 の影 響 力 は1930年 代 まで健在 で あ った とい っ た論 を展 開 した

が、 その影響 力 の中身 は、や は り最 盛期 の英 国が行使 で きたそ れ とは異質 な ものであ っ

た こ とは 明 らか であ る。 こ うい った衰退期 の ヘゲ モニー 国家が依 然 として行 使 し続 ける

こ とので きる影 響 力 を 「構 造 的権 力」とい う別 枠 で捉 え る必 要 があ るの で はない か、 と

考 え る。 この論 には批 判 も少 な くはな いが 、現在 のヘ ゲモ ニー 国家 で あ る米 国の これ
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か らの動 向 を考 え る上 で、重 要 な指標 を提供 して くれ るので はない だろ うか と考 えて い

る。 また、 ヘ ゲモニ ー国家 の特性 として、周縁 あ るい は半 周縁 の国家 ・地域 に 国際公共

財 を提 供 で きる、 とい う点 も見逃 しては な らないが 、 同時 に提供 された国 際公共 財 を利

用す る ことに よ り、周縁 あ るい は半 周縁 か ら中核へ と登 り詰め る国家 ・地域 が存在 し う

るこ とを示 唆 してい る点 も念 頭 にお くべ きで あ る。

Q.質 問票:地 域 間交 流 を学 ばせ る授 業 として、具体 的 に どの ような形式 が 考 え られ る

か?

A.秋 田:一 概 に こうい った形式 が 良い、 とい うこ とは言 えない が、一例 と して 、具体

的 なモ ノ、 カネの流 れ に視 点 を置 いた授 業は で きないで あ ろ うか。 すで に 「砂糖 の世界

史』『茶 の世 界史』といっ た、身 近な食材 か ら世界 経済 史 を教 え る とい う趣 旨の著書 は い

くつ か出 てい るが 、例 えば綿 に注 目す る とす れば、従 来圧倒 的 な主流 であ った ヨーロ ッ

パ ・ア ジア 問の貿 易 の ほか に、 日本 、 中国 そ して イ ン ドに よっ て担 われ た 三角 貿易 を

中心 とす る、 ア ジア におけ る地域 間貿 易へ の視 点 を盛 り込 む こ とが で きる。 その場 合、

もっ とも注 目すべ き土地 は ム ンバ イそ して大阪 とい うことにな るであ ろ う。 ア ジアへ の

視 点 を喚起 させ る素 材 として は、 中 国の主 要交易 品で あ った大豆 も面 白いで あろ う し、

あ るい は16世 紀 まで 時代 を さか のぼ り、 ヨーロ ッパ とア メ リカ大陸 の 間で 交 わ され た

所 謂 「コロ ンブ スの交換 」とそ れ に伴 う ヨーロ ッパの 食生 活上 の変化 な どを題材 と して

扱 うの もよい か も しれ ない。

◇桃木 至朗 「東南 ア ジア史 誤解 と正解」

[講演 要 旨]

最 初 に東南 ア ジア史 で最低 限覚 えるべ き事項(語 句 数わず か16個 程 度)、 これ までの東

南 アジア史 理解 の枠 組 につ いて紹介 した。

つ いで 本論 として、2006年 度 の東南 ア ジア史 に関す る入 試問題(世 界 史Bと 一部 日本 史

B。 一 部2005年 度)を 、代表 的 な教 科書 記述(山 川 、東書 、帝 国世界 史 、山川 日本 史 な ど)

お よ び予 備校 教 材(『青 木世界 史』)と 照 ら し合 わせ なが ら検 討 した。12の テー マ に分 け、

原語 主義、 英語 の翻訳 、近世 ベ トナム史 、地 図、年代 、 モ ンゴル帝 国 と東南 ア ジァ諸国 の

関係 、東南 ア ジアに 関す る中国の記 録、東 南 ア ジアのイ スラー ム化 の 時期、東 南 ア ジアの

国家 と民族 、モ ンゴルの侵 攻 とタイ系 諸民 族 な どにつ い て、入試 や教科 書 ・参 考書 記述 の
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問題 点、新 しい研 究 に もとつ く理解 の しかた な どを解 説 した。 東南 ア ジア史の教 科書 記述

や 出題 はず いぶ ん増加 して い るが 、細 かい ところでか えって混 乱が広 が ってい る。地 域研

究の発 達 に よって、 よその地 域の専 門家 が片 手問 で記述 ・出題 す る ことが 困難 にな ったの

に、 東南 ア ジア専 門家 を執 筆 陣 に加 え た教 科 書 はい まだに ご く少 数 で あ る(し たが って 、

用語 集頻度 には学 問的裏付 けが ない)と い った、研 究 ・教育 上の構 造 的問題 を指 摘せ ざる

をえない。 そ こで、高校 生 を混乱 させ ない ため には、確 実 な最 低 限の事項 を教 え るに とど

め るか、各種 解説 を詳 し く読 んで理 解 した うえで細 か く教 えるか どち らか にす る必要 があ

るこ とを主 張 した。

一種 の 「暴露 物」の講 演 であ り、 高校教 員 ・高校 生 を不安 にす る内容 だが、 他 地域 の教

科 書 記述 や入 試 に も多 かれ少 な かれ 問題 は あ り、 現行 の世 界史Bの 教 科 書記 述や 入試 は、

研 究者 ・教育 者 の力量 に比 してず いぶ ん無理 を した もの であ り、研 究 ・教 育体 制 を改 善 し

ない 限 り、 必ず不 適切 な教科 書記述 や入 試問題 が 出て しまうこ とを示 したか った。

質 問は東南 ア ジア史 に関 して幅広 く受 け付 ける こ とに した ので、 質疑 は以下 の よ うに多

方面 に向か った。

[質疑応 答 内容(一 部)]

Q.質 問票:教 科書 も史料 も間違 い だ らけ、で は高校教 員 は どう対 応す れ ば よい のか?

A.桃 木:分 か り易 い説 明 を大学教 員 が提供 す る、或 い は高校教 員 と話 し合 いな が らそ

れ を作 ってい く、或 い は高校教 員側 で取 り組 まれて いる こ とに対 して 、大学 側 も地 方 の

研 究会 にお呼 び いただ く機 会 な どに発 信 してい く、高校 教員 の側 で製作 され た プ リン ト

の 案 に関 して ア ドバ イス をす る、 とい った方法 があ る。そ うい う活動 を充実 させ てい く

こ とが基 本で あ る。

Q.質 問票:東 南 ア ジア史 の教科 書が そん な に間違 って いる とした ら、何 で確 認 した ら

よいの か?用 語の表 記 はな にを参照 した らよいのか?

A,桃 木:帝 国書 院教科 書 と本研 究会 の過去 レジ ュメ(と くに山川 『歴 史 と地理 』論 文)

以外 で は、上記 の 同朋舎刊 の各 事典 、平凡社 『改 訂東南 アジア を知 る事 典』(2007年 刊行

予 定一現 行 版 はボ ロ ボロ)、 山川 各 国史 の東 南 ア ジア島 嶼部 の巻(大 陸 部の 巻 は編 集が

雑)な ど。桃 木 のホー ムペ ー ジで は山川教科 書 の詳説 世界 史最新 版 の東 南 アジア記 述 を

全部 チ ェ ック して コメ ン トを付 けた もの を掲 載 して いる。
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しか し、 や は り完璧 は期 し難 い。100%を 求め る考 えが、或 い は教 科書 は全 て正 しい、

入 試 には一つ も問違 いが あ っては な らない、入 試は完 全 に公 平 でな くては な らな い、 と

い う考 え方 自体が 間違 って いる。東 南 アジア史 はや や需要 が極端 で実 際間違 いが多 す ぎ

るが、他 の分 野で も、多 かれ少 なか れそ の様 な ことはあ り、根 絶 は不可 能。 従 って教 科

書 もなに も完壁 で はあ りえ ない、入 試で も運不運 に よって 数点の 誤差 は出 るのが 当た り

前 であ る、何 十点 も誤差 が出 る ようでは もち ろん困 るが、 ゼロ にはな らない とい うこ と

を納得 して もらわ ねば な らない。

今 までな にか物事 に は唯一絶対 の正解 が あ ってそ れを覚 えるの が高校教 育 だ とい う様

な仕 組 みに なって きた。 そ こへ 本研 究会 が示 す モノの見 方 を どう持 ち込 んで い くか。 網

野 善彦 は戦後歴 史学 のあ る偏 りとい うの をひ っ く り返 すた めに ワザ と反対 か ら見 よ うと

した。 日本人 の短所 は、誰 か偉 い人 がそれ だ と言 うとみん なそれ にな って しま う、全 員

が ボー ルに群 が り、 フ ィール ドの反対側 を誰 も見 な くなる とい う所 。網野 は ワザ と反 対

か ら議論 した人だ と思 う。 逆 に言 う と、網 野の言 って い るこ とが全 部実証 的 に正 しい と

思 って はな らない とい うこ とに もなる。そ の ような感覚 を、 高校生 に もい くらか持 って

ほ しい。 少 な くとも教 員 には持 って もらい たい。

Q.質 問票:よ りよい入 試 として、「専 門外 の分野 は出題 しな い」の は よ くない し、か と

い って定 番 以外 の 問題 が出 な い(東 南 ア ジア史 はた った の20問)と い うの も よ くな い。

そ うな らないため の見通 し ・戦 略 は?

A.桃 木:そ れ ぞれ に与 え られ た条件 が、 例 えば大学 ご とにあ る。 一般 論 と して は もち

ろ ん、 専 門外 の 問題で ズ ッコケ ないため のチ ェ ック体 制 の充実 ・情報 交換 の シス テム を

永 続化 させ るべ き。阪大 はや りた い と思 って いる。 ただ、 もし力 が限 られ てい る、 使 え

る時 間が 限 られて い る とい う ような ことを考 え るな らば、 そ こで無駄 な努力 をして不十

分 な問題 を出す よ りは、 東南 アジ ア史 は20問 しか出 ない、 とい う方が い い と思 う。せ

いぜ い20問 で も出題形 式 を工 夫す れ ば随分 いい 問題 が作 れ る と思 う。 他 の地域 と結 び

つ け る、横 に世界 の色 んな地域 と比べ させ る、或 い は史料 の問題 とか、 や り様 は い くら

で もあ る。生 徒 はみ な史 学科 へ進 むわ けで は ない ので ある か ら、 東南 アジ アは16個 と

か12個 覚 え、そ の代 わ りア ンコー ルワ ッ トとか見 て、マ ラッカ海峡 の写真 な どを見 て、

ああ面 白い な、 と思 わせ る方 が よほ ど大事 だ ろ う。
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Q.質 問票:図 説や教 科書 で前近 代東 南 ア ジア国 家の領 域 を示す際 の基準 はな にか?

A.桃 木:示 せ ない 。領土 支配 とい う観 念 自体が 東南 ア ジア にはそ もそ もない。 東南 ア

ジアの支 配 は人間。 あ とは拠点 とルー ト。 ジャ ングルをい くら領 土だ と言 って も仕 方が

無 い。領 土 とか最大 版図 とい う と具合 が悪 い。 そ こを曖 昧 に逃げ るた めに は、勢 力 範囲

ぐらい に して お くのが無難 。

Q.質 問票:「 強制栽培 制 度」はや は り搾 取 で はないの か?

A.桃 木:そ の通 り、 た しか に搾 取 で あ る。 た だ しコー ヒー生 産 地域 な ど 「開発 が 進ん

で豊 か に なった」地域 もあ り(も ちろ ん、外 部市 場へ の依 存、 経営 と労 働 の 自律 性 の欠

如 な ど、 あ くまで 「従 属経 済」であ る)、 ど こで も食 うや食 わずの惨 状 にお ちいっ た とい

うの は、厂反対 派 や独 立運 動家 に よるデマ」。 問 題 は、「植民 地 支配 とい えば現地 人 は ひ

た す ら暴力 的 に弾圧 ・搾 取 されて いた(現 地の 富 の絶対 値 は減 少 した)」、 「植 民 地 とい

えば宗 主 国の 工業 製品 を買 い、 食糧 ・原料 を(宗 主 国向 け に)生 産す るだ けだ った」な

どの通俗 的理 解 をあ らた めて ほ しい、 そ う しない 限 り、 「わ れわ れは植 民地 を開発 して

や った のだ、 近代化 させ てや ったの だ」とい う旧支配 国の 開 き直 りとの 間で は水 掛 け論

に しか な らな い し、 生徒 には 「かわ いそ うな、 弱 い イ ン ドネシ アの人 々」とい う蔑視 と

紙 一重 の憐憫 を植 え付 け るこ とに しか な らない こ と。 帝国書 院世 界史B教 科書272-274、

316-317ペ ー ジな どで、 私 は植 民地 支配 を糾弾 す る立場 で この議 論 を して いる。

植 民地 とい えば宗 主国 の工業 製品 を買 って、宗 主 国のた めの食糧 生産 を押 し付 け られ

たモ ノカルチ ャー経 済 な どとい うの は、 この議論 の モデ ルにな ってい るイ ン ドです らそ

うで はない し、 イ ン ド綿 業、織 物 は壊 滅 して いない し、 ま して東 南 アジ アにな る と、 た

と えば、 イ ン ドネ シァ とオラ ンダが 一対 一 で 結 びつ い てい た こ とは絶 対 に あ りえな い

し、ベ トナ ム とフラ ンス も一対 一で は結 びつ いてい ない。 む しろ、工業 製 品 を売 りつ け

た のは オ ラン ダや フ ランスで はな くて、 イギ リスで ある。 そ して、 も う一つ の問題 が ア

ジア各地 と結 びつ いてい る こ と。一対 一 で結 びつい てい る、 これは一 国史観 の弊害 で も

あ る。 一国史 観 とい うのは、 一国だ け見 る とい うものの延 長で、対 外 関係 をみん な一対

一 で しか見 な くな って しまう。 ネ ッ トワー クと して見 られ な くなって しまう。

Q.質 問 票:東 南 ア ジアの主体 性 につ いて、 第二 次世 界大戦 で 日本 と宗主 国 を天秤 にか

けた動 きな ど も記述 すべ きで はない か?
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A.桃 木:1945年 の8月13日 ～9月2日 頃 に東南 アジア各 国 の独 立派 が どの よう に動 い

たか、 調べ てみ る とよい。 日本 が攻 めて や らなけれ ば、 白人 を排 除で きなか った、 とい

う考 えが いか に間違 ってい るかが わか る。 日本 は体 よ く利用 されたの だ。

Q.大 阪 ・大畑正 弘:前 近代 で もず いぶ ん何百 年 もた って しま った ような話 と、 当事者

が生 きて いる近現代 史 の場合 とで は随分違 って くる とい う気 もす るが 、注意 点 は?

A.桃 木:地 域 研 究、 な い しは 国際 理解 にA級B級C級 とい う3つ の レベル があ る と思

う。C級 とは、 日本 と先進 国 の常識 で しか相手 を見 な い、 アジァ な らアジ アを、遅 れ て

い るので助 け てや る としか思 わな い とい う考 え。B級 とは、 自分 の研 究対象 や 商売相 手

の特 定 の国 が好 きでた まらな い。 ただ しそ れ が政 治 的 な意 味 合 い を持 つ よ うな事柄 に

な った ときに、そ の相手 の国 の代弁 者 にな って しま う。学 問で も、そ の国 の人の考 え方

を無条 件 に信 じて しまう。何 か ら何 まで アメ リカの よう に しな い といけ ない、 な ど。A

級 とは、 相手 に対 して 十分 な尊 敬 をは らい なが ら、 で も悪 口 は言 う。 しか も、 そ れ を

二 国 間関係 だけ じゃ な くて、 もう少 し深 い他 の東 南 ア ジア と比べ た ら どうか 、他 の東 ア

ジア と比 べ た らど うか と考 え られ る、 そ うい う風 な人 がた くさん必 要 であ る。 それ を作

るため に、 ど うい う ことを した らい いか とい うこ とを、帝 国書院 の教 科書 に書 いた。 東

南 ア ジアの場合 、 ア ジア問貿易 の ネ ッ トワー クが あ って相 対 的 な 自立性 を持つ 。 ひたす

ら暗黒 の植 民 地支 配 とい う像 は成 り立 た ない 。 ただ し、絶 対 的 自立 で はな い。世 界 シ

ス テム に よって動か され てい る。 そ してそ れが いわば、社 会 、文化 、政治 、 ナシ ョナ リ

ズ ム、そ うい うところで どう表 れるか 。 白人支配者 が、 白人崇 拝 を植 えつ け、支 配 の手

先 を作 ろ うと思 って、 そ れな りの学校 とか作 る と、そ こでナ シ ョナ リス トが育 って し ま

う。白人 の東洋 趣味 が、バ カ に され ていた ア ジアの文化 をよみが え らせ て しま う。 では

全 部ナ シ ョナ リス トの思 い通 りか とい うと、ナ シ ョナ リズ ムに矛盾 が、民 族対立 を作 り

出 して しまった り、宗 教対 立 を作 り出 して しまった りす る。 お互 いに思 い通 りにな らな

い 。そ の中で歴 史が動 い てい く。

植 民 地 時代 を覚 えて い る人 は まだい る。 「あ あ、 いい時 代 だ った よ」とか言 う人 も中

にはい る。そ れは、協 力者 とか言 う問題 で はない。 そ うい う人 とか、 地域 もあ る とい う

こ とを具体 的 に、総合 的 に捉 える とい うの は大 きな問題 であ る。 聞 き取 りを主 な手段 と

して歴史 を研究 す るの も盛 ん になっ て きて いる。
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Q.長 崎 ・中須賀浩 師:朝 貢体 制 はヘ ゲモニ ー といえ るので はない か?

A。 秋 田:ヘ ゲ モニー と帝 国支 配は微 妙 に異 なる。朝 貢体 制 は帝 国支配 とと らえるべ き

だ と考 え てい る。

A.桃 木:世 界 システ ム とい うものの定義 しだいで入 っ て くる部分 が あ る と思 う。 た だ、

問題 は朝貢体 制 とい う ものが いつ で も機 能 してい た と考 えて はい けない。 日本人 は制度

が ある と、いつ も額 面 どお りやっ てい る と思 っ て しまう。杉 山正 明の 言葉 を使 えば 「瞬

間最大風 速 」と して朝 貢体 制が ヘ ゲモニ ー的 な意味 を持 っ ていた時期 もあ る と思 う。明

の初期 はそ うだ と思 う。 あ るい は、別 の 意味 で18世 紀 後半 とか 中華帝 国 の問題 で は な

くて、 華人 ネ ッ トワー クが鎖 国 を してい ない地 域、具 体 的 には東 南 ア ジアに恐 ろ しい勢

いで広 が ってい き、 む しろ 白人 によ る植 民地化 に先 ん じて東南 ア ジアの土着 経済 を握 っ

て い く。18世 紀後 半 か ら、華 僑 商 人 は港 に来 て港 と中国 と、港 とイ ン ドとか を結 ぶ だ

けだ った ものが、 内陸 まで進 出 してい き、中 国国内 の経済 と結 びつい てい く。 中国人が

勝 手 に誰 も住 ん でい な か った メ コ ンデ ル タ とか チ ャ オプ ラヤデ ル タに入 り込 んで 米 を

作 ってそれ を中 国に運 んでい く、 あ るい は ボルネ オの金 山 を開発 してそれ を中 国に持 っ

てい く。そ うい う状 況 な どを一時 的 なが ら世界 シス テ ムの枠 組 みで捉 えるこ とが 可能 で

は ないか とい う議 論 もあ る。

Q.中 須賀:植 民地支 配 にお け るコー デ ィネー ター は搾 取 の対象 に な らず、 富 を蓄積 さ

せ 、社 会 的地位 を向上 させ た とい う。吉 田茂 は アメ リカの支援 に よって政権 を維 持で き

た といわ れて いるが 、 コー デ ィネー ターの概念 は戦 後 日本 に応 用 で きるか?

A.秋 田:コ ラボ レー ター(協 力者 階 層)と い うのが正 しい。エ ー ジ ェ ン トな ど と呼 ば

れ るこ とが あ る。植 民 地支配 にあって、 現地 のエ リー ト層 が結 果的 に支配 を支 えてい た

現 実 が あ る。5～6億 の イ ン ドを数万 のイ ギ リス 人が 支 配で きるわ けは な く、 現 地人 の

協 力 が不可 欠で あ った。彼 らの果 た した役割 を考 えな い と、植 民地支 配 の実態 や脱植 民

地化 は把握 で きない だろ う。 彼 らは西洋 式教 育 を受 け た。 ガ ンジーは イギ リス支 配の 非

合 理性 を西洋 的論 理か ら批判 してい くこ とにな る。 リー=ク ア ン=ユ ーや エ ンクルマ も

西洋式 教育 を受 けて いる。

Q.香 川 ・真鍋 篤行:開 発 や新 種 の農作物 の導 入 とい った地 域 間交流 の進展 の結 果、 東

南 アジ ァの生 態系 は どうな った のか?開 発 と生態 系 との 関係 は どうな のか、 そ の よ う
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な視 点 は織 り込め ないか?

A.桃 木:そ の ような研究 はあ る し、織 り込 む こ とも十 分可 能。大 航海 時代 以 降、 トウ

モ ロコシ とサ ッマ イモが入 る こ とで 自然景観 が大 き く変 わ る。そ して プラ ンテー シ ョン

時代 に は、例 えば コー ヒー、 ゴム も外 か ら入 っ て きて、 景観 が大 きく変 わ ってい く。昔

か ら東南 ア ジアは ジ ャングルが茂 っ てい る とか、水 田が広 が って いる とか思 うが、 そ う

で は ない。1800年 代 以 降、 開発 に伴 って人 口希 薄 地帯 だっ た東南 アジ アが人 口過 剰 地

帯 へ と急 速 に変 わ ってい く。1600年 の東南 ア ジア の総 人ロ は、2000万 人 くらい だ ろ う

と見積 も られ てい る。 同 時期、 日本 の 人 口史 の推 定で は1200万 といわ れ てい る。東 南

アジア の面積 は 日本 の十 数倍 あ るの に 日本 の2倍 も住 んで い ない。 中国や イ ン ドは とっ

くに1億 人 を超 してい る。 ところが現在 、 中国や イ ン ドよ りも決 して 劣 らぬ形 で東南 ア

ジアの人 口 は5億 人 を超 してい る。 これ はASEANの 経済 の 開発 が さ らに関 わ ってお り、

東 南ア ジア に本 当 の原生林 の ジ ャングル は一部 の 自然公 園 を除い て どこに もない と言わ

れ てい る。

2.高 校教員側の授業実践報告の要旨と質疑応答内容

3日 目午前中には、高校教員側からの授業実践報告の場を設けた。これは、過去3回 に

わたって開催した本研究会において大学教員側が提示してきた歴史研究の最新の成果や歴

史教育に対する提言が高校の教育現場にどのように反映されているのかを検証すること、

高校での歴史教育が現在どのようになっているのかを大学側が把握することにねらいがあ

る。

授業実践報告は再参加者の受け入れを認めた第3回 研究会から実施している。第3回研

究会では3名 の教員が報告し、大学側も大いに刺激を受けた。今回は講演時間を前回の30

分から50分 に拡大のうえ、講演者を第1回 ・第3回 研究会に参加した笹川裕史教諭(大 阪

教育大学附属高等学校天王寺校舎)1名 にしぼり、質疑応答時間も10分設けた。講演内容

の一部は、本報告書後掲の笹川教諭の論文中に盛り込まれている。

なお、本報告は最終日に実施したため、質疑応答は口頭のみであり、書面での回答は行

われていない。

欝 騰 システムと鰓 アジア交遜
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◇笹 川裕 史 「生 徒 が参 加 す る世界 史授 業 をめ ざ して」

[講演要 旨コ

私 は、 自分 の授業 が、 その学校 だ か ら成立 す る とい う独 自性 に止 まるので は な く、普遍

性 を兼 ね備 えた もの で あ りたい と考 えてい る。教 員 にな って生徒 の歴 史の授業 に対 す るマ

イナ ス ・イメー ジが 大 きい こ とに気 がつ いた。① 歴史 は虚学 、②教 養 を教 える こ とはで き

ない、③ 暗記す れ ば点が取 れ る、④歴 史 は面 白い。で も、授 業 は最 悪、 な どであ る。そ こ

で、 発想 を転換 した。 ③ に 関 して は、前 任校 で ノー トを持 ち込 んで もよい テス トを実施

し、そ の代 わ り、授 業 を聞い てい ない と答:えられない 問題 に した。 ①② は④ の授業 のや り

方 に集約 され るが、 世界史 に対 す るマイ ナス ・イメー ジ を拡 大再生 産 しない こ とが 、一番

大切 だ と考 えてい る。

普段 の授 業 は一斉 講義 が 中心 で あ る。 一斉 講義 には、 退屈 で単調 とい うマ イナ ス ・イ

メー ジが つ きま とうが、 それ は工 夫次 第で改 善 で きる と思 う。私 の授業 の基本 方針 は、①

テス トが な けれ ば聞 いて もらえ ない よう な授 業 は しない、 ②授 業 の なか に 「感動 」をつ く

る、 で あ る。「感 動 」を大切 に した いの は、 そ れが、 教員 の知識 のユ ニ ッ トを、生 徒 に そ

の ま まコ ピーす る知識 構成 主義 の授業 を乗 り越 える鍵 となるか らであ る。

授 業 の前 提 として は次 の三点 に留意 して い る。① 生徒 との会話 のあ り方、② 教科 書の記

述 の 「正 しさ」、③生 徒の授 業感 想の把 握。

授 業 での具体 的 な方策 としては、① モ ノ:一 斉 講義 に変化 をもた らす 。② 話術:情 報 を

知 識 に変換 す る。③ エ ピソー ド:さ りげな く授業 の本 質 に触 れ る。④発 問:生 徒 が何 を考

え、感 じて いるのか わか る ような質 問 をす る。 あ るい は、 イメー ジが膨 らむ ような クイズ

を出す、 な どであ る。

非 日常 的 なイベ ン ト的な授業 の実践 例 として、今 回は史料 講読 を軸 とした授 業 を二つ紹

介 した。 これは生徒 の 自由裁量 の部分 を保 障す る こ とで、歴 史 を学ぶ面 白 さ、あ るい は難

し さを実 感 して もらうこ とを 目指 してい る。①753年 の大伴 古麻 呂の報告:出 来事 を推理

してい く過程 で、生徒 が遣 唐使 の具体 的 な活動 の様子 を知 り、東 ア ジア世界 の外交 の実態

を考 えて い くこ とが で きる。②1492年 の コロ ンブス の 『航 海誌 』:異 文 化衝 突 を乗 り越 え

るに は、 自分 の固定 観念 を相対化 で きる寛容 さが 大切 だ とい うこ とを生徒 には気づ かせ よ

う と試み た。

ス ポー ツ選 手 は記録 に残 る選 手 と記憶 に残 る選 手 に分 け る こ とが で きる とい わ れて い

る。 授 業 の場 合、 記録 に残 る授 業 とは、 テス トで良 い点 が 取 れ る授 業 とい う こ とだろ う
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か。授 業 を して いる と、 試験 と関 わって い くこ とは避 け られない。 しか し、試 験で 高得点

を取 らせ るこ とを最優 先 とす る授 業 に は抵抗 感が あ る。 私 は生徒 が感動 で きる授業 、彼 ら

の記憶 に残 る授業 を今後 も心掛 け たい と思 って い る。 感動 があれ ば、生徒 は授 業 に参加す

るだ ろ う。

[質疑 応答 内容(一 部)]

Q.山 形 ・高橋 徹:ど うい った構 成 で唐代 史、遣 唐使 の授業 を実 施 してい るのか?サ プ

ライズ を設 け る ところを中心 に して授業 を組 み立て てい るのか?

A.笹 川:隋 唐 時代 で6回 か け、6回 目 に 日本 や東 アジ ア世 界全 体 との 関わ りで取 り上

げ る。 隋唐 の復 習 も兼 ねた授業 と してい る。通 史的 な ところの 中で、 トピ ック的 に巻 き

込 んで いる。

Q.長 崎 ・中 須賀 浩師:授 業感想 の主 題 を教 員側 が提 示す るの か、 それ とも生徒 が 自由

に書 くのか?

A.笹 川:ロ ーテ ー シ ョンで 数名 に 自由に感想 を書かせ て、 教科 通信 で名 前 を伏 せ て生

徒 に配布 して いる。

Q.神 奈川 ・石 橋功:文 化 的 に辺境 に位 置 して いた大航 海 時代 の ヨー ロ ッパ 人 の イス ラ

ム商 人 に対 す る意識 が どうであ ろ うと、 世界 史 にはあ ま り関係 ない ので はない か?

A.笹 川:自 分達 の常 識 を相 対化す る一 つの例 と して挙 げた と考 え ていた だいて もよい。

そ して、 イス ラムの 商人達 は言葉 や宗教 が違 っ ていた と して も、 出会 う人 間 は と りあ え

ず は人 問だ とい うふ うに考 えて も よい。

3..グ ル ー プ 討 論 会

3日 目午 後 には、今 回初 めて全 参加 者 を無作為 に4つ の班 に分 け、特 定 のテ ーマ につ い

て議 論す るグル ー プ討論 会(分 科 会)を 実 施 した。 今 回 グル ープ討 論 会 を実 施 した の は、

過 去 の参加 者 か ら強 い要 望 が あっ た こ と、 これ まで の研 究 会 の意 義 や これか らの歴 史学

(主 に大 学側)と 歴 史教 育(主 に高校側)の あ り方 につ い て参 加者 か ら生 の声 を聴 取す る必

要 が ある と、 主催者 側が判 断 したか らで ある。
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グ ループ討論 会 を実施す るにあ たって は、司会 者や書 記 を誰がす るの か、会 期が大 学 の

前 期試験 及 び集 中講義期 間 に当た ってい たた め、 複数 の会場 をキ ャンパ ス 内に どうや って

確保 す るか、 どの ような議 題 を設定 す るのか、 そ もそ も主催 者側 に この ような企画 の ノウ

ハ ウが無 い、 な どの様 々な問題 に直面 した。結局 、討論 会 の実施 が最終 的 に決 定 したの は

7月 下 旬 に入 って か ら とな り、 か ろ う じて大 阪大 学共 通教 育棟 内 に2班 分 の会場 を、 さ ら

に本会 場 の図書館 ホー ル を衝 立 で2つ に 間仕 切 り して、都 合4班 分 の会 場 を確 保 した。 司

会 は筆 者 とIAEス タ ッフの水 田 ・尾 島 ・向 の3氏 が担 当、書 記 は各班2名 の高 校教 員 を事

務 局か ら指名 し、討 論 内容 の大 要 をグル ープ討論 会終 了後 に実施 され る全体討 論会 で各班

の代 表1名(高 校教 員 よ り選出)が5分 で報 告 した。

議題 はいず れ の班 も 「歴 史 学 と歴 史教 育 の連携 につ いて 」とした。1日 目冒頭 の イ ン ト

ロダ クシ ョ ン中 に、参加 者 に対 して 「歴 史学 と歴 史教 育の 連携 につ いて、 どの ようにお考

えです か。 また、現 在 どの よう な活 動 を して い ます か 」とい う緊急 ア ンケ ー トを実施 し、

1日 目夜 に司 会者 が整 理、 議論 の進 め方 を検:討した うえで討 論会 に 臨ん だ。 しか しなが ら

各班30名 前後 の参加 者 であ る うえ に、 討議 時 間 は60分 に限 られ、 上記 の ア ンケー トに対

す る 回答 は非常 に多 岐 にわ たっ た。 この ため、班 に よって は掘 り下 げた議 論 に入 らず に、

緊急 ア ンケ ー トに関す る詳 細 な説明 を個別 に求 め るのみ に とどまった場 合 もあ った。

紙幅 の都 合 に よ り、各班 の 具体 的な討論 内容 は掲載 しない。 こ こで は、全体 討論 会 で報

告 された討議 内容 の大要 を以 下 に掲 載す る。

◇A班

会場:図 書館6階 ホ ール

司会:佐 藤貴 保(大 阪大 学大 学院 文学研 究科特任 研 究員)

書記:杉 藤真 木子(愛 知 ・名 古屋市 立緑 高等 学校教 諭)

佃 至啓(兵 庫 ・日生学 園第 三高等 学校教 諭)

全 体討 論会 での報 告担 当:後 藤誠 司(京 都 ・京都 市 立 日吉 が丘 高等学校 教諭)

そ の他の参加 者:小 豆畑 和 之、上谷 浩 一、鵜飼 昌男 、遠藤 和男 、大世 戸治郎 、

大見真 由美 、大矢雅 史、置村 公男 、九鬼逸 子、杉 山清 彦、神 於正 明、榊 良、佐藤 雅信 、

佐 野祐子 、谷 山杏 子 、 田守 隆敏、 堤一 昭、 堂森峰春 、徳 本次郎 、冨 澤要樹 、豊 島修、

蓮 田隆志、 廣瀬和 義、桃 木至 朗、 矢部正 明、 吉 田理 、吉 野興一 、吉村 昌之 、若林 俊一

[高大連携 の現状]
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・出前講 義、研 究授 業が 中心。

・附属高校 で は相互 に教員 が授業
。

・神戸 市 立六 甲 アイ ラ ン ド高等 学校 で は 「高大 連携係 」が3つ の大学 と連携:大 学側

は将来 の学生 の リクルー トの ため、 高校 側 は総合 学習 、双方 の教 育力 ・授 業 の レベ

ルア ップが 目的。

[高大 連携 の問題 点]

・単発 的 な点が 問題点 。個 人で はな く、組織 と連携 しない と長続 きしない。

[今後 望 まれ る連携]

・高校 で やって い るこ とが大 学 で役 に立 っ てい ない とい うギ ャ ップがあ る。課題 と し

て は・大 学 は高校 に何 を求 め てい るかを示 し、高校 側 もそ れに対 して何 がで きるか

を考 えるい わば 「接続 教育 」を行 い、 その成 果 を協 働作 業で検 証 してい くべ き。

・情報 交換:高 大 で行 われ てい るこ と、 高校 の教 員 同士 が成果 を共有 で きる横 のつ な

が りの場 の構築 が必 要。研 究会 活動 で共有 を図 ってい る ところ もあるが、 都道府 県

に よっ てそ う した活動 に至 って いな い例 もある。

・今後 の展 望:教 科 書 の記述 の見 直 し/大 学教 員が 高校 の教 科書 で授 業 を して みる/

この研 究 会の 内容 を副 読本 ・概説 書 に して 高校 教員 の テキス トに してみ る/教 案 集

の作成/各 大学 図書館 の高校 教員 に対す る利用 開放

◇B班

会場:図 書 館6階 ホール

司会:尾 島志保(大 阪大 学大 学 院文学研 究科博 士後期 課程)

書 記:堀 川 喜子(大 阪 ・大 阪府立渋 谷 高等学校 教諭)

山下 宏 明(大 阪 ・大 阪府立 園芸 高等学校 教諭)

全体 討論会 で の報 告担 当:岩 月有 行(京 都 ・京 都府 立久美 浜 高等学校 教諭)

そ の他 の参加 者:粟 谷 昌史、 伊藤真 、 内田順子 、卯 月睦彦 、大 井喜代 、大畑 正弘 、

岡本弘道 、 岡山真知 子、奥 山嘉 邦、黒 川 尚美、毛 戸祐 司、小林 一幸 、 島貫学、

城 岡朋洋 、菅満 津江 、平雅 行、 滝 中清 志、 中尾浩康 、 中須賀 浩師、 難波 謙一、

新 田康二 、早 川英昭 、藤野 正和 、堀江 嘉明 、 山内晋次 、吉永 暢夫、 渡辺延 志

[歴史教 育者 と歴史研 究者 との 関係]

・研 究史 を踏 まえた議論 が必要
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[世界 史 と日本 史の 関係]

・世 界 史に は新 しい動 き述あ る一方 で、 日本史 には あま り変化 が ない。枠 を取 り払 っ

て東北 ア ジア史の よ うな科 目がで きない か、 との提言 あ り。 しか し、使 わ れてい る

用 語 ・概 念 の接 点 が異 なる点 で障害 あ り。 日本 史研 究者 にそ う した意識 が 薄い。 こ

れに対 し、 高校 教 員 は 日本史 ・世界 史両 方 を担 当す る こ とが多 い。 その中 で教 員 の

意 識が 変わ り、ニ ーズ に教 科書 も変 わ ってい くの ではな いか。 ただ、教 科書作 りは

現 実 問題 と して難 しい。

[高大 が連携 してで きる こ とは何 か]

・地域 を見 なおす視 点(例:大 学 と高校 が提 携 して 『金 沢学』を出版)。

・本研 究会 は高大 連携 の新 しいモ デル に な るの では な いか。 各 地で 行 われ 、 ネ ッ ト

ワー クを構 築 し、 阪大 がその 中心 にな るこ とを期 待。

・高校 側 の問題 点:高 校側 の研 究会 の活動 が弱 まって い る。 本研 究会 の内容 を検 証 し

てい くには、 高校側 の組織 の 立て直 しが必 要。

◇C班

会場:大 阪 大学共 通教 育棟A307講 義 室

司会:向 正樹(大 阪大 学大学 院文 学研究 科博士 後期 課程)

書記:瀬 戸博 司(和 歌 山 ・近 畿大学 附属和 歌 山高等 学校教 諭)

古川 寛紀(神 奈 川 ・神 奈川 県立上 郷高 等学校 教諭)

全体 討論会 での報 告担 当:西 岡浩 美(大 阪 ・大 阪府 立松 原高等 学校教 諭)

そ の他 の参加 者:秋 田茂、 吾妻潤 、池 田実 、石原純 、上 田義 人、川 口靖夫 、北垣 秀俊 、

北村 素子 、栗 林幸 雄、幸 田和 洋 、後 藤善弘 、桜 井智 之、笹川 裕史 、高橋 和 子、高橋徹 、

竹村 茂紀 、 問久 美子 、廣川 み どり、松 山仁 史、真 鍋篤行 、森 永知 宜、若松 宏 英

[高大連携 は どの よ うにあるべ きか]

・高校 の現場 は、世 界史離 れ進 む、段 階 を追 って論理 的 に考 え る力が低 下 してい る生

徒 の現 状 あ り。 その背 景 は小 ・中学校 での生 きる力 を は ぐ くむ 目的 の教 育 が達成 さ

れて いない 。教育 行政 の問題 もあ るが、 現場 の教 員 は生徒 の考 え る力 の 向上、歴 史

へ の興 味 を どうや っ て持 たせ るか検 討すべ き。

・授業 に使 え る教 材 を大学 が提 供 で きない か。一 次 史料 の 公 開、大 学研 究 成果 の公

開、用 語の解 説 のホー ムペ ージ な どに よる発信 がで きないか。 著作権 や管理 ・運営
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面での問題をどう克服するかが課題。高大双方の視点から教材開発ができないか。

・高大の立場の違う者同士が交流の場を持てればよい。トータルな像を結ぶ歴史は高

校でしか提示できない。現場ではそれを各教員が独自の観点で提示しているが、そ

れが歴史学的に実証できるのかわからないので、大学側からこれを批評してほしい。

◇D班

会場:大 阪 大学共 通教 育棟B316講 義 室

司会:水 田大紀(大 阪大 学大 学 院文 学研 究科博 士後期 課程)

書記:中 西 雅子(大 阪 ・清教 学 園高等学校 教諭)

村 上 直(京 都 ・京都 市 立伏見 工業 高等学校 教諭)

全体討 論会 での報 告担 当:角 田展子(東 京 ・東 京都立 町 田高等学 校教 諭)

その他 の参加 者:石 橋功 、岩 崎淳 、宇 田川真 、大 島弘 尚、小林和 朗 、小林 克則、

杉下 憲司 、杉本 明隆 、高橋 勝幸、 竹 中亨、竹 谷保 、田 中英朗 、長友健 史、 中村 薫、

袴 田潤一 、牧 雅人 、増 田公 洋、松 田宏 、松 本圭 以子 、水 田博之 、村 田悦和 、盛 岡正男 、

森安 孝夫 、 山岸 裕子 、 山本 雅康

[研究会 で提 示 され た研 究成 果 を高校 の教 育現 場 で使 ってい るか]

・今 す ぐに使 えるか どうか 難 しい。使 ってみ る と生徒 が混 乱 して しま う例 もあ り、授

業 その ものの枠 組 みを根本 的 に見 なおす必 要あ る。継続 的 に研 究会 な どを通 じて検

討 して い く必 要が あるの では ないか。

・生徒 に歴 史 を伝 え るこ とにつ いて大 きな示 唆 を受 け た。

[参加 者 に は初 参加 者 と再参 加者 が い る。主催 者側 と して今 後研 究 会で どの ような講

演 を行 ってい くべ きか]

・同 じ内容 を繰 り返 し講演 して も構 わ ない。受 け止め方 は回を重ね るご とに変わる。

[高大 連携]

・出前 講義 は あるが、 単発 的 ものに終 わって しま う。綿密 な打 ち合 わせが必 要。

・本研 究会 の裾野 を広 げ るため に各 地 で研 究会 を広 げ、 あ ま り意 識 の高 くない教員 に

もア ピール を して い く必要 が あるの では ないか。

・大 学で は史学系 以外 の学生 に どの よ うな授業 を してい るの か、 シラバス を公 開 して

ほ しい。

・高校 生 の疑問 に大学教 員 が答 えるネ ッ トワー クを構 築 で きないか。
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・地域 ごとの研究 会 の コー デ ィネー ター を阪大 がで きないか。

・若手 教員 の リカ レン トの ため に本研 究 会 を継 続 して ほ しい。

4.全 体 討 論 会

グルー プ討 論会 終了後 、参 加者 は再 び本会場 の 図書館 ホー ル に戻 り、全体 討論 会 を実施

した。

全体 討論 会で は、各 班か らの報 告 を受 けて 、歴 史学 と歴 史教 育の 連携 につい て さ らに議

論 を深 め よ うと意 図 したが 、上 述 の よ うに参加 者 の意 見 は多 岐 にわ た り、60分 とい う限

られた時 間の 中で特 定 のテ ーマ に集約 した議論 を行 うこ とは難 し く、4回 にわ た る本研 究

会の成 果 を大学側 が どの よ うに受 け止 めて いる のか、大 学側 が高校教 育 に対 し、 どの よう

な期待 を持 って い るの か、 な どを大 学教 員が コメ ン トす る に とどまっ た。

発 言の概 要 は以下 の通 りであ る。 なお、全 体討 論会 の司会 は置村公 男教 諭(兵 庫 ・六 甲

高等 学校)と 桃木 至 朗教 授、 書記 は杉 藤 真木 子教 諭(愛 知 ・名 古屋 市 立緑 高等 学校)と 佃

至啓教 諭(兵 庫 ・日生学 園 第三高等 学校)が 担 当 した。

各班代表:グ ループ討論会の概要報告(前 掲参照)

置村;各 班 か らの報告 を聴 い た ところ、 この研 究会 の意義 と して2つ 大 きなキ ー ワー ド

があ る。 「開 かれ て い る こ と」と 「結 びつ き」だ。A班 で は 「接 続 教 育」とい う言葉 が 出

て きた。 高校 ・大学 の教 育 の現 状 が互 いにわ かっ てい なかっ たが、本研 究会 を通 じて高

校教 員 は大学 の研 究の最先 端 を知 る とと もに、 大学教 育 の現状 を知 る ことがで きた。 一

方 で、大 学教 員 は高校 の教育現 場 の厳 しい実情 を知 った 。両者 の共 通理解 が図 れた ので

はない か。

出前 講義 な どは単発 で終 わ って しまうが、本研 究会 は4年 問継続 して きた。 これ は大

きな成果 で あ ろ う。 本研 究 会 の 内容 は毎 回 同 じで よい とい う意見 がD班 か ら出 され た

が、高校 教 員は新 しい知 見 を広 め るだ けで な く、深 めて い くこ とも重 要 だ。 本研 究会 は

他 の高大 連携 とは一 線 を画 してい る。

開 かれた 点 と して は北 海道 か ら九州 まで全 国各地 か ら参 加 してい る こ と。 この会 を通

じて各 地 の研究 会 の活動 や 出版物 の情 報 を改 め て知 った。 高校教 員 と大 学教 員 の交流 、
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高校教 員 同士の情 報 の共有、 史学 とは違 う分野 の大 学教員 に よる講演 も過去 に あ り、周

辺分 野 も含 めて トー タルな知 見が得 られ た。 トー タルな世 界史 を教 えてい くこ と以外 に

も、我 々が授 業 に取 り組 む姿 勢、教 育 のあ り方の理解 、貪 欲 に周 辺分 野 を含 め た知識 を

吸収す る必 要性 を感 じた。

各;地の教 員の研 究会 やIAEの よ うな高校 ・大 学 の教員 の参加 す る研 究会が継 続 され れ

ば、そ の先 には意 識の レベ ルを超 えた成 果が導 き出せ るので はないか 。実践例 を踏 まえ

て、本研 究会 の成 果 を検 証 し、活字 と して著 す、大学 側 の研 究 成果 を踏 まえ て概 説 書 を作

る。高 校教 員 も高校 生 に発信 す る点で は、研 究 者で もあ る。研究 の ノウハ ウや研 究者 と

して の知見 を深 める、アウ トプ ッ トを してい くための 第一歩 を踏 み 出せ たの で はないか。

大学側 は本研 究会 を通 じて どん なこ とを学 んだの か、 どんな刺激 を受 け たのか 。各講

師か ら発言 を求 めたい。

桃 木:は じめは高校 教員 に対 する啓 蒙 とい う 目的 しか考 えてい なか った。 しか し、我 々

の側 に も役 に立つ こ とが 沢 山あっ た。例 えば、大 学 には高校 の よ うな研 究授業 は存在 し

ないの で、他 分野 の研 究 の最前線 を知 るこ とが で きた。

森安:他 の大学教 員 の講演 を聴 くことは実際 ほ とん ど無 い ので、 この研究 会 は楽 しかっ

た 。 ここに来 られて い る高校 教員 は意識 の高 い方 ばか り。私 のゼ ミか ら も卒業 生の 中に

高校教 員 となった者 が何 名 かい るが、現 場 で教 員 としての勉 強が ほ とん どで きない な ど

の声 が寄せ られてい る。教育 現場 が様 々 な問題 を抱 えて い るこ とを知 った。 これか らの

日本 の 中核 を担 っ てい く高校 生 の教 養 の中心 に歴 史学 を持 ってい く、そ の萌芽 を育 てる

こ とがで きるのは高校 時代 のみ。 高校時代 に違和 感 を持 った こ とは、実際研 究 してみ る

と聞違 ってい る。す とん と落 ちる ことが正 しい のだ。本研 究会 を継続 してい きたい とい

う参加 者 の気持 ちが よくわか った。私 も継続 して い きた い と考 えて い る。

平:高 校 と同様 、大学 の 内部 で も研 究教 育面 での横 のつ なが りは十分 で ない。他 の大学

教員 の講演 を聴 け たこ とは私 に とっ て も収穫 だ った。 また、教科 書 を執筆 して はい る も

の の、高校 の教育 現場 の こ とは これ まで まるで知 らなか った。今 回、 多 くの先生 方 と話

を して、教 育現場 の雰 囲気 を知 る ことがで きた。

歴 史学 の最終 目的 は歴史叙 述で あ り、 歴史教 育で あ る。 この 点が ほかの学 問 と歴史学
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との性 格 を異 にす る ところだ と思 う。 もち ろん、私 た ち研 究 者の 日常 の研 究 活動 は8割

以上が実 証研 究 に振 り向け られて いる。 しか し、今 回 こうい う機 会 を持 て た ことは、私

の歴史研 究 や歴史叙 述 に必ず や大 きな影響 を与 えるだ ろう。感謝 したい。

秋 田:同 じ話 を何 回 もやる のは抵抗 を感 じ、今 回 は1950年 代論 を講演 した。IAEは 桃木

教 授 を中心 に立 ち上 げ8回 実施 した。 少 な くとも今 年度 い っぱい は継続 され る。 その際

に どの ような講演 テー マを設定 す れば建設 的 な議 論が で きるのか 、本研 究会 を通 じてい

ろん な意 見 を聞 くこ とが で きて参 考 に なっ た。阪 大 は東 洋史 ・西 洋史 が 「世界 史 講座 」

とい う一 つ の枠 に編 成 され てい る。 大学 にお ける世界 史 のあ り方 、大学 レベ ル で 日本史

・東洋 史 ・西 洋史 が ど う相 互乗 り入 れすべ きか 考 えて きた。本研 究 会 は高校 で なされ て

い る世界 史教 育 と大 学 で考 えてい る世界史 ・グ ローバ ル ヒス トリー を どう結 びつ けて い

くか を考 えてい く上 で参 考 にな った。 アメ リカで はWorldHistoryAssociationと い う組織

が あ り、 高校教 員 ・大学教 員が研 究 してお り、 い くつ か の成 果が 出 されてい る。 日本で

も同 じような組織 の構築 が求 め られて いるの では ないか。本 研究 会 は高校 との接続 を ど

う進 めてい くべ きか を考 えて い く上 で大 きな示 唆 となっ た。

置村:大 学 の教 員間 の連携 も不 充 分で あった よ うだ。新 しい知見 は水 平方 向 に広 げ るだ

けで な く、垂 直方 向 に深 め てい くこ と も大 事 であ るこ とを感 じる。本研 究会 は大 学の若

手研究 者 に も刺激 を とい う 目的で も催 され てい るが 、 どの よ うな成 果が あった のか?

佐 藤貴保:今 まで 日本 史 ・西洋 史 ・東洋 史 と専 攻分野 ご とに縦割 りの中で の交流 しか な

か った阪大 史学専 攻の 学生 の意識 が この研 究 会 を通 じて 変わ りつつ あ る。す べ ての専攻

の学生 が 同 じ研 究 会 に参 加す る こ と自体 、 これ までほ とん どなか った。

若手研 究者 と して この研 究 会 を通 して学 ん だの は、 専 門分野以 外 の人 に研 究成 果 を発

信 す る重 要性。 そ して高 校 生(将 来 の大学 生)が 今 歴史 に対 して どの よ うな思 い を持 っ

てい るのか を、高校 教 員か らの声 を通 じて把握 で きた こ と。若手研 究者 は自分 の専 門に

こ も りが ちだが、 それ で は研 究成 果 を社 会 に発 信す る こ とは で きない。生徒 の多 くが期

待 してい る歴 史 の現 代 との 結 びつ きを意識 した研 究が で きない もの か考 え させ られ た。

また、生 徒 が理解 しに くい原 因 は、 実 は歴 史研 究 に欠 陥が あ り、研 究 の題材 に な り得 る

こ とに も気 づい た。
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私は大学の非常勤講師を兼務しているが、高校教育と大学教育の問には共通する問題

があることもわかり、講義計画を立てる上で参考になった。

置村1問 題 解決 策が見 つか らな くて も、同 じ問題 で悩 んでい る人が ほか に もい る こ とを

発見 で きただ けで も大 きな成果 とい えるだ ろ う。

ところで、阪大 で は世界 史の入 門講義 の設 定 を計 画 してい る ようだが、大 学側 が求 め

て いる学生 像 は どん な もの か?

桃木:阪 大 文学 部に はア ドミッシ ョン=ポ リシー は存 在す る。 高校生 が身 につ けて も ら

い たい こ とは3つ 。① 世 の中 には唯 一絶対 の正解 が あ る とは限 らない。複 数正 解が あ る

場合 や正解 が ない場 合 もあ る。そ うした課 題 に直面 した と き、放 り出 さず に、ベ ター な

答 えを見つ けて い く努力 を して ほ しい。 あ るいは唯一 絶対 の正解 が ない こ とを楽 しんで

ほ しい。② 自分 と異 質 な者 と出会 った とき、忌 避 した り蔑 むの では な く、面 白が って接

し理解 す るこ と。 日本 の常識 に縛 られ ない こ と。③ 自分 で学 んでわか った こ とを、 自分

の仲 間以外 の 人 に説 明 で きる よ うにな る こと。 そ のた めの 訓練 をす る こ と。大 学 で は、

そ う した訓練 を深 めて い く。

置村:阪 大以外の大学はどうか?

駒 澤大 学 ・杉山 清彦:一 般 論 と して、 どの大 学 も一人 で も良い学 生が ほ しい。 で は"良

い学生"と は どん な学生 か。 それ は、知 識 はあ るに越 したこ とは ないが、 無い場 合 には

どう解 決 した らよいか、 自分 の力 で進 むべ き方 向 を探 る意志 のあ る学生 であ る。そ の よ

うな学生 な らば、大 学側 で も的確 な指 導が で きる。 しか し現 実 には、 どの レベ ルの大 学

で も、課 題 を与 え られ ない と何 もで きない学生 が増 えてい る。 またパ ソ コン ・イ ン ター

ネ ッ ト等 の普 及 と相俟 って知識 の断片 化が 進み、 学生 の発想 ・行動 が刹那 的 にな ってい

る。 自分 の したい こ と、少 な くともや らな くてはな らない こ とはや るとい う姿 勢 を持 っ

て も らいた い。大学 側 の対 応 としては、笹 川教諭 の講演 の よ うな、 聴 き手の 関心 を引 き

出す よ うな試 み を引 き継 げ るよ うに してい きたい。歴 史学 の場 合、 世界 史の履 修 ・未 履

修 や履修 の レベ ルな ど、大 学 と高校 のギ ャ ップが 取 り沙 汰 され るが 、 も とも と高校 で教

科 と して存 在 しな い人類 学 や社 会学 を学ぶ 場合 はギ ャ ップ ど ころで は ない こ とを思 う
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と、歴 史学 も、学 生 の入学 時の水準 の 問題 を高校 の責任 に押 しつ ける とい うわけ にはい

か ない。 阪大 で は、 基礎 セ ミナー な ど1年 生 か ら演 習 が設定 されて いる し、駒澤 大学 で

も、1年 生 の基礎 演習 か ら始 まる段 階 的な教 育 ・訓練 のカ リキュ ラムが組 まれてい る。

置村:教 育 学の立 場か らご発 言 をい ただ きた い。

芦屋女 子短 期大 学 ・中村 薫:阪 大 で社会 科教 育法 の担 当 してい る。私 は2度 ほ ど教科 書

の執 筆 に携 わ っ て感 じた こ とだ が、学 習 指 導要 領 の枠 組み をはず れ た教科 書 作 りは困

難。 まず は副読本 や資料 集 の作成 だ ろ う。教 案作 りも進 め てい くべ き。 その ときに使 い

に くか った ところ は率 直 に大 学側 に上 げ、高校 教員 と大 学教員 が共 に討議 してい くべ き

で ある。あ る程度 教 えやす さ も考慮 せ ねば なる まい。社会 科教 育法 の講義 もこ うした方

向で進 めて い きたい。

置村 今後の残された課題は何か?

桃 木:こ こに来 てい ただ いた方 々は まだ少数 派 の ようだ。す そ野 を広 げるた め に今後 と

も交流 を続 け てい きたい。 文科系 の学 問 も段 階 を踏 んで戦略 を立 て る、優 先順 位 を決め

て作 業 を進 め てい くこ とが必 要 であ ろ う。

IV:レ ポ ー ト ・ア ンケ ー トか らの 分 析

本研 究会 では応募 者全 員 に対 し、 応募 の動機 や、研 究会 に期待 す る こと、教育 現場 の問

題 点 、教科 書 の 問題 点 な どにつ いて 記入 す る ア ンケ ー ト(以 下 「募 集 時 ア ンケー ト」と略

す)へ の 回答 を求め た。 さ らに、抽選 の結 果研 究会 に実 際 に参 加 して いた だい た教員 に対

して は、研究 会最 終 日に感想 ・意見 な どを記入 す るア ンケー ト(以 下 「開催 時 ア ンケ ー ト」

と略 す)に も回答 して もらった。

さ らに、参加 した 高校教 員 全員 には、研 究 会終 了後 に1000字 程 度 の レポー トを提 出 し

てい ただい た。 レポー ト提 出は これ までの研究 会 で も課 して きたが、 題材 は 自由 として き

た。今 回は、 初参 加 者 に対 しては これ まで どお り題材 を 自由 と し、 再参 加 者 に対 して は
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「大学 の歴 史教 育 と高校 の歴史 教育 の 連携 につ いて 」を大 テー マ とす る レポ ー トの提 出 を

求 め た。

レポー トや ア ンケー トを通 じて、研 究会 に寄せ る期待 や、研 究会 の成 果 と課 題、今 後 の

大 学 と高校 の連携 の可能性 に関す る参 加者 の意見 を詳細 に把 握す る こ とがで きた。 それ ら

ア ンケ ー ト ・レポ ー トの すべ てを本稿 で掲 載す る ことは紙幅 の都合 上 困難 である。本 章 で

は、 レポー トの一部 を引用 ・分析 しなが ら、今 日の歴 史教育 の問題 点や 、そ れ らを改 善す

るため の歴史研 究 と歴 史教 育 との連携 の あ り方 につい て考 えてい きた い。

1.高 等学校教育現場の現状

(1)急 速 に進 む 「歴 史 離 れ」

(i)「歴 史離 れ」の現状

◇ 全 国調 査(平 成15年 度、 高校3年 生約10万 人 を対 象)に よる と、 「当該 科 目の勉 強 は

大切 だ と思 う」割合 は 日本 史B20.0%・ 世界 史Bが19.1%で あ ったが、 現代 社 会31.9%・

政治経 済 は42ユ%と 高か った。 つ ま り、公 民科 目が 「現 実 の社 会 の仕組 み を学 ぶ ものだ」

と、生 徒 が考 えて い るか らだ と解釈 で き よう。逆 に、 歴 史 は今 の 自分 とは関係 の な い

「過 ぎ去 った 」話 だ と捉 え られて い る とい うこ とに なる。 地理 的隔 た りが加 味 され る世

界史 にあ っては、 日本 史 よ り深 刻 な状 況 であ る。(静 岡 ・増 田公洋)

◇ 細 かい語句 の暗 記が 主体 であ り、教 師 は知識注 入 の授業 に終始 してお り、膨 大 な知識

理解 を求 める大学 入試 の制 限があ る以上 、大枠 は変 え られない とい う無 力感 に覆 われ て

い る。 さ らに、歴 史 は、国語 、数学 、英 語 に比べ て大学受験 教科 にお いて 配点比率 の低

い存在 であ る。学 ぶ意義 、面 白 さを感 じない生徒 が歴 史か ら離 れてい くの は当然で あ ろ

う。(熊 本 ・粟谷 昌史)

◇ 歴 史 に関 わ らず、 高校 の科 目は大学 受験 の ため の 「手段 」で ある と、生徒 に限 らず大

多数 の教員 が認 識 してい る とい うこ とで あ る。 特 に歴 史 は、歴 史以 外 の教員 か らは 「覚

え る ことが 多 い割 にはセ ンター試験 での 配点 も低 くや っかい な科 目」と思 われて い る節

があ る。(福 島 ・谷 山杏 子)

◇ 語句 や 年 号の 暗記 が歴 史 の本 題 で は ない。 そ の奥底 に流れ て い る もの に興 味 を持 た

せ 、歴 史観 を培 う事 が本筋 で はな いか、 とい う ような指摘 を受 ける。無 論、 その通 りだ

が、 しか し受験 ・入試 とい うこ とを考 える と、最 低 限の こ とは覚 え な くて は歴 史観 も育
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み よ うが ないの では ないか、 と反論 す る事が多 い。 しか しその こ とが歴 史離 れや歴 史嫌

い を増 や してい る とい う意見 に は返 答 で きない。(宮 城 ・吉 田理)

◇ この ま ま現 行 の地理 ・歴 史科 体制 が続 くか ど うか は不透 明 で、「役 に立 たない歴 史 の

必修 は中学 のみ」も十分 あ りえ る。(京 都 ・難波 謙一)

大学入 試の 地歴科 目で 、世界 史 を選 択す る受験 生 の割合 が減少傾 向 にあ る。そ の要 因 と

して は、 歴史科 目の暗記量 が他 の科 目に比 べて非 常 に多い ため、 受験生 が比較 的暗 記量 の

少 ない いわ ば 「点の取 りや すい 」他科 目の受 験 を志 向 してい る こ とが挙 げ られる。

だが、 問題 は大学 入試 だけ では ない ら しい。歴 史が 現在 ・未来 を生 きる若者 に とって役

に立た ない学 問で ある、 学ば な くて も生活 に支 障 は無 い もの と考 え る傾 向が あ る ようであ

る。大 学入 試 での選択 の有無 に関係 な く、 高校 生 の大半 は歴 史科 目に対す る関心が 低 く、

社 会で あ ま り必要 とされ ない学 問で あ る との意識 を持 って い るよ うで ある。

筆者 は近畿 地方 のい くつ かの 大 学で 東洋 史 の非 常勤 講 師 を担 当 して い る。 東 洋史 の場

合 、 中国 の三 国時 代 に 関心 を持 つ者 は男子 学生 を中心 に少 なか らず い るが、 そ の比 率 は

年 々減少 して い る。 総 じて歴 史へ の 関心 の低 下 は大学 生の 問で も広 が ってい る と感 じる。

こ う したい わゆ る歴 史 を軽 視 す る風 潮 は受験界 に と どま らず、社 会全般 に も広が って い

る との意 見 も寄 せ られて いる。

◇ 生徒 の うち一部 の者 は、大学 で歴 史学 を専攻 して初 め て、歴 史学が どの よ うな学 問 で

あ るか を知 るが、 多 くの者 は、 「歴 史 は暗記 もの」とい う認 識 を持 っ た まま社会 に出 て

い く。 そ して この 誤解 が世 間に通用 して しまい、 「歴史 は無 駄 な もの」とい う解 釈 を生

み 出す結 果 とな ってい る。(滋 賀 ・大井 喜代)

◇ 「世 間」の歴 史常 識が2極 分 解 し、 厂マ ニア」と 「無 知」の差 が激 し くなっ てい る。(中

略)識 者や教 養 のあ る人 々 とは乖 離 し、 自国 の歴史 す ら まるでわか っ てい ない国民 の歴

史知識 ベー スの上 に どの ような 「正 しい」歴 史学 が存在 で きるの か?

(神奈川 ・佐藤 雅信)

◇発 達段 階 の途上 にあ る生 徒 たち の中 に、 自 らの知識 と経験 を持 っ て物 事 を冷静 かつ長

期 的 に判 断で きる者 はそ う多 くはな い。(中 略)子 どもた ち は大 人 た ちが どう考 えて い

るか とい う こ とに敏 感 であ る。特 に大 学受験 を 目指 す ようない わ ゆる 「優秀 」な子 ども

であ れば あ るほ ど身近 な大 人の 思考 に敏 感で あ り、そ の期待 に沿 う ように と努力 す る。
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そ の身近 な大 人 た ちが 「歴 史 は必 要 ない」と考 えて いる こ とこそが 子 どもた ちの 「歴 史

離れ」の最 も大 きな原 因であ る と私 は考 える。(福 島 ・谷 山杏 子)

◇ 地 方公 共 団体 にお ける文 化財(文 書 史料 を も含 む)の 保 護 には 「資金 的限 界」が あ っ

て、活 字化 され るこ とな く消 え去 ってい く。(長 崎 ・中須賀 浩師)

「就職超 氷河 期」と呼 ばれ た一昔 前、 「社 会 の役 に立 た ない歴史 学 な どを専 攻 した者 を採

用す る気 は ない」と求職 者 を門前払 い した企 業 はあ またあ った。社 会 一般 が歴史 は社 会 に

役立 た ない もの と認識 してい る何 よ りの証拠 で あろ う。

財 政 難の ため、 行政 が文 化財 や歴 史 資料 の保護 に積 極 的で ない現 状 を憂 う意見 もある。

これで は、世界 史 ・日本史 はお ろか、地 域 の歴 史 に も関心 を待 たせ る きっか けが奪 われ る

こ とに もなる。 いわ ゆ る 「平成 の市 町村 合併 」は、大 阪府 で はほ とん ど実施 され なか っ た

(堺市 と美 原町 の1件 のみ)が 、 こ こ数年 、全 国の合 併直前 の 自治体 が史書編 纂 に、 なか ば

駆 け込み 的 に着手 した。合併 を機 に地元 の歴 史 に対 す る関心 は幾分 高 まったで あろ う。だ

が平 成17年 度 で合併 は一段 落 してお り、 この流れ も早晩 下火 に なるだ ろ う。

この よ うに、 高校生 、 さ らには社 会 人の 問で、歴 史へ の関心 が低下 してい る傾 向が報 告

されて いる。 この ほかに も 「歴 史 離れ」の原 因は ないの だろ うか。

(ii)「歴 史離れ 」のそ の他 の要因

(a)歴 史 を学 ぶ こ との意義 を伝 え切 れて いな い

◇ 「なぜ 、歴 史 を学 ぶの か」「なぜ 過去 を知 る必要 があ るのか」「歴史 を学 ぶ意義 が どこ に

あるの か」につい て我 々教 え る側 自身が、混 沌 とした現 代社 会 にお いて明確 に示 せ ない

まま にある こ とに問題 が あ るので はないか と考 える。(石 川 ・滝中清志)

◇私 た ち歴 史教 育 に携 わる ものは、本 来歴 史が好 きで あ るか ら、生徒 や学 生 も授 業や 講

義 を少 し工夫す れ ば興 味 関心 を示 して くれ る はず 、 と思 い こんで いる とこ ろが あ るので

はない だろ うか。毎 時 間、 なぜ この よ うなこ とを学 ぶ のか を強 く意 識 した授業 、学ぶ 側

に歴 史 を学ぶ意 義 を伝 える取 り組 み を しなけれ ば、 ます ます歴 史離 れ は進 んで行 くので

はない だろ うか。(福 井 ・盛 岡正男)

(b)歴 史像 を描 きに くい現行 の世 界史教 育

◇新 課程 に なって か ら、単 元 ご とに教授 すべ き内容 を見 直す ように して い ます が、世 界
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史の 大勢 を把握す る こ とは難 し くな ってい る ように感 じてい ます。(静 岡 ・榊良)

◇ 生徒 の 間か ら も世界 史の流 れが 整理 しづ らい とい う声 を しば しば聞 きますが、世 界 史

離 れの重 要 な原 因の一 つ に 「像 を結 ぶ」歴 史像 が しづ らい とい う現状 が あ る ように思 い

ます 。(香 川 ・真鍋 篤行)

(c)小 ・中学校教 育

◇ 中学校 での 地理 ・歴 史学 習 は悲 惨 な状 況 で ある。 高校 の生 徒 が歴 史 学習 に際 して は

ほ とん ど 「な んに も知 らない」が ス ター トで ある。 中学地 理 の 「世界 の諸地域 学習 」は諸

国の うち 「3つ」を選 んで学 習 す る(朝 鮮 半 島 と中 国は別 枠 で必 ず学 習す る)。 多 くの 教

員が取 り上 げ るの は、 ドイ ツ ・ア メ リカ合 衆 国 ・オース トラ リアの"GDP順 に"で あ る。

(中略)こ んな学 習 内容 の ま ま高校 へ 進学 して くる。 この現実 を高校 教員 はあ ま り認 識

しない ま まで あ る。(中 略)そ して小 学5・6年 の社 会科 学習(世 界 と 日本 ・地理 と歴史)

につ いて、 中学教 員が 同 じように悩 ん でい る こと も付 け加 えなけれ ばな らない。 実 は小

中 と も 「地域 学習 」は充 実 してい る。 しか しこの ご時世 なの に 「国際性 の な さ」と学習 面

での 「連携 の なさ」は どう した ものか?(神 奈 川 ・佐 藤雅信)

◇ 小 ・中学校 で削 減 され た教養 知識 の欠 落 は、高 校現 場 で は全 教科 におい て深刻 です 。

(中略)日 本 史です ら予 備 知識 が ない状態 なので 、世界 史 となる と(地 理 的要 素 も含 め)

全 く初 めて 聞 く事柄 ばか り、 とな ります 。すべ てが唐 突 に強制 的 に教 え込 まれ るた め、

教員 の技 量不足 か らそれ に耐 え うる授業 が展 開 で きない場 合、 「ち ょっ と聞い たけ ど面

白 くなか った歴 史授業 」と して片付 け られて い るよ うに思 い ます。(大 阪 ・北村 素子)

上掲(a)(b)の 意 見 は、脈絡 も無 い まま ひたす ら用 語 と年 代 を覚 え るだけ で、歴i史をな

ぜ 学 ぶか の動 機付 けが な く、生 徒 の関 心 を ひ きつ け られ な い こ とに原 因が 求め られて い

る。一 方、(c)の 意 見 は、 近年 実施 された 中学校 の学 習指 導要領 の改 定 の影響 が高校 の教

育 現場 に混乱 をもた ら してい る こ とを伝 えて いる。 中学校 の地理 で は特 定 の地域 を選択 的

・重 点的 に探 求 ・学習 す るい わ ゆる 「調べ 教育 」に変 わ った。 この結果 、世 界各 地 のや や

詳 細 な地名 や 地形 な どを学 ぶ機会 はほ とん どな くな った。募 集 時 ア ンケ ー トで も、「中学

校 の地 理教 育 が大幅 に改 変 され たが、 高校 の歴 史教 育 に どの ような影 響 を与 えて い るか」

とい う質問 を した。 この 質問 に対 して、 半数が 「影響 が 出て い る。授 業 で各 地の地 理や 自

然 環境 を説 明す る必 要 が出 て きた」とい う趣 旨の 回答 を してい る。残 りの半数 は 「改 変 さ
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れた こ と自体 を知 らなか った」とい う回答で あ った。

(iii)「歴 史離 れ」を食 い止 め る方法

では、 この ような 「歴 史 離れ 」に歯 止 め をか ける には どの よ うな手 立 てが あ るのか。 募

集時 ア ンケー トや レポー トにお いて意見 が寄せ られた。 こ こでは レポー トか らい くつ か引

用す る。

(a)歴 史 を学 ぶ こ との重要 性 を意識 した授 業

◇ たい そ うな言 い方 か も しれ ないが、歴 史 を学ぶ ことで、高校 生 ・大学生 自 らが生 きて

いる時代 を読 む、将 来の 自分 を展 望 で きる歴 史教 育 をめ ざす ことが 、大切 で はない か と

考 え る。(福 井 ・盛 岡正男)

◇歴 史教 育の 目標 とす る ところは、高校 生 を対象 とす る場合 、各教 員 に よって重 視す る

点 は様 々であ ろ うが 、歴史 上 の事 件 ・現 象 を原 因 ・発生 →発展 ・経 過→終 結 ・消 滅→ 事

件 ・現象 の意義付 け と評価 の変化 を重視 したい と考 える。高校=「 実質 的義務教 育 の場 」

との視 点 に立 ち、一般 的知 識(新 聞 を読 み解 け る知識)の 習得 に も力点 をお きたい と考

える。 さ らには、 メデ ィア ・リテ ラシー を養 うこ とを 目的 と したい 。(兵 庫 ・上 田義 人)

(b)生 活 に身近 な もの、生徒 が 関心 を持 って い るもの を題材 に した教 育

◇生徒 たち は、歴 史 の意外性 には関心 を持 ってい ます し、衣食 住や スポ ー ツな ど身近 な

ものの歴 史 には大 きな興味 を示 します。 歴 史は、 人間 の生の営 みの 記録 であ り未 来へ の

助言 を含 ん でい る と思 い ます。 生徒 た ちが、 歴 史 を過 去 の外 国の(世 界 史の場 合)関 係

の ない もので はな く、 自分 た ちの生活 や考 えそ して 自分 が生 きる現代 社会 につ なが って

い るの だ と感 じて も らえる教 育が で きれ ば と思 ってい ます。(鳥 取 ・山岸 裕子)

◇私 の勤務 校 は工 業高校 なので、 生徒 た ちはなぜ世 界史 を勉強 せね ばな らない のか とい

う雰 囲気 であ る。そ こで何 とか生徒 た ち に興 味関心 を持 たせ るため に生徒 た ちの現状理

解 とそれ ぞれの所 属 してい る学科 に関す る トリビアな もの、例 えば機 械化 の生徒 に は鉄

器文 化 や産 業革 命 で登場 す る機 械類 、化 学工 業科 の 生徒 には イス ラー ム文化(錬 金 術)

や宋 代 の化 石 燃料 の利 用 な どを取 り上 げて、 世界 史 は 「お も しろい 」とい うこ とを心 が

けて授 業 を展 開 して いる。(宮 城 ・池 田実)
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(c)現 代社 会 と結 びつ けた授 業

◇(南 アジア前近 代史 の授業 実践 として)現 代 の南 ア ジア地域 の宗教 分布 を示 し、「なぜ

この ような分布 に なっ たのか」とい うテーマ で アー リア人の移 住 か らムガ ル帝 国 まで を

概 観 した(3時 間)。 この導入 や テーマ 設定 は、 中学校 で世界 地誌 を選択 的 に学習 して き

てい るため か、地 理的 な基本 的知識 が ほ とん ど無 い生徒 が多 いこ とに対応 して いた。 と

同時 に、 こ こで も通史 的な基 本的知 識 を押 さえつつ 、現代社 会 の背景 を考 察 させ る形 に

もしてい たつ も りで ある。 なお、 イス ラー ム世 界 につい て も同様の方 策 を採 った。

(秋田 ・伊 藤真)

(d)日 本 史 と結 びつ け た世界史 の授 業

◇ 取 り上げ る地域 と日本 との関係 を紹介 す るこ とで も、生徒 の 学習へ の意気 込 みが違 っ

て くる ようであ った。例 え ば近現代 にお け る トル コや イラ ンと 日本 との 関係 につ いて の

話 を導 入 に、そ の地域 の前近代 史 の授 業 に入 って いった。(秋 田 ・伊 藤真)

歴史 を学 ぶ こ との意 義や現 代社 会 とのつ なが りを意識 した授 業展 開(こ れ は中学 の地 理

教 育 を補完 す る役 割 を も担 って い る)、 生活 に身近 な ものや 生徒 が関心 の あ る もの に焦 点

を当 て た授 業 展 開、 中学 で学 習 した経験 が あ り比 較 的 に基 礎 知識 を持 って い る 日本 史 と

比 較 した世界 史教育 な ど、上記 の よ うな意 見が 寄せ られ た。生活 に身 近な ものの教材 とし

て、食 文化 史 を授業 の教材 に多 用で きないか との議論 が本研 究会 で もあっ た。上記 の意 見

は歴史学 以外 を専攻 す る大学生 向 けの講義 をす る場合 に大 学教員 ・若 手研 究 者が 実践 して

もよい だろ う。

生徒 が興味 を持 って いる事柄 の歴 史 を紐 解 くことに よって、生 徒 の関心 をひ きつけ る効

果 は充分 に期待 される。 ただ し、生徒 の趣 味 ・関心 は近年急 速 に多様化 し、 その移 り変 わ

りも激 しい。か つ ては 「好 きな球 団 は?」 と聞 かれ れ ば、 無 条件 で野球 の球 団名 を答 えた

もので あるが 、現代 で はサ ッカーの球 団名 を答 え る生徒 も多 い だろ う。 そ れ らに柔軟 に対

応 で きるか どうか が重要 であ り、生徒 の 関心の動 向 を注意深 く把 握 してい く努力 が必要 と

な る。 これ を も し大 学 の授 業 で も応 用す るな ら、入学 す る前 の高校 生 の動 向を把握 す るこ

とが不 可欠 とな る。

募集 時 ア ンケー トで も、 厂歴 史離 れ」を食 い止 め る方 法 につ い て尋 ねた。 多 くは上 記 の

よ うな 回答 で あ り、そ の ほか 「教 科書 と板書 だけ の授 業 を やめ て新 しい メデ ィア媒体 を
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使 った授 業 をすべ き」といった 意見が あ った。

なお、 本報告 書後掲 の笹 川裕 史氏 や松 木謙 一氏 の論文 は、生 徒 の関心 を ひきつ ける世界

史教 育 の実 践例 ・授業 案 を まとめた もので ある ので参照 され たい。

(iv)大 学 の歴史研 究者 と歴 史教 育 の関係

「歴史 離 れ」とは直接 関連 しない が、大 学 の歴 史研 究者 が 高校 の歴 史教 育 に対 し働 きか

けをすべ きで はない か との意見 も寄せ られ てい る。具体 的な方 策 を示 した レポ ー トもあ る。

◇今 、歴 史研 究 に期待 す る こ とは、か つて 遠 山茂樹氏 が 『歴 史学 か ら歴 史教 育』で 指摘

した よ うに 「歴史 研究 と歴 史教 育 の差異 が どこにあ るの か」を今 日的課 題 として再考 察

すべ き時期 にあ るの では ない か。「歴 史 学 に立脚 した歴 史教 育」で なれ ば な らない とい

う遠 山氏 の意見 に異議 を唱 え る歴 史教 育者 がい るはず もない が、 これ までの教 育方 法論

に果 た して問題 は なか ったのか を我 々現 場 の教師 が今一 度考 える時 期 にある とい うこ と

で ある。 高校教 育 しか り大学 教育 しか りで ある。(石 川 ・滝 中清志)

◇大 半の 高校生 は、新 書 レベル に して も歴史研 究 に関す る書籍 を読 む こ とは殆 どあ りま

せ ん。(中 略)入 試 問題 の ほ うが、 多 くの読者 を持 って い る と も言 い得 るの です。 そ の

意味 で言 えば、入 試問題 を作 成す る こ とは、 大学 の先生 に とって、歴 史教 育上 の業績 と

して意 識 して頂 きたい と思 い ます。(山 形 ・高橋徹)

◇ どの ような信念 に則 って教科 書 を作 成 して い るのか我 々は もっ と深 く関心 を持 つべ き

であ ろ う。 そ して同様 に、 その教科 書 を高校教 員が どの ように使 ってい るか大学側 も知

るべ きであ ろ う。(宮 城 ・吉 田理)

(2)変 化 に 遅 れ を と る授 業 とそ の要 因

中学校 とと もに高校 教育 にお いて も新 しい学習指 導 要領がす で に施行 され てい る。 これ

に伴 い、 一部 の世界 史教科書 の記 述 も大 き く変 わ り、従 来 の教 科書 に はない新 しい枠 組み

に基 づ いた歴 史像 を示 した もの も現 れ 始 めて いる。 で は、 学習 指導 要領 の改 定 とと もに、

実 際 の高校 の 世界 史 の授 業 内容 に大 きな変 化が 生 じてい るの だ ろ うか。 レポ ー トに よる

と、実際 は大 きな変化 は生 じてい ない、従 来の古 い枠組 み の まま教 え続 けて いる、 との報

告 が多 かった 。
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◇学 習指 導要 領 で 「歴 史 的思考 力 の養成 」を強調 されて も、現 実の 日々の授業 は旧態 依

然 と して い る。(中 略)最 も変 わ らない のが 高校 の歴 史教 師 自身 と云 える だろ う。高校

の歴 史教 師 は生徒 よ りも多 少持 って いる知識 だ けで授業 を成 立 させ よう としてい る。 そ

の知 識 の枠 組み は、教 師 自身が大 学時代 に学 ん だ もの で構 成 され てお り、内容 の微調 整

だ け行 えば十年 一 日の授業 の繰 り返 しが可能 となる。(熊 本 ・粟 谷 昌史)

◇高校 は大 学の ように研 究成 果 を発表 す るわけで は ないので、 これ まで に学 んだ こ とに

依拠 してい るだけで もす んで しま う。新 しい学説 が出 て きて も、 自 ら学 ぼ うと しない限

り、 そ の新 しい内容 は授業 に取 り入れ られ る ことは ない。(東 京 ・大見真 由美)

◇ 社 会 の歴 史認 識 は相 変 わ らず 西欧 中心 史 観 とアジ ア蔑 視 の風 潮 が ぬ ぐい きれ てい な

い。 こう した傾 向 を修 正す る役割 を持つ 歴史教 育 や教科 書 も研 究の 進展 に十分 つい て行

け てい る とは言 い難 い。(京 都 ・岩月有行)

◇ 日本史 の授 業 の中 に も 厂ネ ッ トワー ク」「世界 シス テム」の観 点 を導入 してい きた い と

模 索 して き ま した。(中 略)私 た ち教 員 は、 国民 国家 中心 の単 線 的発展 史 観 に基 づい た

授 業 を高校 で受 けて きました。そ して その枠 か ら抜 け きれて い ませ ん。(東京 藤 野正和)

今 回 を含 め、本研 究会 が これ まで実施 して きた講演 は、 いず れ も古 い枠組 み を打 破 した

新 しい枠 組 みで構 成 され る歴 史学研 究の 最前線 を提示 し、 何 らかの形 で高校 の教 育現場 に

活 用 され るこ とを 目指 した 内容で あ った。募集 時 ア ンケー トにおい て、再参 加希 望者 に対

して 「これ までの研 究会 で得 た 知見 を、授 業 に活用 したか 。生徒 の 反応 は ど うか 」との質

問 を行 なった。 回答 の半 数 は 「活 用 して い ない」であ った。 その 理 由 と して多 く挙 げ られ

てい るの は、 「講演 の 内容 を基礎 知識 の無 い生徒 向け に どう伝 え るのが有 効 か、 なお検 討

の余地 が ある」「生徒 の 反応が 良 くない、混 乱 してい る」であ る。

もっ とも、特定 の地域 や地域 を掘 り下 げ て説 き明 か し、 概ね 半年 で完結 す る大 学の 講義

と高校 の授業 とで は事情 は まるで違 う。例 えば、本研 究会 で新 た に得 た唐代 史 に関す る知

見 を高校 の授 業の場 で使 お う と思 って も、す ぐに は使 えない。大 抵 の高校 で は、 中国古 代

史の単 元 は夏休 み前 に済 んで しま ってい るか らで あ る。 補習 授 業で も行 な われ ない 限 り、

次の年 の1学 期 まで待 た な くて は な らない。新 しい知 見 を活用 す るチ ャ ンス は1年 に一 度

しか ない とい うこ とになる。 したが って、 本研 究会が まだ4年 しか経過 してい ない段 階 で、

高 校教 員 にただ ちに成果 を求 め るこ とは甚 だ酷 な こ とで ある。

授業 内容 に変化 が現 れてい ない要 因 と して、 教員 自体が 古い枠 組み の歴 史像で描 か れた
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歴 史 を学ん だ世代 であ り、 これ を容易 に改 め るこ とが 難 しい とい う意見 があ った。 その ほ

かに も以下 の ような様 々な問題 が これ を助 長 してい る ようであ る。

(i)旧 態依 然 とした大 学入 試 ・教科 書

◇ 知 識理 解 だけ では ない多 様 な評価 観(思 考 ・判 断、 学ぶ 態度 、資料 活用 能 力)が 導入

され て も、 実際 の大学 入試 問題 に大 きな変 化 がな いため 、高校 での学 習評価 の変動 も鈍

い。(熊 本 ・粟谷 昌史)

◇ 現 実問題 と して高校現 場 で は受験 とい う制約 の中 で生徒(受 験 生)た ちが歓 迎 して い

るの は、 も う答 えが決 まっ てい る 「パ ッケー ジ型の歴 史授 業」であ る ように思 う。 勿論 、

あ る程度 、高校 生 と して の基礎 的 なパ ッケ ー ジ化 された知 識が な けれ ば 「何 故」とい う

考察 もで きない訳 で はあ るが、 全 て をそ ういっ た形 で高校 生 たち に教 えて しまうの も、

考 えなけ れば な らな い。(大 阪 ・宇 田川真)

◇ 教科 書 も先の学 習指導 要領改 定 で大幅 な記述 改訂 を試 みたの だが、教 員側 か ら批 判が

集中 した。 一つ は従 来 に比べ て記述 が変 わ った ことに対 して教 え に くい とい う保守 的 な

立場 か らの批判 、 もう一 つ は、 ネ ッ トワー クな どの新要 素 や各地 域 ・各 時 代 の叙述 の順

番 や社会 背景 の叙述 が ち ぐは ぐで通 史 と して読 んでみ て も理 解 しに くい ことで ある。

(兵庫:・矢部 正明)

(ii)職 場 の環境

◇ 世界 史 教員 は寄 り合 い所 帯 であ る。 大学 の 文学 部 等で 歴史 学 を学 ん だ者 は、歴 史学

に傾 斜 し、歴 史学 の成果 に立脚 して、 歴史 その もの を教 える ことに重点 を置 こ うとす る

(教育 内容重視 型)。 これに対 して、大 学の教 育学 部等 で教科教 育学 を学 んだ者 は、歴 史

を教材 と考 え、歴 史 的思考 力 の育 成 を 目指 そ うとす る(教 育 目的 重視 型)。 そ して、歴

史学 を学 ん だ者で もな く、教科 教育学 を学 ん だ者 で もな く、 職場環 境 に よって世界 史 を

教 えざる を得 な い状 況 に追い込 まれてい る教 員 は、途 方 に暮 れつ つ何 とか乗 り切 ってい

る。 こ うしたい わゆ る専 門外 の世界 史教員 は意外 と多 い。(京 都 ・川 口靖 夫)

◇ 私 自身、大学 で は、法学 部 に在 籍 し、歴 史学専 攻で ない社 会科教 員 なので、 こう した

研 究会 に参加 し最新 の研究 成果 を学 ぶ ことで、新 た な視 座 を得 て授 業 を構 成す るこ との

重 要 さを毎 回実 感 して いる。昨今 の教 育現場 で は、私 の勤務校 の ように同僚 の社 会科 教

員の うち誰一 人 と して 日本史、 東洋 史、西 洋史 な どいわ ゆる歴史専 攻が ひと りもいない
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職場 もか な りあ る と思 われ る。そ うした職場 でそれ ぞれが 、各 々の歴 史観 に基づ いて授

業 してゆ く心 もとな さ と同時 に危 うさ も感 じて きた。(大 阪 ・堀川 喜子)

◇ 免許 上 「日本 史 ・世界 史 ・地理 」を教 える立場 にあ り、大学 や 大学 院時 代 の専 門分野

以 外や 自分 自身が 高等学 校で学 ん でい ない教科 を担 当す るこ と もあ りえ ます 。 こ うした

中、 「教 科 書」は教 師 に とっ て も知 識 の源 泉 であ り、特 に専 門分野 外 の場合 、 書 かれ た

内容が 間違 って いる こ とに気 づか ない こ ともあ ります。(鳥 取 ・山岸 裕子)

◇ 元来 は地理 の専 門で、 高校在 学時 に も理系 であ った ことか ら、歴 史 に関す る知 識は あ

ま りない なかで 、昨年 離 島の小規 模校 に赴任 し、 た また ま2名 しか い ない地歴 ・公 民 の

教 員が2人 とも地 理 の専 門であ った ことか ら、 日本 史 ・世 界 史 といっ た歴 史科 目を教 え

る ことにな りま した。歴 史 につい て これ まで本格 的 に教 えた こ とが ない私 に とって、毎

日の教材研 究 の 中で出 て くる歴 史 に関す る詳細 な記述 や諸 説が飛 び交 う歴 史の解釈 や背

景 に関す る説 明 は、 調べ れば調べ るだけ生徒 へ い ったい何 を重点 的 に伝 えてい けば よい

のか とい う悩 み を生 じさせ ま した。(鹿 児島 ・奥 山嘉邦)

新 しい枠 組み の歴 史像 に基づ いた教 科書 は まだ少数派 で ある。 また、 そ う した教科 書 で

も ところ どころに古 い枠組 みで書 か れた叙述 が残 り、読 者 を混乱 させ てい るこ とは大 きな

問題 で ある。速 やか に解決 され るべ きで ある。

(ii)は、大 学時代 に歴 史学 を専 攻 した こ とが な くて も、 勤務先 の都 合上 、歴 史科 目を担

当せ ね ばな らない事情 が あ り、歴 史 の新 しい枠組 み を どの ように理解す べ きなの か、何 が

間違 っ てい るのか を教員 自身 で理解す る こ とが難 しい ことを伝 えてい る。

募 集時 ア ンケー トにお い て、応募 者 の大学 在学 中 の専攻 分野 をたず ね た ところ、約2割

の応 募者 が、歴 史学 以外 の教育学 や法 学 ・経 済学 ・哲学 を専 攻 してい た。教員免 許 を取得

す る に当た って は、世界 史 と 日本史 の歴 史学 講義 の単位 取得 が必 要条 件 とされ るが 、1年

程 度の概 説講義 で歴 史学 の現状 や方法 論、研 究 の最前線 に触 れ る ことは難 しい。歴 史学 以

外 を専攻 した教 員 に とって、高校 生 に向 けて歴 史学 とは何 か、歴 史 を学 ぶ こ とにいか なる

意義 があ るの か、 な どを伝 え るこ とに難 し さを感 じるのは 当然の こ ととい えるだ ろ う。 こ

う した他専 攻 の教員 、 ひいて は社 会一 般の 人々 に歴史研 究者 が発信 してい く際は配慮 も必

要 であ ろ う。 そ して 、前掲 レポ ー ト中に もあ るよ うに、 この閉塞感 を打破 す るため に、多

くの教員 が最新 の研 究成果 を吸収 し ようと奮 闘 してい る こ とも見逃 しては な らな い。
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(3)歴 史研 究 に触 れ る機 会 の 少 な さ

◇ 世界 史 は 「お も しろ い」とい う こと を心 が けて授 業 を展 開 してい る。 しか し、そ のた

め には教 師 自身 の引 き出 しを豊か にす るこ とが不 可欠 で ある。(宮 城 ・池 田実)

新 しい枠 組 みで書 かれ た教 科書 が登場 した として も、 教 える側 の教員 が最新 の研究 動向

を入 手 し、知 識 の 「引 き出 し」をよ り多 く持 た ねば、 授業 に活 用す る こ とはで きな い。各

教員 は これ を入 手 しよ うと努力 して はい る ものの 、障害 があ る ようであ る。

◇常 々、 歴史研 究 と歴 史教 育 の間 には溝 ・断絶 があ る ことを実感せ ず にはい られ なか っ

た。 前者 で は、研究 の進 展 を第一 の 目標 とす るため、 専 門的す ぎて一 般 の者 には(高 校

教 員 に も)わ か りに くく閉鎖 的 な傾 向が否 め ない。後 者 では、授 業 実践報 告 が主 であ る

だ け に授 業で使 える技 術 や知識 を得や す く、そ の意味 で開放 的 と言 え るが、一 方 でその

授業 を客観 的 に批判 ・検証 す るこ とが 難 しかっ た り、 内容的 にか な り古 い学説 に依拠 し

た実 践報 告 も多 か った りす る。(愛 知 ・中尾浩 康)

◇書 店 に並 ぶ のが概 説書や 一部 の専 門書 しかな い状 況 下で は、歴 史学 の最新成 果 を知 っ

て い くこ とは、 名古屋 で の研 究会 の参加 や学 会 しか ない。各大 学 の研 究紀 要 まで は全 く

把握不 可 能なの で、本 当 に不 十分 です 。 また、専 門書が 高額 な点や 学校現 場 に時 間的余

裕 もな く、普通 の教 師は数十 年前 の成果 で しか教 え られない状 態です 。(三 重 ・新 田康二)

◇ 高校 まで の歴 史の勉 強 と、大 学 での歴 史 学の研 究 は全 く異 な る といわれ て いる。 「事

実 を証 明す る に は、 数多 くの 史料 を発 掘 し、 さま ざま な手続 きを経 る こ とが 必要 」(大

阪大 学文学 部案 内冊 子 よ り引用)で あ る。結 局 は図書館 で 閲覧で きる書 籍や 書店 で入 手

で きる出版 され た書籍(勿 論 日本語)で の いわ ば 自学 自習 で ある。 しか し素 人 ゆえ に間

違 った見解 、偏 った視 野で歴 史 を認識 しかね ない。(京 都 ・松 田宏)

地 方で は情報 の交換 ・収集 が ま まな らない事 情 もあ るよ うで あ る。 大阪府 の場合 、府域

が狭 い う えに交 通網 が発 達 して お り、 「情 報 の過疎 」とい う現象 は想 像 し難い が、府 県域

の広 い地域 では教 員が一 堂 に会 して研 究会 を開 くこ と自体 が困難 であ る。

もっ と も、仮 に独 学 で情報 を得 た と して も、 そ の学 説が 正 しいのか どうか を検 証す る作

業 は各教 員 の責任 に委 ね られる こ とに な り、相 当 な判 断力 が問 われ る。大学 で歴 史学 を専

攻 してい ない教員 にとって は至難 の業で あ ろう。
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この ほか、 レポー トで は情報収 集す らま まな らない教 育現場 の現 状 を訴 える声が 少な く

ない。

◇ 教員 は現 場 に出 て し まう と教科 教育 的(指 導 技術 、指 導方 法 な どな ど)な 研 修 を受 け

る機会 はそ こそ こあ るが、 よ り新 しい学 問の知 見 に触 れ る機会 が決定 的 に不 足 して しま

う。結 果 と して、 自分が 高校 時代 に習 った知識 で 日々の授 業 をこな して しま うのだ。

(東京 ・角 田展子)

◇ 高校側 も多 忙化 や研修 不認 可の しめつ けが きつ くな って きてい るので、 多 くの人が集

まって行 う研 究集会 の よ うな もの は長期休 業 中 しか で きない。普 段 は、大 阪府社 会科研

究 会が行 う研 修 に して も、学校 の書 類作成 や生 徒指 導の ため行 きた くて も行 け ない。 多

忙 化 のた め授業 の合 間 に勉 強 した くて も出来 ない状 況 もある。 「本 を読 んで い る間 に書

類 を作 れ」の 雰囲気 が ある。(大 阪 ・遠藤 和男)

◇ 「教 員の 自主的研 修」は困 難に なって いる。研 修計 画書(一 週 間前 まで に提 出)と 研修

報 告(事 細 か な内 容 と授 業へ の 「効果 」)を求 め られ れ ば、"こ ん なに めん どうな ら研 修

しない"。 また、研 修 の時 間 自体が ない 。(神 奈川 ・佐藤 雅信)

◇ 小 中連携 に比べ れば、 中高 連携 は難 しい。 それで も地域 による結 びつ きはあ る。 しか

し、 「高大 連携」となる と、そ の地域 性す らない。 さらに、 高校(教 員個 入 で はな く)間

の連 携 も十 分 で はな い。都 道府 県 に よって は研 究会 が 実績 を上 げて い る例 も見 られ る

が、地 方で は無 いに等 しい。(福 井 ・杉 下憲 司)

◇ 高校 教員 の 中で 自分 の研究 をや らない人が増 加 してい る。大 学時代 はな にが しか の研

究 を して いた はず なの に、高 校教 員 にな ると職務 の忙 しさ等 で放棄 して しまってい る人

が多 くな ってい る。高校 教員 の研究 会活 動 も弱 体化 して い る。(徳 島 ・岡 山真 知子)

◇ 学 問分野 に よる違い があ るが、世 界 史の場合 、高校 教 員が歴 史学者 と して研 究 をす る

の は、 その 費用 と時間 にお いて非常 に厳 しい環 境 にあ る。 教育 現場 を離 れて大学 院等 で

研 究 で きる制 度が 一部 に はあ るものの、 史料 にあ た りなが ら継 続的 に研究 をす るた めの

十分 な環境 が高校 教員 に は与 え られ てい ないのが実 情で あ る。(滋 賀 ・水 田博 之)

校 務 の多忙化 は高 校教 員の新 しい学 問 を学 ぼ うとす る時 間的 ・精神 的余裕 を奪 って いる

よ うであ る。 各都道 府県 の研究 会活 動 も地 域 に よって は停滞 気味 の よ うで あ る。

前 掲 レポー ト中にあ る ように、本研 究会 に参加 す るにあ た り、 学校側 か ら長文 の出張 報
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告書 の提 出 を求 め られ た参加 者が多 数 いた よ うで ある。実 際 に学校 長 宛 に提 出 した出張報

告書 の写 しを添付 して くれ た参加者 がお られ たが、 数千字 に及 ぶ分量 であ り、校務 多忙 な

教 員 に とっては かな りの負担 であ った もの と察 す る。

本研 究 会 では5月 下 旬 に抽選 の 末、100名 強 の教員 に参 加許 可 の通 知 を送 った が、 開催

直前 に なっ て辞 退者 が10名 近 く現 れ た。校 務 が急 に入 ったた め に参加 を辞 退 した例 のほ

か、教 育委員 会 の後援 を得 てい ない とい う理 由で学校 長 か ら出張 許可 が下 りず、 やむ な く

辞 退 した例 もあ った。 中に は本 学 か ら発 送 した出張依 頼書 を握 りつぶ した学校 長 もい た と

い う。そ れだ け高校側 には、研 究 ・研 修 活動 に対す る制 約が あ るので あ る。 過去3回 にわ

た り事 務局 長 を担 当 して きた筆 者 もまた、そ の傾向 が年 々強 まって いる こ とを実 感 してい

る。事 務局側 は、各都 道 府県 ・各校 の実情 に合 わせ た書類 の作成 、書類 発給 の タイ ミ ング

な どに神経 を使 わ された。 そ の ような現状 に もかか わ らず、今 回300名 近 い教 員 か ら反応

があ った こ とは驚 くべ きこ とであ り、各教 員が 本研究 会 に対 して並 々な らぬ高い期待 を寄

せて い るこ とが うかが える。

こ こ数年、 大 学院 等 の研 究機 関 で の長期 研修 を認 め る高校 は増 えて い る。政 府 は教員

の10年 次研 修制 度 を推 進す る方 針 を打 ち出 してお り、 こ うした流 れは さ らに進む だろ う。

しか し、 こ うした動 きは今の ところ都 道府県 によっ てば らつ きが あ る らしい。研 修期 間中

は休職扱 い にな るため給 与 を受 け られず、若 手 の教員 に はほ とん ど有名 無実 な制度 であ る

との声 も聞か れた。

(4)高 大 連携 の現 状 と課 題

(i)大 学一 高校 の学校 間の連携

◇ 理科系 の教 科 な どで は、大学 の研 究室 を訪 問 させ て頂 き、話 を聞かせ て頂 い た り、 ま

た大学 の先生 を高校 にお招 きして、 講演会 を開いた りしてい る。(大 阪 ・宇 田川真)

◇ 本校 は大学 が 附属 して い るため 、公 立 高校 に比 べ れ ば連繋 を と りやす い体 制 で はあ

る。 しか し、2～3年 前 まで は年 に一 度 ぐらい特別 講義 を講堂 に集 め て講演 して も らう

とい う程 度 であ った。(中 略)昨 年度 か ら高校3年 科 目に大学 講義 を充 当す る試み を始め

た。(高 校か ら大学 へ は評定基 準 を満 たせ ば推薦 で進 学で きる)。 た だ し、歴 史学 の講義

は今 の ところ開講 され てい ない。(宮 城 ・吉 田理)

◇ 高 大連携 と して、 よ く行 われ てい るの が 出張講義 や 大学 の授 業受 講 であ る。 これ は、

生徒 が大学 の先生 の授業 を受 け る体験 学習 を中心 と してお り、生徒 の進 路選択 に利 用 し
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てい る。 この他 、利用 してい るの が総合 学 習 にお いて指 導助 言 して も らう こ とで ある。

い ず れ も、 主体 は生徒 で あ り、高 校教 員 を対 象 と した もの で は ない。 最近 、10年 次研

修 等で、 大学 の教 官が研 究 を一部 指導 され る こ とが ある。私 も一度地 理 のGISの 授業 を

受 けた こ とが あ る。 ところが、歴 史 ではそ うした機 会が あ ま りない。

(徳島 ・岡山真 知 子)

高校 と大 学 の学校 間の 交流(い わゆ る 「高大 連携 」)は、理系 科 目を中心 に各地 で行 われ

て い る。 本研 究 会 第1日 目に行 な った 緊急 ア ンケ ー トで挙 げ られ た各校 の高 大 連携 の 実

践 例 の多 くは、上記 の ような大 学教 員が 高校 で授業 を行 な う 「出前講 義」や単 位互 換制 度

で あ る。COEプ ロ グラ ムの メ ンバ ー も出前講 義 や模 擬 授 業 を引 き受 け る例 が あ り、筆 者

も2006年10月15日 に京都 市立堀 川 高等学 校 と六 甲高等 学校(兵 庫)の 生 徒 を大 阪に招 き、

桃 木教授 と印牧定彦 氏(京 都市 立堀 川高等 学校教 諭)と 共 同で模擬 授業 を行 な った。

この ような、 高校 生 を対 象 と した高校 と大学 の学校 間交 流 は、高校 の教育 現場 に どの よ

うな効果 を もた ら して いるの か。 レポ ー トによる と、 肯定 的 な意 見 よ りもその効 果 を疑 問

視 す る声 の方 が多 いの であ る。

◇本校 で も大学 の模擬 講義 を実施 してい る。 寝 て しま う生徒 はい るが、 なか には、普 段

の授 業 と違 って 目を輝 かせ なが ら聴 いて いる生徒 も存在 す る。や は り、専 門家 の講義 は

強 い確 信 と自分 で得 たオ リジナ ルの見 識の もとでお こな うので、生徒 の心 を捉 え る場 合

もあ る。 これ は、常 に二次 的資料 で授 業 を展 開 してい る我 々に は出来 ない こ とで ある。

(神奈 川 ・古 川寛 紀)

◇ これ までの と ころ、 高大連 携 の効果 は限定 的 であ るよ うに思 われ る。 その要 因 と して

は、① 大学 側 か ら高校 側へ の最新 の研 究成果 の紹介 とい う形 を と り、双方 向性 を持 た な

い こ と、② 高校 側 に、 た だ知識 を得 る ことを 目的 と した受 身の意識 が あった こ と、 の二

点が 考 え られ る。(島 根 ・北垣 秀俊)

◇現任 校 で も年 に一度 、 出前 講義 とい う形 で事前 に生徒 た ちか らア ンケー トを取 り、 興

味 のあ る講座 に分 かれ て2時 間授 業 を受 ける ものが ある。 ただ、 どの講義 を聴 い て もど

う して も堅 い理論 になっ て しまい、 いつ も生徒 の集 中力 が最後 まで続 か ないの が現実 で

あ る。逆 にそ の学 問 に興味 を な くして しまうケ ース も多 々見受 け られ るので ある。

(兵庫 ・後 藤善 弘)
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◇ 大学 にお ける歴 史学 と高校 にお ける歴史教 育 との連携 はこれ まで一部 では行 われ てい

たが、政 治 的な党派性 を ともなっ た もので あ った とい う印象 が強 い。そ のため 学校 内で

は一部 の教 師の個人 的 な取 り組 み に終 わ って広が りを持 た なかっ た。(福 岡 ・吉 永暢夫)

◇平 成11年 の 中教審 答 申 にお いて、 初等 中等 教 育 と高等 教育 の接 続 の改 善 につ い て提

言 され て以 来、数 々 の実践 が な されて い る。 そ の一方 で、 「高校 生 が大 学 の授 業 を聴 講

した り、 大学教授 が研 究 の中身 や大学教 育 につ いて講演 す る ことで、相互 の教 育が 良 く

なった り、制度 の谷 間でつ まず いて いる生徒 や学生 が救 われ た りす る プログ ラム とは思

えない。 まるで高大混 乱で あ る」といった批判 的 な意見 もあ る。(千 葉県庁 ・卯 月睦彦)

◇ 「高大 連携 」とい う場 合、 従 来 よ く実 施 され てい るの は、高校 生 を対象 に した もの で

あ る と思 う。 例 え ば、大 学 の先 生 に よる 「出前 授業 」や 「講演 」で あ る。(中 略)ま た、

「総 合 的 な学 習 時 間」で の行 事 の一 つ とい う位置 づ けで しか な い場 合 も現 実 的 には多 い

の では ないか。 この ような行 事 的な連携 、つ ま り、 単発 の連携 、 に とどまって いるの で

は、 高校側 と大 学の先 生側 の負担 の割 には、 あ ま り成果 があが らないの では と思 う。

(大阪 ・神於 正明)

◇高 等学 校側 の感 覚 では、 高大 連携 といえ ば 「対生 徒」とい う観 念 で行 って い る とい う

こ とで あ る。高 大連 携=大 学側 か らの高校 へ の 出張 出前 講義or高 校 生 の大 学 での 単位

取得 とい う図式 が出来 上が ってい るの であ る。 その 中で は高校教 員 の役 割 はそのパ イ プ

役 に過 ぎないの であ る。 今や その コー デ ィネー トを行 う業者 も多 く介在 してい る。

(兵庫 ・矢部正 明)

◇ 現在 におい て も 「高大 連携 」は、 まだ十 分 に理解 され た教育 企 画 とはい え ない よ うで

あ る。 多 くの高校 では 出前 講義 と進路 体験 をセ ッ トで考 えた進路指 導的 企画 と受 け とめ

てい る。 このス タイ ルは大学側 の負担 と単発講義 で の授 業効 果 の薄 さに よって、発展 性

はあ ま り見 込 まれない と考 える。 そ こで 、高大双 方 に よ り教 育 的な効果 を狙 った連携 ス

タイルで、本校 で は高大 連携 の再構 築 を図って きた。(中 略)高 校教 育改 革 の進 展 に よっ

て各校 は教 育 の特色 化 に取 り組 み、教 育課 程 の改編 と共 に学 校設 定科 目(特 色科 目)の

構 築 が進 んで きた。 一 時的 に 「総合 的 な学 習の 時 間」で の活用 も考 え られ たが、 そ の運

用 の難 しさ と総 合 の時 間の位置 づ けの瞹昧 さに よっ て、い まや この枠で の特色化 や高 大

連携 は縮小 して いる。現在 の各 高校 が持 つ学校設 定科 目は、 特定 の教員 が持つ 知識 や経

験 に頼 った特殊 な もの、 また は科 目名 を変 え なが ら実 質 は受験 対応 の補 習的 な内容 が多

く、必 ず し も高校教 育 の改 革 に結 びつ い てい ない現状 があ る。(兵 庫 ・鵜 飼 昌男)
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◇私も進路部として高校に大学の先生方を招いて模擬授業を多数実施していただきまし

たが、本当に高大連携で必要なのは高校教員の学びの場であり、高校の教員と大学研究

者(教 員)の 連携であると考えます。(東 京 ・藤野正和)

「出前講 義」は生 徒 の 関心 を一定 程 度引 き上 げ ては い る ものの、 か え って生徒 の 間 に混

乱 を もた らす 場合 もあ るな ど、高校 側 にか な りの負担 を強 いて お り、 今や 閉塞感 も漂 って

い るよ うで あ る。 本研 究会 に対 して 、かつ て 「臨床 的 な試 み をす るな らば、大 学教 員が 高

校 の教 壇 に立 て ば よい」とい う意 見が あ った が、筆 者 は そ うす れ ば教育 現 場 を混乱 させ 、

高校 と大学 との 問で不信 感 を抱 かせ るこ とにな るので はな いか と危 惧 して いた(2004年 度

報 告書参 照)。 どうや らその危惧 は現 実の もの とな って いる ようであ る。

さらに、対 象が生 徒 とな るため、 高校教 員が 大学 の最先端 の研 究成 果 を どう生 かすべ き

か とい う面 の解 決 に はほ とん どつ なが ってい ない とい う問題が残 されてい る。

(ii)大 学教 員 と高校 教 員の連携

で は、本研 究会 の ような生徒 を対象 とす るので はな く、 大学教 員 と高校教 員 を対 象 とす

る歴 史学 と歴 史教 育 に 関す る連携 は どの よ うに なっ てい るか 。2003年 夏 に本研 究 会が 発

足 した当初 、類 似 の研 究 会 は管見 の 限 りほ とん ど存在 してい なか った。 しか し、4年 を経

た現在 、 同種 の研 究会 が各地 で立 ち上が っ てい る。 その具 体例 をレポー トか ら紹 介す る。

◇歴 史 学研 究会 と東 京都 歴 史教 育者 協 議会 が共 催 して い る 「歴 史学 ・歴 史教 育研 究会 」

は2003年10月25日 の 第1回 か らすで に10回 以 上の例 会 ・研 究 集会 を開 いて い ます。 大

学 と高校 を結 びつ けて活動 してい ます 。(実 教 出版 ・小林 一幸)

◇東 京 と神 奈川 の教員(中 学 と高校)・ 大学 院生 で構 成 され る グループ 「社 会科 中東研 究

会」が ある。 月例 の研究 会 に はス ポ ッ ト的 に中東 調査 会 ・マス コミ関係者 が参 加、 オー

プ ンな講演 会や 報告会 も開い た り大学 院生 が修士 論文 の プ レゼ ンを行 う ことや フィー ル

ドワー クの報告 な ど もあ り、高校 生 に対 す る対 ムス リム意識調 査 を行 なった りも してい

る。 この ようなグ ルー プが他 に もた くさんあ る。 しか し個人 を越 えた教科 と しての 、そ

してそ のグ ループ に属 してい ない教員 の共通 認識=共 有 財産 に なってい るか とい う と怪

しい ものが あ る。 ヨ コの連携 を同時 に作 るこ とを継続 しな い と結局 「大 多数 の高 校生 」

に歴 史 が 降 りて行 か ない。 「個 人+ヨ コ+タ テ」を備 えた活動 とい う視点 で歴 史 教育 の
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組織 を構築 す る必要が あ る。(神 奈川 ・佐藤 雅信)

◇第1回 研 究会 終了 後、 この ま ま終 わ らすの は もった いな い と考 えた大 阪 の高校教 員 同

士 で声 を掛 け合 い、 そ の年 のll月 にIF(イ ンター フェ イス に ちな む)の 会が5人 で発足

しま した。 現在 は16名 で、2ヵ 月 に1回 程 度 の割 合 で会 合 を もち、 順番 に発 表 を行 い、

批評 しあっ てい ます。 内容 は 「高校 世界 史の授 業 に 関す る こ と」とい う条件 を満 たす も

の としてい ます 。(中 略)そ して会合 の形 式 ・参加 者 等が 安定 した 頃 に、 大学 関係 者 に

高校教 員 のメ ンバ ー と同 じ立 場で の参加 を呼 びか け よう とい う ことにな り、そ の趣 旨に

添 っ て呼 びか け た と ころ、 第11回 に1名 が快 く参 加 して くれ ま した。 ざっ くば らん な

討論 に とけ込ん で も らえ、 この試 みは成 功 した と思 い ます 。今 後 と も、高校 ・大 学双 方

の遠慮 無 い討論 を行 えた ら有益 で あろ う と考 えて い ます。(大 阪 ・若松 宏英)

◇ 昨 年 よ り大 阪大学 に学 ぶ形 で、 九州 大 学 と福 岡県 高等 学校 歴 史研 究 会 の連携 が 実現

し、 「歴 史学 ・歴 史教 育 セ ミナ ー」が 開催 され た。 今後 、全 九州 さ らに西 日本 地 区の大

学 ・高校の研 究者 や教 員の連携 の輪 が広 が ってい くことを希望 し期待 した い と考 え る。

(福岡 ・菅満 津江)

この よ うに、全 国規模 では ない ものの、 地域 ・研 究領域 ご とに新 しい研 究会 が発足 して

い る。 この ほか管見 の限 りにお いて は、和歌 山大 学が地 元の教 育委 員会 と提 携 して研 究会

を組 織 してい る。立命館 大 学 は高大連携 室 を設置 、近畿 を 中心 とす る複 数の府県 と提携 し

て様 々 なプ ロジェ ク トを立 ち上 げて いる。専修 大 学 は本研 究 会 とほぼ同 じ日程 で、大 学の

歴 史教員 が高校教 員 向け の講座 を開 いた。 岡山県 で も地 元の 高校 教員 と大 学教員 が研 究会

を立 ち上 げ る計 画が進 ん でい る とい う。京都府 で は本学 や府 内の大学 の教 員 ・学 生 と高校

教員 が一 堂 に会 す る研究 会が 実施 され てい る(詳 細 は、 本報 告書後 掲 の堀江 嘉明氏 の論 文

を参 照 され たい)。 そ れ らの試 みの多 くは、本研 究会 が発足 して以 降 に発足 した もの であ

り、 その い くつ か は本研 究 会 を参 考 に した もので ある。本研 究会 の活 動が一 定 の支持 を受

け た結果 、他 大学 で も個 々の特長 や地域性 を生 か しつつ実 施 してい るの であ る。 本研究 会

の活 動の成 果 は、各地 の大学 ・高校 に確 実 に刺 激 を もた らしてい るので ある。

2.研 究 会 の 意 義

前 節で 述べ た よ うな高 校 の教育 現場 に おけ る様 々な問題 を抱 えなが ら、100名 近 い高 校
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教 員が本研 究会 に参加 した。 グルー プ討論会 の設 定 な ど、 開催 直前 に なってス ケ ジュール

の 変更が あ り、参加者 には例年 に無 い負 担 を強 いる こ とになったが 、今 回 もほ とん どの参

加 者か ら高い評価 を得 るこ とが で きた。 しか し、研 究会 に対 して指摘 された 問題 点 も皆無

で は ない。本節 で は、研究 会が 高校教 員 に どの よ うな点 で意 義深 い もの となった のか、 ま

た どの よ うな課 題が残 ったのか を分析 してい く。

(1)「新 しい枠 組 み 」に基 づ く講 演 内容

◇ 歴 史 とい うものは一 定の時 間や 空間 の中の事 実 とい う観 点で は正 しい理解 は で きない

し、 また中 国史 と東 南 アジ ア史 にお いて どち らが主 で どち らが従 で ある こ ともな く、為

政 者が残 した記述 を基 に した歴 史 の一部 を、 われわ れがすべ て鵜呑 み に しては いけ ない

とい うこ とを実感 しま した。(鹿 児 島 ・奥 山嘉邦)

◇ 世界 シス テム論 な ど歴 史 を捉 える新 たな枠 組 み を歴 史教育 に浸 透 させ る前 に まず 、歴

史教育 の場 でい つの 間に か暗黙 の うち に前 提 として しまって い る概 念(平 教授 や森 安教

授 が指 摘 され た 「国家 」「民 族」な どを含 め て)を 対象 化 して、 そ れ らが歴 史的 に作 られ

たい きさつ を明 らか にす る こ とが、今 歴 史教育 で求 め られる と考 え る。(福岡 ・吉永 暢夫)

◇ モ ノの見 方 ・考 え方 が変 わ り、批 判的 に納得 の行 く形 で見 据 え るよ うになっ たこ とは

確 か であ る。(大 阪 ・高橋 勝幸)

◇ 私 が最 も衝 撃 を受 けた こ とは、高 等学校 用歴 史教 科 書(日 本 史 ・世 界 史)の 記述 がす

べ て 真実 で は ない とい う こ とで した 。(中 略)も しそ れが 間違 った歴 史だ とす れ ば大 き

な意 味 を持 って くる と思い ます。(佐 賀 ・森永 知宜)

◇ 多 くの講 師が ご 自分 の研 究 テー マ を話 され てい るだ けでな く、現代 の政 治認識 に まで

言及 され てい る こ とであ る。大 学教 員が仰 って いた 「現 代 を教 え てい ない」に対す る一

つの答 え であ るか も しれ ない。(宮 城 ・吉田理)

◇ 歴 史 を複 眼的 ・批 判 的 にみ なけ れ ば いけ な い とい う学 問的姿 勢、 研 究成 果 を広 く伝

え、発信 していか な ければ いけ ない とい う使命 感 と熱 意。 大阪大 学 のス タ ッフが 、高校

教 員 と共 に新 しい歴 史学 、歴 史教育 を構築 してい こ うとす る真摯 な姿勢 が よ く私 た ちに

伝 わ って きた。(中 略)ま さに 「腑 に落 ち」「目か らうろ こが 落ち」私 の頭 の 中に はっ き り

と 「歴 史の像 が結 ばれ た」。(香 川 ・豊 島修)

◇ 講演 の 中で繰 り返 し強調 されて いた、広 範 な知識、 批判 精神、 バ ラ ンス感 覚 は是 非 身

につ け てお きた い。 そ して、 「今 の世 の 中 を何 とか した い」とい う問題 意 識が 、歴 史学
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を小 手先 の実学 で はな く長期 のスパ ンで社 会 を変革 しうる実学へ と昇 華 させ るで あろ う

と信 じてや まない。(三 重 ・冨澤 要樹)

◇ 研 究 と現 場 のず れが 生 じやす い部分 を的確 に わか りやす く講義 して下 さった こ とで、

先 端 の研 究 の一端 に触 れ られた こ とが有 意義 だ った。(中 略)私 の教材研 究 は基 本 的 に

大学 入試 問 題 のチ ェ ック と生徒 へ の フィー ドバ ック とな って い るが、 そ の根底 は以前

に勉 強 した歴史 で あ り(基 本的 に私 の知識 ベ ース は古 い岩 波講 座世界 歴 史で止 まって い

た)、 最 新 の歴 史研 究 とのギ ャ ップが増加 してい るこ とを 自覚 させ られた。

(駿台予備 学校 ・松 山仁 史)

大学教員が一国史観や西欧中心史観など従来の 「古い枠組み」を打破した 「新しい枠組

み」の歴史研究の最前線を紹介 し、さらに高校教員からの報告を基に過去の研究会での成

果が教育現場でどう活かされているのかを検証する場も設けた本研究会は、参加者から高

い評価を与えられた。以下、授業実践報告や討論会を含め、個別の講演に対する反響のい

くつかをレポートから掲載する。

(i)森 安 講演

◇ 講演 の 中で、 「中国史 は漢 民族 史 で はな い」と論説 され ま した。 これ まで教 科 書 をそ

の まま鵜 呑 み に して いた の で、 イ ンパ ク トが強 く、 同 時 に疑 問が解 決 しま した。五 胡

十 六国時代 は華 北 に異 民族 が分立 、融合 してい た こと、 また金 の支 配や元 朝 に至 って は

モ ンゴルが全 中国 を支 配 され たこ と、 に もかか わ らず漢 民族 の歴史 が 中国史 を支配 的 に

教科 書 は教 える。 「唐 文化 」は 「漢 民族 の文化 」なのか 、 この こ とは否 定 に値 す る。 日本

に至 っ ては弥生 時代、 古墳 時代 よ り朝鮮 半 島か ら民 族移 動が あ り、 多 くの文化 の痕跡 を

残 して い る。 日本 も複合 民族 国家 であ る こ とは当然 の こ とであ る。最 後 に 厂いず れ アメ

リカ もアメ リカ民族 がで きる」と説得力 の ある論説 に共感 しま した。(大 阪 ・田守隆敏)

◇ これ までユ ー ラシア につ いて は教科書 どお りに区切 り、王朝 支配 の後退 も一つ の民 族

が滅 ぼ されて、 次が立 つ よ うな発 想 であ ったが、支 配者 は数パ ーセ ン トに過 ぎず 、大 部

分 の民衆(民 族)は 生 き残 り、混 血 を繰 り返 しなが ら もそ れぞ れ の文化 が溶 け込 んで い

く壮 大 な大 陸 の歴 史 の渦巻 いて いる こ とを教 え られた。(大 阪 ・高橋 勝幸)

◇ 講演 中 に紹 介 され た第一 次 史料(例 女奴隷 売買 文書 等)は 高校現 場 で も十分活 用 で

き、 口語訳 とと もに詳 しい注 釈 も追加す れ ば理 解 を深め る こ とがで きる。 ソグ ド人が唐
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代 の オア シスの道 を舞 台 に活躍 した商業民 族 であ る とい うだ けの平板 な理解 に と どま ら

ず、進 ん だ契約社 会 も示 してい たこ とを雄 弁 に物語 るか らで ある。(京 都 ・堀江 嘉明)

◇ 古代 日本 とソグ ド人 との 関わ りを調べ てみ た。 いろい ろ文献 を探 ってみ る と、安 如宝

とい うソグ ド人僧 が754年(天 平 勝宝4)2月 に鑑真 と共 に来 朝 し、奈 良末 か ら平安 初期

の仏教 界 におい て指導 的地位 に ある こ とが わかっ た(東 野 治之 『遣唐使 船』、 東大寺 教学

部編 「シル ク ロー ド往 来人物辞 典』)。「安 」姓 を名乗 るの でブハ ラ出 身で あろ う。(中 略)

古代 日本の歴 史 を中央 ユー ラ シア情 勢や研 究 の進展 の著 しい ソグ ド人の活動 を視 野 に入

れ る とき、新 しい歴 史像 が描 け るよ うにな るこ とは間違 いな い。 戦後 、 日本 古代 史学 は

「東 ア ジアの 中の 日本」とい う観点 を共 有 し豊 か な歴 史像 を描 き出 して きたが、21世 紀

に入 っ てやや 行 き詰 ま りをみせ て い る。 そ れ を打 破 す るた め 「ユ ー ラ シア世界 と 日本 」

の観 点 を持 つ こ とが有効 なので はない か。本研 究会 に参加 して得 た最 大 の成果 はそ う し

た新 しい歴 史の見 方 を獲 得 した こ とにあっ た。(富 山 ・城 岡朋洋)

◇ ソグ ド人 が商 人のみ な らず 、武 人 ・外 交官 ・政 治家 と して も活躍 して いた こ とな どの

指摘 も刺激 的で した。唐 王朝 につ いて は安史 の乱 を早す ぎた征服 王朝 と位 置づ け られて

い る ことは、 この反乱 に対す る認 識 を新 た にす るこ とが で きま した。中央 ユー ラ シアを

舞台 とした遊牧騎 馬民 族の動 向が 世界 史 に相 互連 関 を与 えた とい う視 点 で世界 史教育 の

教材化 を図る予 定で、 この ような諸点 を参考 に させ て いただ きた い と考 えて います。

(香川 ・真 鍋篤行)

(ii)平 講演

◇ 「歴 史的事 象 か ら、 現代 へ の メ ッセ ー ジを読 み取 れ」とか 「現在 の私 たち は未 来へ ど

の よ うなメ ッセー ジ を発 すべ きか?」 とい う熱い 講義 を聴 いた。 これは ま さに歴 史学 の

本質 で はある まいか。(広 島 ・大世 戸治 郎)

◇ 学校 現場 で は、鎌倉 幕府 の成立 に よって社 会が劇 的 に変化 した とい う考 え方 や、 法然

や親 鸞の説 い た思想 は、従 来の いわ ゆる旧仏 教 とは全 く異質 な ものであ る、 とい う考え

方が 主流 で、私 もそ れに沿 って授 業 を行 って きま した。 そ う した 中で、 自分 の知 らない

研究 成果 に触 れる こ とがで き、 また単 に新 しい知 識 を提 供す る、 とい うので はな く、歴

史 を通 した ものの見方 や考 え方、 歴史 認識 のあ り方 につ いて 、示唆 に富 んだ講 義 を聴 く

こ とがで き、私 自身大 変勉 強 にな りま した。(鳥 取 ・問久美 子)

◇私 が中学 校 ・高等学 校 で学習 し、真 実だ と確信 して いた鎌倉 時代 の宗教 界 の実態 を大
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き く覆す もの で した。鎌 倉 時代の仏 教界 をリー ドしてい たのが 、本来 古代 の象徴 とされ

て いた 旧仏教 で あ り、 浄土 宗 ・禅 宗 な どの いわ ゆる 「鎌 倉新 仏教 」は後代 に鎌倉 新 仏教

と認 定 された もので、鎌 倉 時代 当時 はほ とん ど影響 力 を持 た なかっ た とい う事実 は、教

科 書 と見比べ る と大 きな隔 た りが あ ります。 しか し、現在 で も旧仏教 の寺 院が 日本中 に

見 られ、 しか も大 寺院 が多 い とい う実例 と照 らし合 わせ れば、 平教授 の考 えは十 分 な説

得力 があ ります。 その 意味 では、私 が いか に教 科書 に載 って いる歴 史的事 実 を鵜 呑み に

し、疑 問 も持 たず に学 習 し授 業 して きたのか を気づ か され、恥 ずか しい限 りです 。

(佐賀 ・森永 知宜)

◇ 「時代 区分論 争」の不 毛性 はあ る もの の、歴 史 の流 れ を観 るこ とで時代 の 変化 を認識

で きた。結 果 と しての 時代 区分 で はな く、過 程 と して の時代 区分 論 は 「有 りき」なの か

とい う思 い を持 った。 その延 長 線上 に残 っ たの は、「それ な らば近代 の始 ま りを どこに

考 えるの か」とい う ことであ る。 これ は 自分 自身 の課題 と して持 ち続 けて い きた い と思

う。(兵 庫 ・吉村 昌之)

◇ 平安=旧 仏 教、鎌 倉=新 仏教 とい う二 項対立 す る ような構 図 をつ くり出 した のは、教

え る側 が理解 しや すい ように意図 的 に詳細 な部 分 には 目を瞑 って敢 えて対比 す る ように

仕 立 て たので はな いか。(中 略)そ もそ も人 の行い は 「断絶」す る もの では な く、 次第 に

「変化 」す る もので あ る とい う、 ご く当 た り前 の こと を理解 す る ことがで きれば この よ

うなこ とは起 こ り得 なか ったであ ろ う。(愛 知 ・杉本 明 隆)

(iii)秋田講演

◇ 講演 を参 考 に して、 地域経 済 間の関係性 に視 点 を据 えつ つ、 それ ぞれの地 域経 済 を よ

り重層 的 に捉 えてい くような形で世 界 史の理解 を深 めて い きたい。(滋 賀 ・水 田博之)

◇ 現代 史 とい うこ ともあ り、 今 まで はアメ リカの政 策 を中心 に東 南 ア ジア ・東 ア ジアを

見 ていた ため、知 識不足 を感 じた。(三 重 ・新 田康二)

◇ 英 領 イ ン ド産綿 花が 日本(大 阪)の 繊維 産業 と大 き く関 わ って こ とは、 今後 の授 業 を

行 な ううえで大 きな示 唆 を受 け た。(宮 城 ・池 田実)

開催 時 ア ンケ ー トによる と、 秋 田講演 は内容 が極 めて高度 で あるた め、授業 へ の活用 が

困難 であ る との意見 が多 か った。

講演 を受 けて他地 域の現 代 史への応 用例 を示 した レポー トも寄 せ られてい る。

欝 嬲 システム購 簸アジア交滋
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◇ 北 欧諸 国 は近代 世界 システ ム にお い て は 「半周 辺」に位 置づ け られ、 グローバ ル ヒス

トリー におけ る主要 なア ク ター とはい えな い。 しか し現代 世界 にお け るプ レゼ ンス は決

して小 さな もので はな く、特 に 日本 に お いて は一種 のユ ー トピア と して 美化 され、福

祉 ・教育 ・外 交 な どの諸 政 策 とそ の成 果 がや や見 境 な く賞 賛 され る傾 向 に あ る といえ

るで あ ろ う。 しか しもちろ ん、 北欧 は完全 無 欠の ユー トピアで はあ り得 ない。2005年9

月30日 にデ ンマー クの左 翼的 な高級 紙lullands-Postenが 掲 載 した風 刺画 を発 端 とす る一

連 の騒動 は、 デ ンマ ー ク国内 の ムス リム会 議 に よる い ささか扇 情 的 な宣伝 に よっ てイ

ス ラーム諸 国の憤 激 を買い 、イ スラー ム世界 の人 々の西 欧諸 国に対 す る潜在 的 な不満 や

屈辱 感 を刺 激 して収拾 の つか ない状 態 に陥 って いる。(中 略)デ ンマ ーク の政策転 換 を、

社 会統 合担 当の 閣僚が 厳 し く批 判 した ス ウェーデ ンにお いて も、 国内で は住 民投 票 の場

にお い て反移 民 の言説 が表 面化 す る な ど、移 民 問題 は北 欧諸 国 におい て も深 刻 であ る。

「ムハ ンマ ド肖像 画事 件」は 「文 明 の衝突 」の 文脈 で理解 されが ちで あるが、 そ の衝突 は

遍在 す る他 者へ の無理解 を発 端 として 、一体化 された世 界 におけ るバ タフ ライ効果 の様

相 を呈 しつ つ大爆 発 に至 った もの と して理解 で きるで あろ う。(愛 知 ・杉藤 真木 子)

(iv)桃 木 講演

◇ 歴 史 を学 び、教 える楽 しさと ともに、そ の怖 さを学 んだ。何 気 な く常識 と して使用 し

てい る用語 、細 か く調 べ も しな いで説 明 してい るこ とな ど、私 自身あ るので はない か と

思い 、今後 に生 か してい きたい。(埼 玉 ・岩崎 淳)

◇ 我 々高 校教 員 が 「教科 書 に こ う書 い てい るか ら」とい う安 直 な理 由 で誤 りをその ま ま

教 えて しまっ てい る とい う高校 現 場で の問題 点 を分 か りやす く指摘 して 下 さ り、良 い勉

強 にな りま した。(大 阪 ・宇 田川真)

◇高校 世界 史で は歴 史の表層 を広 く教 え る訳 です が、 間違 った知識 ・事 実 を教 え るこ と

は最低 限 避 けたい こ との1つ です。 そ のた めに、教 科書 以上 の正確 な部分 を教 えて いた

だ き、迷 い無 く授 業 で指導 で きそ うで す。(福 岡 ・徳 本次郎)

◇桃 木教授 が高校 の教 科書 や他大 学の 入試 問題 を研 究 してい る こ とに は驚 か された。 画

期 的 ・先 進的 とされ る研 究 も 日々の地道 な活 動 の連続 で あ った のだ と感 じた。 そ して、

桃木 教授 の こ うい った地道 な作 業 は高校 教 育 と大 学 の研 究の 「溝」を埋 め てい く大切 な

営み であ る と痛 感 した。(広 島 ・大世 戸治 郎)

178 睡 艶r紬 ¢曹 鬚 幕勉 義箕灌 蠻s鑓ese魯 駕 禽A畿i》i庵 融5量 §畿羅一2嚢套§



教科書や大学入試問題の記述に誤謬があることを明らかにした桃木講演は、参加者に大

きな衝撃を与えた。

このほか講演及び質問回答では、世界史を学ぶことの意義や、東南アジア史で最低限何

を学べばよいかの指針が示された。それらに対しては、以下のような反響があった。

◇``教 え るな ら最 小 限 な にを教 え るか"の 提 示 があ り、 とて も役 立 った。 各地 域 史 に こ

の よ うなマ ニ ュアルの提 示が あ る ととて もたすか る。(神 奈川 ・高橋 和子)

◇ 「正 解 のな い問い に出会 った とき、投 げ出 さない人 間 にな って欲 しい」「自分 と異質 の

者 と出会 った と き、お もしろが って欲 しい」厂自分 の仲間以 外 の人 にその面 白 さを説明 で

きる ように なっ て欲 しい」の3点 も教 壇 に立つ 上 で、私 自 らが常 に意 識 して ゆ きたい言

葉だ と思い ました。(神 奈川 ・九鬼 逸子)

◇ 「自分 と異 質 な もの に出会 った と き怒 らない。 日本 の常識 をあて はめ ない」とい う原

則 を高校 生 教 え るこ とは、 世界 史教 育 の 緊急 の責 務 で あ る と、恐 れ なが ら認識 し ま し

た。(大 阪 ・北村 素子)

◇ 大学 入試 に見 られ る誤 解の 具体例 、表記 の 問題 な ど、教科 書 の記述 に も関連 して大変

参考 にな りました。(実 教 出版 ・小林 一幸)

◇ 自分 は東 南 ア ジア を 「世界 史の鬼 門」と呼 んで きた。 これ は歴 史 を学ぶ 者 と して言 っ

て きたので はない 。世界 史 を教 える教 員 の立場 として東南 ア ジアが外 の地域 と比べ て非

常 に教 えに くい とい う こ とで あ る。(中 略)桃 木教 授 が言 わ れた 「3つのい と ぐち」か ら

、入 る こ とで生徒 の東 南 アジ ア史へ の 理解 も進 むので はない だろ うか。地 図 を書 かせ る こ

と、 日本 とのつ なが り ・共通点 を紹介 し、 映像等 を使用 してエス ニ ック料 理 ・踊 りや音

楽 を見せ るこ とに より生徒 も関心 を もつ ので はないか。(山 梨 ・石原 純)

(v)笹川講演

◇世界史Bに おいて、現状は旧態依然とした受験対策の知識注入型授業から脱却できて

いない。(中略)笹 川教諭の授業実践報告を受けて、歴史的思考を養う授業は生徒の積

極的な授業参加を促し、当然の帰結として知識の定着度も増し、受験にも十分対応でき

ると考えるに至った。今後は具体的な単元を選び出し、具体的な教材化と年間計画の再

編を進めていきたい。(兵 庫 ・上田義人)

◇高校側がより多 くの優れた授業案を提示していく必要を強 く感 じた。(中略)私 は、
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歴 史研 究 と歴 史 教育 が本 質 的 に同 じもの で あ る と思 う。 なぜ な ら、 それ は両 者 と もに

「わか りやす さ」で あ り、 常識 的 に納得 い く形 で あれ ば、実 証研 究 であ ろ う と、 一つ の

世 界 史授 業で あ って も、優 れ た もの にな るか らであ る。「わか りに くい」もの は、歴 史

研究 と して も精 彩 を欠 くし、高校 生 を対 象 とした授 業 として も完成 度の低 い もの になっ

て しまう。 しか し、 その わか りやす い授業 とは、 非常 に高度 な歴 史認識 を踏 ま えて いな

い と浅薄 な もの になる こ とは、 笹川報 告で痛 感 した。簡 単 な用 語 を使 う ことが わか りや

す い こ とにはな らない。easyで はな くsimpleな 授業 ・研究 が有効 で ある こ とを学 んだ。

(茨城 ・栗 林幸 雄)

◇ 一般 的 に知 られ てい るいわ ゆる定説 や教科 書 に書か れ てい る事 案 はつ いつ い無条件 に

信 じて しまう ものだ が、実 情 はず いぶ んい ろん な事 柄 で歪 んで伝 わ って い る ものだ と改

めて知 る ことが で きた。 日々雑務 に追 われ てい る教員 としては、久 々に研 究者 根性 を呼

び起 こされ る もの だっ た。(埼 玉 ・廣 瀬和 義)

◇勿 論実践 報告 の レベ ル も高か っ たが 、単 な る実 践例 で はな く、豊 か な知識 と、教 育観

に裏付 け られ た もの を感 じ取 る こ とが で きた。 願 わ くば、大学 側 か らの率 直 な御 質 問 ・

御 感想 な どもた くさん いただ けれ ば良か った。(京 都 ・松 田宏)

◇ 正 しい こ とを 「正 しい」と言 って も通 じない風 潮 、真実 の知 だけが世 の 中 を動 か して

いる ので はない とい う現 実が存 在 してい る ように感 じられ る。そ の意味 で、笹 川教 諭の

報 告 は一つ の方 向性 を示 していた と思 う。 乱暴 に言 えば、授 業 は歴 史 の雰囲気 を どれ く

らい伝 え られるか 、 とい うこ とで あろ う。 正 しい知識 に基づ く、独 創 的 な授 業展 開の必

要性、 つ まる と ころ、授業 とは教 師 と生徒 との共 同作 業、 笹 川教諭 の い う 「生 徒 の参加

す る」もの であ る。主 体者 と被 主体者 の対 比 か ら生徒 に考 え させ る とい う、例 示 として

は大変優 れ た提 案 だ と思 っ た。 今後 の 自分 自身の授業 に反 映 させ るこ とが で きれば と考

えてい る。(兵 庫 ・吉村 昌之)

笹 川教諭 の講演 に対 す る大学側 か らの コメ ン トは質疑 時 間が取 れなか った ため に、研 究

会 の中 では行 なえ なか った。研究 会終 了後、 講 師陣や聴 講 してい た学生 ・大学 院生 に意見

を求め た とこ ろ、 「大 学の教 養科 目講 義並 み のハ イ レベ ル な授 業 だ った」「生 徒 の興味 をひ

きつけ る とい う点 では成功 してい る」「しか し、 引用 されて いる史料 の解釈 が妥 当か どうか

は検 討 の余 地 があ る」とい った意見 が大 勢 を 占めた。 本研 究 会 には、教 員 を 目指 す大 学生

が多 数傍聴 していたが 、笹 川講演 は学生 た ちに皆大 きな刺 激 を受 けて いる。

180 善瞬綬縛鱗豌 熱瀞茯壅戴1郡 聚鶸命灘鯲 幽麗i》i重i覊2㈹冬欝 艇3



(vi)グ ル ープ討 論会

◇物 足 りなかった。1時 間で は全 員 の意見 も聞 けず、残念 で した。(神 奈 川 ・大 島弘 尚)

◇ 試 みは良 か った と思 うが 、い かんせ ん1グ ル ープ の人数 が多 す ぎて発 言 で きない参 加

者 も多 か った。 課題 解 決型 ワー クシ ョップを の手法 を取 り入 れて人 数 を10人 程 度 で行

えば よか った と思 う。(宮 城 ・池 田実)

◇本研 究会 四年 の総括 と、 来年度 以 降の高大 連携 としての発展 的将 来 につい て意見 を出

し合 うはずで あった が、 あ ま り具 体的 な方 向性 を見 出す に はいた らなか ったの では ない

か。(兵 庫 ・矢 部正 明)

今 回急 遽新 設 され た3日 目午 後 の グルー プ討 論会 は、1時 間 とい う限 られ た時 間、各 班

約30名 近 い 出席者 、 さらに多 岐 にわ た る提 言 の前 に、 議論 の集 約 がで きない ま ま終 わっ

た。 主催者 側 と して は、多様 な意見 を聴取 す る ことがで きて有 意義 ではあ ったが 、高校教

員側 か ら見 る と 「不 完全 燃焼」といわ ざる を得 ない 内容 で あっ た。

ただ、討論 会 その ものの必 要性 は参加 者の多 くが 感 じてい る ようで あ る。 以下 の ような

建 設 的な提 言 も出 され てい る。

◇参 加 が決 定 した教 員 に事 前 に希 望 を取 って、 関連 したい くつ か の テー マで分 科 会 を

行 うほ うが 有益 であ る と思 う。私 たち も事 前 にそれ ぞれ のテー マに 関 して参 考文献 を読

んで きた り、意見 をま とめ た りす る時 間があ れば、 さ らに内容 のあ る分 科会 に なるだ ろ

う。(宮 崎 ・竹村 茂紀)

◇大 単元、小 単元 レヴェル での授業 化 を どうす れ ば よい のか を、講師 陣 を交 えて議 論 し、

アウ トライ ンを作 って い くワー クシ ョップ形式 の 時 間が とれ な いか。(中 略)小 グル ー

プに分か れ て実 施す る として、 アウ トライ ンだけ な ら2時 間 あれ ばで きる ので はない で

し ょうか。 そ して全体会 で発 表す る とい う手 も考 え られ ます。(広 島 ・田 中英朗)

(2)緊 張 感 の あ る研 究 会

◇ 参 加 して痛 感 したの は、「生 の 講義 に勝 る もの な し」とい う ことで あ る。研 究 成果 を

教授 陣の 口か ら、 表情 や動作 を交 えて丸 ご とぶつ け られ る印象 は、文字 だ けか ら受 け る

の とは まるで違 う。(東 京 ・大 見真 由美)

◇ 今 回の研 究会 の教授 陣が レジ ュメだ けの裸一 貫の 講義 で勝 負 して いる ことに少 なか ら
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ず 感動 した。我 々高校 教 員 は とか く教 材 の 「本 質」よ りも 「形 式」や 「形 態」に こだ わ っ

て しまう。一番 ポ イ ン トを置 かな ければ な らない授 業 の中心 となる結論 や命題 に力 点 を

置 くこ とをお ろ そか に して し まう。 「形 式 よ りも内 容 で勝負 」と恥 うこ とを改 めて痛 感

した。(広 島 ・大 世戸治 郎)

◇参加 して感 じた のは、 よ く勉 強 させ る研 究会 だ った とい う ことです。 参加者 は事 前 に

参 考文 献 に よって予 習す る こ とが 求 め られ ます 。 また、参 加 者が提 出 した質 問票 には、

翌 日各 教授 か ら回答 レジュ メが 出 され る とい う具 合 で本 当 に緊張 感 の あ る3日 間 で し

た。(静 岡 ・榊 良)

◇事 前 に送 られ た講演 要 旨を見 て さ らに期待 が高 ま り、 参考 文献 の通読 を 開始 した 。文

献が なか なか見 つか らず、 県 内の図書館 の横 断検索 でや っと手 に した本 の コピー を読 み

なが ら考 えた。 「参 考文 献 は必ず 読 んで い る こ とを前 提 に講 義 を進 め る」とい う講演 と

は、 どんな もの か と。 実際 に聴 い てみ て、 なる ほ どこ うい うこ とか と理解 し、100分 の

講演 で こん なに も中 身の濃 い話 が聴 け るのか と感心 した。4本 の講 演全 て が研 究 の最 先

端 を含 み、内容 の凝縮 された もので、 大阪 まで きて本 当 によか った と実 感 した。

(千葉 ・廣 川み どり)

◇ この研 究会が 公 開講 座 と違 うの は、 丁寧 な質疑応 答(特 に翌 日に30分 もか けて応答 し

て下 さ るの は素 晴 ら しい1)、3日 問か け ての つ め こみ講 義 な どが用 意 され て いる こ と

で あろ う。(東 京 ・角田展子)

◇歴 史 学の最 先端 の成 果 を提示 し、 これ まで の 「常 識」(教科 書記 述 な ど)に 挑 むそ れぞ

れ の講 師陣の姿 は、刺 激的 で あ り魅力 的で あ った。 また、質 問票へ の誠実 な回答 に も驚

嘆 した。教 える者 と して のあ るべ き姿 勢 を否応無 く再認 識 させ られた。 大学教 員が研 究

者 で私 たちが教 育者 な どと、単純 な分 け隔 て をこの会 ではすべ きでは ない と感 じる とと

もに、私 自身探 究者 と しての意欲 を失 わず 、生徒 に対 しよ り真 摯 に向 き合 ってい こ うと

決意 を新 た にす る こ とがで きた。(秋 田 ・伊藤真)

◇最 もよい ところ の一つ は、私 た ちの質問へ の丁 寧 な回答で す。概 説書 で さえなか なか

読 む暇 もな く意 欲 もわか ない、多忙 を極 め る現在 の教 師た ちに とって、打 て ば響 くよう

なや り取 りが で きる大 阪大学 、 これ は今 や財 産で す。(神 奈川 ・小林 克則)

◇講 師 陣の話 には迫力 が あ り、大 事 なポ イ ン トを聞 き漏 らす まい と一生懸 命 メモ を取 っ

て いた。 キ ャ ンパ ス を出 てか らも、展 開の流 れ を把握 す るた め に復 習 を してい た。(中

略)歴 史研 究 の最新 の成 果 に触 れ る機会 、世 界 史 を教 える教 員 の交流 の二つ の点 か ら、
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自分 が で きるこ とを考 え てい きたい、 その 出発点 とな ったのが今 回 の研 究会 で あった。

(東京 ・吾 妻潤)

本研 究会 で は第3回 研 究 会 以来 、5月 末 に参 加 者 を抽 選 で決 定 した後、 当 選者 に対 し、

抽 選結 果の通 知 と ともに、各 講演 の要 旨 と参 考 文献 を通知 して事前 に通 読 してお くこ とを

課 し、 文献 を通読 して いる こ とを前提 と して講演 を進 めた。 講演終 了後 に は質 問票 に疑問

に思 った こ とを記入 して もらい、そ れ らの質問 に対 し、各 講師が半 ば徹夜 を して翌朝 まで

に書面 で回答 す る とい うス タイル は本研 究会 発足 当初 か ら採用 してい る。 これは高校 教員

と大学 教員 とが 少 しで も長 く対話 の 厂ラ リー」を続 けて い くこ とを図 った もの であ る。 こ

うした手 法 に対 しては高 い評価 を受 けた。 また 質問 に対 し詳細 に回答 を行 なう講師 陣の姿

勢 に、教 育者 と しての あるべ き姿 を再 認識 され た との感 想 も聞か れ る。

主催者側 と して も、過密 な校務 の合 間 を縫 って、 さ らに多大 な経 済的負 担 を しなが ら大

阪大学 まで足 を運 んでい ただ く以上 、そ の負 担 に見合 った研 究会 にな る よう、 か な りの緊

張 感 を持 って企 画 ・運 営 にあ たって きた。 主催者側 の本研 究会 にか け る思 い は確 実 に参 加

者 に伝 わ った よ うであ る。 そ して この 緊張 感が 「しゃべ りっ ぱ な しでお しまい」の講演 会

とは違 う独 特 の雰囲気 を作 り上 げて いる と言 え よ う。

(3)3日 間 とい う会 期

本研 究会 は、大 学教 授 陣の講 演が1・2日 目に あ り、3日 目には2日 目の 質問 に対 す る

回答 と高校 教員 側の講 演 、お よび討 論会 とい う、3日 間の会 期で行 なわれ た。会 期 日数

は第1回 以 来変 わ って いな い。校 務 の事情 もあ り、3日 間 もの長期 にわ た り休 暇 を とっ

て参加 して いただ くことはか な りの負 担 にな るので はないか 、 と主 催者側 で も会期 を短

縮 すべ きで はないか とい う議論 が内部 であ った こ とも事 実で ある。

しか しなが ら、講 演 に対 す る回答 を行 なお う とす るな らば、 どう して も翌 日に時 間を

割 く必要 が 生 じて くる。2日 程度 で は講義 の 内容が 充分 に理解 で きず、 質疑応 答 を通 じ

て ようや く内容 が理解 で きた とい う参 加者 も少 な くない ようであ る。 また、全 国か ら集

まっ た教 員 同士 が情 報交換 を しよ うに も1～2日 程 度 の会期 で は相 手の名 前 も顔 も分 か

らず じまい で解 散 して しま う。何 よ りもか な りの経 済 的負担 を強 いてい る以上 、そ れに

見合 った講演 と対話 を実施す る場 合、 やは り3日 程 度 の会期 が適 当で は ないか との結 論

に達 した。 この3日 間集 中の会期 に対 して も、一定 の評価 が与 えられて いる。
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◇ 「高大連携 」は高校 の教員 が歴 史学 の最先端 の研 究 を 厂体感」し、 それ ぞれが持 ち帰 っ

て具 体 的 に教材 化 す る とい うの が理 想 的 な形 で ある と思 う。 そ の際、 大学 で の研 修 や

講義 が ば らば らのテ ーマ、一 話完 結の テーマ でな く、全体 と して歴 史教育 の方 向性 を示

す もので ある こ とが重 要で あ ると考 える。一 話完結 型 の講義 を聴 く機 会 は、教 育委員 会

や地元 の研 究会 で も得 る こ とがで きる。 しか し、数 日間にわ た り、大 きな共通 テーマ に

そ った話 を聴 くこ とので きる機会 はほ とん どな く、 それ だけ に本研 究 会 の持 つ意 義 は大

きい。(福 井 ・堂森 峰春)

◇ ユ ー ラシア ・海域 ア ジアな ど専 門外 で書物 を手 にす る こと もな く、 この会 につい てい

け るよ うに と必死 になった。 これ だけ で も知識 ・認 識の幅 を広 げ、通 り一 遍の教 科書 ガ

イ ドの範囲 内だ けだ った ものが、 随分 と深 く見 る こ とが で きた。そ れに も増 して教授 陣

の迫力 あ る講演 に圧倒 され、 これ まで の考 え方 ・常 識 と思 っ ていた こ とが 覆 され、二 日

目まではた だ聞 くだ けで頭 の整理 がつか ない状 態で あ った。(大 阪 ・高橋 勝幸)

(4)知 的 好奇 心 の惹 起

研 究会 を通 じて、歴 史 につ いて もっ と勉 強 を してい きた い、そ の意欲 を生徒 た ちに授業

で伝 えてい きたい との声 が寄せ られ てい る。限 られ た授 業 時間数 で、本研 究 会で扱 っ た よ

うな内容 をす ぐに現 場 に還元す るこ とは容 易 な ことで はないだ ろ う。 だが、 教 える側が 歴

史 を学 ぶ こ との面 白 さ、重 要 さ を伝 え られな ければ、 それ を聞 いてい る発達 途上段 階の 高

校 生 に、歴 史 は暗 記物 のつ まらな い学 問 であ る とい う意 識 を与 え かね な い。 まず は、教

える側 が 「歴 史 は用 語 の暗記 ばか りで はない、考 える面 白い学問 で ある」と感 じる ことが 、

授 業へ の還元 に向 けての 第一歩 なの であ る。

◇ 大学 側 は、研究 成果 を学会 や学術 雑誌 とい った 閉 じられた世 界 ばか りでな く、 社会全

体 へ 向けて発 信 してい くこ との必要 性 を感 じたで あろ う し、高校 側 は、 日々の雑 務 を言

い訳 に している 己の勉 強不足 を猛省 し、 まず は私 たち高校 教師 が知 的好奇心 を持 ち、 可

能 な限 り歴 史学 の研 究動 向 に敏 感 にな り、 自 らも研 究テ ーマ を持 ち、研 鑽 す るこ との必

要 性 を痛感 させ られ る もので あ った。(宮 崎 ・竹村 茂紀)

◇ 教 師 自身 が もう一度 歴史 学 の魅 力 と意 義 を認 識す るこ とが必 要 で ある。 歴 史学 の魅

力 、意 義 を再 認識 した教 師 は、そ れ を何 とか生 徒達 に伝 え よう と情熱 を持 ち、工 夫 に努

めるで あ ろ う。即 ち方法 は内容 につ いて くる もので ある。歴 史学 を学 び なおす最 も良 い

184 1酸を縛a瞭 難崔船齲i電i曾s験郡撚f藾 爽ζ蜜iv蕚金i総鐘命藷一墅鈴竅



方法 は、最 先端 の歴 史学研 究者か らそ の成果 をイ ンター フェ イスで学 ぶ こ とで ある。 こ

の研 究 会 は画 期 的 な研 修 の場 で あ っ た。 ま さ し く、 停滞 す る高 校 の歴 史教 育 に対 す る

「阪 大史学 の挑戦 」だ った。(熊 本 ・粟谷 昌史)

◇ 「教 える」とい う教 師の仕事 は、 一生 「勉 強す る」こ とが絶対 必要 な仕事 で ある。 この

「勉 強」の場 を教 師 に提供 して くれてい る この よ うな研 究会 は今 まで にな い もの で した。

教 育委 員会 が提 供 す る研 修 は、 多 くの場 合 「教 育技術 ・方 法」に主 眼 を置 い た もの で、

それ はそ れで大事 な のです が、学 問内容 を深 め るための勉 強 の場 と して は物 足 りな い も

の で した。 教師 の知 的好奇心 を刺 激 し、 さ らに、勉 強す る意欲 を刺激 し、 生徒へ伝 えた

い ・教 えたい とい う気 持 ちを刺激 して くれ る この よ うな研 究会 が教員 向 けの高大 連携 と

しての一つ の成功 例 なので は と思 う。(実 教 出版 ・小林 一幸)

◇講 演 を通 じて、純 粋 に 自分 自身が 「もっ とわか りたい」「もっ と勉 強 した い」とい う気

持 ち にな りま した。 この 「もっ とわか りたい 」とい う気 持 ち、知 的好 奇心 こそが学 問 の

基盤 であ り、私 が今 目の前 に してい る生徒 た ち に少 しで も感 じて欲 しい こ とだ とい うこ

と、 そ してそれ は決 して教壇 に立 つ者か ら一方 的 に与 え られ る もの では ない、 とい うご

く当た り前 の こ とに改 めて気 づか され ま した 。(北 海道 ・佐野 祐子)

(5)歴 史 を学 ぶ こ との 意 義 、教 え る こ との 使 命 の確 認

歴史離 れの一 因 と して、 歴史 を学ぶ こ との意義 が生徒 に も教 員 に も理解 されてい ない こ

とが前節 で引用 した レポ ー トか ら明 らか になっ た。 本研 究会 を通 じてそ の意義 を再確 認 し

た との感 想が多 く寄 せ られてい る。

◇ 歴 史 の認 識 ・内容 以上 に指導 者 と して の心構 え を説か れ た こ との方 が、驚 きが大 き

か ったの も事 実 です。 高校 教 育で歴 史 を好 きに させ る努力 を してほ しい とい うメ ッセ ー

ジには、私 たち高校 教員 に対 す る期待 と使 命感 を改 めて感 じま した。(福 岡 ・徳 本 次郎)

◇ 世 界史 は まっ た く素 人で 、独 学 で勉 強す れ ばす る ほ ど 「木 を見 て森 を見 ず」の状態 に

な ってい る ことに 自分 で も気 づい ていた。 世界 史 なのだか らもっ と大 きな流 れがあ る は

ず、 と思 うの だが教 科書 、 参考 書、 学術 書 どれ を読 んで も私 にその 流 れ は見 えな か っ

た。講 義 を受け、 知 る喜 び を久々 に感 じた。(新 潟 ・黒川 尚美)

◇ この研究 会 の原点 で もあ る 「最新 の歴 史研 究 の成 果 を高校教 員 に コンパ ク トに提示 す

る」こ とこそ一番 重要 で ある と考 えます。 高校教 員 が最新 の歴 史学 を ま とまって学 ぶ機
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会 が いか に少 ないか、 自 ら学 ぼ うと して もい かに障害 が多 い か(教 育 現場 の多忙 化 や管

理 主義 の強化 な ど)を 考 える と、 この研 究会 が形 を変 え てで も継 続 され る こと こそ が望

まれ る と思 い ます 。(大 阪 ・若林俊 一)

◇教 育 内容 とともに、教育 方法(歴 史をい か に学 ぶか)の 連続性 を考 えるべ きだ と思 う。

今 回 の研 究会 で提示 された ように、実 際 の歴 史 は科学 であ り、研 究者が 資料 を基 に実証

を積 み上 げ て描 きあげ、新 出 の史料や 理論 に よって学説 は 日々検証 され書 き直 され てい

る。 そ こで生徒 と科 学 との繋 ぎ役 を果 た さねば な らないのが 、 われわれ歴 史教 育者 なの

であ る。歴史教 育者 自身が 最新 の研究 そ の もの と出会 い、歴 史 のま さに科 学 の部分 と接

す る ことがで きる本研 究会 は、非 常 に貴重 な機会 を与 えて くれ る もの と言 わねば な らな

いだ ろう。(大 阪体育大 学 ・上谷浩 一)

◇講 師 陣が 「なぜ そ れ を研 究す るのか 」、「そ こか ら現代 や将 来に 向けて何 を語 れ るのか」

を明確 に し、 それ を熱 く語 ってお られた こ とは印象 的であ った。(静 岡 ・増田公 洋)

◇若 い時 は、 出身大学 の 史学発表 会や 、学界 にも顔 を出 して い ま したが、 授業 実践 に は

あ ま り役 に立 たず 、次 第 に遠 のい て い ま した。(中 略)講 演 と、 我 々の 質問へ の教授 陣

の丁 寧 なお答 えが本研 究会 の真価 で はな いで し ょうか。 教授 陣の熱 意あ る研究 と歴 史の

見方 を我 々高校 教員 が直接 吸収 し、各 自の授 業実 践 に生 かせ て いけ るこ とが、 高校 ・大

学 の連携 の 第一の 目的 と思 い ます。(神 奈 川 ・大 島弘尚)

◇教 職 につ いてか ら、歴 史 につ いて 「研 究 す る」とい う姿勢 を忘 れて しまっ ていた。(中

略)「研 究す る」とい うこ とは、真実 を求 め る ことであ り、物事 を疑 問視 す るこ と、 あ る

いは批判 的 に見 るこ とか ら始 まるの であ って、 そ こに本 来 あるべ き歴史 の ダイナ ミズ ム

が見 出せ る ので はな か ったか。(中 略)歴 史 に対 す る姿 勢 を見せ る こと も大切 な歴 史教

育 なの であ る。(福 井 ・杉 下憲 司)

◇ 私 たちの 目の前 に い る生徒 は決 して歴史 に興 味が ない わ けでな く、逆 に 厂知 りたが っ

てい る」と思 う。 その ような生徒 に対 して、私 たち歴 史教 育 にたず さわ る者 は、小手 先

の教 授 法や 方法 論 を駆 使 す るの では な く、真 っ向 か ら勝負 して いか なけれ ば いけ ない。

その ような思 い を、 本研究 会 を終 えてあ らため て強 く持 つ よ うにな った。今 回の研 究会

で得 た新 た な知 識 と歴 史学 の考 え方 を、生徒 の興 味や 関心 を掘 り起 こ し、知へ の探求 心

をか き立 て るため に今 後活 用 してい きた い。(香 川 ・豊 島修)

◇社 会科 教育 法 の講座 や予備 校 の高校 教員対 象 のセ ミナ ーで は得 られな い 「本物 に対 す

る感動 」こそが、 大学 と高校 の連携 の根 本 だ と思 う。 中等教 育 の現場 で 自分が 中学生 や
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高校 生 に接 す る とき、研 究 の最前 線で挑 戦 されて いる阪大 の教 員の よ うに真 摯で あ りた

い。(奈 良 ・山本 雅康)

(6)高 ・大教員による新 しい連携モデルの提示

大学教員と高校教員が歴史学と歴史教育の連携を目標とする本研究会の活動に対し、高

校教員のみならず、他大学の教員、教科書出版関連会社からも、新しい連携のモデルケー

スとして高い評価を受けている。

◇ この研究 会 は一石 を投 じた。す なわ ち一般 的な高 大連携 事業 と異 な り、 史学科 進学者

以外 の社会 人が系 統的 に歴史 を学 ぶ最後 の機会 と して高校 世界 史 を位 置づ け、研 究成果

を社 会 に伝 達 す るた めの文 字通 り「イ ン ター フ ェイス」と して高校 教 員 を利用 しよ う と

す る もので あ る。 言 いか えれ ば、高校 側 の要 望 に応 じて、 大学 人が研 究 の 「一 端」を披

瀝す るの では な く、研 究者が社 会 の歴史 認識 を変 える こ とを 目標 に、 高校歴 史教 育 を積

極 的 に変 え よう として い るのであ る。(京 都 ・岩月 有行)

◇ 歴 史教員 の個人 的資 質 を高 め る とともに歴史研 究 と歴 史教 育 を連携 させ よ うとい う歴

史学者 の 強 い思 い が込 め られて い る もの であ った。 さ らに、 「生徒一 歴 史教 員一 歴 史学

者 一歴 史学 」をつ なご う とす る もの で、我 々 に歴 史 の中 に生 きてい る こ とを実 感 させ よ

うとす る もので もある。(福 岡 ・幸 田和 洋)

◇ 学力 、意欲 、 カ リキ ュラム な ど、今 日の教 育現場 が抱 える問題 は、 もはや個 人で は対

処 しきれな くな ってい る。今 回の ように全 国規模 の研究 会 を中心 にネ ッ トワー クを構 築

し、 そ の中 で対 策 を探 って い くこ とが 不可 欠 で あろ う。 そ の先鞭 をつ けた 大阪 大学 に

は、ぜ ひ今後 も本 会の継 続 と更な る発 展 を期 待 した い。(大 阪体 育大 学 ・上谷浩 一)

◇ 歴史 学 と歴 史教 育の連携 な しに、 高等学校 の世界 史 の教科書 を作 成す る ことはで きま

せ ん。 これ を実感す るの は、編 集会議 で の大 学 の先生 と高校 の先生 の議論 です 。大学 の

先 生 が最新 の学界 の 動 向や研 究 成果 を紹介 し、 高校 の 先生 が教 育 現場 の状 況 を報 告 す

る。 こ うした ことか ら、 具体 的に教科 書 の記述 を どうす るか とい う議論 が展 開 され てい

きます 。高校 の 先生 に とっ て最新 の研 究成 果 を知 る こ とは なか なか難 しいで しょう し、

大 学の先 生 には底辺校 といわ れる高校 の生徒 の実 態 はわか りに くいで し ょう。大 学 の先

生 と高校 の先 生が対話 す る こ とに よって、 こ う した こ とを克服 す る ことが で き ます。歴

史 学 と歴 史教 育の連携 の必 要性 は、 この よ うな点 か ら理解 で きると思 い ます。大 阪大 学

欝 飜 露 弘 鵬 騨 ジ搬 遡 187



での全 国高等学 校教 育研 究会の 意義 もこう した点 にあ ります 。(実 教 出版 ・小 林一 幸)

◇ 「高 大」双 方 の熱 意 に素直 に驚 か され た。 私 は、 ここで言 う 「高校 」にも 「大学 」に も

相 当 しな い者 だが、 教育 者 ・研 究 者 ともに、 あ る種 の危 機感 と使 命感 を持 ち、 しか も、

そ れが 高い次 元で共有 されて いる こ とは新鮮 な驚 きで あ ると同時 に、 自 らの 認識不足 に

恥 じ入 るばか りで あっ た。(東 京書 籍 ・桜 井智 之)

(7)全 国の教員との情報交換

◇歴史学も歴史教育も人が行うもので、それに携わる全国の人間が直接会う機会がなけ

れば、有効な 「連携」は行えない。阪大の全国高等学校歴史教育研究会はそのような機

会を提供してくれる、日本で唯一の会であると信 じる。(福 井 ・堂森峰春)

過 去最 多 の37都 道 府県 か ら参加 のあ った今 回の研 究会 は、 教 員同士 の 交流 の面 で も大

きな役 割 を果 た した。 前述 の ように、各 都道府 県 には高校 教員 に よる教科研 究会 があ る も

のの、 実際 に研究 活動 を行 な って い る組 織 ばか りでは ない ら しい。休 憩時 間中 には、活 発

な研 究活動 してい る各 地 の研 究活 動 内容 や 出版物 を紹介 す る場 面 もあ った。 また、 この会

を通 じて隣 県の 活動 を初 め て知 り、 「越境 」して 交流 を始 め た参加 者 も複 数名 い る と聞 き

及 んで い る。 本研 究会 が全 国 の研 究会活 動 を橋渡 しす る、い わば 「ハ ブ研 究 会」と しての

存在価 値 も生 まれ て きて いる。

◇他 校 の現職 の先生 方 か らも刺 激 を受 けた。私 の勤務校 は小 規模校 で 、初任者 と して赴

任 してか ら他 に歴 史専 門の教 員 は一 人 もいず 、「歴 史」の教 育 につ い て誰 に も教 え られ

る こ とも刺激 を受 ける こ とも無 か った。(中 略)参 加 しなか った人 た ち に どうすれ ば こ

の成果 を還元 で きるの か、考 えて いか な くて は と感 じた。(新 潟 ・黒川 尚美)

◇ 「歴 史 と歴 史教 育 」に興 味 を持 つ 人 々 との 出 会 い は収穫 であ っ た。 日本 各 地 か ら集

まっ た先 生方 との会 話 は新 鮮 で、多 くの示 唆 に富 んだ ものであ った。 た とえば新 しい研

究 会の存 在 を知 って、今後 参加 させ て も らう機会 を得 る こ とがで きた し、 また同様 の問

題 意識 を持 って生活 してい る方 々 と新 た に接 点 を持 てた事 も有意 義で あ った。

(千葉 ・廣 川み ど り)

◇ 北海道 をは じめ とす る他 地域 の高校 教師 の研究 成果 を知 り、 自分 の住 んで い る宮 崎県

だけ でな く、九州全 体 で北 海道 の教 師た ちの研究 に負 け ない こ とがで きない もの か と大
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いに刺激 を受 けた。 (宮崎 ・竹村 茂紀)

(8)課 題

(i)最 新 の研 究成果 を教育 現場 に生 かす こ との困難 さ

◇誤解 を恐 れず に言 えば、 最新 の研 究 成果 を授業 に取 り入 れて も、 必ず しも良 い授業 に

はな らない とい うのが 実感 であ る。教 員の 自己満足 に陥 らない よう 自制 しつつ 、生徒 の

理解 力や納 得性 、教科 書 との整合性 や授 業構 成上 の問題 な どを クリアす るの は、相 当の

労力 と技量 を要 す るのだ。(大 阪 ・山下宏 明)

◇研 究会 を主催 す る大学 の期 待 に(結 果 と して)、 高校 教 員 が応 えて い ない ので は ない

か とい う危惧 を抱 いて い ます 。世 界史 の教員 で あっ て も、学 校現 場 に よって 「世 界史 の

授業 を担 当で きな い」「担 当 して も当研 究会 で研修 した箇所 は他 の教 員が教 え る」といっ

た こ とは非 常 に多 い のです。(大 阪 ・笹 川裕 史)

◇今 回の講 義 内容 を、授 業 に今す ぐ反 映で きるか とい った ら無 理が あ るだろ うが 、教員

と して知識 は必要 で ある。 この会 で学 んだ こ とが私 の中 で しっか り消 化で きた とき、 そ

の成果 はあ らわれ るだろ う。 授業 に反映 させ よう と無理 をす るので は な く、 自然 な形 で

授業 に取 り入れ てい けた らそれが 一番良 い。(新 潟 ・黒川 尚美)

◇ 「学 んだ研 究成果 を必 ず授 業 に活 かせ」とい う宿 題 は、多 くの教員 に とってか な りし

ん どい。 第3回 研 究会 で 「冊封 体制 」の授 業実践 報 告 を したが 、 そ う した機 会 が なけ れ

ば、 これ まで学 ん だ事 を少 し無 理 して現場 で やっ てみ る(さ らには報告 を ま とめ 関心 に

あ る方 々に聴 い て もら う)貴 重 な経験 を得 る事 はで きなか った だろ う。(中 略)意 欲 的 な

研 究 の成果 とパ ター ン化 され た授業 との段 差 はや は り大 きい。(京 都 ・毛戸祐 司)

◇ 今、 考 え られ る ことは教科 ・科 目間で の連携 強化、 特 に世 界史 で した ら 日本史 ・地理

との 関係、近 現代 史 におけ る現社 ・政経 との 関係 をそれぞ れ強化 して い くこ とにな るの

です が、 だだ、 それが 果た して どの程度 明確 な形で成 果が 出 るのか、 とい うことが問題

です 。(中 略)進 学 校 を目指す 現勤 務校 の 中 で、 これ らの取 り組 み が大 学入 試結 果 に ど

う反映 され るか が 実証 され ない と公認 され た取 り組 み に は しに くいの が実 情 です。 た

だ、 その 中で も 「他校 はこ う して い る」厂公立 や進 学校 は こ う取 り組 んで い る」とい うこ

とを職場 で 共有 で きれ ば、 生徒 へ の取 り組 み に も変化 が 起せ るの で は、 と思 って い ま

す。(兵 庫 ・佃至 啓)

◇ これ を高校 の世 界史 ・日本 史の授 業の場 で生 かそ う と思 うと、 教員 の力量 が問 われ る
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こ とに な ります。(中 略)教 える側 の教 員 が幅 広 い知 識 を持 ち合 わせ て いな けれ ば、生

徒 に対 して歴 史 の醍醐 味 を伝 え るこ とはで きない で し ょう。今 回、 私 の感 じた 「知 る喜

び」を生徒 に も伝 え るべ く、今 後 も研 修 を重 ねてい きた い と思 い ます。(鳥 取 ・問久美子)

◇ 私 自身の理 解 を よ り深 め るこ と、 そ して大阪 大学 の諸先 生方 の研 究 と勤務校 を少 しで

も結 ぶ(高 大連 携)こ とを 目的 として、今 回 の各 教 授 の講演 を私 な りに ま とめた形 で勤

務校 の 世界史担 当教 員の学 習会 で報告 して議論 した い。(滋 賀 ・水 田博 之)

(ii)授 業 実践報 告の あ り方

前 回 の研 究会 か ら始 まった高校 教員 に よる授業 実践報 告 につい ては、前 回 同様、拡 充 を

求 める意見 と、 大学側 か らの講演 のみ で十分 とす る意見 の2つ の意 見が対 立 して いる。

大学 側 と しては、 これ までの研 究会 の成果 が どの よ うに活用 され てい るの か を検証 す る

た めだ け で な く、 高校 の現 場 で どの ような試 み が行 なわれ て い るのか を知 る こと に よっ

て、 やが て大学へ 進学 して くるであ ろ う高校 生が どの よ うな授 業 を受け、 どの ような考 え

を持 っ てい るの か を把 握で きる。 その状 況 を把握す るこ とに よって、彼 らを学 生 と して迎

える大 学側 の授 業 での対 応 も変 え られ、 「歴 史離 れ」へ の歯止 め を大 学 でか け られ る可能

性が 出 て くるか らで あ る。

ただ、過 去 の研 究会 で得 た知見 はす ぐに現 場 に導入 で きる もの では な く、実 践結果 の検

証 には相 当の時 間が要 す る ことを考慮 せ ねば な らな い。 性急 に結果 を求 め るこ とは禁物 で

ある。授 業 実践 報 告 の 目的 を これ まで の研 究会 で の成 果 を検証 す る こ とに絞 りこ むの な

ら、 長期 的かつ 反復 的 に効 果 を検 証す る場 を設 ける必要 が ある だろ う。

◇まず高校教員の出番を増やすこと、例えばこの研究会には全国から、しかも各都道府

県の社会科研究会の主だった方々が参加されているので、研究活動を紹介して互いの交

流を更に促進すること。次いで、大学側の最新の研究成果を基にした教案を高校教員に

作成してもらい発表していただくというのはどうでしょうか。

(芦屋女子短期大学 ・中村薫)

◇教員養成系の大学でない大阪大学が歴史 「教育」研究会を開催する意図を感じさせら

れた。授業方法に関する研究は教員がそれぞれ地元で仲間の教員たちと協力すればよ

い。『阪大史学の挑戦』は旧来の授業内容に関する挑戦であるはずだ。歴史教育の体系

そのもの、21世紀の日本に生きる人間の基礎教養の提言であるべきだ。(滋賀 ・牧雅人)
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(iii)双方向性 のあ り方

授業実 践報 告以外 にも、討論 の内容 をよ り工美 す る ことに よって、研 究会 の双方 向性 を

深 め るこ とが で きるので は ないか とす る以 下の よ うな提 言 もあ る。

◇ 歴 史教 育 に関す る双 方 向の議 論が 出来 た か とい う と、不 完全 燃焼 に終 った感が 強 い。

テーマ の設定 につ いて大 学側 も検討 が十 分で は なか った と思 う。 そ して我 々高等 学校 の

教 員側 の参加 意識 に も責 任の 一端が あ る とい うのが私 の見解 だ。 つ ま り、勉 強熱心 には

違 い はないが 、高大 連携 の担 い手 として の意識 が低 い と共 に、一 部の 方 々を除い て受 身

的 ・待 ちの姿 勢が大 きか った。 各地 の教員 の抱 え る共 通の 数あ る問題 点で、 大学歴 史学

側 か ら コミ ッ トし、 解決 の糸 口を両者 で 見つ ける こ とが 出来そ うな テーマ を見つ け出す

ことは 出来 なか ったの だ ろ うか。 例 え ば、「高校 生 の歴 史離 れ の現状 把握 と解 決 につ い

て」と言 うテー マ な どは どうで あ ろ う。 そ して、そ の解決 に向け て本 研究 会 で どの よう

な ことがで きるか 、 とい う問 いか けをす れば、 それ まで受 身的 であ った高校教 員側 か ら

も意見 が出 たであ ろ う し、大学 教授 陣や、 場合 に よって は大 学 院生か らも広 く意見 を聞

くことが出来 たの では ないだ ろ うか。(兵 庫 ・矢部正 明)

3.こ れからの高校 ・大学教員の連携

本研 究 会 は21世 紀COEプ ログ ラムの 一環 と して実 施 され て きたが、 今 年度 を もって プ

ロ グラム は終了す る。大 阪大学 は今 後 どの ような活動 を してい くべ きなのか 。 あるい は ど

の よ うな活動 の可 能性 があ るのか。 再参加 者 を中心 に レポー トでの提言 を求 め た。

(1)研 究 会 の 継 続

◇今後 と も日本 史 ・世 界史 の枠 に と らわれ ない研究 会 であ り続 け てほ しい。そ して私見

に過 ぎないが 、「三年 聞」を 「問題 提 議 の年」「問題 討議 の年 」「問題総 括 の年」に区分 し、

歴 史研 究 の最前線 にある立場 か ら歴 史教 育 に欠 ける点 を指 摘す る な り、歴 史研究 成果 の

幅広 い普及 の あ り方 を考 えてい ただ きたい。(石 川 ・滝 中清志)

本研 究会 の継続 を求 める声 はほ とん どの参加者 か ら寄せ られ てい る。 その理 由をい くつ

かの レポー トか ら紹 介す る。
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(i)直i接対 話 の有効性

ほ とん どの参加 者 は、歴 史研 究 の最新 の成果 を吸収 してい くこ との必 要性 を感 じて はい

る。 しか し、書物 や イ ンターネ ッ ト ・電 子 メールで の情報 交換 ではそ の成果 を吸収 しに く

い とい う。 教授 陣が講 義形 式 で高校教 員 に語 りか け、質 問 に回答す る本研 究 会の 「顔 の見

える」「緊張感 の ある」対 話の ス タイルが有 効で あ る と、参加 者 の多 くは認識 して いる。

◇ 継 続的 に、 そ して 、著書 を通 じて だけで な く実 際 にお話 を伺 う とい う形 で設 け られる

こ とを切 に望み ます。 とい うの も、講 義 を受 け るこ とでイ メー ジが鮮 明 にな った部分 も

数多 くあ ったか らです。(神 奈川 ・九 鬼逸子)

◇ イ ンターネ ッ トは世界 につなが って い るため、 その気 に なる こ とはで きるか もしれ ま

せ ん。 けれ ど、直接 交 流 の場 をつ くる(顔 を見 て話 を聞 く)重 要 性 は無 視で きない はず

です 。 その刺 激 は測 り しれ な いか らです 。(中 略)ぜ ひ大 学側 か らの新 鮮 な刺 激 をお願

い したい と思 い ます。(大 阪 ・北村 素子)

◇ この ような研 究会が継 続 的 に続 け られ るこ とが何 よ りも大切 で ある と思 い ます 。教科

書 ・図表 をつ くり世界 史 を リー ドして い る大学 の研 究者 か らの生 の声 を聞 くこ と、本 や

活字 で は表 せ ないそ の人の 立場 や考 えを聞 くことは非常 に貴重 で あ り、現場 の教 員 の分

か らない こ とや 複雑 な事 象 も適切 に応対 して頂 ける この ような研 究 会が あれ ば、私共 も

心強 いです 。 そ して現 場 の教 員 同士 の意見 の交換 も高校教 員 だけ です るの と違 って新 し

い見 方 ・考 え方 とい う展 開があ るの で、中 身の濃 い ものに な ります 。(大 阪 ・長 友健 史)

(i孟)高校 ・大学双 方の教 員 の連携 の重要性

IV-1一(4)で も紹 介 した よ うに、従 来 の高大 連携 には 閉塞感 が現 れ てい る。今 後 の連携

の対象 は 「大学対 高校 生」で はな く、「大学 対 高校教 員」とい う形 の本研 究会 の連携 の ス タ

イルが 教育現 場 に求め られ てい るので あ り、 この方針 を維持 すべ きであ る との意見 が多 数

寄 せ られて いる。

◇いささか逆説的な結論になるが、私は大阪大学と高校の「連携」は必要ないのではな

いかと思う。あえて大阪大学と限定したのは教員養成系大学ではないという意味であ

る。大学と高校の連携は出前講義、体験入学などなど生徒のレベルではもう出尽 くした

感があるし、教科教育的な連携も十分である。不足しているのは大学での知の最前線が
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高校の教 員 に伝 わ って いない とい う点で ある。 この方 法 を継続 す る ことその ものが立 派

な 「連携 」で あろ う。(東 京 ・角 田展子)

◇ そ もそ も、歴 史学 で行 なわ れて い る よ うな、与 え られた 資料 か ら事 実 を見抜 き、 更

にそ の背 景 につ い て論理 的 解釈 を行 う作業 は、 現 代社 会 を生 きる上 で必 要 な こ とで あ

ろ う。(中 略)多 くの者 が高 等学校 にお ける歴 史教育 を最 後 と して社 会 に出 るのだ か ら、

大 学で の研 究 方法 やその 成果 の一端 を生徒 に伝 え教 える こ とは、 必要不 可欠 であ る。 そ

のため に、高校 教員 は大学 の研 究か ら常 に学ん でい く姿勢 が必要 であ る し、大 学 の側 も

高 等学校 の授 業の現 状 を理 解 しつつ 、高校教 員 に研 究 現状 を伝 える場 を積 極 的 に もって

もらえれば有 り難 い と思 う。(滋 賀 ・大 井喜代)

◇ 今 は 「大学 と高校 生」だ けで はな く、 「大学 と高校 教 員」の連携 こそが必 要 であ り急 務

であ るこ とを実感 してい ます。 大阪大 学 におけ る この研 究会 の試 みは、大 学 と高校が 問

題 意識 を共有 して いる点 が、他 の研 究 会 との大 きな違 いだ と思 い ます。 この よ うな研 究

会 の継続 の必 要性 を強 く感 じてい ます 。(北 海 道 ・佐 野祐 子)

◇基 本 的に は、高校 の教員 の歴 史認識 の底 上げ を図 るこ とが もっと も大切 なのだ ろう と

思 い ます。(中 略)考 えて み る と、歴 史 を ひ も解 く作 業 は楽 しい こ とで あ り、史料 の解

釈 をめ ぐる意見 を聞 くこ とは大 い に知 的好奇 心 を くす ぐります 。歴 史教員 が もっ と原 点

に帰 って、楽 しみ なが ら歴 史認 識 を横 に も縦 に も広 め深 め るこ とが大 切 なの だろ うと思

い ました。そ の意味 で、大 学の研 究者 の方 々に よる情報提 供 を積 極 的 にお 願 いで きれ ば

あ りが たい と思 い ま した。(東 京 ・吉 野興一)

◇ よ く 「研 究 者 と教育 者 の連携 」とい った言 葉が 使 われ るが、大 学教 員 も歴 史教 育 に携

わって いる こ とに変 わ りはない。 と くに教養 課程 の講座 であ れば、 高校生 に教 え るの と

どれほ どの違 いがあ るだ ろ う。研 究会 を通 じて、歴 史学研 究 ・歴 史教 育の双 方 でイ ン タ

ラクテ ィヴ な交流 が生 まれれ ば、 双方 に とって得 る ものがあ る と考 え られ る。

(島根 ・北垣 秀俊)

(iii)長期 的 な連携 に よって高 まる研 究成果 の現場へ の還 元 の可能性

本研 究会 で の成果 がす ぐに は教 育現 場 に還元 で きない事情 が ある こ とは前 に も述 べ た。

だが長期 的 な視野 に立 って高校 ・大 学の教 員が対 話 を重 ねる ことに よ り、還元 へ の糸 口が

見 えて くるので はない か とい う意見 も少 な くない。

また、研 究が 日々進展 してい る以上、絶 えず情報 の収集 を図 る必要性 が あ り、本研 究会

癆 鯲 涼 鉱 韈 灘 ジ搬 搬 lg3



194

を高校教 員へ の最新研 究 の発 信 の場 として今 後 も存 続す べ きであ る との 意見 もあ る。 講演

の 内容 は、 同 じもの を継続 して も構 わな い とい う意見 も出 され ている。

◇ 高校教 員 はみ な勉 強 したい、 い ろい ろな知識 や 自分 の知 らない ことを知 りたい とい う

願 望 を強 く持 っ てい る。 高校教 員 と大学教 員が お互 い理解 しあ えば、 それ はおのず と生

徒 に還元 される ので はないか。 今後 はで きるだけ高校 教員 に現在 の大学 の研 究成果 を披

露:するこ とで大学 の現状 を知 って も らい、 逆 に高校教 員 も大 学 に行 って もっ と勉 強 して

みた い とい う気持 ち になる こ とで新 しい形 の高 大連携 が可 能 にな るよ うに思 われ る。

(兵庫 ・後藤 善弘)

◇毎 回新 しい発 見が あ る。講演 を してい ただ く先 生方 に も毎 回 同 じテ ーマで 話 を して も

良 いの か とい うお話 があ ったが 、一 向 に構 わ ない。膨 大且 つ濃 い中味 の講演 内容 を全て

理 解す る こ とな どあ りえ ない。 また、 自分 の興 味 ・関心 の変化 や 、研鑚 に よって少 しは

耳 が肥 えて以前 に比 べて理 解 して聞 くこ とがで きる、 な ど受 講す る側 の事情 があ る。仮

に同 じよ うな講 演 であ って も、極 め て高 度 な内容 ゆ え、 毎 回新 しい発 見 ・感動 が あ る。

音 楽 にた とえる な ら、サ イモ ン ・ラ トル指 揮:ベ ル リン ・フ ィルのベ ー トーベ ンの シ ン

フ ォニ ーの生 演奏 を 「1回聞 いた 、後 は一 緒 だか ら もうい いや」な どとい う フ ァンが果

た してい るだろ うか。 あ りえない。 仮 にい る とす れば、そ れ はベ ー トーベ ンを理解 して

い ない、あ るい はラ トルやベ ル リ ン ・フ ィルを理解 して いな い人で ある。

(京都 ・松 田宏)

◇ 本研 究会 の ような高校 教員 の学 びの機会 や高 大教 員の交 流 の場 が あ ります と、歴 史 を

研 究 して い る大学 とそれ を広 く伝 え る(教 える)高 校 との 間で、 教科 書 や歴 史教育 を考

え歴 史学 の成 果 を よ りよ く生徒 たちへ伝 え る方 法 な ども検 討 で き、大 変有用 で ある と思

い ます。 本研 究会 の今後 の継続 を強 く望 み ます 。(鳥 取 ・山岸 裕子)

◇ わ れわれ歴 史教育 をす る側、 つ ま り高校 教員 として は教科 書 や歴史書 に書 かれ てい る

こ とはす べ て真 実 であ る とい う立場 で はな く、歴 史 とは様 々 な立 場や 理 由でつ くられ た

とい う 「構 築主 義」の立 場 で語 る こ とで はな いだ ろ うか。 その立 場 か ら見 た疑 問 を大学

側 に回答 して もらい、 ともに疑 問 を考察 す る とい う 「開か れた」形 での歴 史教 育 を高校

段 階 で行 うこ とが で きれば、 その継 続 と して の歴史学 が よ り充実 した もの とな り理想 と

す る高大連携 の歴 史教育 が で きるので はない だろ うか。(愛 知 ・杉本 明 隆)

◇ 史 学 科 を専 攻 した教 員 で も自分 の専 門(地 域 ・時代)以 外 につ い て詳 しい教 員 は そ
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れ ほ ど多 くない。大 学 と高校 教員 の あい だの 直接 の 「タテ軸 の連携 」が、教 科書 とい う

「フ ィル ター」を通 してで は な く、 ア ップ トゥデー トの もの と して生 徒 に教 え る こ とを

可 能 にす る。(神 奈 川 ・佐 藤雅 信)

◇ 歴史 離れ(歴 史 に対 す る軽視)や 教科 書 の内 容の 改編 に伴 う混 乱、社 会全 体 にお い て

見 られ る相 対的 な 「知」の低下 。捉 え方 は様 々あ るが、 こ うい った社 会 を席 巻 す る大 き

な流 れ を堰 き止 め よ う と、 高校 側 と大 学側 双方 が 共通 して進 むべ き方 向 を模 索 してい

る。 これに は当然 の如 く、長期 的 な視 野が必 要 であ る。 したが って、今 後 もこの研 究会

が存 続す る こ とを切 に願 う。(大 阪 ・中西雅 子)

◇ 歴史 を学ぶ こ とに よって、現代 お よび未 来 を しっか りと見 つめ て考 える力 を高校生 に

養 って い く教 育 を、激 しく変化す る現代 社会 の 中で展 開 してい くため には、常 に最新 の

歴 史学 の研 究 成果が歴 史 の授業 に反 映 されな ければ な らない。 この ような研究 会が、 高

大 連携 の一つ の形 として継 続 され るこ とが望 まれるの であ る。(滋 賀 ・水 田博 之)

(2)研 究会 の活 動 強化

◇ 大阪 大学 の取組 み は、文部 科学 省が 重視 して い る 「高等学 校教 員 と大学教 員 の相互 理

解 を促進 してい くため の、高 等学校 教 員 と大 学教 員 の交流 ネ ッ トワー クの構 築 」そ の も

の とい え よ う。少 人数 の参加 で3年 前 に始 まっ た歴 史 学 と歴 史教 育 の連携 が、 さ らに大

きなネ ッ トワー ク とな る とき、 「歴史」を取 り巻 く諸課題 の解 決の糸 口 も見 えて こよ う。

(千葉県 庁 ・卯 月睦彦)

本研 究会 の活動 をさ らに拡大 すべ きであ る との提言 が い くつ かの レポー トで示 され てい

る。 具体 的に は参加 者 を大幅 に増や し、多 くの教 員 に本研 究会 の試み を周知 す るこ とを 目

指そ うとす る もので ある。

◇大 阪大学 が主催 す る事業 と しては、初 参加 の者 に限定 した形 で この ような会 を継続 す

るべ きで は ないか と思 う。(中 略)リ ピー ターの 参加 者 と研 究協 議 を深 め るよ りも参加

者 の裾野 を広 める こ とが大切 で はな いだ ろうか。(滋 賀 ・牧 雅 人)

◇ この研究 会 の次の段 階 と して、 裾野 を広 げる必要 があ る ように思 う。研 究会 に参加 し

ている教員 は非 常 に意 識が 高 く、 参加者 の数 や討議 され る内容 か ら もそれ が伺 える。 し

か し問題 はそ れ以外 の人 々で はない だろ うか 。 この研 究会 の精神 をいか に広 め てい くか
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が重 要で あろ う。 (大阪 ・中西 雅子)

研 究 会の活 動強化 に あた っては、既 存 の教 育行 政機 関や研 究会 との連携 を図 るべ きで は

ないか との具体 策 を示 してい る もの もあ る。 なお大阪大 学 では、既 にい くつ かの府県 の社

会 科教 育研 究 会 と提携 し、模擬授 業 や講演 な どを実施 して いる。

◇ 都 道府県 教育委 員会 は各都 道府 県の小 学校 、中学校 、 高校 の各 教員 の教職 経験 年数 に

応 じた体 系 的な研修 を実 施 してい る。大学 と高校 現場 との連携 に とどま らず 、教育 行政

(都道府 県教 育委員 会)と の連携 とい う視 点 も不 可欠 であ る。(京 都 ・堀江 嘉明)

◇ しっか りと した 「組織 」をつ くる必 要 があ る と考 える。 こ こでい う組織 は ピラ ミッ ド

状 に大 学(支 配者)を 頂 点 と して隷属 す る高校(被 支 配者)の 関係 で はな く、 連携 を強 め

た もの とい うこ とであ る。 当然 なが ら、全 国 か ら参加 者 を広 く公 募す る この ような研 究

会 を継続 す るの は当然 の こ とであ る と思 うが、 各都道 府県 に存在 す る地理歴 史部会 と連

携 す る必 要が あ る。(中 略)県 の組 織 は どち らか と言 え ば中立 的立 場 で ある し、加 盟者

はそ の県 のすべ ての教 員で ある。 まず は今 回の成果 を送付 した り、講 師派遣 案 内等 の資

料 を配布 す る こ とか ら始め てみた らどうだ ろう。(青 森 ・竹 谷保)

◇ 私 が所 属 す る県 の歴 史部会 で は今 年度 か らの方針 と して教 科書 執筆 者で あ る研 究者 を

招い て講演 をお願 い してい る。教科 書 の内容 が現在 の最先 端 の研 究 を どの ように反映 し

てい るのか 、 どの ように教 えて ほ しい のか を執 筆者本 人 か ら レクチ ャー されれ ば、刺激

を受 け ない教 員 はい ない はず であ る。そ れ に加 えて、 今 回の研 究会 に参加 した教 員が 、

その 内容 を生か した授 業の実践 報 告 を行 うな どの方 法 も考 え られ る。(群 馬 ・飯塚 勇一)

◇ 神 奈川 の社会 科部 会歴 史分科 会 にお いて は、今 年3月 、桃 木教授 を招 き、神 奈 川の歴

史教 員100人 以上 の前 で、 東南 アジア 史 を どう教 えるか の示 唆 をい た だい た。明 年 の3

月 は、森安 教授 に同 じ企画 で来 て もらい、神 奈川 の歴 史教 員 に シ ョックを与 えて も らう

予定 であ る。 さ らに本年8月 には外語 短大 付属 高校 、栄 光学 園等 の生徒 を対象 に、 桃木

教授 に東南 ア ジァ史の授 業 を して もらい、そ れ を見 た神奈 川の高 校教 員が学 ぶ研修 の機

会 も用 意 してい る。(神 奈 川 ・石橋 功)

◇ 各都 道府 県 の教科研 究会(社 会科 部会)は 「公 的 に認 め られた組織 」。 これ を利用 しな

い手 はな い。(中 略)次 に 「非 公式 ・私 的な研 究組織」が ある。(中 略)同 じ時 代や 地域 に

関心 のあ る有志 の教 員 が私 的に作 って いる研 究会 のほ うが効果 的で ある。 その ほ うが ア
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カデ ミズ ム と直接 コ ンタク トが と りやす く、 また都 道府県 の垣根 を越 えた活動 が可 能 で

あ る。(神 奈川 ・佐藤 雅信)

ところで、 今回 の研究 会 は、 百数 十名 の応募者 に対 して参加 の辞退 を乞 わねば な らない

事 態 に陥っ た。現状 の ま まで研 究会 を継続 して いた ので は、参加 で きない教 員が ます ます

増 えて い くこ とにな り、 わず かな参加 者 しか恩恵 を受 け ない ことにな る。 そ こで研究 会 を

大 阪以 外で い わば 「巡業 」形式 で 講演会 を開 くこ とに よ り、近 畿地 方以 外 の遠隔 地 にい る

教 員へ も活動 の裾野 を広 げて い く方法 も検 討すべ きで は ないか と、筆者 は考 える。

(3)他 大 学 ・研 究 団体 との 連携

◇各都 道府 県単位 または地域 ごとに類 似 の研 究会が 開催 され るこ とを望 む。 そ の場 合 は

主管 大学 が 高校現 場(都 道 府 県教 委や 高校 の 歴史研 究 会)を まき こみ 「共 同(共 働)」 で

実施す る とい う視 点が不 可欠 であ ろ う。 高校教 員が 受講者 としての立場 にと どまるの で

は な く 「当事 者意識 」を持 つ こ とが 求め られ るか らで あ る。(京 都 ・堀江嘉 明)

◇ 阪 大の ような試 み を、全 国の多 くの大学 で 実施 してい た だ きたい と思 う。(中 略)高

校 教員 はそ の中か ら、近場 の大 学 であ った り、遠 くて も興味 の ある講座 や講 師 を選択 し

て参加 すれ ば よい と考 える。(東 京 ・大 見真 由美)

◇ 各県 の研 究会 や 高校 教職 員 の交流 の場 を大 阪大 学が コー デ ィネー ト。県 の研 究会 か ら

の要望 に応 えて、最低 限、 声掛 け だけで も して いた だけれ ば助 か ります 。 もちろん、 教

官 や研 究生 のかた が加 わって下 され ば幸 いです。(京 都 ・村 上 直)

◇今 回の研 究会 の よ うな全 国規模 の大 会 を通 じて高大双 方向 のつ なが り、大学 ・高校 の

教 員の横 の連携 ・交流 を促 進す る。そ こか ら派生 して地 方 ブロ ック ごとの研 究会 が生 ま

れる であ ろ う。活動 を通 じて 、研 究会 の スク ラ ップア ン ドビル ドが行 われ るか も しれ な

い。(福 井 ・盛 岡正男)

◇ 私 たち高校教 員 では都道 府県 を越 えた活動 は難 しい もので すが、 大学教 員 な らば可 能

だ と思 い ます。 これ まで の成果 を活用 し、各 都道府 県 に大阪大 学 を起 点 とした地道 な人

的ネ ッ トワー クづ く りを して欲 しい と思 い ます。 そ れは、 阪大COEと い う原 体験 を持

つ もの 同士 のつ なが りと して高校 教員 に も大 学教 員 に も有益 な もの とな り、 ひいて は高

校 生 ・大 学生 に有益 な もの となる と思 い ます 。(大 阪 ・若松 宏英)

◇ この 「阪大 史学 の挑 戦」がす ば ら しい挑戦 で あ り、実 効性 の伴 う もの であ るのな らば、
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これ は阪大 のみ の挑戦 で終 わ らせ るべ きで はない。 日本 の歴 史学界 の挑 戦 とな ってほ し

い もので あ る。 阪大 が核 となっ て、 日本 の中枢 大学(旧 七帝 大 な ど)が 提携 して、 この

ような取 り組 みが 幅広 く実施 で きない ものだ ろ うか。 また、 そ の企 画 には、歴 史 に興味

を持つ 高校生 を参加 させ る場 が設定 され て もよいの では ないだ ろ うか。 そ うす るこ とで

一層 、「生徒 一 歴 史教員 一歴 史学者一 歴 史学 」の連携 が深 まってい くので は ないか と思

う。(福 岡 ・幸 田和 洋)

各 地の 大学が 本研 究会 の活動 を評価 し、 同種 の企 画 を始め てい る ことは前述 の通 りで あ

る。大 阪大 学が各 地 の大学 の研 究会 と提 携 した企 画 を立ち上 げ るこ とが で きないか。 大 阪

大学 は現在 各地 の大 学 との連携 を打診 して い るが 、現在 の とこ ろこの提案 に賛 同す る大学

は現 れ てい ない。今 後 も同種 の研 究会 は各 地 に発足 す る こ とであ ろ う。 そ う した研究 会 と

の連携 が で きないの か、 これか らも検討 を続 け て もよいだ ろう。

(4)新 しい連 携 事 業 の 開拓

本研 究 会の継続 ・拡 大 のほか 、全 く新 しい活動 を行 なっ ては どうか との提言 が数多 く寄

せ られ てい る。高 校 ・大学 の専 門家 同士 の協 働作 業 に は、 まだ まだい くつ もの 可能性 や 、

未 開拓 の分野 が残 ってい るの であ る。 す ぐに実行 に移せ る もの も少 な くない 。以下 、具体

例 を レポー トか ら引 用す る。

(i)授 業実践 結 果の検 証作 業

本研 究 会で行 な われた授業 実践 報告 を報告 の みに終 わ らせ るの では な く、 高校 側 ・大学

側 がそ の結果 を検 証 し、 問題 点 をあ ぶ りだ して い く作業 で ある。 その ため には、本研 究会

で築 き上 げ られた教 員 間のネ ッ トワー クを活用 して、 各教員 の実践 結果 を集約 ・共有 を図

る ことが まず必 要 とな る。

◇ まず必 要 なの は、各 人 が 「せめ て1つ は…… 」とや って みた実 践 を大切 にす る事 で あ

る。職場 、都 道府 県等 の研 究 会、大 阪大 学歴 史教 育研 究会等 で 、そ う した実 践が取 り上

げ られ、広 め られ、 評価 ・批 判 され なけ れば な らない。 次 いで必 要 なの は、 これ まで の

歴 史教 育の 実践や 理論 、教育 内容 開発 のいわ ば研 究 史 をふ まえて、 これか らの実践 を位

置づ ける事 であ る。(京 都 ・毛戸 祐司)
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◇ 高校歴 史教 育 の実践 の場 「授 業」への 反映 とい うこ とでは、 本研 究会 を受 けた授 業実

践例 を蓄積 す るこ と も提言 したい。 昨年 度 ・今 年 度の本 研 究会 で も高校教 員 に よる授業

実践 の報 告 が行 われ た。一 部 の県 では、 高校教 員 の研 究会(社 会 科研 究会 な ど)で 実践

例が報 告 され、 それ を まとめた冊子 が今 年度 の研 究 会で も配布 され た こと もあ った。 し

か し、全 国広域へ の発信 ・相 互利用 ・普 遍化 に は至 っ ていな い。授業 実践 につ いて の情

報共 有化 を図 り、全 国高等 学校歴 史教 員 ・あるい は大 学 ・大 学 院 に よる相 互利 用が 可 能

となれ ば、本研 究会 の 「大学 歴 史学 と高等 学校 歴 史教 育の双 方 向的研 究 」の成 果が よ り

ア ピール で きるので は ないか。 さらに、大 学 院教 育 の一環 で もあ るIAEの 活動 と もタイ

ア ップす れ ば、大 学 院 ・大学 教 育 と高等学 校歴 史教 育 との 三者双 方 向の新 しい連携 が で

きるので あ る。(兵 庫 ・矢部 正明)

◇ 実践 結果 を高校 教員 が次 回の研 究会 で発 表す る とい うのは どうで あろ うか。つ ま り一

つの授 業事例 を摘 出す るの では な く、年 間の スケ ジュー ルや講義項 目を提示 し、皆 で検

討す るので ある。 この ようにす れ ば、大学 側 か らは 「高校 で学 んで欲 しい こ と」を具体

的 に授 業時 数の配 分 まで考 えて示 唆で きる し、高校側 も教科 書教授 資料 の 時間配分 や学

習の ね らいの 「ね らい」が わか るとい う もので あ ろう。(宮 城 ・吉 田理)

◇研 究 会で は大学 での歴 史学 の最新 の内容 につ いて提 供 してい ただい たわ けだが、 それ

を今後 の具体 的 な授 業 の中で どの よ うにいか してい くのか、 どの ように教 材 として取 り

入 れ て い くか を話 し合 う、 あ るい は実 際 に指 導案 をつ くっ て模擬 授 業 を して み る、 と

いっ た時間が持 て れば、 われ われ高校教 員 に とって は さらに充実 した機会 となる。 この

取 り組 み は歴 史 教育 の あ り方、 学習 指導 要 領 の問題 点な どにつ いて も高 大連 携 で話 し

合 っ てい くこ とにつなが って い くこ とになる であろ う。(愛 知 ・松 本圭以 子)

◇ 講獅 の研 究領 域 に該 当す る部 分 の授 業 の実 践例 や 教材 と しての プ リ ン ト類 を持 ち帰

り、教 育者 と研 究者 で相互 の批判 検討 を進 め る とい う企 画 も面 白いので は ないか と考 え

ます。 その 際、微 視 的 には、1時 間 の授業 の 中で この よ うなイ メー ジで授業 を展 開 した

い とい う形 で、 巨視 的 には、検 討す る領域 と他 の領域 との論 理的 な相 関 とい う形で世 界

史全 体 の歴史像 の形 成 に関わ る問題 を議論 す る場 を設定 で きな いで し ょうか。

(香川 ・真 鍋篤行)

(i童)小・中 ・高 ・大 一貫 の新 しい カリキ ュラム の策定

◇ 阪大 の文学 部史学科 とい う歴 史の専 門家集 団が 、新 しい高大 連携 を探 ろ う とす るな ら
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ば、 斬新 か つ普 遍性 の あ る学校 設 定科 目(特 色 科 目)の 構 築 が最 適 で は ない だ ろ うか 。

現 在 、本校 で は世界 史Bま たは 日本史Bを 履 修 して きた 生徒 に対 しての発展 科 目(=日

本史 と世界 史の 総合)と して、 「国際 交流 史」を試行 して5年 目を迎 えてい る。 日本 史 を

世界 史の 中で位置 づ け、多角 的 な視 野 の育成 を狙 って通 史的 にエ ピソー ドを選 んで講 義

して いる。 また、 現代 の海外情 勢 で注 目され てい る地域 につい て歴 史 的 に遡 っ て解 説す

る な ど、 日本 史B・ 世 界 史Bの 発展 科 目 として、現代 を考 える ため のベ ース を講義 して

い る。 この ような高校 の従来 まで の科 目を発展 させ た ものは、 実は理科 系 や語学系 には

しば しば見 られ るが、社会 科系 にはその例 を知 らない。大学 の学 部教育 と高校 地歴i公民

科 の 内容 とに漠然 と溝 が確 認 されつつ あ る中で、 地歴B科 目を学 んだ生徒 に対 す る発展

科 目の構 築 は、思 考力 や学際 的 な能 力の 育成 とつ なが り、 この溝 を埋 め る一つ の試み と

して有効 で あろ う。 また大 学受験 か ら乖離 しない点 に留意 して普 遍性 を持 たせ れ ば、特

に進学 校 で はニ ーズ が生 まれる ので は ないか。(中 略)大 学 の 学部教 育 と高校 地歴 公民

科 との溝の確 認 か ら始 ま り、地歴B科 目 を学 んだ生 徒 に対 す る発展 科 目の構 築の ため の

ワー クシ ョップ を提 案 したい。(兵 庫 ・鵜飼 昌男)

◇ 高校 現 場 や大 学 の先 生方 の 負担 増 に な るで あろ うが 、高校 の カ リキュ ラム に組 み込

み、半 年 ・1年 間の授 業 の中 に しっか りと位 置づ け られて行 わ れ るこ とがで きるよ うに

な るまで連携 で きた ら と思 う。現実 的 には無理 と考 えて いたの だが、 グ ループ討論 会 の

際 に、 神戸市 立六 甲 アイ ラ ン ド高校 が試 みて いる と聞い て不 可 能で はない のだ と認識 を

新 た に した。(大 阪 ・神於 正明)

◇ 教育 者 と して の高校教 員 と大学研 究者 ・教員 とが 連絡 を密 に取 るべ きで ある。 共通理

解 を前 提 に、 中学 か ら高校 、高校 か ら大学 、大 学 内で の導 入教育(嘗 て の教養 教育)か

ら専 門教 育へ と、 一貫性 のあ る円滑 な教 育体 系 を構築 すべ きで ある。大 学教 員 は高校 の

現場 ・現 状 を知 るため に も高校 教育現 場 の見学 や高校 教員 との情 報交換 の場 を多 く持つ

ことが 必要 であ る。一方 、高校 教員 も大 学で の導入教 育や専 門教 育 につい て、現場 を踏

まえ た意見 を大 学 に向か っ て発信 すべ きであ る。 特 に、圧倒 的 に多 い歴 史学 を専攻 しな

い学生 の教 育 が重 要 であ る。 そ の よ うな観 点 に立 て ば、「導 入教 育 」とい う語 を用 い る

よ りも 「接 続教 育」と呼 ぶ方 が適切 か も知 れ ない。 高校教 育 と大 学教 育 を円滑 に行 うた

めの教 育で ある。(兵 庫 ・置村公 男)

◇ 今 回の この交流 で浮 かび上 がっ て きた こ とはい くつ か あるが、特 に私 が注 目 したの は

「中 間教 育(つ な ぎ教 育)」の 必要性 であ る。受験 世 界史 で入 っ て きた学生 の ほ とん どは
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大学 で は役 立 た ない とい う事実 は、 いった い高校 で何 を教 えてい るのか、 と批判 を受 け

受 け るべ きこ とで ある。 どの よ うな学 力や もの の考 え方 を身 につ けた学生 が大 学側か ら

求 め られて いるか、 一度 はっ き りと具体 的 に提言 され るべ きだ と思 う。

(埼玉 ・廣 瀬和義)

◇高校 と大 学が 連携 し、 日本 の歴 史教育 で最低 限必 要 な知識 を しぼって、 マ ニュア ル化

し、 時 間を作 ってい くこ とが必要 なので はない だろ うか。 これだ けは知識 と して知 って

い る。「こ うゆ う ところで考 えて面 白か っ た」とい う感 動。 近代 世界 シス テムの なか で、

「周 辺」とな った地域 は文化 も価 値 の ない もの として認識 されが ち であ るが その 中 に感

動 をみつ け るこ とが で きれ ば、価値 観 の多様化 にな る。(神 奈 川 ・高橋 和子)

本研 究会 を通 じて、高校 教員 は大 学側 が描 いてい る歴史像 と、 高校 で教 えてい る歴 史像

に大 きなず れがあ る こと、教科 書の 記述 に誤謬 のあ るこ とを知 らされ た。 同時 に対話 を通

じて大 学側 は、高校 の歴 史教 育の現場 の状 況 を知 るに至 った。大 学側 は、世界 史 は必修 な

ので、 大学 に進学 して くる学生 は皆 、最低 限の 知識 を知 ってい る もの と思 い込ん で授 業 を

進 め て きた。 しか し、実 際 には授業 数の削 減 な どに よって、 充分 な基礎知 識 を習得 して き

た生徒 が多 くは ない ことを知 った。一 般教養 レベ ルの 講義 で もつ いて いけて いな い学 生が

実 際 に増 えて い るこ とを感 じ、 単純 に学力 が低下 して い る もの と考 え ていた が、そ れだ け

では ない ようだ。高校 側 に も様 々な事情 が あ るのであ る。 この ような現実 を大学 側 は本研

究 会の活 動 を通 じて初 め て知 ったの であ る。 大学 と高校 の教育 は縦割 りなので あ る。

中学 での地 理教 育の 改変 を知 らない高校教 員 が多数 い た ことはIV-1一(1)一(ii)一(c)で も

述 べた。 高校 と中学 もまた縦割 りなのであ る。小 ・中 ・高 ・大 とそれぞ れの学校 間の 交流

はほ とん ど行 なわれ てい ない。 そ もそ も現場 で どん なこ とを教 え てい るのか 自体 が わか ら

ないの であ る。 それ ぞれ の溝 を埋 め るべ く努 力 を しな けれ ば、 中学 か ら高校 、高校 か ら大

学へ と進 学す るた びに生徒 や学生 は混乱 す る こ とに なる。各種 学校 の専 門家が対 話 を重 ね

る ことに よって、そ の溝 を埋 め られ ないだ ろ うか。

本 学 は附属 高等学校 を持 って いな いため、 直 ちに小 ・中 ・高 ・大一 貫の カ リキュ ラム を

実 行 に移 すの は難 しい。各種 学校 との提 携 を進 めてい く必要が あ る。 た だ、実行 に移 すか

は ともか くと して、 カ リキュ ラム案 自体 を小 ・中 ・高 ・大 の教 員が協 働で 策定 してい くこ

とはで きるだ ろ う。桃 木講演 で の指摘 を受 けて各学 年 で最 低 限何 を学 べ ば よい のか を示 し

た ガイ ドラ イ ンを策 定 し、 高校教 員 と教 案 を検 討 して い くことは、 そ う難 しい こ とで はな

欝 懸 シスア融 繰 アジア轗 201



い 。そ れが最終 的 に一般 に広 く明示 されれ ば、 いたず らに用語 の暗 記 をさせ られ る旧来の

教 育法 か ら生徒 を解 放す る こ とがで きる ので はないか。

(iii)リカ レン ト教 育 の場の さらなる提供

本研 究会 は、 高校教 員 に とっ て毎年1回3日 間 とい う短 期集 中型 で実 施 した リカ レン ト

教 育の場 と もなって いた 。 この よ うな場 を恒 常 的 に、頻度 を上 げ て開催 す る こ とに よ り、

高校 教員 に対す る最新 の研 究成 果の提供 してい く必 要 があ るので はない か とす る意見 が 出

されてい る。本研 究会 を共催 したIAEは 、大学 教員 に よる大学 院生 向けの 講義 ではあ るが、

高校教 員 に も研 究報告 を してい ただ く条件 で聴講 を認 めてお り、高校 教員 に対す るリ カレ

ン ト教 育 の場 として の役 割 を も果 た してい る。高校教 員側 、大 学 院生 側 も学問 的刺激 を受

け てい る よ うであ る。政 府 は教 員 の10年 次研 修 を制 度す る方 針 でい るが 、 その 際の研 修

の場 は教育系 の学 部 に限 らず 、歴 史教員 の場合 は歴 史学系 の学 部 を選 択肢 に入 れ るべ きで

は ないだ ろ うか。 教授 法 に磨 きをか けるのが 高校教 員 の まず なすべ きこ とだ とい う意見 も

あ るか も しれ ないが、 い くら教 授法 が優 れ てい て も、古 い枠組 みの まま、 誤 った研 究成 果

に基づ い た ままの教案 で は、 真 の歴 史教 育 とは なる まい。

◇ 高校 生 を最初 に学 問 の世 界 に誘 う立 場 にあ る高校教 員 の質的 向上 は高 校生 の教員 や学

校教 育へ の信頼 獲得 の 第一歩 であ る と考 え る。 高校教 員へ の リカ レ ン ト教育 は研究 者 と

しての大 学教 員 による最先 端 の知見 を示す とい う点 と、高校教 員 同士 の切 磋琢 磨、刺 激

を与 え合 う とい う点 と二 つあ る。前者 におい ては、一 般の大 学生 同様、 一方 的 な知 識注

入 や教授 とい う方法 だ けで な く、研究 者 と して の 自立支 援や研 究活 動の後 方支 援 とい う

形態 もあ る。(兵 庫 ・置村公 男)

◇ とにか く高校 教員 の リカ レン ト教育 こそが最 も重要 であ る と考 え る。例 えば、私 自身

大学 の専 攻が 文化 人類 学 だ ったため、 歴史学 の手 ほ ど きを受 け てい ない 。 また、高校 教

員 が 日々の教材研 究 の枠 を超 えて勉強 す る時間 は限定 され てい る。 日常 の業務 に流 され

て とて も困難で あ る。 しか し、今 回の ような研 究会 が あれ ば、そ れが きっか け とな り、

専 門書 も読 み学 会 の最 新情 報 に もふ れ る機 会 が持 て る。(中 略)そ の上 で、 高校 教員 側

か ら実 際の授業 展 開の技能 を提供 す る形で、 例 えば教科 書や副 教材 の編集 に協 力す る こ

とが出 来る ので はないか と考 える。(愛 知 ・小 林和朗)

◇多 くの世 界史 の教員 は、新 しい歴史学 の成 果 を学 ぶ機会(学 ぼ う としない姿勢 もある)
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もな く、 自分の 高校時代 に学 ん だ世界 史 を再生 産 し、そ の現実離 れが 生徒 もうす うす感

覚的 に気づ いて い るよ うに も思 われ る。 歴史学 は現在 に起 こってい る事 象 が過去 との 関

連 に解 明す る学 問であ る とい う前提 に立 つ な ら、新 しい歴 史の見 方か たや新 しい研 究成

果は、 当然、 現実 の世界 を生 きて い く生徒 に受 けい れ るはずで ある。教 員 の多 くが新 し

い鋭 い問題 意識 を持 った新 しい歴 史学 の成果 を取 り入れ る ことがな い こと も歴史 離れ の

原因 でない か と も考 え られ る。そ こで、大 学 の側か らは、 最新 の研 究 成果 を発 信 し、是

非 と も教 員 の リカ レン トの学 びの場 を提供 して欲 しい。(神 奈川 ・古川 寛紀)

(iv)大 学へ の教授 法 の提 供

◇ 大学側 か らの要 請が あれ ば、生徒 指導 の経験 と授業展 開の プ レゼ ンス能力 を提供 した

い。 ロール プ レイを利用 した参加 型 学習形 態や効 果 的な対話 を通 じて生徒 の考 え方 や能

力 を引 き出 し、 目標 に 向けて 自発 的な行動 を促 す コ ミュニ ケー シ ョンの技 術 であ る コー

チ ング ・ス キル な ど新 しい教授 法 も紹介 した い。 こ うした教 授法 は学 部生や大 学 院生 に

とっ て も有効 であ る と思 う。(神 奈 川 ・古川寛 紀)

講義 内容 ・教授 法 を学生 が匿 名 で評価 す るい わゆ る 「授業 評価 」が近年 ほ とん どの大 学

の教 養科 目で施行 される よう になった。教 授法 の項 目で は学生 か ら厳 しい注 文が つ くこ と

もある。非教 育系 の大学 の研 究員 は研 究 活動 を優 先 す るこ とが多 く、教 授法 の研 究 は疎 か

に な りが ちであ る。研究 成果 に よって カバ ーす れ ば よい とい う考 え方 もあ ろ うが、 ハ イ レ

ベ ルな教 授法 を 日々研究 してい る高校 教 員の経 験 を、 大学 関係者 は軽視 してはな らない だ

ろ う。高校 と大学 は縦割 りにな ってい る現 状が あ るが、進 学 して くる学 生 はその ような状

況 に関係 な く、 高校 で習 得 した こ とを引 きず って大学 で学 ぶ こ とになる。 な らば、 大学 で

の講義 内容 ・教授 法 も逐 次見 直 していか ねば なる まい。本研 究会 での授 業実践 報告 を通 じ

て、本 学の 関係者 はそ の重要性 を強 く感 じてい る。

(v)教 材 や出版物 の作 成

◇教 育 は、 畢竟個 別指 導 であ る。 そ のよ うな教 材 開発 を心 掛 けてい るが、生 徒へ の訴 え

か けに成功 す るため には、 明確 な意識 と正確 な事実確 認が 必要 であ る。 しか し、 高校 教

員 が多 くの資料 を自 ら入手 し分析 す るこ とは困難 で、大学 側か らの提 供 に頼 るのが現実

で ある。研 究論 文 ・書 籍、教 科書 会社 のパ ン フレ ッ ト、 出前講演 、 そ して この研 究会 の
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開催等 、資料 やそ の コンテ クス トを知 りうる機会 を是 非増 や して い ただ きた い。

(静岡 ・増 田公 洋)

研 究成果 を高校 教育 現場 に還元 してい くため には、本研 究会 の よ うな連 携活 動 を継 続 し

て い き、 その成 果 を教 材 開発 や 出版物 を作成 す るこ とに よって広 く周 知 させ るべ きであ る

との意 見が 多数寄 せ られ た。 当班 で も何 らかの 「成果物 」を眼 に見 え る形 で 発信 して い く

必 要性 を感 じてお り、高校教 員 向け に も読 め る 『海域 アジ ア史研 究入 門』(2007年 、岩 波書

店 よ り刊行 予定)の 出版 を準 備 してい る。

新 しい研 究成 果が授 業 に還元 され ない理 由の一 つ と して、授 業 の よ りどころ となる教科

書 の記述 が古 い枠 組 みの ま まで あ るこ とが挙 げ られ る。 で は、直 ち に新 しい教科 書 を作成

す れば よいの か とい うと、 日本 史で は東 アジア ・北 東 ア ジア とのか か わ りを重視 した教科

書 の可能性 は多 少 ある ものの、世 界 史の場合 は そ う容易 で はない との意見 が大 半 を占め て

い る。検 定問題 や教科 書採 用 の決 定権 が個 々の教 員 には ないため であ る。 む しろ、 まず は

教材 や副読 本、概 説書 の形 で高校 生や 高校教 員 に発 信 して い くべ きで はないか との意 見が

多 い。世界 史 の場合 は書物 に よって まち まち な用語 の表 記統 一 も検 討す る必要 が ある。

レポ ー トによ る と、教科 書 の誤 った記述 を高校教 員側 か ら出版社 側 に指 摘 で きる環 境が

ある とい う。 当面 は大学側 が記述 の どこに問題 があ るのか を高校教 員側 に示 し、高校 教員

が 出版社 側 に働 きかけ てい くのが有効 な ようで あ る。

以下、 レポー トでの意見 を媒体 別 に紹介 す る。

(a)教 科書(教 科 再編 を含 む)

◇ 大学 の歴 史学 は、史料 講読 や仮説 立論 、実証 や フ ィー ル ドワー クな ど、歴 史好 きに限

定 され ない魅力 が ある。森 安教 授 の言 う 「自由主義 と民 主主 義の根 本 た る、権 力批 判 と

しての歴 史学」の一端 に、高校 生 や高校 教員 が じか に触 れ る意義 は、計 り知 れぬ ほ ど大

きい。 こう した交流 連携 の 中か ら、世界 史 ・日本史 の枠 を超 えた高校歴 史教 科書 や副読

本が誕 生 した な らば、 素晴 しいで は ないか。(大 阪 ・山下宏 明)

◇ 中期 的 には、 この よ うな取 り組 みの成 果 を もとに新 しい教科 書 をつ くる ことを 目指 す

こ とにな ろ う。各 時代 ・各分 野の専 門家 を広 く結集す る必 要が あ るが、 これ は阪大の先

生方 に坂 本 龍馬 の役 割 をお願 いす る しかない として、執筆 には高校側 か らもさま ざまな

貢献 が可能 であ ろ う。 私 は と りあえず 、各 レベ ルでの用語 表記 を一 貫 した もの に し、学
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界 の最新 動 向か ら10年 ほ ど遅れ、 完全 に定 説化 した もの を中心 とす る記述 を期待 す る。

合 わせ て教 科書 に合致 した 日本 の通史概 説 ・講座 、及 びそ れ らを簡 略化 した教員 用教授

資 料 も作成 され る。現 状 で は教科 書 の 内容 を解 釈 しよ う と して も、概 説 書 ・講座 に書

い てな くて、教員 が場 当 た り的 に解 釈す るこ とも多 く、 当然 間違 った解釈 を しが ちであ

る。 よ り専 門 的で大部 な書物 にの ってい ないの に教 科書 には書 い てあ るの は不 思議 な話

だが 、 これは連携 を深 め る中で克 服 されて ゆ くであ ろう。(京 都 ・難波謙 一)

◇ 学 界 で定説 化 した 内容が 教科 書 に反 映 され るこ との 「遅 さ」や記 述 の誤 り等 は、早 急

に克服 され るべ き大 きな課題 で あ る と考 え る。(中 略)教 科書 会社 は年 に1度 、教 科 書

採択 の要請 に高校 を訪 問 してお り、 そ の際 に 自社 の教 科書 に対 す る感 想 や意 見 を教 科

担 当者 に尋 ね てい る。 この機 会 を利 用 して 「記述 内 容の不 備 」や 「地域 や 分野 にお ける

取 り上 げ方の偏 り」等 を我 々教 員 が伝 え るこ とで、 少 な くとも明 らか な事実 誤認 に関 し

て は次の改 訂版 で書 き改め させ る ことは可能 であ る し、多 くの同様 な意見 が提 出 され れ

ば もっ と内容 に踏 み込 んだ 改変 も実現 で きるか も しれ ない。(中 略)「歴 史研 究 は今 どう

なって いるか」を我 々が きちん と認識 する意 味で も、高大 連携 は重要 で ある。

(福岡 ・菅満 津江)

◇ 昨年 の研 究 会 に刺激 を受 けて、 「世 界 史 にお ける旧 説 と誤解 」を、昨年10月 の神 奈 川

県教 科研 究会 社 会科 部会 歴 史分科 会 の研 究発 表 で報 告 しま した。(中 略)こ れ らの作業

の 中で、 これ は とて も一人 の 人 間で や り切 れ る ことで は ない こ とに気 づ きま した。仲

間 もそれぞ れ にネ タを抱 えてい ます ので 、そ れ を出 し合 って突 き合 わせ る作 業 も大切 で

す。 そ して 、今 回、桃木 教授 が展 開 され た ような誤解 を指摘 して正解 を示す 作業 が、専

門家 か らな され る ことが不可 欠で す。一 人の作 業で は、 自分の 方 に誤 解が ある ので はな

いか、 新 しい提言 が教科 書 に載せ て よい くらい に定 説 となって いる とい えるのか 、不安

に なるか らです。(神 奈川 ・小林 克則)

◇ 高校 の歴 史教育 は現 行 の"日 本 史 と世 界 史"と い う枠 組 みで はな く、"東 アジ ア史(含

む東 南 アジ ァ)"と"世 界 史(東 アジ ア史少 々)"と い う科 目設定 に した ほ うが よい ので は

な いか。 子 どもた ちが小 中で学 んだ こ と を基礎 に高校 で発展 させ、 外 の世 界 に 関心 を

持 つ ため には東 ア ジア史 とい う科 目設定 のほ うが よいの では なかろ うか。高 校 ・大 学教

育 の現 場で検 討 し、お お まかな カ リキュ ラムがで きる な ら学校設 定科 目や総 合 の授 業 で

や ってみ た らど うだ ろ うか。(神 奈川 ・高橋和 子)

◇ 現在 の地域 史、 各国 史、 日本史 的 なバ ラバ ラな歴 史構成 で は、 グ ローバ ルな視 野 を も
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つ 歴 史観の育 成 はや は り困難 なの では ないだ ろ うか。 高校社 会 の科 目でい えば、将 来的

に は、 日本 史、 世界 史 の枠 を こえた 「歴史 」として編成 され た教 科が 必要 な ので はな い

だろ うか。(大 阪 ・堀川喜 子)

◇ 今 回強調 されて い たの は 「開 かれ た世界 史」で あっ た。そ れ に比 して浮 か び上が るの

は 「閉 じた 日本 史 」で あ る。(中 略)分 科会 の討 論 で も世界 史 と日本 史 の壁 を取 り払 う、

また東北 アジ ア地域 の歴 史 と して と らえては、 とい う意見 も出 た。 しか し 日本史 の用語

の中 に 「身 内」で しか通用 しない 「閉 じられた」言 葉 を使用 しなが ら世界 史 との壁 を取 り

払 うこ とは混 乱 を招 くこ とにな るの で はない か。 「身 内意識 」の延 長上 に世 界 を捉 え る

と、 意識 下 の 「五 族共 和 」、 日本 的 オ リエ ンタ リズ ム を作 って しまい、真 の異 文化 理解

には程遠 くな らないだ ろ うか。 そ こで世界 史 と 日本史 を単純 に統合 す るので はな く、接

点 にお け る用語 の検 討 を、大学 と中 ・高 の教 育現 場 と共同 で行 なって は どうか とい う提

案 をしたい。(京 都 ・内 田順 子)

◇ 「真 に新 しい歴 史教 科書 」の編修 とい う もの を 目標 に据 えて は如 何 だ ろ うか 。(中 略)

しか し、 検定制 度 もあ り教 科書 への各 種 の規制 も厳 しい ものが あるだ け に、 それ は容易

で は な さそ うだ。 そ うであ れば、 「検 定」の外 にあ って 、「真 の新 しい歴史教 科 書(阪 大

版)」 と して市 販 され、 高校 生 か ら成人 にい たる まで の、 日本 人の教 養 と して の歴 史の

テキ ス トとして、 「一家 に一 冊 」をキ ャ ッチ コピー に、各 家庭 の書棚 を飾 る よう な もの

を 目標 に した ら如 何 だ ろ うか。(中 略)第 一段 階 として、歴 史 学 と歴 史教育 が 当面 、次

のテ ーマで共 同研 究 しては如何 だ ろ うか。

ア)高 校 生 な どの 若 い世 代 の社 会意 識 を踏 まえ て、何 を、 どの よ う に記述 す るか。

テーマ の設定。

イ)自 学 自習の ため の、読 んで面 白い通 史記述 、切 りロ、 語 り口の在 り方 。

ウ)他 国の歴 史教科 書 か ら学 ぶ ための 国際比較 。(京 都 ・島貫学)

◇教 科書 を作 ろ う と意見 が 出てい ま したが 、 まず単元 レヴェル の授 業 開発 を した上 で教

科 書 を作 らない と、 難 しくて敬 遠 され る教 科書 に なるので は ないか と危 惧 します。

(広島 ・田 中英朗)

(b)副読本 ・概説書

◇教科書は学習指導要領の制約を受けますので、教科書作りについては困難な提案であ

ると思います。大学側と高校教員が協力して教科書とはいかないまでも副読本や概説書
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を作 る と、 学習指 導要 領 を作 成 してい る人た ち にか な りの影響 を与 える事が で きるの で

はないか と思 い ます。(芦 屋 女子短 期大 学 ・中村薫)

◇ 高等学校 世界 史の教科 書 を読め ば、世 界歴 史の概 観が 高校生 に分 か るか とい う と、現

行の どの教科 書 もその役 割が 出来 てい る とは言 い難 い。凝 った地図 資料や 写真資 料 を多

用 した資料集 には、 なか なか よ く出来 た ものが 多 く、多 くの教 員が支 持す る もの もい く

つか でて きてい る。他 方、一 般向 け、 あ るい は高等 学校教 員 向けや歴 史学 を目指 す もの

へ の概 説書 も出版 が相 次 ぐが 、大 部冊 であ った り、 あ る程 度歴 史の知 識が ない と取 り付

きに くい ものが ほ とん どで あ る。制約 の多 い教科 書 を 「補助 」す べ く、新 成果 を取 り入

れ、歴 史学 の面 白 さを伝 える内容 に こだわ った高校 生 に も分 る概 説書 的 な もの を生み 出

す こ とは出 来 ない か。(中 略)高 校 教 員側 が叙 述 に携 わ り、 阪大歴 史学 の教 授 陣 や関係

研 究者 に監修 してい ただ くとい う方法 は どうだ ろう。教員 側が叙 述す るの は、授 業 を意

識 した叙述 がで きるか らで ある。(兵 庫 ・矢部正 明)

◇新 しい視 点 の 「概 説書 」(新書版 で よい)の 出版 をぜ ひ積 極的 に行 な ってい ただ きた い

と思 い ます。 「概 説書 」を読 み、疑 問 点 を執筆 者 に質 問で きれば、 よ り一層 素 晴 らしい

と思 い ます 。(大 阪 ・若林俊 一)

(C)パ ンフ レッ ト

◇ かつ て高校 の県 レベ ルの社会 科研 究会 で世界 史の副 読本 をつ くって いた とこ ろが あ っ

たが、 指導 書 の よ うな文字 ばか りの ものだ った。教 科 書 くらいの厚 さでA5の 判 型 だ っ

たが、 生徒 が読 む気 にな るもので はなか った。 した がっ て、中高 連携 でそ う した もの を

作 るに して も、薄 いパ ンフレ ッ トで読む気 に なる ものが求 め られる。(大 阪 ・遠藤和 男)

◇ 生徒 が イ メー ジ を描 き易 い授 業 を しよ うと思 うほ ど、実 証 されて い ない こと を言 っ

てい るので はない か とい う不安 がつ きま とい ます。 そこで、 高校側 で 日本 史 も最新 の学

説 も取 り入 れた挑 戦的 な授業案 を どん どん開発 し、大 学の先 生方 に コメ ン トをい ただ く

とい う ことはで きない で し ょうか。 イ ン ター ネ ッ ト上 で も、本 にす るで もいい と思 い ま

す。 テーマ ご との解 説本 と併せ て、解 説 と授業案 を載 せた冊 子 な どは どうで しょうか。

(大阪 ・西 岡浩 美)

(d)メ デ ィア媒体

◇ 学力 の高 い高校 では、 補習 として土曜 日に予備校 の授 業 の ビデ オや イ ンターネ ッ ト中
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継 を見せ てい る とこ ろが あるの で、大 学 の授業(今 回 の講義 の よ うな もの)を ビデオや

イ ンター ネ ッ ト中継 で高校 の生 徒 に見せ る こと もで きる。(大 阪 ・遠藤和 男)

(e)教 材 開発全 般

◇ 「大 学教 員 と高校 教 員が 協力 して教 材 開発 を行 な う」:教 材 開発 とい う と、 つい つい

「新 しい教 科書 の作 成 凵 と気負 って しまい ますが 、 まず身 近 な と ころか ら始 めれ ば よ

い と思 い ます。 た とえば19世 紀 末 までの 東南 アジア 史 を4回 で教 える な ら、 どの よう

な史料 が有 効 か検討 してい く。 あ るい は 「産業 革:命」の再構 築 とア ジァ 問貿 易 の具体 相

が見 えて くる、近代 イ ン ドの綿 工業 の実態 を示 す統計 資料 を作成 す るな ど……Qさ まざ

まな レベ ルで利 用 で きる教 材 を開発 し、 ブ ック レッ トの よ うな形 で出版 す る。 誰 で も手

軽 に利用 で きる形態 で教材 が ス トック されてい くこ とは、現 場 の教 師 に とって きわめて

重 要です 。(大 阪 ・笹川裕 史)

◇現 実 に教科 書 を大 幅 にス ク ラ ップ ・ア ン ド ・ビル ドす る こ とは現 在 の検 定制 度で は、

阪大 の先 生方 が指導 要領作 成 に参加 しない限 り難 しい 。 また正直 言っ て、経験 を積 んだ

教 員 は、 教科書 にそれ ほ ど束縛 され て授業 をしてい るわ けで もない。 む しろ、進学 校の

高校 生 レベ ル を念頭 に、教 科書 を超 え るス タンダー ドとな りうる教 材 を作 る試み を、高

大 の協力 で進 め られ ないだ ろ うか。(京 都 ・岩 月有 行)

◇ 大学 の研究 者 と高校 の教 員 が共通 意識 も持 って、新 に教科 書 を作 ってい こ うとの意見

はあ るが、両 者 と も時 間的制約 が あ るので、 い きな りは無 理で あ る。研 究者 は、教 える

こ とと同時 に研 究 を更 に深 め てい くのが仕 事で あ り、 高校 の教員 も明 日の授 業の準 備や

生徒 指導 や行事 な どの特 別活動 や分 掌 な ど学校経 営 に関 わる仕事 があ る。 その中 で共 に

無 理 な く教材 作 りを してい くた めに は、過去 、4回 に渡 って大 阪大 学が提 供 した講 義 内

容 を と りあ えず、教 材化 して生徒 に提 供 して は どうか と思 う。 高校 の教 員 が教 材作 りを

行 う際、 得 て して生 徒 に興 味 を もたせ るため分 か り易 くす る作業 の 中で、正確 な歴 史的

事 実 をか ら逸脱 す る場合 が あ る。そ の時 に は、研究 者 か らの鋭 い批判 や批 評 を行 え ば、

学 問 的な背景 をもった教材 が完 成す る と思 う。(神 奈川 ・古川 寛紀)

◇ 高大 連携 の 具体 的提 案 に、 「高校 生新 教材 の作 成 」が あ りま した。す ば らしい取 り組

み で はあ るが 、 この 「新教 材」の対生徒 用 ター ゲ ッ トは どの部分 を 目指 すの で し ょうか。

せ め て 「史学 科志 望者 向 け」だ けで な く、 「文系 志望 者 向け」あた りに まで広 げ られ ない

で しょうか。 文系学 部で の共通 認識 の も とで作成 され た もので あった ら現場 として も使
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いやす い と思 い ます。 もちろん、 ターゲ ッ トが 理系志 望者 まで、 あ るいは大学 進学 を希

望 しない もの まで 、 とい う所 まで広 げ られた らもっ とよい のです が。.(兵 庫 ・佃至 啓)

◇ グルー プ討 論会 中、教 材の 高大共 同開発 につ いて 、あ る高校教 員か ら、研 究者 と教 育

者 の 「相克 」が 必要 な ので はな いか、 とい う発 言 があ った。 す なわ ち、単 に高校 教 員が

研 究者 か ら最 新の研 究 ・学説 を入手 す るだけ では な く、双 方の意 見 を忌 憚 な くぶ つけ あ

うこ とに よ り、「連携 」や 「交流 」を、「相 克」とい うさ らに一段 の高み に昇華 させ る必要

があ る、 とい う趣 旨だ と私 は理 解 した。 ま さに至 言 だ と感 じて いる。教科 書 の編集 にお

い ては、 す で にあ る種 の 「高 大 連携 」が行 わ れ てい る もの も少 な くな いが、 そ の場 合、

この点 は常 に意識 され てい る と思 う。(東 京書 籍 ・桜 井智 之)

(vi)資料集 ・文献情報の提供

本研究会の参加者の中には、独自に史料を読み込んだり、研究論文を収集 ・整理して教

材開発を試みたりする教員が少なくない。こうした教員の活動を支援するような日本語に

訳された史資料集や研究文献の情報を大学側が発信してほしいという要望が寄せられた。

◇ グル ープで の史料 解釈 やデ ィベー トな ど、テ ーマ によっ ては楽 し く自分 の手 で 自分 の

歴 史認 識 を形成 す る とい う醍 醐味 を味 あ わせ る こ とが で きる よう に思 い ます。 しか し、

現 実 には 日本語 訳 されて いる史料 や手 ごろなテ ーマ は限定 されて い ます。 今 回の講義 に

も紹介 された ような、最新 の第 一次 史料 類 を 日本語 に訳 した もの な どが、 大学 の研究 者

の皆 様 か ら直接 に紹介 された ら素 晴 らしい と思 い ます。(東 京 ・吉 野興 一)

◇ まず整備 すべ きこ とは、世 界 史教育 関係 の書誌情 報 であ り、 世界 史教育 関係 の文献 目

録 では ないだ ろ うか 。例 えば、歴 史教育 関係 の雑誌 が これ まで、 どの ような ものが発刊

され、現 在 も発 刊 されて い る もの に どの よ うな ものが あ るのか を、 熟知 して いる教員 は

極 めて少 ない ので はない だろ うか。 こ う した作業 は、個 人 の情 報収 集力 には 限界 が ある

ため、学 会あ るい は研 究会 で行 な って もらいた い。(京 都 ・川 口靖 夫)

なかで も、 イ ンターネ ッ トや電子 メ ール を活用 して リアル タイム に情 報交換 が で きる環

境の構 築が 有力 な案 と して 出 され てい る。

◇夏休みは比較的参加しやすい時期ではあるが、実際に3日 間の時間を作り出すことが
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困難 な教 員 は た くさん い る。 した が って よ り多 くの高 校教 員 を巻 き込 んで い くた め に

は、 イ ンターネ ッ トによる交流 機会 も整備 して い くこ とが望 ま しい と思 われ る。

(愛知 ・松 本圭 以子)

◇ 大学 も図書館 も少 な い県 の教 員の ため に も、 イ ンターネ ッ トに よる研 究論 文の発 表や

最新 の研 究動 向の配 信が さか ん になって もらい たい と思い ます。(佐 賀 ・森永知 宜)

◇ さらな るイ ンター ネ ッ トの利 用 も考 え られ るであ ろ う。 メー ルマ ガジ ンの発 信、 プ ロ

グで の意 見交換 、 ホー ムペー ジで様 々 な情 報の 蓄積 な どで あ る。 た とえば、 大学 の研 究

成 果、 高校 の シラバ ス案、 授業 実践報 告、授 業 に生 かせ る参 考図書 リス ト等 を蓄積 して

い け る、 歴史教 育 に関す る情報 バ ンク的 なホー ムペー ジが あれ ば、多 くの歴 史教育 に携

わる ものが利用 で き、大 きな成 果 を上 げ られ るので はない か と思 う。(福 井 ・盛 岡正 男)

◇ 生徒 た ちに、教科 書の 記述が どの ような根 拠 で なされて い るか 、つ ま り史料 を もとに

した歴史 叙述 の成 り立 ちを語 る ことに は、 一定 の意味 があ る と考 えて いる。 しか し、一

般 にア クセス で きる 史料 は多 くな い。 た とえ ば、米 国 で は主 な 史料 をW6b上 で 閲覧 す

る こ とが で きる(USヒ ス トリカル ・ドキ ュ メ ン トhttp:〃www.usda,org/)。 こ う した サ イ

トは他 国 にもあ るのだ ろ うが、 言語 の壁 もあ り、 アクセス は難 しい。 ま してや前近代 の

史 料 で あれ ば、 なお さ らであ る。大 学 側 で、 そ う した史 料 の翻訳 をWεb上 で公 開 す る

こ とはで きない だろ うか。Web発 表 も業績 として評価 され る ように なれば、 大学 院生や

若 手研究 者 は行 なって いる史料 翻訳 を公 開す る ことで、研 究業績 を得 られ、 それ を広 く

利 用す る こ とで、 高校教 員 も授 業 の材 料 を得 る ことがで きよう。(島 根 ・北垣秀 俊)

◇ 大学側 と高校 側 が協力 して、 教材 の研 究 ・教科 書 の批 判 ・授業 の実践 とそ の報 告 と反

省 ・日常 の授 業の 中で発 生 して くる高校教 諭の 質問 に対す る大学側 か らの専 門的知 識 に

基 づ く助 言 な どを行 う場 として機能 す るよ うな組 織作 りを期 待 してい る。 あ りきた りで

はあ るが、 イ ンター ネ ッ トの利 用 は有益 であ り、 同時 にイ ンター ネ ッ ト上 で上記 の よう

な活動 をす るため の コス ト=人 的 ・経済 的 コス トは大 学側 と高校 側が ともに負担 して い

くことを前提 とすべ きで は ないか と考 える。(兵 庫 ・上 田義 人)

◇ 第 一次 史料 を大 阪大学 文学 研 究科 等の ホー ムペ ー ジに公 開 し、第1回 ～ 第4回 研 究会

参 加全 教 員 に添 付 メー ル にて一 斉 に送信 す る、 さ らに第一 次史料(史 料 は指定)を 活用

した授業 実践 論文 を公募 す る とい うこ と も可能 であ ろ う。(京 都 ・堀 江嘉 明)

◇ 教科 書 に載 って い る、 或 い は入試 に出 る世 界史 の 問題 点 を紹介 す るホー ムペ ー ジが

欲 しい。 ネ ッ ト上 で正 しい 「用 語 集」を作 るの も面 白い 。そ の場合 には教 員向 けだ けで
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な く、 高校生(受 験 生)の 閲覧 に堪 え る ものが望 ま しい。 ウィキペ デ ィア式 に双 方向 で

討 議で きるの も よいだ ろ う。 また研 究 向け に は例 えば 『史 学雑 誌』の 回顧 と展 望 の様 な

もの をや は りネ ッ ト上 で紹介 して もらえ ると大変有 り難 い。費用 や人 員が かか る ことは

重 々承 知の 上で、 ぜ ひ実現 して頂 けれ ば と思 う。(駿 台予備 学校 ・松 山仁 史)

(vii)高 校 生が参加 す る企画

い わゆ る出前授業 とは一線 を画 した、次 の よ うな高校 生 との対 話の で きる場 を設 定 して

は どうか とい う提言 も出 され てい る。一般 の人 々か らの質 問 に対 し研究 者側 が回答 す る と

い う試み は理系 を中心 に始 め られ てい る。市民 向けの 「科 学 カフ ェ」の よ うな議論 の場 を

歴 史学 に応用 す る余 地 もあ るだ ろう。

◇ 高校 生か らの質 問 を県単位研 究会 と して受 け止め 整理 した う えで大 学側 が回答 。だ だ

し、 ルー ル をきちん と定 めて、大 学側 に過大 な負担 とな らぬ よ うに。(京 都 ・村 上 直)

◇ 数 学 オ リ ンピ ック の よ うに、研 究 者 と教 員 とが 協 力 し、 あ る程 度 の 権威 づ け を し

た"高 校 生 のた めの 歴史 コ ンペ テ ィシ ョン"を 毎 年実 施す る。 内 容 は、た とえば、 高校

生 に読 んで も らい たい書物 を紹介 し感想 文 を募 集す る。 あ るい は特 定 のテ ーマ(○ ○ の

△△周 年記 念 な ど)に 関す る小 論文 を募集 す る など。そ して入 選者 に は、史学 科 を受験

す る際 に は(ど の大 学 で も)一 定 のア ドバ ンテー ジを与 える。(大 阪 ・笹川裕 史)

(viii)入試 改革:

◇ 今 後 さ らに要望 した い点 は何 か。 それ が解 答基 準 の一部 公 表で あ る。(中 略)当 然 公

表 と した場 合 、解答 基準 に対 す る質 問 ・反発 もあ ろ うが、現 在 の社 会 状況 を考 える と、

今 後 の大 きな流れ としては、解 答基 準で はな く解 答例 の公表 に まで進 んで い くの では な

い だろ うか 。 また公表 した場合 、大 阪大 学が、 入学 を希望 して いる生徒 ・学 生 に どん な

能力 を要求 して いるか を伝 える こ とが出 来 る。 これ こそが 高校 教 員 も生徒 も、大 きくい

え ば社 会 も知 りたい こ とで はない か。(東 京 ・小 豆畑和 之)

◇ 「政 治 ・経 済」、「倫理 」、 「現代社 会 」、「地 理A」 とい った科 目の教 科書 の分 量が、 「世

界 史B」 や 「日本 史B」 の ペ ー ジ数 の半分 くらいで、 セ ンター試験 の 点数 も と りやす い、

とい うことに なれば、 た とえ歴 史嫌 いで な くとも、刹 那的 にそ ち らに流 れ るのが 人情 と

い う もので は ないで し ょうか 。 しか も、 「国公立 大」の2次 試験 に地歴 ・公民 を課 してい
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る ところ が とて も少 ない(=セ ンター試 験 さえ切 り抜 け られ れば いい)と くれ ば尚更 で

す 。 この点 、受 験生 の 目線 を視野 に入 れ た、「世 界 史」や 「日本史 」の 「大学 入試 の あ り

方 」の再検 討 を是非 ともお 願 い したい と考 え る次 第です 。(大 阪 ・大 畑正 弘)

歴 史教育 の刷新 が進 まない要 因の一 つ と して、大 学入 試問題 が旧態 依然 とした ままであ

るこ とが挙 げ られ る。入 試 問題 を通 じて各大学 が どの よ うな人材 を求 め てい るのか、 どの

ような大学 教育 を行 な う方針 で いるの か を明示 す る ことが社会 か ら求 め られて いる よ うで

あ る。 「大 学全 入 時代 」の今 日、 各大 学 はそれ ぞ れが特 色 を明 示 して学 生 を集 め る こ とに

取 り組 まねば生 き残 れない。 そ の入試 問題 を高校教 員 と協 働 で検討 す る、 高校生 向 けのセ

ミナ ー を各 大学が 実施 す る、 入試対 策 の問題集 を作 成す る といった提 案が 出 されてい る。

◇ もっ と大学 の個別 試験 を研究 すべ きで ある。極 論 にな るか も しれな いが、大 阪大 学文

学 部 は 「東南 ア ジァ ・中央 ユ ー ラ シア の歴史 に関心 と強い好 奇心 の ある生徒 を基礎 的な

語学 試験 等だ けで20名 募 集す る」な どで ある。現 実的 には オー ルラ ウ ン ドな知 識 を持 つ

生徒 を募 集す るの とは別 にOA入 試 を充 実 ・拡 大す るこ とが い いか も しれな い。仮 にそ

の ような入試 があ れば、授 業以外 で 高校教 員が大 学 との研究 会 を土台 としなが ら、 生徒

対 象 の東 南 ア ジア ・中央 ア ジァ等の セ ミナーや 講座 を開 き、 もっ とセ ンター入試 に と ら

われ ない個性 的 な生 徒 を育 て られ る可能性 がで て くる。(和 歌 山 ・瀬戸博 司)

◇ 志望 大学 の教授 の研究 を知 る こ とが大学 入試 の研究 にな り、高 校の教 室 で学 んだ こ と

が 入試 で問 われ、入 試で 問 われた こ とが、 大学 での学 問 に役 立つ とい う関係 が成立 す る

歴 史 の入 試 問題 を、 全 て の大学 の全 ての 文系 学部 が、 出題 して欲 しい と思 い ます 。 ま

た、 そ う した歴史 の入試 問題 は、一 問一答 や選択 式 では な く、論 述問題 こそ が相応 しい

と思 い ます。 そ れで こそ、高 校教 員 が研 究 の最 前 線 にふ れ る こ との意 義が 、高 ま りま

す 。 そ して、歴 史教 育の 高大連 携 は、 こう した前 提 を得 るこ とに よって、 よ うや くその

本 格化 の端緒 を得 る と言 え ます 。(山 形 ・高橋 徹)

◇ 入 学試 験 問題 に は出題 者 側 か らの受 験 生へ の メ ッセ ー ジが籠 め られ て い る。(中 略)

もの も多 くあ る。大 学側(複 数の)と 高校 の現場 が 、大 学入 試問題 の分 析 ・検 討 を行 う

機 会 があ れ ば(そ して増 えて い けば)、 高大 連携 とい う問題 につい ての 論議 は抽 象 的 な

レベ ル をこ えて、現 実 的 な とこ ろで深 まって い くの では ない だ ろ うか。(中 略)大 学側

で 主体 的 に、 出題 の方針 や意 図 を世 間 に向けて は っき りと示 す こ とによって 、大学 は開
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かれた もの にな るだろ う し、高大 連携 も強 ま るの で はないだ ろ うか。

(神奈 川 ・袴 田潤 一)

◇ 問題 集 を高大 共 同で作 るの は どうで し ょうか。 受験が らみ と称 して、新 しい学説、枠

組 み を問 う問題 と詳 しい解 説、桃 木講演 で 出 され た誤解 の解説 も含 めて。 これ を理解 し

ない と大 学 での勉 強 はス ター トで きない とす る大 学側 が要 求 す る 「基礎 ・基 本」の知 識

の 問題 を含 めて 。そ して我 々高校 側 に とって もこれだ けは理解 して マス ター してお いて

欲 しい内容 も含 め て。(中 略)問 題集 な ら少 しは保守 的 な人 も関心 を持 って見 て くれ る

か もしれない と思 います。(神 奈 川 ・早 川英 昭)

V:お わ りに

◇ 過去4回 にわ た る研 究 会 で培 った 最大 の 財 産 は43都 道 府県 約260名 の 参加 者 とい う

「人 」そ して人 と人 とを結 ぶネ ッ トワー クで あ る。高校 と大学 の 円滑 な接 続 を図 るた め

には 「人 」の共 働 は欠 かせ ない。 高校 教員 には各都 道府 県 での教 科研 究会 や各 高校 現場

での 「伝 導者 」として の役 割 が求 め られ よ う。 「受講者 意識 」を払 拭 し、「当事 者意 識」に

どの ように変化 させ るか。今 度 は高校現場 が行 動 を示 す番 であ る。(京 都 ・堀江 嘉明)

大阪大 学21世 紀COEプ ロ グラム 「イ ンター フェイス の人文学 」<世 界 シス テム と海域 ア

ジァ交 通 〉班(平 成15年 度 まで は く シルク ロー ドと世界 史 〉班)は 、 過去4回 にわ た り、

全 国43都 道 府 県約260名 を超 す高 校教 員 ・予 備校 関 係者 ・出版 関係 者 を集 め て研 究会 を

開催 して きた。

本研 究会 で は、「考 え方 や 背景 が わか る」厂像 を結 ぶ」歴史 教育 を実現 す るため の土 台造

りのた め、大学 教員 が最新 の研 究成果 を報告 し、 国家 や地域 の枠 組 み を超 え た新 しい歴 史

像 を高校教 育界 に向 かっ て提 示 して きた。高校 教 員 には、最新 の研究 動 向 を把握 す る必 要

性 を感 じさせ ただ けでな く、 この研 究 会の活動 が きっか け とな って、都 道府県 の壁 を超 え

た高校教 員 同士 の交 流が始 ま り、類似 の研 究会 も各地 で開催 され るな どの波及効 果 が生 じ

てい る。

また、 高校教 育現場 の現 状報告 や高校 教員 に よる実践報 告 は、大学 教員 に も刺 激 を もた

ら し、 さ らに将 来の 高校 ・大学教 育 を担 う若手 研 究者 に対 して も、学 界 だけで な く社会 へ
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向 けて 自己の研究 成果 を発信 す る訓練 も必要 であ る ことを認識 させ た。筆者 は、 本研究 会

の よ うな場 で 自己の研 究成 果(筆 者 の専 攻 は西夏 史)を 発信 す る際 に、 その研 究 が どの よ

うな意義 を もつ のか を専 門外 の人 々 に説 明で きるか、高校 教員 や高校 生が 関心 を寄せ てい

る現代 と過 去 とのつ なが りを意識 した研 究が で きないか 考 えさせ られ た。 大学側 の研 究 と

高校側 の教 育 の双 方 に刺 激 を与 える結果 となっ た本研 究会 の活 動 は、 「横 断的 な知 」と 「臨

床 的 な知」とい う イ ンター フェ イスの構 造 を解 明す る こ とを 目標 とす る大 阪 大学21世 紀

COEプ ログ ラム の活動 の一つ と して、大 きな成 果 をあ げる こ とがで きた とい える。

しか しなが ら、歴史 教育 の刷新 とい う大 目標 に照 らせ ば、 これ らの達成 は第 一段 階 を意

味す る にす ぎない。研 究会 を通 じて、大 学の研 究成 果 を高校 の教 育現 場で 活用 して ゆ くた

め に、大学 入試 のあ り方 ・教 科書 の記述 の混乱 な ど、大学 側 も無縁 で はない様 々 な問題 に

取 り組 む必 要性 が、具体 的 に明 らか に され たか らであ る。大学 と高校 との間 に大 きな溝 が

あ る ことを、我 々 はこの研 究会 を通 じて知 った のであ る。

こ うした諸問題 が解 決 され ない状 況 は、教育 現場 にい たず らに混乱 を呼 び起 こ し、 その

渦 中で歴史 嫌 いの高校 生 を増 加 させ てい る。 この状 況 を放 置す るな らば、 歴史教 育や 歴史

学 の存 在 自体 が 「非実学 」的学問 として社 会 か ら軽 視 ・排 除 され る恐 れが あ るだけで な く、

異 文化 との接 触 が さ らに要 求 され つつ あ る21世 紀 の社会 に適応 で きな い若 者 を、世 に送

り出す こ とにもな りかね ない。現 にその風潮 は高校 ・大 学 ・一 般社 会 の問で確 実 に芽 生 え

て い る。研 究会 終了後 、全 国各地 の高校 で、 必修科 目の世界 史 を大 学入試 で不 要 であ るこ

とを理 由に教 えて いない こ とが報 道 され、 高校教 育や大 学入 試の 問題点 が指摘 された。 だ

が、 本稿 な らび に過去 の報 告 書 で引用 して きた参加 者 か らの レポ ー トか らもわ か る よう

に、教 育 ・入試 の諸 問題 は、本研 究会発 足 当初 か ら現場 の教員 によっ て指 摘 され、 それ ら

を解 決す る方 策 を模索 し続 け て きた。 かか る風潮 を打破 す るため には、大 学 ・高校 間の討

議 や協 働作 業 を継続 ・発展 させ る必 要が ある。

本研 究会 の模 様 は、 『朝 日新 聞』2006年8月22日 夕刊(一 部地 域 では翌 日朝刊)に 掲 載 さ

れ 、各地 か ら本研 究会 の活動 に対 す る問い合 わせ が相次 い だ。本研 究会 に参加 し、記 事 を

執筆 した朝 日新 聞東京 本社 の渡辺 延志 記者 は、次 の よ うなコメ ン トを末 文 に記 してい る。

「考 え方 や背 景 がわ か る」歴 史教 育 の実 現 を 目指 し、 全 国か ら集 まった熱 意 を定着 さ

せ る方 策が 、行政 にあ って もいい ので はない だろ うか。
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もはや全 国各地 の高校 教員 か ら支 持 を受 け てい る本研 究会 の活動 を今 ここで中絶す るこ

とは、 高校教 員 の期 待 を裏切 る ものであ り、大 学の みな らず教育行 政 に まで不 信 を抱 かせ

るこ とになるので はなか ろ うか。

参加者 か らの レポー トを通 じて、 大阪大 学の 活動 には様 々な可 能性 を秘 めてい る ことが

示 された。4回 にわ たる研 究会 を通 じて、全 国の 高校教 員 と築 き上 げた ネ ッ トワーク を今

後 も生 かす こ とは で きない ものか。筆 者 は、 プログ ラム実施 中の みの任期 付 きの研 究員 で

ある ゆえ、今 後本研 究会 が どの ような方 向に向 って い くの か、決定 す る立場 に はない。 た

だ、少 な くと も本研 究会 の活動 は筆者 や学生 を含 む大 阪大学 の関係 者 の記 憶 の中 に長 く残

り続 け、研 究会 で得 られ た知見 は高校 ・大学 教育 双方 に有益 な財産 となるで あろ う。 大阪

大 学の活動 が継 続 され るな らば、 筆者 は今後 もこれ に参加 してい きた い と考 えてい る。本

研 究会 の成功 に尽力 され たすべ ての方 々 に感 謝 の意 を表 したい。

本研 究会 最終 日の全 体討 論会 で主催者 側 は、大 阪大学 大学 院文学研 究科 と して今後 も歴

史 学(大 学)と 歴 史教 育(高 校)の 連携 に取 り組 むべ く、 以下 の ような活動 の推 進案 を参加

者 に提 案 し、全 員の 了承 を得 た。 そ の提 案 を引用 し、本稿 を終 え るこ と とす る。

1.大 学 側の最 新 の研 究成 果 を高校 教 員 に発信 してい く活動 を継続 す る。

2.古 い枠組 み と新 しい枠組 みの入 り混 じった教科 書 の 内容 を改善 す るた めの様 々 な検

討 を、大学 教員 と高校教 員 とが協働 で進 めて い く。

3。 教育技 術 のみ な らず、豊 富 な知 識 も持 た ね ば、多様 化 す る社 会 のニ ーズ に対応 で き

ない 。大 学側 は歴 史学 の授 業 を高校 教員 の リ カレ ン ト教 育 の場 として積極 的 に開 放

す る。

4。 進学 して くる大学生 に対 応す るた め、大学 側 で も高校教 育 の現状 を注意 深 く把 握 し、

それ に見 合 った大学 教育 を展 開 してい く。

匚さ とうたかやす ・大阪大学21世 紀COEプ ロ グラム〈 イ ンターフェイスの人文学 〉特 任研 究員]
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全 国高等学校歴史教育研究会 に参加 して
一大学と高校の円滑な接続を目指して一

堀江嘉明

1は じめに

大 阪大学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイスの 人文学 」の集 大成 となる今 回 の全

国 高校歴 史教 育研 究会 は 「阪大 史学 の挑 戦」とい うタイ トルが示 す よ うに事務 局 の熱意 が

感 じられる もので あ り、 非常 に充実 した3日 問 をす ごす ごとがで きた。 大学側 か らの最新

の研 究成 果の提示 や高校 現場 か らの現状 報告 、 さ らに は大 学院 生 と高校 教 員、大 学教員 等

が この研 究 会 の成果 と課 題 につ い て じっ く りと時 間をか け て討議 を深 め た。 「知」の最 高

峰 であ る大阪 大学 が再 度、 国家 や地域 の枠 組 み を超 えた新 しい歴 史像 を 「発 信 」した こ と

は賞賛 に値す る。

今後 は 「受信 」した高校 教員 が 旧態 依 然 と した授 業 を展 開す るの では な く、21世 紀 の我

が 国 を支 え る有為 な形 成 者 を創 造 す る一助 と して、「学 び」の喜 びに繋 が る ような歴 史教

育、授 業実践 を早急 に進 め るこ とが切 に求 め られ る。 つ ま り、 この事業 を 出発 点 として 高

校 教 員 の 「授業 力」向上 の ため の研 修 の機 会 の深 化 及 び相互 の ネ ッ トワーク構築 の礎 とす

べ きであ る。

さ らには現 行 の学習指 導要 領の趣 旨 をふ まえ、自 ら学 び 自ら考 え る力 な どの[生 きる力]

を育成 し、「我 が 国及 び世 界 の形 成の歴 史 的過程 と生 活 ・文化 の地 域 的特色 につ い ての理

解 と認 識 を深 め、 国際社 会 に主体的 に生 きる民 主的 、平和 的な 国家 ・社 会 の一員 として必

要 な 自覚 と資 質 を養 う(「高 等学校 学 習指 導要 領』第2章 第2節 第1款)」 地理 歴史 科教 育 の

充実 ・発 展 の一助 としていか ねば な らない。 また、 この事業 の成 果 を教 員の各勤 務校 の生

徒 らに還元 して い く指導 方法 、教科 書 も含 め た有益 かつ適切 な教材 ・教 具の研 究や 開発 も

急 務 であ ろ う。

高校 教 員 は指導 方法 の一層 の改 善 に努 め、個 性 を重視 した指 導 を推 進 し、教 育(学 習)
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内容の精選によって基礎 ・基本の一層の徹底を図るとともに、生徒が生涯にわたって主体

的に学び続ける意欲と能力を醸成しなければならない。京都府の場合は、京都府教育委員

会および京都府総合教育センターによる体系的な初任者研修や教職経験に応じたきめ細や

かな研修を実施し、公教育を推進する教員の資質 ・向上の深化が図られているところであ

る。

私は、京都府立高校長会の裁可を受けて推挙された校長を会長とする京都府立高校地理

歴史科公民科研究会(以 下、府地公研と略)の 歴史部専門部長である。当研究会歴史部で

は会長の指導の下で上記の趣旨に沿って公教育に課せられた使命と責任を全うすべき立場

である教員に必要な教科指導力(授 業力)向 上のための取組を模索してきた。

過去4回 実施された全国高校歴史教育研究会での指標である「インターフェイス」をふ

まえて、ややもすれば従来には陥りがちであった「大学教員からの講義を高等学校教員が

受講する」だけといった片方向の 厂研修」ではなく、高校教員、大学教員、さらには予備

校教員、大学生なども一堂に会して、「双方向」で意見交流することにより「知の拡大」を

図った。

今回の全国高校歴史教育研究会の全体討論後に採択された 『総括』には「大学 ・高校間

の討議や協働作業を継続 ・発展させる必要がある」とある。拙稿で紹介する取組は「継続

・発展」を期するささやかな試みの一つである。

H予 備校教員と高校教員とのインター フェイス事業

「日本史 ・世界史教員のスキルアップ講座」

1ア.開 催 の趣 旨

これ は平 成15年 度 の府地 公研 の事 業 の一 つ であ る。 この 年度 の入 学 生か ら新 学習 指導

要 領 に基 づ く教育 活動 が 開始 され てい る。地 理歴 史科 の 「世 界史B」 の 場合 で は、新 た に

「地 域 世界 」とい う概 念 が提 唱 され、 ウォー ラー ステ イ ンの 「世界 システ ム論 」、 各地 域世

界 の 「ネ ッ トワー ク」論 な どをふ まえた教科 書記 述が な され た。 また、従 来 の 「絶対 王政 」

の概 念 が 「主 権 国家 」体制 へ と変容 す るな ど新 た な歴 史学 の成 果 も取 り入 れ られた。 さ ら

に主題 学習 が体系 化 され、 中学校 と高等学校 の学習 の接続 を図 る もの と して 「世界 史へ の

扉 」が 冒頭 に出 され るな どの新 しい動 きも見 られた。
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当講座 で は、代 々木 ゼ ミナ ー ル西 部本 部教務 部副 部長 で ある佃幸 夫氏 が 「新 学習 指導 要

領 を見据 えた今 後 の世界史 指導 につ いて」とい う全体 像 を巨視 的 に概 観す る講演 を行 った。

また、 第3回 セ ンター模 試、 第3回 記述 模 試 の世界 史 ・日本 史 を叩 き台 としての 出題意 図

や狙 い、今後 の傾 向、 問題分析 な ども引用 しなが ら今 後 の世界 史指導 につ いて の道筋 も提

言 した。

新 学習 指導 要領 の 「世界 史へ の扉 」や 課題学 習 な どを どの よ うにふ まえて作 成す るつ も

りなのか、 世界 史教員 に求 め られる今 日的 な視 点 や世 界史 指導 に関す る専 門性 とい う観 点

か らの資 質 を如何 につけ てい くべ きなのか とい う部分 も問題提起 した。 日本 史 ・世界 史教

員 のス キルァ ップの一助 とす る とい う視 点か ら当講座 を企 画 した。

さ らに代 々木 ゼ ミナール世 界史 、日本 史の授 業見学 も取 り入 れた。 「セ ン ター世界 史」「セ

ン ター 日本史」では1年 の最 終講義(ま とめ)で あ り、特 に現役 生が不 得意 であ る といえ る

現代 史 に関わ る単元 の授 業 お よび「コ ンプ リー ト世界 史 ・日本史」の授 業 も続 い て見 学 した。

(「コ ンプ リー ト」は 国公立大2次 や 難関私 大志 望者 を対象 とした もの)。 なお、参加 予定 の

高校 教員 には 当 日の講 義 テキス トの抜粋 コピー を郵送 し、 受講前 学習 を義務 づ けた。

4.後 援

5.当 日 進 行

12:40～13:20

13:20～13:30

13二30～14二30

1イ.会 場および日程と参加人数

1,日 程 平 成15年12月4日(木)12:40～16:40(～18:30)

2.場 所 代 々木 ゼ ミナ ール京都 校21教 室お よび授 業見学 教室

3.主 催者 京都 府立 高校 地理歴 史科公 民科研 究会 長 丹保 重雄

(京都府 立東稜 高等学 校 長)

代 々木 ゼ ミナ ール京都 校

14:30～14:50

15二10～16;40

受付

開会

講演 二「新学習指導要領を見据えた今後の世界史指導について」

(代々木ゼミナール西部本部教務部副部長 佃幸夫)

質疑応答

授業参観①「センター世界史(上住友巳)」

「センター日本史(松本恵介)」

*こ の講義は全員どちらかを選択して受講する。
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1フ:00～18:30授 業参観 ② 厂コンプ リー ト世界 史(上 住友 巳)」

「コンプ リー ト日本 史(松 本恵介)」

*こ の講 義 は希 望者 のみ受 講す る。② は難 関国立 大2次 、難 関私大 向 け

6.参加概況

当講座には14の 京都府立高等学校の教諭26名 が出席した。また、大阪大学文学研究科

から森安孝夫教授および杉山清彦日本学術振興会特別研究員(当 時)が 指導助言者として

列席した。大阪大学第1回 全国高等学校世界史教員研修会で学んだ成果をふまえて、当講

座でも「出会う」場 としての意味を持たせることに努めた。予備校側でも新学習指導要領

を意識した授業づくりや 厂像を結ぶ」歴史教育を模索していることなどが伺われ、高校側

と共通の課題も見えてきた研修であった。なお、この模様は平成15年12月5日 付けの京

都新聞朝刊にも掲載された。

7.世 界 史授 業概要

(以下 は府 地公研 の 『平 成15年 度研 究紀 要』に掲 載 した原 稿 の転 載で あ り文責 は府 地 公研

にあ る)

「go分間 の講義 の 中で取 り上 げ られた の は、① 第一 次国 共合作 、② 北伐 と国 共 内戦 、③

満 州事 変 と満州 国、④ 西 安事 件 と第二 次 国共合 作 、の 部分 で、 国民党 、 軍閥、 中 国民衆 、

共 産党 、 日本 な ど、 さま ざまな主体 が絡 み合 い、状況 が複雑 に変化 す る、受験 生 に とって

は手 ごわい時 期だ った。(「さま ざまな試行錯 誤 の末、正 しい中 国革命 を毛沢東 が成 功 させ

る」とい う教 え方 でいい のか、 とい う検討 も必要 に なって いる分 野 と思 われ る。)

上住先 生 の講義 の方法 や内容 の特 徴 と して、3つ の点 をあ げる と、

A)横 長 黒板 を効 果 的 に活用 し、板書事 項 を写 させ る

例 えば① 第一 次国共 合作へ の流 れ につ いて、予 備校 大教 室 の横長 黒板(幅 約10m)左 側

4mに 、 ものす ごい速 さ(5分 以内)で びっ しり板 書 し、受 講生 のA5横 置 きサイズ?の ルー

ズ リー フに写 させ る。受 講生 たちが 必死 に書 き写 していて 、そ のた くさん のシ ャープペ ン

シルが 出す 、小 さな音 の草原 の上 を、 先生 の チ ョー クの音が 機 関銃 の よう に響 きわた る。

その1回 分 の板 書量 とルーズ リー フ1枚 分 が ぴった り対 応 して いる。

約2/3の 受講 生が 写 し終 わった 頃に、書 くの を止 め させ て、 その 内容 を口頭 で10分 程度

で説 明す る。次 に、② 北伐 と国共 内戦 の部 分 を、黒板 の右側 約4皿 にび っ し り… …、 とい
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う板 書(5分)→ 説 明(10～15分)を 、90分 の中で4回 繰 り返す 。黒板 の 中央 には、必 要 な

地 図 な どが、 これ もか な りの速 さで書 き込 まれ る。

B)因 果 関係 を重視 した詳 しい説 明

例 え ば 「1912中 華 革命 党 →1919中 国 国民 党 →1924第 一 次 国共 合 作 成 立」の 部 分 で は、

「民 衆運 動 としての五 ・四運動 の 高揚や 日貨 排斥 の広 が りをみて、 中華 革命 党 の よ うな秘

密結 社 に限界 を感 じ反省 した孫 文は、 大衆政 党 の設立 を 目指 して 国民党 を作 った。」

「ロシァ革命 後、 ソヴ ィエ ト側 の帝 政時 代 の侵略 を否認 す るカ ラハ ン宣 言 をみ て、孫 文 は

ヨッフェ との会談 を経 て、 連 ソ ・容共 ・扶助 工農 の三 大政 策 を打 ち出 した」とい った、 因

果 関係 を中心 とした詳 しい説明 が なされて いた。

そ こでは、 中華革命 党、 カラハ ン宣 言、孫 文 ・ヨッフェ会 談 といっ た(セ ン ター試験 で

はお そ ら く出題 され ない であ ろ う)事 項 を多 くと りあ げて い る点 と、「近 代 国家 の形成 を

目指 して 試行錯 誤 す る カ リスマ 孫文 」とい う、説 明 の軸 とな る主体(主 人公)を 設定 して

い る点が 、 きわだ った特徴 と思 われ る。

同様 に西安事 件 を説明す る際 も、張作 霖爆 殺事件 や八 ・一 宣言 だけで な く、 遵義会 議 の

内容 や冀 東防共 自治 政府、 蒋介石 が校 長だ った黄埔 軍官 学校 に教 官 と して周 恩 来が お り、

そ の両者 の関係 が事件 に微 妙 な影 響 を与 えた こと まで とりあ げて いた。

C)擬 態語 、擬 声語 、話 し言 葉 を多用 す る語 り口調

記 憶の 断片 を もとに(失 礼 なが ら)あ え て誇 張 して書 くと、板 書 に入 る前 置 き として、

簡単 に言 う と、蒋介 石 が国民 革:命軍 を率 いて北伐 をガ ンガ ン行 きなが ら、浙 江財 閥 と

っ るんで上 海 クーデ タを ドカ ンとや る。 日本側 は北 伐 に よる中 国統一 阻止1の ノ リで

山東 出兵 し、北伐 軍 の満州侵 入 を避 け る こと と恐 慌打 開 のノ リ もあ って、張作 霖爆 殺

事件 を ドカ ンとやる。 そのへ ん をザー ッと押 さえ ちゃい ます。

とい った調子 で 、 ガ ンガ ン、 ドカ ン、 ザ ー ッな どの オノマ トペ(擬 声語 、擬 態語)を 多 く

用 い 「一 連 の行動 の意 図」をノ リの 一語 で済 まして し まう、 語 数 を節 約 しなが ら受 講生 に

とって身近 な話 し言葉 に置 き換 えてい く工夫 が、語 りロ調の特徴 と して あげ うる。

こ うした特徴 をそ なえ た上 住先 生の講 義 は、国共合 作 や西安事 件 の経緯 に限 らず、現 代

史 の複雑 に展 開す るさ まざ まな局 面 につ い て、史実 に基づ い た掘 り下 げ た説 明が な されて

い る点で 高 く評価 で きる。 また精緻 な教材 研 究 と入試 問題研 究 を背景 と した正確 な事項 整
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理 と明快 な説 明に よって、 先生が 受講生 の あつい信 頼 を得 て い るこ とも強 く感 じられた。

佃 幸 夫先 生の 講演 をふ まえて、 こ う した 講義 方法 の背景 にあ る もの を推測 す る と、 「セ

ン ター 試験 で高得 点 を とる には(私 大入 試 に比べ て かな り絞 られ た)基 本 的な事 項の確 実

な定 着が 必要 とな る。そ のた めに一番 効率 が良 いの は、 なぜ そ うな るか納 得 しなが ら、 因

果 関係 や出題 されない 関連事 項 を含 めて受験 生 が 自分 の手 で書 き表す こ とだ」とい う受講

生が 納得 しなが らの書 写作業 を重 視す る考 え方が あ る と思わ れ る。 ただ学 習定着 の ため に

受講 生か ら一応 の納得 をうる には、孫文 、蒋介 石 、毛 沢東 、関東軍 司令部 とい った(最 高)

指導 者 を主人公 として、そ れぞ れの主観 に触 れ なが らその行動 を説 明 してい けば、複 雑 な

事件 の推移 を比 較的 明快 に説明 で きそ うで あ る。 それ以外 の視 点 もあわせ 持 とうとす る必

要 は な く、 出題可 能性 の低 い事 項 を更 に増 やす だ けで、 「日本 の指 導者 の 目に映 らなか っ

た もの は何 か」まで 問 うこ とは 明快 さを損 な うか も しれな い。

自 らの授 業で で きてい ない こ とを予備 校 の講義 で は しっか りなされて い ると痛 感 しつつ

予備校 ではで きな いこ とを高校 な らで きる可 能性 があ る こと も考 え させ られ た。

「セ ン ター 試験 世界 史B」 に続 き、私 大 ・国公 立2次 対 策の 「コ ンプリー ト世界 史B」 も、

上住 先生 の講義 を受講 させ て いただ いたが、 ① ヴェ ルサ イユ体 制 ② ワシ ン トン会議 ③

1920年 代 の欧 米 ④ ルー ル 占領 と ドイ ツの賠償 問題 につい て、 や は り詳 し くかつ 明快

な もので あ った。 ワシ ン トン会 議で 結 ばれ た九 力国条 約 の締結 国 の覚 え方 を 「イイポチ 、

アベ フニオ(英 伊 葡 中、米 白仏 日蘭)」 と紹介 しつ つ、 四 力国条約 や海軍 軍縮条 約の 意味 に

つ い て も、具体 的で 掘 り下 げ た説 明が な され た。 またル ー ル 占領 時 点 の ドイ ッの状 況 を

「メ ッチ ャや ばい 」と印象 づ け なが ら、賠 償 問題 につ い て は、 ドーズ 案、 ヤ ング案、 フー

ヴ ァー=モ ラ トリアム、 ロー ザ ンヌ賠 償協 定 な どの 内容や意 義 につい て、金額 や年 限 をお

さえ なが ら詳細 に説 明 されて いた。 「コンプ リー ト世界 史B」 で は、 こう した条 約や協 定 に

関 して細 か い説 明 がな されて いる点 をの ぞけ ば、「セ ンター試験世 界史B」 との大 きな違 い

は無 い よ うに感 じられ た。

上住 先生 の 「納 得 させ られ る」内容 と工 夫 された授 業方 法 は大変 勉 強 にな った。今 後 は

入 試問題 や教科 書等 につ いて も、予備 校 の研 究 を学 び交流す る機会 を持 て た らと考 え る。

8.参 加 者か らの ア ンケー トー 覧

◇ セ ンター試 験 の授 業 につ いて は戦 後史 の内容 が コ ンパ ク トにま とめ られ てお り、 また

経 済 の観点 か らの授 業 でわ か りやす いが判 りや す かった です。授 業 の背後 にか な りの準
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備 を伺 わせ る ものが あ りま した。た だ、内容 が ある一定 レベ ル以上 の生徒 を想定 した も

ので あ り、現在 私 が担 当 して いる ク ラス の生徒 であ るな ら、語 り口やパ フ ォーマ ンスで

気 を引 きつ ける こ とがで きて も、そ れで終 わ るだろ う と思 い ます 。

◇ 講演 に関 しては地域 的 な私大 の出願傾 向な ど、 参考 に な りま した。 また、 受験 対 策 な

ど判 りやすい 内容 で した。授 業 につ いて は受講者 の気持 ち をそ らさ ないで効 率 よ く、印

象 づ けなが ら整 理 し、 また熱弁 ・演技 等 で大量 の内容 を飽 きさせ ず に……。大 変参考 に

な りま した。 「文化 史」や 「産 業史 」等 を扱 う講義 につ いて 、現代 史以 上 に多 くの事項 が

ある と思 い ますが、 どの ような授 業 をな さって いるの か聴 きたい と思 いま した。

◇最 近 の生徒 の授 業 での集 中力 が、一昔 前 の生徒 とは変化 して きてい るこ とが我 々の教

育現 場 と同 じであ る と感 じま した。作業 な どの体験 や体 感 をさせ なが ら知 識 を理 解す る

とい うス タイルで興 味関心 を重視 してや って きた生 徒 の姿が予 備校 に も影 響 してい るな

と感 じました。 その ため 講師 の先生 も講 義 での 内容 説明 と関連 の あ る内容 の余 談で は、

つ いて これて いない生徒 を惹 きつけ るため板 書や発 問す る といっ た工 夫 も絶対 的 に必 要

になっ て きて いる と感 じま した。 内容 の まとめ方 は個性 的で学 ばせ たい部 分が 十分 に反

映 され ていた と思 い ま した。

◇過 去 に も予 備校 で授 業見 学 を した こ とが あ ります が、久 しぶ りと言 う こ ともあ って、

少 々び っ く りしました。昔 よ り語 り口が 大変ユ ニ ー クにな ってい てパ フォーマ ンス に も

惹 きつ け られ ま した。語 り口や余 談の入 れ方 、板書 の方法 も大 変参考 にな りま した。特

に正式 な板 書以外 の板書 で、 生徒 が理解 しに くい であ ろ う部分 を丁寧 に解説 されてい る

と ころは感 服 しま した。例 えば寄 生 地主 制 と植 民 地獲 得 の 関連 は シ ンプルで判 りやす

か ったです 。

◇ 戦後 史 の授 業 で もツボ を押 さえた整理 の仕方 であ り、多 分、生 徒 さん は後 で ノー トを

見直 して も大 変、 よ く判 る だろ う と思 い ま した。1講 座 の 内容 を我 々 は3時 間 ぐ らい で

や ってい る ような気が しま した。授 業時 間が少 な くな ってい る中、 ま とめ方 やス ピー ド

の上 げ方 な ども参 考 にな りま した。

◇ 板書 事項 や板書 方法 は我 々が進学 補習 を行 ってい く上 で参考 に な りました。一 講座 の

ため に多大 な事前 学習 を され てい る ことが、 よ く判 りま した。私 達 もそん な姿勢 は見習

わ なけれ ばな らない と思 い ま した。

◇ お招 きにあずか り有 り難 う ござい ました。私 は予備 校の授 業 は初め て参観 しま したの

で、高校 の授 業 と も大学 の講義 と も異 な り、色 々 な意 味で新 鮮 で した。 受験 その もの に
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せ よ、 生徒 ・学生 に何 某 か を伝 え る とい う意 味 にお いて の授 業 ・講義 とい う営為 にせ

よ、高校 ・大 学 ・予 備校 で、 それぞ れ 目的が異 な る とい うこ とは言 うまで もな く、 その

点(高 校 ・大 学が 予備校 の 講義技 術 に倣 う必要 は ないで しょう し、 高校 ・予備校 と大学

では 厂入 試観 」が違 うで し ょう。)を踏 まえた上 で相互 に交 流 し情 報交 換 、あ るい は刺激

し合 う重 要性 を改 めて感 じま した。

◇世 界 史の先生 の話 に は感 心 して しまい ま した。 セ ン ター対 策 とはい え、か な り深 い所

で 、背景 や繋 が りを話 されてお り、大 変参 考 にな りま した。 今 回の企画 は大変 良か った

で す。

◇授 業 を参観 させ て頂い た中 で 自分 の授業 の反省 点や今 後 の工夫授 業 を参観 させ て頂い

た 中で 自分の授 業 の反省 点や今 後の工 夫 につい ての ヒ ン トが 得 られ ま した。 講演 の内容

につい ては少 々落胆 しま した。 卒業生 に も会 えま した。高校 生 の学力変 化 につい て。公

立 高校 で出来 る教科 指導 は何か とい うテ ーマ を私 自身が持 って い ます。 もっ と勉強 しよ

う と思 ってい ます。

◇ 大変勉 強 にな りま した。教材 のつ かみ方 、板書 の仕 方、展 開 な ど非常 に参 考 にな りま

した。90分 授 業の2講 座 、集 中 して受講 し疲れ ましたが良 か ったです 。

皿 大学教員と高校教員と教員志望 の大学生のインター フェイス

「京都橘女子大学の正規の授業に参画～新 しい歴史像の構築を目指 して～」

1ア 瀾 催の趣旨

これ は府立 高校 とい う従 来 の フ ィー ル ドを離 れ、 「学習 知 」の 集大 成 としての 「大学 」に

研修 の舞 台 を移 した平 成16年 度 の府 地公研 の事 業 の一 つで あ る。21世 紀 は 「人権 の世 紀」

で もあ り、男女 共同参 画社 会の実 現が 求め られ てい る ところであ る。

さて、新 学習 指導 要領 に基づ く世 界 史Bで は冒頭 に 『世界 史へ の扉』が登 場 し、 「女 性」、

「家 族」「子 ども」とい った テー マが取 り上 げ られ てい る。 しか し、 「歴 史 の 陰に女 性 あ り」

の台 詞の如 く、 女性 は陰 に とど ま り、 女性 を視座 にす えた単 元や教 材 もあ ま り見 られな い

の ではな いか とい う声 も見 られ る。 そ こで新 時代 の諸潮 流 をふ まえた新 しい高校 歴史 教育

の在 り方 を考 える一助 とすべ く設 定 した。

京都 橘 女子 大学(当 時)文 学 部歴 史学科 は、本格 的 な女性 史 の研 究 を通 じて男女 共 同参

224 1蹴研ξ蛮c兮靉緋恥緯臼緬曲$舜e5曾霞鵜禁幽嫐iv纈 皀s謎蕁窘感・2蟹蜀



画社 会 をみ す えた新 しい視 点か ら歴 史 を と らえ、1回 生 の女性 史 関連 ゼ ミ、2回 生以 降 の

「女性 史 特講/講 読」な ど とい っ た多 くの講 座 を設置 し、 歴史 学科 の学 生 の30%は 地 理歴

史科教 育法 の授業 を履修 してい る。

今 日の 変化 の著 しい社 会 の中 で、教 育 の更 な る充実 ・発 展 が期待 され21世 紀 の子 ど も

の教育 に関 わる教 員 は不 断 の研 鑽 と組 織 的 な教 育実践 が求 め られて いる。 したが って教 員

を養成 す る大 学 の責 務 は大 きく、教 員の 資質 の養 成 に寄与 す る教 職 関連 科 目の充実 ・発展

が求 め られ てい る。

今 回の集 会 の企 画 にあ た り、京都 橘 女子 大 学 の関係 者 と協 議 し、 「女性 史」と 「双 方 向」

とい う2点 を コンセプ トと して 設定 した。従 来 は 「講 演 を聞 くだ け」とい った片 方 向、 一

方的 な 「研 修 」に終始 した ので は ない だ ろ うか とい う反省 もふ ま えて、今 回の集 会 で は、

大学 教員 、高 校教 員 そ して大 学 生 とい う三 者 が一 同 に集 い、 双方 向 で情 報 を送 受信 す る

ワー ク シ ョップや大 学生 に よる模 擬授 業 な どを実 施 した。

まず 、京都橘 女子 大学 か ら女 性 史の視点 か らの歴史像 の見 直 しに資す る問題 提起 をお こ

ない、府 立 高校 教諭 か ら日本 史 ・世界 史教 科書 の女性 記述 の概況 や大学 入試 問題 な どをふ

ま えて実情報 告 した。 その後、 「大学 生 に よる模 擬授業 」を実施 した。学 部学 生の 「地理歴

史科教 育 法」の正 規 の授業 を振 りか え、授 業者 、 高校教 員 、大 学教 員が 「模擬 授 業」に 関

す る質疑応 答 をそれ ぞれ の立場 か らお こない、 最後 に 「今 後 の高校歴 史教 育 は どうあ るべ

きか」を今 回の研 究集会 の帰結 点 に した。

1イ.会 場 お よび 日程 と参加 人数

1.日 程 平成16年12月15日(水)12:50～17:50

2.場 所 京都橘 女 子大学

3.主 催者 京都 府立 高等学校 地理 歴 史科 公民科 研究 会会 長 大 林弘

(京都 庸 立鴨沂 高等学校 長)

4,後 援 京都橘 女 子大学

5.当 日進 行

13:15～13:25開 会挨 拶

13:25～14:40基 調 講演:『 高校歴 史教 育 に望 む もの～女 性史 の視点 か ら～』

(京都橘 女子 大学文 学部歴 史学科 教授 松 浦京子)

14=50～15:10高 校 か らの現状報 告1(日 本 史)
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15:10～15:30

15:30～16:30

16:30～17=40

(京都府立農芸高等学校教諭 川口敬二)

高校からの現状報告H(世 界史)

(京都府立田辺高等学校教諭 毛戸祐司)

学生による模擬授業 『産業革命』

(京都橘女子大学文学部3回 生)

ワークショップ(討議)

ア.模 擬授業に関する質疑応答

イ.今 後の高校歴史教育はどうあるべきか

ウ.ま とめ

6.参 加概 況

当事 業 に は17の 京 都府 立 高等 学校 の教 諭22名 が 出席 した。 また、 京都橘 女 子大 学 の田

端 泰 子学 長 の ご臨席 も賜 った。 また、大 阪大学 文 学研 究科 か ら桃 木 至朗 教授 の指導 助 言

も得 る こ とが で きた。 ま た、京都 橘 女子 大学 学術 振興 課(リ エ ゾ ンオ フィス)の 全 面 的な

協 力 の下、 同大 学文学 部教 授7名 、 学生23名 、 計53名 が参加 し白熱 した議論 を展 開 した。

この事 業 も 「双方 向」を意 識 した もの とな ったが、 「出会 い」を有意 義 な もの とす る には統

一 した テー マ を充分 に検 討 して 設定 す る必 要 に も迫 られ た。 な お、 この模 様 は平 成16年

12月16日 付 け の京都新 聞朝刊 に掲 載 された 。

7.講 演概 要

これ まで 、私 は高校 の歴 史教育 を意識 せず に学生 に講義 して きま した。 高校 での知識 を

無視す る わけで はあ りませ んが、学 生 の知識 は千差 万別 で、 ば らつ きが あるの で大学 の講

義 は学 生 に未知 の授業 であ る とい うス タ ンス で取 り組ん で きま した。 高校 の現状 を推 察す

る に時 間数不 足 で近現代 まで十分 に学習 で きてい ない場合 が多 いか らです 。

私 の担 当 して いる女性 史 は新 しい ジャ ンルで、現 在の男 女共 同参 画社 会 にい かに寄 与で

きるか とい う現代 的課題 を も意識 した研 究ス タンスを とって いる分 野です 。女性 史成 立の

背 景 には1960年 代 の 第二 次 フ ェニ ミズム 運動 や社 会 史 ブー ムが あ ります 。例 えば、男 女

不 平等 の起 源 を探 求す る こ とで女性 史 はフ ェニ ミズム運動 を裏 面か ら支 える ジャ ンルであ

り、今 まで 無視 されて きた部 分や新 しい発見 を見 いだす ことに強い使 命感 を もつ ものであ

ります 。
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男 女共 同参画社 会 を構 築 す るには、現 状が参 画社 会 でない とい うこ とを認 識す る必要 が

あ ります 。参画社 会 とは女性 の不 利益 を認識せ ず にす む社 会、男 性 か ら見 て も性 差 に もと

つ く反感 が認識 され ない社会 で あ ります。 また男女 区別 はあ るが差別 は是正 される もの と

思 われ てい る社会 です 。 アメ リカの あ る学者 は学 生 に、「現代 社 会 は先 人た ちの努 力 の成

果 であ るこ と、 そ して、今 なお、過 去 の不 平等 社会 の残存 物が あ る とい う ことを教 えてい

くのが女性 史 の役割 で ある」と述べ て い ます 。確 かに歴 史的 に は性 別 の役割 分担 が存在 し

ま したが、 この よ うな性 差 に よる社 会 的区別 の差別 につ いて、 高校 の教 科書 は記 述が少 な

く、特 に古 い時代 ほ ど少 ない傾 向があ ります。 家族 関係 に言及 した部 分 もあ りますが、 ほ

とん どが近代 の例 であ ります。 また近 代 ヨー ロ ッパ で初 め て登場 す る もの も多 い ようで

す。今 回 は産業 革命が女 性 に与 えた影響 、 また女性 の存在 が雇用 の場 や公領 域 に、い か に

影響 を与 えたか を考 えてい きます。

1産 業 革命研 究史

「産業 革命 」とい う言 葉 はイギ リス ・オ ックス フ ォー ド大 学 のチ ュー ターで社 会 改良 家

で もあ っ たア ー ノル ド=ト イ ンビー が使 い始 め た言 葉 です。 トイ ンビーが1880年 代 に講

演 した 内容が 活字 に な り、 そ の中で18世 紀末 か ら19世 紀初 頭 に生 じた社会 ・経済 変動 を

指 して、 は じめて 厂産業 革命 」な る言 葉 が使用 された のです 。 トイ ン ビー は社 会改 良家 で

すか ら、産 業革 命 を論 じる にあた って、 「産業 革:命悲 観論 」を基 調 としてい ます。 「囲い 込

み運 動 を前提 とした伝 統 的農村社 会 の崩壊 と工 場労働 者 の出現 」とい うのが典 型 的な論 旨

です が、 これ に影響 され てハモ ン ド夫 妻 が 「資 本主 義体 制下 の労 働 問題」を著 し、 ス ラム

の実態 や低賃 金 な どの様 々 な労 働 問題 を論 じま した。 これ が古典 学説 で、後 に生活水 準論

争 に発展 してい き ます。 過去 の 日本 の教科 書 には トイ ンビーの古 典学説 に基 づ く記 述が見

られ ます。

1920年 代 には成 長論 ・楽 観 論が 現 れ ます 。現 在 の教科 書 で は進 歩史 観 ・成長 史観 に基

づ き、社 会 を前 に押 し出す原動 力 としての産業 革命 とい う捉 え方 をしてい る ものが 多い よ

うで す。戦後 は開発 モ デル と して の産業革 命論 が現 れ ます。 経済 史家 の クラパ ンが 、 この

論 の代表 で、 どん な地域 で も 「Take-0任(急 成 長)」 は可 能で あ り、現 在 の低 開発 国 の発展

モデ ル とす るた めに イギ リス 産業革命 の原 因 を探 り出そ う とす る姿勢 につ なが りま した。

1980年 代 にな ります と 「工業 化 は あっ たが、 産業 革命 は本 当 にあ った のか。」とい う懐

疑 的 な論議 が活 発化 して きます。 「すべ ての 地域 にTake-O任(急 成 長)は 起 こるのか 」、 「革

欝 懸 涼 悔 騰 騨 汐 嫡 227



命 とい うもの はなか った ので はない か」とい う論議 であ ります 。 さ らにジ ェ ン トルマ ン資

本主義 論 に代 表 され る文 化史 的批判 か らの反産 業革命論 も起 こって きます。 開発 モデ ル と

して の成 長 史観 の観 点 で見 た と き、「Take-0仔(急 成 長)」 の証拠 は どこ に も見 い だせ ない

とい う研究 も出 て きま した。同 時 に、 当時の イギ リス では、 い わ ゆる 「イギ リス病 」を ど

う扱 うか とい う論議 も活 発で した ので、計 量経 済史 では説 明で きない こ とへ の まな ざ しが

強 まっ て きます。 そ こで 「残 余 の分 野 」と しての社 会 史 に関心 が高 ま り、 これ が女性 史 ・

家 族史研 究成 立の 契機 とな りました。

H産 業革命 と女性 史(19世 紀 イギ リス女性 史の前提 として の産業 革命)

プ ロ ト工業 化期 か ら産 業革命 期 にか けての女性 労働 と家 族の変 容 につい て話 します。 プ

ロ ト工 業化期 、い わゆ る農村家 内工 業期 の繊維 工業 の労働 力の 中心 は女性 で した。都 市 の

商業資 本 と結 んで 世界市 場向 けの製 品 を生 産 してい ました。 なぜ 女性 の労働 力 に依 存 して

いた か とい うと農 業構 造 の変化(囲 い込 み)が1世 紀 かけ て進行 し、豊 富 で低賃 金 の女性

労 働力 を生 み出 してい った結 果で あった と言 え ます。

農業 構造 の変 化(囲 い込み)は 女性 に大 きな影響 を与 え ます。 農場 の大 型化 と合 理化 で

人員 の削減 がな され、共 有地 も消滅 しま した。 これ に よ り成立 した資 本主義 的農 業経営 で

雇用 され るのは男性 で あ り、 女性 は生 き残 れ ませ んで した。そ れ までの未婚 女性 の雇用 は

男 性 と同 じ く若 年時 か ら生 家 を出 て住 み込み で雇用 され る 「ライフ ・サイ クル ・サーバ ン

ト制 」が 主流 で した。 この制 度で は雇 用す る家 庭 が若 者(男 女)を 保 護 監督 し修 行 させ る

とい う機能 を もち、同 時に女性 の早 婚抑 制機 能 も もって い ま した。 日本の徒 弟制 度 に似 た

制度 ですが 、雇用 す る家 庭 に とっては 身内の 人間 よ りも他 人の ほ うが 労働効 率が 良い とい

う事情 もあ りま した。 しか し、資本 主義 的農業 経営 にお いて はこの 「住 み込 みサ ーバ ン ト」

は雇用 され な くな り、 ここに生 じた失業 人 口が農村 家内工 業 に次第 に吸収 され た とい うわ

けです 。

農村 家内工 業が 衰退 し産業 革命期 に なる と、 これ らの女 性労働 力 は、産 業革命 の各 部門

に吸収 され てい きま した。 つ ま り農業 構造 の 変化(農 業 革命)が 産業 革命 を生 ん だ と も言

え ます し、 資本 家 に とっ て低賃 金 で雇 用 で き る女 性 は大 変 メ リ ッ トが あ った とも言 え ま

す。産 業革命 は安価 な女 性労 働力 が支 えた、女 性史 としての産 業革命 とい う視点 を もっ と

認識す る必 要が あ ると思い ます。

工業 化 と女性労 働 につい てお話 しします。従 来 の考 え方は、 楽観論 と悲 観論 に二元化 さ
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れて い ました。楽観 論で は個人賃 金 を基本 とす る工 場労働 が女 性 に経 済 的 自立 の機会 を与

えた と説 か れま した。 しか し、実 際 には労働 市場 の需給 関係 や伝統 的観念 によって女性 の

賃 金 は低 く抑 え られた ままで あって 自立 には程遠 か ったのです 。悲観 論 では職住 分離 に よ

り女性 が労 働市場 か ら撤退 し、女性 の就 労率 が低下 し、 妻が家 庭 に入 り家 事 と育 児 を行 う

男女 役割 分担 が 定着 した と考 え ま した 。 しか し実際 は働 か ない妻 は ミ ドルク ラスだ けで、

夫 の給料 で足 りな い ときは妻が働 くとい う状 況 は下層社 会 では多 く見 られ ま した。 この こ

とは妻 の給 料 は家庭 の補助 的 ・周縁 的存 在 であ る とい う認識 を生み 、低賃 金 を固定化 す る

とい う状況 を生 み ま した。 女性 の 賃金 は男 性 の1/2～1/3に 抑 え られ生 涯一 人暮 らしはで

きませ ん。 さらに女性 は家事 ・育児 と労 働の 二重負 担 に苦 しむ ことに な り、 この過重負 担

に対応 す るべ く断続的就 労パ ター ンや家 内労働 を常 態化 させ ま した。 これ は また、低賃 金

の 連続性 を生 み出す こ とにつ なが り、女 性 を特 殊労 働力 として固定化 させ る こ とにな りま

した。つ ま り、 女性 は低 賃金 の労働 力予 備軍 として潜在化 す る こと とな り、 この豊富 で低

廉 な女性労働 が工 業化 の進展 を支 えて いたの です。 まさに、現代 に通 じる課 題が 産業革 命

期 に現 出 して いたので す。

以 上 の ように 「産 業革 命 と女性 」につ いて様 々 な分析 を加 え る と、新 しい こ とが色 々 と

わか って き ます。 この ような問題 を、女性 史 として どう提示 し、 どう評価 す るか に よって

男 女共 同参 画社会 の諸 問題 を浮 き彫 りにする こ とが で きる と考 えてい ます。

8.高 校 か らの現状 報告1(日 本 史)

平成15年 度か ら新学 習指導 要領 が施行 され、高等 学校 の 日本 史A、 日本 史Bの 内容 も一

新 された。 両科 目に共通 す る顕著 な変 更点 は 「主題学 習」の積 極 的導入 で あ る。 また、 日

本 史Aに おい ては原 始 ・古代 ・中世が事 実 上、割愛 され、江戸 時代 の ダイ ジェス トを含 め

て、幕 末か らの叙述 になった。

日本 史Aの 主題 学 習 の テー マ は 「歴 史 と生活 」で小 項 目と して 「衣 食住 の 変化 」「交 通 ・

通 信 の変化」「現代 に残 る風 習 と民 間信 仰」「産業技 術 の発達 と生活 」「地 域社 会 の変化 」の5

項 目が取 り上 げ られてい る。

日本 史Bの 主題学 習 の テーマ は 「歴史 と資 料」「歴 史 の追究 」であ る。「歴 史 と資 料」の小

項 目は 「資料 をよむ」厂資料 にふ れ る」であ る。 「歴 史の 追究」の小 項 目は 「日本人 の生 活信

仰 」「日本 列 島の地域 的差異 」「技術 や情 報 の発 達 と教 育 の普及」厂世界 の 中の 日本 」「法制 の変

化 と社会 」で あ る。
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教科 書 の主題学 習 の記 述 は、 この小項 目に準 拠 して記述 され てい るので、 女性 史 を特 別

・別個 に取 り上 げて いる項 目はない。 副教 材 の資料 集 につ い ては、各 社 とも工 夫 を こ らし

た内容 に なって いるが、 一部 の出版社 で女 性史 を取 り上 げてい る もの もあ る。

教科 書 にお け る女 性 史の 記述 を考察 す る に当 た って、 山川 出版 社 の 『日本 史B用 語集 』

にお け る女性 に関す る人名 ・作 品名 ・用 語 を抽 出 して、 その傾 向 を分析 した。抽 出方法 は

作 品名 につ いて は女 性 を題材 とした もの とし、 仏像 関連 は除外 した。用 語 は女性 に関す る

物 に限定 した。用 語 集 に所 載 されて い る用 語等 の総 数 は約10600語 で あるが 、女性 に 関す

る もの だけ抽 出す ると約240語 であ った 。各 人名 ・作 品名 ・用語 には教科 書19種 類 の 内、

何 冊の教 科書 に記載 され てい るか を示 した頻度 がつ い てい る。 頻度 「⑲ 」は19冊 す べ ての

教 科 書 に記載 され てい る とい う意 味 で ある。 頻 度や 時代 別 の人 名 ・作 品名 ・用 語 を分析

す る と、女 性 史の ウ ェイ トが あ ま り大 き くない とい う現 状 が伺 われ る。 頻度 につ い て も、

「⑤ 」以 下の もの が全体 の半分 を超 えて い る。

《原始 ・古代 》

原始 の女性 崇拝 や女帝 の存在 、宮 廷文学 な ど、比較 的多 く記述 され てい る。全体 と して

は約3割 のウ ェイ トを 占めて いるが 、頻度 の低 い 人名 ・用 語 も多 く見 られ る。最近 の教 科

書 の傾 向は近 現代 重視 で ある ので、 この傾 向 と原 始 ・古 代 の女性 の 地位 な どを鑑 み る と、

あ る程 度妥 当 な記 述量 と思 われ る。

《中世 》

女性 史 としての位置 づ けで は、 中世 の女性 の地位 は比較 的高 く、武 家 の相 続 の問題 や後

家 の地 位 な どを鑑 み て も、記述 量 は著 しく少 ない とい える。頻 度⑯ 以 上の もの は殆 どない。

《近世 》

女性 の 地位 が低 下 した とい う説 のた め頻度⑯ 以 上の もの は4つ しか な く、 全体 の記述 量

は 中世 よ りは多 いが、 人名 以外 で は 厂駆 込寺」な どの地位低 下 を示 す マイ ナス要素 の 用語

が多 いのが特 徴 とい える。

《近現代 》

近現 代重視 の傾 向 か ら、約 半数 の人名 ・作 品名 ・用 語 が集 中 して い る。 しか し頻度 「① 」

の人名 ・用語 も多 数見 られ、各 出版 社が特 色 を出そ うと してい る様子 が伺 われ る。内容 で

は社会 運動家 や労働 運動 、戦 争 関係 の人 名 ・用 語が 目立 ち、若 干の偏 りを感 じる。

基本 的 に教 科書 本文 を追 って授業 をす る限 り女性 史が授 業 に登 場す る機 会 は限 られ て し

まう。 主題 学習 で教員 が主体 的 に教 材 開発 して取 り上 げる方法 もあるが 限界 もあ ろうか と
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思 う。今後 はい か に して学界 の成果 を教科 書 に取 り入 れ てい くか とい う点 に関 して、歴史

教 育 の長 い伝 統 とい う重 み もあ るが 、大学 ・高校 現場 との連携 を深 め て、女性 史 の研 究 内

容 ・成 果 を積 極 的に教科 書記述 に反映で きる よう考 えてい く必要 が ある。以下 に教科 書記

述 の 中で感 じて いる点 につ いて私見 を述べ る。

中世 にお いて は、女性 の地位 が比 較的 高か ったが、登 場 す る人 名や用 語 は少 ない。乳母

や後家 の地位 、相続 の 問題 な ど様 々な学界 の研 究成果 があ るに もかか わ らず、 教科書 の記

述 内容 は不足 してい る。 家族 関係 の問題 を通 じて、女性 と社 会 の在 り方 を もう少 し記述 し

て も良 いの では ないか。 例 えば女地 頭や女 戦 国大名 な どが いた こ とに触 れ るこ とで、生徒

の歴史観 にゆ さぶ りをか け るこ とが で きる。

近世 につ いて は、女性 の地位 低下 を示 す用語 が大変 多 く記載 されて い る。 しか し、実態

としては、結構 奔放 に生 きた女性 が 多か った こ とや、 朱子学 に規定 されて いる女性 の立場

や身 の処 し方 につ いて は、多 分 に建前 で あっ た と もい われ てい る。例 え ば 「離縁 状」につ

いて は悲惨 なイ メー ジがつ きま とうが、一 面、 女性へ の 「再婚 許可 証」で あ った とい う見

方 もある。 また、 商家 の跡継 ぎに は婿養子 を迎 え る風 習が結構 あった。個 々の研 究成 果 の

積 み重 ね が教科 書 記述 に反 映 され て い る とはい えず、 「近世 女性 悲惨 史観 」一辺 倒か ら抜

け出 してい けるかが今 後 の課題 で はないか。

近代 につい て も社会 運動家 や労 働運動 、戦 争 関係 の人 名 ・用 語が 目立つ 。女性 の文化 史

上 の業績 もあ ま り扱 われ ない。頻 度 の低 い人 名 な どの登場 が多 くなる こ とは、各 出版社 が

独 自性 を出そ うす る努 力 の賜 で あろ うか と思 われ るが、 ともす れ ば現 場 の指導 の蓄積 が少

な く、適切 な扱 いが で きず に用語 の丸 暗記 に終始 して しまう危 険性 もある。 また、社 会運

動家 ば か りで な く、他 にも積 極 的 に歴 史 に関わ った人物 の発掘 も望 まれ る。

男 女共 同参画社 会 を 目指 して、今 後 の歴史教 育 の在 り方 も変 わ ってい くだろ う。生徒 に

「女 性 二社 会 的弱者 」とい うイメ ー ジを定着 させ て しま う恐 れ も多 分 にあ るの では ないか。

今後 は女性 史研 究の進 展 と、そ の ことの教科 書へ の反映 、主題 学習 の有効 的活用 、現場 教

員 の意識 の活性化 が大 きな課 題 とな ろ う。

9.高 校 か らの現状 報告H(世 界 史)

手 もとの世界 史教科 書 の見 本 をめ くった限 りで は、次 の ような傾 向がみ られ た。

① 世界 史Aの 教 科書 の方 が、女 性史 の視 点 を積極 的 に取 り入 れ てい る。代表 例 は東京書 籍

「世 界 史A』 で、 フラ ンス 革命 期 の先 駆 者 グ ー ジ ュ、 ウルス トンクラ フ ト、 日本 の平 塚 ら
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い て う、 シャネルや カル テ ィニ まで登 場 させ てい る。受験 対応 型Pの 世界 史Bの 分 厚 い教

科書 は消 極 的で 、 と りあげて も本 文 では な くコラムで(東 京書 籍 『世界 史B』)と い うこ と

とな る。 そ の点、 山川 出版社 『詳説 世 界史』(新課程 版)が 現 代文 化 の部分 で 「性差 別批 判

で は、 フェ ミニズム運動 の役 割が大 きい」と した点 は、注 目され る。

② 女性 史 の観点 か らの記述 がみ られ る部分が 限定 され てい る。

a産 業 革命 での女性 労働 と、近 代 の性 的役 割分担

bフ ラ ンス革:命で の女性 の参加 と、 人権 概念 の 限界

c第 一 次大戦 の総力 戦 での女性 の役 割 と、女性 参政権 の実現

の3つ の ポイ ン トに しぼ られ、そ れ以外 の部分 で の女性 の視点 は見 あた らない 。

③ 新 課程 に伴 っての今後 の改 善 の方向

世 界 史Bの 厂世界 史へ の扉 」や 冒頭 の 写真 ペ ー ジ部分 で、 女性 や家族 を取 り上 げ るケ ー

ス を増 やす こ とも考 え られ る。 例 え ば帝 国書 院 『高 等世 界 史B』 は、 「扉」の1つ として産

業革 命期 の家族 を取 り上 げてい るが、 女性 か らの視 点が不 充分 な記述 となっ てい る。 また

第一 学習 社 『高等学 校 世界 史B』 は、 「衣装 特集 」で多 くの女 性 を登場 させ て い るが、説 明

抜 きの写真 だ けに なってい る。

用 語集 に登 場 す る個 人名 を見 る と、 男女 間に極端 な ア ンバ ラ ンスがあ り、そ の傾 向は現

代 史で も変 わ らない。(現 代 の ア ジァの女 性 政治 指導 者が 少 し 目立つ 程度)結 局 、生徒 に

対 して意 識せ ず に(留 保 な しで)「男 たち の歴 史」を教 えて しまってい る現状 が あ るので は

な いか。 各 国の 「民 族 の母 」や女 性解 放 運動 家 な ど、 もっ と登場 させ るべ き女性 もいる は

ず だ。 しか しそ の分、 多す ぎる男 た ちを、教 科書 か らど う 「退 場」させ るか も考 え なけ れ

ば な らな い。 さ らに言え ば、多 くの女性 は固有 名詞 と して残 らない 厂名 もな き人 々」だ っ

たが 、そ うした 「人 々」を ど う教 えるか 、 とい う課 題 も大 きい。 「モ ノか ら学ぶ世 界 史」が

流行 して い るが 、「モ ノや金 の流 れ」で終 わ らず に、モ ノ を作 る、売 り買 いす る 「人 々」(た

い てい半分 は女性)に た ど り着 くだけ の教材研 究が 求め られ る。

セ ンター試験 世 界 史で の女性 、女 性史 の取 り上 げ方 が突 出 して い る。 「リー ド文や 写真

図 表で 問題提 起 して、設 問は(平 均 点維 持 のた め)平 易 に」を特 徴 とす るセ ンター世界 史

は、1999年AB共 通 第一 問 の津 田梅 子 とカルテ ィニか ら、2004年 のサ ンシモ ン主 義者?ま

で、 多 くの女性 を登場 させ 、女性 史 の観 点 を盛 り込ん で きた。そ の点私大 入試 で は、テ ー

マ 出題 で取 り上 げ よう と して も、 「用 語 集で の頻 度で み れば、則 天 武后 や ジ ャ ンヌ=ダ ル

ク ぐらい しか 出せ ない」状況 に制 約 されて いる と考 え られ る。
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10.学 生 による 「模擬 授業(産 業 革命)」報告

大学 教 員、教 員 を志す 大学 生、 高校教 員 の三者 に よる 「双方 向参 加」を実 現す るた めの

理想 に近 い方法 と して 、学生 によ る模 擬授 業 が企画 された。(教 育 実習 で の研 究 授業 な ら

ともか く)専 門 とす る高校教 員多 数 を前 に して の模 擬 授業 を、実 際 に引 き受 けて くれ る大

学 生 が い るか ど うか が最 大 の心 配事 であ った が、大 学 側 の御 努力 と大 学 生 ら御協 力 で実

現 で きた。

当 日の模擬i授業 は、担 当 して くれ た3回 生 に とっ て更 に厳 しい条件 で行 われ た。授 業で

は 「産 業革 命」を扱 った が、 その前 に松 浦京 子教 授 が講演 の 中で産 業革 命 につ いて要 を得

た研 究史 を述 べ、 女性 労 働 の重 要性 を鋭 く指摘 した。 あ とで授 業 す る際 の プ レ ッシ ャー

は増 大 した。 さ らに100人 規模 の講 義室 の教 壇 か ら見 る と、 目の 前 の22名 の生 徒役 の学

生 の 後 ろ に、 田端 泰子 学 長、梅 本 裕副 学 長 を は じめ とす る多 数 の大 学 関係 者、22名 の高

校 教員 、大 阪大 学 の桃 木至朗 教 授 まで 目に入 る とい う、 「あ りえな い」状 況 に立 ち向 かわ

な けれ ばな らなか った(「双 方 向」を さ らに追求 す る と、高 校教 員 に よ る模 擬授 業 な ども

当然考 えな けれ ばな らず、 翌年 の平 成17年 度の研 究 集会 で は府 立高校 教 員 に よる示範 授

業 を実施 した。 「大 航海 時代(世 界 史)」 と 「鉄 砲 とキ リス ト教 の伝 来(日 本 史)」 とい う2

つ の授 業 を実施 したが、 「16世紀」の 時代 に 日本 史 と世界 史 の両 側か ら迫 るこ とを 目指 し

た。そ の 「両 側か ら」とい う新 た な枠 組 みの提 示 もこれ までの大 阪大 学歴 史教 育研 究会 の

問 題提起 に よ り明 らか になっ たこ とであ る。 著者註)。

「身の 回 りにある ものか ら産業 革命 を発見 す る」ことをね らった授 業 は、

① 「産業 革命」か ら何 を連想 す るか(発 問)

→ 生徒 役 の学生 た ちは積極 的 に答 えていた。

② イギ リスの 海外 進 出 と資本 の蓄積

→ ア ジアの地 図 を板 書 したのが効 果 的だ った。

③ 農業 の革新 「農業 革命」

→ 人口 の統計 資料や絵 画 資料 を使 用 して いた。

④技術 革新 綿工 業 を中心 に

自宅 か ら持 参 した綿 製 品、麻 製 品、毛 織物 を教 卓前 に並べ 、生 徒 た ちに実 際 に触 らせ 、

そ の感 触 を発 問 した。 更 に当 時 イギ リス で 日常 的 に使 われ た繊 維 を発 問 し(正 解 は麻)、

今 との違 いや イ ン ドキ ャリ コの普 及、技 術革新 の必 然性 やそ の過程 を説明 して い った。

⑤ ジ ョセブ=ラ イ トの絵 画の紹 介
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製鉄 の 場面 や 錬 金術 、空 気 ポ ンプ の実 験 な ど(18世 紀 後 半 イギ リス の ロマ ン主義 の 画

家)を 描 い た作 品の コピー を数枚 回 覧 させ たが、生 徒 役(受 講 の学 生)は 惹 きつ け られ て

い た。

休 憩 後 の ワー ク シ ョップで は、 高校 教 員 の側 か ら、物 を触 らせ、絵 画 資料 を効 果的 に

使 った 点 な どを評価 しつ つ、 い くつ かの 改善 すべ き点が 指摘 され、 さ らに梅 本 教授 が①

テ ーマ分析 の不足 ②授 業 方法選択 で の配慮不 足 ③ 生徒 の経験 に即 して理 解 させ る為 の

具体 的 な説明 の不足 の3点 か ら、 的確 に批判 された。教 授 は さ らに③ に関 わ って、生徒

の経験 や 実感 か ら離 れた言 葉 を充分 理解 させ な い ま ま積 み重 ねて しま う 「コ トバ 主義(用

語 主 義)」の病 弊が 現場 に拡 が って いて、 「歴 史嫌 い」を増 や してい る点 も指摘 された。 た

だ 「コ トバ 主義」を どう克服す るか につ いて は、

① モ ノ を見 せ た りさわ らせ る。

生徒 の経 験 や読 解 力、想 像 力 が乏 し くなる と、 い くら具 体 的 に説 明 して も、 しん ど くな

る。 「体 験」を志 向 させ る

② 使 う用 語 を減 ら しな が ら、 具体 的な説 明 で用語 を活性 化 す る。 「用 語 の リス トラ」とい

う2つ の方 法が考 え られ る。

11.参 加 者 ア ンケー ト

(学生 編)

◇ 高校 の歴 史授業 を学習 して いた時 は、 まっ た くといっ ていい ほ ど、 女性 につい て気 に

しなか ったが 、今 回高校 か らの現状 報告 を聞 いて、 いか に教 科書 ・資料 集 に女 性 に関す

る事 柄 が少 ないか とい うの を気 づ き、驚 きま した。

◇ 歴史 の中 に女性 を見つ け る、見直 す といっ たこ とで、高校 の先 生が どう考 えて い るか

知 る こ とが で きて 、 よか った と思 う。 自分 は大 学で女性 史 を学 んでい るの で、高校 の全

体 史 として考 え る と、女 性の登 場が あ ま り出 てこ ない こ とを改 めて考 え させ られ た。名

の知れ ない人 物 を出せ ば、消 える人物 もいる事 をふ まえて 、歴史 を教 え るのは難 しい と

思 った。

◇ 教材 が興味 を示せ る ものだ った。 ただ字 が小 さい と思 った。言 葉 も とめ どな く話 して

いるの で どれが重要 な とこ ろなのか よ くわか らなか った。 で も声 が大 き くて よか った と

思 う し、 自信 を もって授 業 を して いた と思 う。

◇ 前 半 は 学 生 が参 加 す る意 味 が あ っ た のか とい う疑 問が わ き ま した。 最 後 の ワ ー ク
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シ ョ ップ は、 実際 の授 業 を行 った こ との ない私 たち学生 に対 して、現 場 の先生 方が意見

を述べ て下 さっ たこ とは、 これか ら教 育実 習 を行 う上 で、 とて もため にな った と考 え ま

す 。 また、教科 内容 を削 る とい う問題 が 出たが、 入試体 制つ ま り教 育体制 が変 わ らない

限 り、 それ は理 想論 にす ぎな い と思 い ま した。

(教員 編)

◇ 高校 の動 き、入 試 な どい ろい ろ紹介 され 、大変 勉 強 にな りま した。模 擬授 業 も含 め、

自分 の講 義の ネ タを沢 山いた だ きま した。近 年 の新 しい歴史研 究 の成果 は高校教 科書 や

入試 にも取 り入 れ られて い ます が、体系 性 を欠 く一方、 旧来 の受験 暗記教 育や ヨー ロ ッ

パ 中心史観 、 日本特殊 論 も根 強 く残 るため、 高校生 に過 大 な負 担 を強い、 か えって歴 史

離 れ を助 長 して いる よ うにす ら思 い ます。 川 口 ・毛戸 両先生 の ご報告 か らも 「全 体 を見

なが ら」「ス クラ ップ を大規 模 に行 う」必 要は 明 らか です。 そ の中で エ ンゲルス=高 群 逸

枝流 の女性 史段 階論 の克服 、専業 主婦 がい けな くて社会 に出 て働 く女 性 だけが偉 い よ う

な印象 を与 えな い こと、 アジア の女性(産 業 革命 に よる女性 労働 の変 化 もイギ リス風 に

は進 まない)な ど、 さま ざまな課題 をク リヤ しなが ら女 性 史 を教 え るに は、 ます ます 緊

密 な 「高大 連携」が必 要だ と痛 感 しま した。

◇大 変 有意 義 な研 究会 で した。新 学 習指 導要 領 をふ まえた 内容 で大 変参 考 にな りま し

た。今 後 の授 業 に活か して してい きます 。

◇ は じめて参加 させて頂 きま した 。久 々 に知 的 レベ ルの高 いお話 を集 中 して き く機 会 と

な り、 日々の勉 強不足 を痛感 しま した。 で きれば 日本史 関係の お話 も聞 きた く思 い ま し

た。 女性 史 につ いて は私 も 日々の授 業 の中 で気 にか け、折 にふ れ て話 して い ます 。(お

そ ら く男性 教員 よ りは多 く割 いて い る と思 い ます が)た だ悲観 論 か な とも今 日思 い ま し

た。今 後 の課題 が多 く見 つ か りま した。

◇ 生徒 の視 点で、 コ トバ の説 明か ら始め なけ れば な らな いなん て、つ い この間 まで学生

だ った私 も、教 壇 に立 って初 め て実感 した ことです 。今 日、3回 生 の時 点で、 こん なに

もた くさんの ヒン トを も らい、 勉 強 にな っ た こ とは、 本 当 に有 意義 だ っ た こ とで し ょ

う。私 自身 が実 はす ご く勉強 に な りま したの で。府 立学校 の教育現 場 でいつ かお会 い で

きる ことを楽 しみ に してい ます。

◇3回 生 で良 く大 勢 の前 で ま とまった話 がで きた と思い ます。 そ れぞ れ良い意 味 の経験

をつ めば技術 だ けは上 がる と思い ますが 、そ の元 になる考 え方、視 点 は常 に関心 を持 た
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ない とい け ない。分野 を広 く関心 を持 って、常 にス クラ ップ ア ン ドビル ドを繰 り返 して

い かね ば と肝 に命 じま した。代 表 の みな らず、 この 機会 に、 学生2人 、 教員2人 、大 学

1人 ぐらいの小班 で の ワーク シ ョップが可 能に なれ ば よかっ た と思 い ます。

◇教 員経験 の ない学生 さん とい う ことで、 よい意 昧で枠 に しば られ ない切 り口の授 業 で

あった と思 う。綿 、毛 、麻 な ど(実 物 、気 候 グ ラフ)を 使 って の説 明 は、 とて も新 鮮 で

あ った。

◇地 歴教育 は、"こ とば主 義"に 陥 りが ちであ る とい う ことは、い い教訓 であ った。

◇世 界 史 をメイ ンに教 え てい て、今 回 の毛戸 先生 の話 は 同 じ思 い を もって 聞い てい た。

最近 イ ン ター ネ ッ トな どで世 界史 に関 する人 物 な どを とりこんで プ リン トな どに は りつ

けて いるが 、そ のなか でで もと りこめ る人物 は非常 に少 ない と思い ます。今 回 は大学 生

の研 究授 業 とい うこ とで興 味深 い もの であ った。 発 問 な どは今 まで にない視 点 であ り、

いい勉 強 を させ て も らい ま した。

◇ 有 意義 な研 究会 で あった と思 い ます。 大学側 ・学 生側 ・高校 側 との違 いがい ろい ろわ

か り、 最後 に 「歴 史嫌 い をな くそ う」との共通 認識 がで きた よう に思 い ます 。

◇ た くさんの企画 をあ りが とうご ざい ま した 。松 浦 先生 の講演 につ いて は、今 まで に知

らない視点 ・観 点で の研 究 をふ まえた話 を きかせ てい ただい て、深 く勉強 して みた いな

と感 じま した。 女性 の低賃 金な ど雇用 条件 の改善 は、男 女共 同参画社 会 に とって不可 欠

で しょう。模擬授 業 の交流 も含 め、最 後の交 流の 時間 を もう少 し時 間 を とれ れば よかっ

た と思い ます。

◇ テーマ を立 てて、 高校現場 ・大 学で の研究 成果 の交流 を図 る こ とは意義 深 い ことであ

り、 この よ うな取 組 を今後 も進 めてい った らよい と思 い ます。 京都橘 女子 大学松 浦教授

の講演 は、 新 たな視点 を持 って、 産業 革命 の授業 を行 う一助 とな るだ ろ う。大 学生 に よ

る模擬 授 業 もお もしろい企 画 であ った が、双 方 向 とい うこ とを考 えた 時、(学 生 と高校

教員 が)小 グルー プに分 かれ て授業 案 な どをつ くる ワー クシ ョップ な どをす る と、多 く

の人 が発言 で きて、学 生 も多 くの ことを学 び、高校 教員側 も高校 の歴 史教 育 に対 す る本

音の 意見 な どが 聞け て、 よいか もしれ ない と思い ました。

◇女性 史 や ジェ ンダーの問題 は、現 代社 会 の投 げ込 み教材 と して は利 用す る様 には努 力

して い ます が、歴 史 の授 業 の中 では、 やは り些末 な事象 に追 われ て、受験 を気 に した も

の とな ってい ます。今 日の 議論、 非常 に参考 にな りま した。

◇ 大学 、高校 、学 生、 それ ぞれ の立場 で参加 しなが ら深 め られてい く研 究 会 に、 様 々な
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可 能性 を感 じます。私 自身、 高校 の教 員 と して、 この研 究会 に は じめ て参加 しま した。

興 味深 い取 組 には人 は集 まる と思 い ます。 そ ういった意 味 で、今後 も研究 集会 にで きる

か ぎ り参加 してい きたい と思 える時 間で した。 あ りが とうござい ま した。

◇ 女性 史 とい う テー マ で あ れ ば、 模擬 授 業 の 「産 業 革 命 」に女性 は登 場 しない の で、

少 々テー マが ぼけ てい ると思 う。 で きれ ば、 女性 の登場 す る単元 の方が 良か った。 テー

マ が2つ あっ た ような気 が した。(産 業 革命 と女性 史 と)学 生 さんが 熱心 で良 かっ た。模

擬授 業 は熱 意が伝 わ って良 か ったが、時 間配 分 に難 があ った。

◇ 新 しい切 り口が あ って面 白か った。多 くの 要素 を盛 り込 んでいた ので精 選 した方が 良

い。教 員 の研 修 として、 出張 講義 、討論 を企 画 しては ど うか。 双方 の メ リッ トがあ る と

思 い ます。

◇ 実 際 に大 学生 、教 員(高 校)、 大学教 員 とそれ ぞれ の立 場 か ら意見 を聞 くこ とは、 多

忙 な教 員生 活 に追 わ れて い る中、 考 え る視 野が狭 くなっ て きてい る こ とに気 づ きま し

た。話 で は聞 くうわ さ と、実 際の 意見 で は、 受 け取 り方 が実感 が と もない、次 に活か し

やす いです 。一方 的 な講義 よ りも考 え も視野 も広 ま り、大 変有 意義 な時 間 となった。

IVま と め

大阪大学の第4回全国高校歴史教育研究会の大会初日に高校教員全員は「歴史学と歴史

教育の連携の取組の成果と今後の課題に関する無記名アンケート」に回答した。それは大

阪大学の事業だけではなく勤務校(県)、 所属の各種研究会の取組も含めたもので、アン

ケート結果は全て会場に掲示された。

筆者は高校教員の様々な取組やその成果や課題の概要を知ることができたが、それを数

項目に分類し、高大連携の取組に対して 「高校側で何をすべきなのか、何ができるか」と

言及している回答に注目した。 しかし、回答のサンプル数が残念ながら少なかった。大学

側にこの事業の継続を強 く求めるものが圧倒的ではあるが、高校側から「情報」を発信す

る環境が整っていないとする高校教員の苛立ち、または「受講生」意識を払拭することが

できず、新しい歴史学と歴史教育の創造に自らが主体的に参画するという「当事者」意識

を持つことができにくい高校教員の限界を代弁しているのではないか。

ただ、大阪大学の全国高校歴史教育研究会に参加した高校教員が独自のネットワークを
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築 き、都 道府県 教育 委員会 の指 導の下 で 自主的 な研 究会 を立 ち上 げた例 も紹介 され、 単 な

る一過 性 の 「出前授 業」で は な く長 期 的 な視 点 に立 っ た[若 手 研 究者 によ る高 校 現場 での

「学 習指 導」]な どの取 組 も提 案 され ていた(教 員免 許 の取得 の問題 はあ るが)。

都 道府 県教育 委員会 は各都 道府 県 の初等 ・中等教 育 に関 わる教員 等の教 職経験 年 数 に応

じた体 系 的 な研 修 を実 施 して い る。 「高 大連携 」を考 える際 に は大学 と高 校現 場 との 連携

に とどま らず、 公立学 校 の場 合 に は、広 い視 野か ら教員 採用 と研修 に主 た る責務 を負 う教

育行 政(都 道府県 教 育委員会 等)と の相 互 の連携 とい う視 点 も不 可 欠で あろ う。

初 等 ・中等教 育 に 関わ る教 員 の資 質 向上 につ い て は教 職 大学 院の 開設 やい わ ゆ る教 員

養成 大 学 ・学 部等 で 申請 して い る 「教 員養 成GP」 に見 る こ とが で きる。 教 員 の 資質 向上

と 「授 業力 」向上 を 目指す この取組 は非常 に意義深 く、 大い に注 目して いる ところ であ る。

しか し、 資 質向上 を 目指す 各校 教 員 と教 員養 成学 部 ・大学 院等 との 「送 受信 」に とど ま り

が ちに なる場合 もあ るか も しれ ない。

広 い視野 か ら今 日的な教育 課題 に応 え、諸 法令 や学習 指導要 領の趣 旨をふ まえて、 実践

的指 導 力 を身 につ け た高校 地 理歴 史 科教 員 を育 成す るに は、歴 史学 と歴 史教 育 の接続 に

資す る リカ レン ト教育 の機 能 の一 層 の拡 充 が必要 で あ り、次 年度 以 降 も大 阪大学21世 紀

COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイス の人 文学 」全 国高校 歴 史教 育研 究会 の継続 を強 く求め

ると ころであ る。

さて、 教育 とい う営 み にお ける教 師 の役 割 の重 要 さ を述 べ た 「教 育 は人 な り」とい う名

言が あ る。 過去4回 に わた る大 阪 大学 歴 史教 育研 究 会 で培 っ た最 大 の財産 は43都 道府 県

約260名 の参 加者 とい う 「人」そ して人 と人 とを結ぶ ネ ッ トワー ク に他 な らない。 高校 と

大学 の 円滑 な接 続 を 図 るため には 「人」の共働 は欠か せ ない。 高校教 員 に は各 都 道府 県で

の教科研 究 会や各 高校現 場 での 「伝 導者 」と して の役 割 が求 め られ よ う。

「特色 ある学校 づ く り」に は教 員一 人 一人が そ れぞれ の役割(校 務 分掌)や 自 らの果 たす

べ き責 務 を 自覚 し、校 長 を主導 とした学校運 営 に積 極 的 に、「当事 者」意識 を持 ち、「参 画」

す る ことが 求め られ て い る。 今後 も、 自 らの資 質の 向上 を 目指 し、「受 講 者意 識」を払 拭

し、 「当事者 意識」に変 容 させ る試 み を模 索 したい。

[ほ りえ よしあ き ・京都府立加 悦谷高等学校教 諭]
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高校 生 と考 える8世 紀の東 アジア世界
一世界史教材としての 『続日本紀』一

笹川裕史

1.は じ め に

2003年 、 大阪大 学21世 紀COEプ ロ グラム 「イ ンター フェイス の人文学 」の 「シルク ロー

ドと世 界 史」班 に よって、 全国高 等学 校世 界史教 員研 修会 が 開催 された 。研 修 会 に参加 し

た筆者 は、 中 国の歴 史 を 「ユ ー ラシ ア」とい う枠 組 か ら とらえ る視 点 に大 きな魅 力 を感 じ

た。 ただ し当初 は、 授業 全体 の構 成 を改 変す る には いた らず、 「ソグ ド人 は シル クロー ド

の交易 だけで な く、唐 国 内の商 業活動 で も大 きな役割 を果 た して いた」「古代 よ り大 陸 との

交易 拠点 だ った博多 に中 国人商 人が居 住 してい た ことが、元 が博多 を攻 撃 した一 因か も し

れ ない」な どの新 しい知見 を紹介 す るに と どまってい た。

2004年 、 大 阪府 高等 学校社 会(地 歴 ・公民)科 研 究会 の教育 情報共 有化 プ ロジ ェク トは、

文 部科 学省 の平 成16年 度教 育情 報共 有化 促 進モ デ ル事 業 の指 定 を うけ た。 その取 り組 み

の 一環 と して、筆 者 は デジ タル教材 を開 発 し、実 践 的 な授業 を行 な う こ とにな った。 そ

こで遣唐 使 を主題 と し、 その役 割 や実態 を多 角 的 に考察 させ よう と考 え た。 具体 的 には、

753年 の大伴 古麻 呂の新 羅使 との争長 事件 を紹 介 し、東 ア ジァ世界 全体 の 中で遣唐 使 の意

味 を生徒 に理解 させ る試み であ ったE・1]。

「遣唐 使 東 ア ジアの 中 で考 え る」と題 した研 究 授 業 の準備 をす す め てい くなか で、

筆 者 は二つ の こ とに気 がつ い た。 一 つめ は、7～9世 紀 の 日本外 交 の主役 とみな され て き

た遣唐 使 の派遣 数 が意外 に少 な く、 遣新 羅使 や遣 渤 海使 と比較 し"相 対 化"す る必 要 があ

1 大 阪府高等学校 社会(地 歴 ・公民)科 研究 会HP内 の、共 有化事業 報告のペ ー ジhttp:〃www.oh-syaken.com!

edu _share/を参照。 また このときの研究授業の報告 としては 「世界 史教材 としての遣唐使」(『研究集録』第47

集、大阪教育大学附属天王寺 中 ・高等学校、2005年)を 参照。
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る こ と。二 つ め は、8世 紀 の東 ア ジァ世 界 と日本 との 関 わ りを生徒 に考察 させ る うえで、

『続 日本紀 』の記 事が格 好 の教材 となる ことであ る。

本稿 では、 『続 日本 紀』を用 いた二 つ の授 業 実践 と一つ の教材 案 を報告 し、8世 紀 の東 ア

ジア世界(さ らに は中央ユ ー ラシア)と"遭 遇"し た高校 生 の反応 を紹介 す る。

2.「 東 ア ジ ア 世 界 」か ら 「ユ ー ラ シ ア 」へ

教 育情報 共 有化 プ ロジェ ク トに関わ る まで、筆 者 は、隋唐 時代 の授 業 には5時 間 を配 当

してい た。 まず 「東 ア ジア世界 の中で の隋唐 帝国 」とい う主題 に も とつ く指導計 画 を示 し、

一連 の授業 を通 じて と くに留 意 して きた三つ の点 を簡単 に紹介 してお く。

第1次

第2次

第3次

第4次

第5次

隋 拓跋国家としての隋唐帝国 ～ 隋の統一政策

唐代前半 建国 ～ 律令体制 ～ 則天武后の政治

唐代後半 玄宗の政治 ～ 安史の乱 ～ 黄巣の乱

唐代の文化と宗教

7～9世 紀の東アジア諸国

問

問

間

間

問

時

時

時

時

時

1

1

1

1

1

①拓 跋 国家 につい て

北魏 以降、 東i魏・北斉 、西魏 ・北周 、 そ して隋 ・唐 と交代 してい った王朝 は、鮮 卑系拓

跋 部、 とくに関隴集 団が支 配層 の中核 を形成 してい た。 す なわ ち隋 ・唐 が北方 遊牧民 族 の

流 れ を くむ王朝 で あった と生徒 に は強調す る。 そ う説 明す る と、北 魏 に始 まる均 田制や西

魏 か らの府 兵 制が隋 ・唐 に引 き継 が れた こ とを、生徒 はす んな りと納得 す る ようであ る。

隋 ・唐 は鮮卑 系 の拓 跋 国家 だっ た とはいえ、 漢人社会 に同化 しなが ら中 国を支 配 した浸

透 王朝 であ り、後 の遼 ・金 ・元 ・清 の ような征服 王朝 とは異 な ってい た。 もっ とも、そ れ

が うわべ だ けの漢 化 で あっ たが ゆ え に、"中 華 の儒教 観"か らは考 え られ な い出 来事 をい

くつか引 き起 こ してい る。

一つ の例 が、唐 の太 宗が受 けた天可 汗 とい う称 号 であ る。東 突厥 が崩壊 した630年 、 そ

の 配下 にあ った 諸民族 が、 天 可汗 の称 号 を太宗 に奉 っ たこ とで、 中国 の皇 帝(天 子)が 遊

牧世 界 の支 配者 と もな った。 この出 来事 を説 明す る際 に、筆 者 は次 の よ うなコメ ン トを し
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てい る。 「"生粋 の"中 華の 皇帝 であれ ば、 天可汗 の称号 を"北 狄"か ら受 け と らなか った だ

ろ う。 理念上 、世界 のす べて を支配 す る皇 帝が 、他入 か ら称 号 を与 え られ るこ とな どあ り

得 ないか らだ。 と ころが唐 の皇 室が北 方遊 牧民族 の 出であ った ため に、 中央ユ ー ラシア最

高 の称号 を大喜 び で受 け とっ た。お里 が知 れ るわけで す」。

他 の例 と して は、則 天武 后 の 経歴 が あ げ られ る。 武照 は14歳 で 太宗 の 後宮 に入 った。

27歳 の と きに太宗 が没 す る と、彼 女 は高 宗 に近づ き、今 度 はそ の後宮 に迎 え られ た。実

母 で は ないが 、父 の妻 だっ た女性 を息子 が 妻 とす る こ とは儒 教 的倫理 か らは考 え られ な

い。 しか し司馬遷 の 『史記 』に記 され てい る よ うに、匈 奴 をは じめ とす る北 方遊 牧民 族 の

世界 で は、そ れは決 して タブ ーで はなか った。

②女 性 につい て

唐 代 の女性 とい えば、則 天武后 と楊 貴妃 が有名 であ る。前 者 は 「牝鶏 司晨」、 後者 は 「美

人 傾 国」として、 ともに政 治 を混乱 させ た 人物 とい うイメ ー ジが世 間で は定 着 して い る。

しか し男 尊女卑 に基 づい た評価 をそ の まま授 業 で繰 り返 す こ とは避 け たい。

690年 に権 力 を握 った則天 武后 は、 自らの権力 基盤 を固 め るため に科 挙 を重視 した。 関

隴系 ・山東系 な どの 門閥貴 族が、 身言 書判 に もとつ く官僚 人事 を行 な ってい た時 代 に、皇

帝 に忠実 で才能 のあ る人材 を登用 す るため であ った。隋代 に始 まった科挙 が実際 に機 能 し

だ したの は、 これ以降 とされてい る。そ して"圀"な どの則 天文 字 を紹 介す る際 に は 「うっ

か り"國"と 書 いた役 人 は、す ぐ左 遷 だ ったで しょうね」と言 うこ とに してい る。

楊 貴 妃 と玄 宗か ら、 白居 易 の 「長恨 歌」を連 想 す る生徒 は、 い まで はほ とん どい ない。

そ こで楊 貴妃 を"世 界三 大美 人"の 一人 と して紹 介す る ことに な る。授 業 で は、唐 代 の美

人 はか な りふ くよか で、頬 が真 っ赤 にな るほ ど紅 を さす のが流行 だ った と説 明す る。美 の

基準 が、 時代 や社 会 に よって異 なる こ とを知 るの は重 要 であ る。 また玄宗 が政治 を軽 ん じ

た原 因 を、楊貴 妃 に帰す ような文言 が しば しば見 られ るが、筆 者 は 「西 周の 幽王 と同 じよ

うに、失政 の責任 は政 治家本 人 にあ る」と強調 してい る。

和 蕃公 主につ いて も少 し述 べて お きたい。漢 代以 降、数 多 くの女性 が周辺 異民族 の もと

に嫁 いで いっ た。そ れが政 略結婚 であ る こ とは言 う まで もな いが、公 主 たち を悲劇 的 な女

性 と一方 的に決 めつ けるの は誤 りとなろ う。漢 代 の王昭君 が実 際 には呼韓邪 単于 の夫人 と

して幸 せ に暮 ら した こ と、 ある いは ソ ンツ ェ ン=ガ ンポ の もとに嫁い だ文成 公主 が唐 と吐

蕃の友 好 につ とめた こ となどは、ぜ ひ指摘 してお きたい。 また和 蕃公 主の大 半が仮 制公 主
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であ ったが 、唐代 後 半 にウ イグル に嫁 いだ三:人は、皇 帝 の実 の娘(真 制 公主)で あ った こ

とは重要 であ る。 当時 の ウイ グルの強勢 が理解 で きよう。

③ 文化 につい て

唐 代 の文化 と宗教 の特色 は国際 性 であ る。 そ の一因 と して、支配層 が 、漢文化 や儒 教の

伝統 に 固執 せず 、異文 化 に寛 容 だっ たこ とが 指摘 で きる。筆者 は、 ときお り娯楽 に焦 点 を

あ てて唐文 化 の国際性 に言 及 してい る。 ここで は三つ の事 例 を紹介 したい。

ポ ロ とい う と、 イギ リス貴族 のス ポー ッ と思 われて いる。 しか し、そ れ は本 来ペ ル シア

起源 で、 イギ リス人が イ ン ドを植 民地化 してい く過 程で 、現地 人 よ り受 け入れ た ものであ

る。 イ ギ リス よ り1000年 以上 も前 に、 ポ ロ(打 毬)が 唐代 の貴族 の中 で流行 してい た様 子

は、 「打毬 図(章 懐太子 墓 の壁 画)」 に見 られ る。

琴 棋 書画 は、 唐代 貴 族の 教養 で あ った。 「棋 とは何?」 と尋 ね る と、 ほ とん どの生徒 は

「将棋 」と答 える。そ こで 「棋 とは囲碁 です。 高校 で は芸術 科 目と して音楽 ・書 道 ・美術 が

あ るの に、囲 碁が ない。 だか ら皆 さん は教養 が足 りない… …」と笑い を誘 う。皇 太子 時代

の玄 宗が留 学僧 の弁正 と碁 を打 った記録 をは じめ、 日中間 での囲碁 交流 の歴史 は古 い。大

陸伝 来 の木 画紫檀 棊局(正 倉 院宝物)は 聖武 天皇 愛用 の碁 盤 として有名 で ある。 また西域

の トルフ ァ ン ・アス ター ナ古 墓 か ら も、小 型 の棊 局が 出土 して い る。 各地 で"土 着 化"し

てい った将棋(象 戯)と 異 な り、 囲碁 は東 ア ジア世界 共通 の ゲー ムで あ った。 そ してい ま

なお コ ンピュー タが 人 間に勝 てない 唯一 の盤 上 ゲー ムが囲碁 で ある。

「漢文 ・唐 詩 ・宋詞 ・元 曲」とい われ る。李 白や杜 甫 な どの代 表的 な詩 人 を紹介 す る と

と もに、科 挙 の受験科 目に詩賦 があ った こ とを、 詩が発 展 した背景 と してお さえ てお きた

い。 また東 アジ ァ世界 は漢 字文化 圏 とい われ るが、 それ はたん に漢 字 が通用す る地域 とい

う意味 では なか った。上流 階層 で漢籍 ・漢 文学 の学習 が基本 的 な教 養 とされてい た点 を生

徒 には理解 させ た い。 長安 で は、周辺 諸 国か ら来 た使節 た ちが、宮 中 での饗宴 の際 に は詩

を作 り、 互い の心情 を披露 しつ つ文才 を競 い合 った。 そ ういった詩 の応酬 は、 日本 の奈良

や 京の都 で も、新羅使 や渤 海使 と宮廷 貴族 との 間で行 なわ れて いたの であ る。

中央ユ ー ラシア と関連 させ なが ら、 隋唐時 代 の東 アジア世界 の歴 史 を示 す ため に、前述

した指 導計 画 を次の よう に変 更 す る。 主題 は 「ユ ー ラシア の中 での 隋唐 帝 国」と し、6時

間を配 当 した。
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第1次

第2次

第3次

第4次

第5次

第6次

隋 拓跋国家としての隋唐帝国 ～ 隋の統一政策

唐代前半 建国 ～ 律令体制 ～ 則天武后の政治

7～9世 紀の東アジア諸国

唐代後半 玄宗の政治 ～ 安史の乱 ～ 黄巣の乱

唐代の文化と宗教

遣唐使一 束アジアの中で考える

1時 間

1時 間

1時 間

1時 間

1時 間

1時 間

今 回は、 第3次 の授 業 で唐 の周辺 地域 の動 向 を扱 い、 第4次 に唐代 後 半 を割 り当 てる こ

とにした。単 元 の まとめ とな る第6次 は、 前述 した教 育情 報共有 化 プ ロジェ ク トの 一環 と

して2004年 に開発 した授 業 の改訂版 で ある。

第2次 ・第4次 ・第6次 の三 回 の授 業 で 『続 日本 紀 』を教材 と して用 い る匚*2]。日本 の東

ア ジア外 交 り具体 的 な事例 を生 徒 に示す こ とで 、中 国 を中心 とした 「単 眼 的視角 」では な

く、「複 眼的視 角」か ら東 ア ジア世 界 の歴 史 を理解 させ る ことが期待 で きる。

以下 の三つ の節で は、第2次 ・第6次 の授 業実践 と第4次 の教 材案 を示 してい く。

3.授 業実践 「"遣唐使"と な らなかった遣唐使」

本 節 で は、 第2次 の授業 の後 半部 を 「"遣唐使"と な らなか った遣唐 使 」と題 して 報告 す

る。授 業 の前半30分 で、唐 の建 国か ら則天 武后 まで の時代 を手際 よ く説 明 した後 、702年

に遣唐 使 として渡 航 した粟 田真 人 の記事(慶 雲元 年七 月 甲申条)を 提示 す る。

もろこし

初め 唐 に至 りし時、人有 り、 来 りて問 ひて 曰は く、
いつく つかひひと

「何 処 の使人 ぞ」といふ。 答へ て 曰は く、 「匳コ 国の使 な り」とい ふ。
かへ

我 が使 、反 りて 問ひて 曰は く、

2 今回は、教材 の底本 として 『続 日本紀』(「新 日本古典文学大系」岩波書店)を 用い、引用 した書 き下 し文には、

さまざまな変更を加 えた。場合によっては、宇治谷孟 による全現代語訳 『続 日本紀』(講談社学術 文庫)を 使用

す るの も有効であろう。
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いつれ さかひ

「此 は是れ何 の州 の界 ぞ」といふ。

答へ て 曰は く、 「是 は大 匠コ楚 州塩 城県 の界 な り」といふ。
さき なつ

① 更 にFEは く、 「先 には是れ大 唐、Aは 大bと 称 く。
くにのな

国号 、何 に縁 りてか改 め 尓くる」ととふ。

答へ て 曰は く、 「永 淳二 年、② 天皇 太帝崩 じたま ひ き。③皇太丘 位 に登 り、
い なつ

称 を④ 聖神皇 帝 と号 ひ、 国 を大[b]と 号 け り」といふ 。
おおむねをは

問答 略 了 りて、 唐 の人我が使 に謂 ひて曰 は く、
しばしば たいわ こく

「亟 聞か く、 「海 の東 に大倭 国有 り。

これ を君子 国 と謂 ふ。人 民豊楽 に して礼儀 敦 く行 はる』と き く。
ぎよう はなは あにまこと

今 ⑤使 人 を看 るに、 容 大 だ浄 し。豈 信 な らずや」とい ふ。

授 業者が 簡単 な説 明 を加 え なが ら読 み上 げた後 、以下 の よ うに授 業 を進 め る。

空欄aに 関 して。「遣 唐使 の粟 田真 人 は、 どの 国か らの使 と言 ったの だ ろ う。素 直 に考

えて」と訊 く。大 半 の生 徒 は、 当然 の こ との ように 「日本 」と返 答す る。 そ こで 「前漢 の時

代 よ り、 なが ら く倭 と呼 ばれて きた 国が、 日本 とい う独 自の 国号 を使 い だ した こ とを、中

国側 が初 めて認識 したのが この遣 唐使 の時 であ った」と説 明す る。

空欄bに 関 して。 「空欄bは 三 か所 あ る けれ ども、 何 とい う国名が 入 るだ ろ うか」と質

問 す る。 さす が に則天 武后 の説 明 を した直 後 なの で、 ほ とん どの生徒 は 「周 」と答 え る。

筆 者 は 「数多 く派 遣 され た遣唐 使 の なかで、 この702年 だけ は、結 果 として遣周 使 とな っ

て しまった」と言 う。 この よ うなユー モ ア も、時 には必要 で ある。

波線① に関 して。 「唐 が周 に かわ った こと を 日本 が知 らなか った の は、 なぜ だろ う」と

尋 ね る。 返答 に戸 惑 う生 徒 も少 な くない。 そ こで 「則 天武后 が実 権 を握 って、 国号 を周 と

変 え た時期 は690年 か ら705年 まで。 とい うこ とは、690年 以 降、 日本 か らは遣唐 使 が派

遣 され て……?」 と補足 し、「い なか った」とい う返 答 を誘導す る。

[表1]の 年 表 を示 し、 概説 をす る[・3]。遣 唐使 の 回数 は、研 究 者 に よって 異 なるが 、い

ちお う20回 と した。左 側 の年 号 が任 命 ま たは派 遣 された 年で あ る(年 号:名 目は送唐 客

使 。年号:派 遣 され なかっ た遣唐使)。 遣唐使 の 派遣が 集 中 した669年 までの時期 と、702

3 表1の 遣唐使の任命/派 遣年は、東野治之 『遣唐使船 東 アジアのなかで』(朝日選書、1999年)pp.28～29と 古

瀬奈津子 「遣唐使の見た中国』(吉川弘文館、2003年)pp,4～6を 参照 して作成 した。

244 1贈賦鵜御 猿1拠a窰瘢ξ撚 嚢鷯鱇r繍 幽艫i》i建i蕊2(x協肇鷯昏



年 以降 の断続 的 な時期 が あ るこ とを、 生徒 に気づ かせ る。 い うまで もな く東 アジ ア世界 の

国際情勢 や 日本 の 国内状況 が、遣 唐使 の派遣 を左右 してい た。

前者 の例 が、669年 の遣唐 使 で あ る。 これ は668年 の高 句 麗"平 定"を 賀 す使 節 で あ り、

白村 江 の海戦 で悪化 して いた唐 との 関係 を修 復す る もので あった。 白村江 の海 戦の後 、唐

が 日本 に侵 攻 しなか った理 由 を知 りたが る生徒 が多 い ので、 関連 させ て説 明 してお く。

後 者 の例 として、壬 申の乱後 の 日本 国内 の急激 な改 革期(天 武 ・持統 朝)に は、遣唐 使

が派遣 されて いない こ とを指 摘す る。 ま さに この空 白期 の後半 と、唐 にお け る則 天武后 の

治世 が重 な るのであ る。

永淳 二年 が683年 で あ る と述 べ た後 、 波線② お よび波 線③ に関 して 、「誰 の ことか」と

質 問す る。 返答 の大半 は、 「高宗」と 「則 天武后 」であ る。

波線 ④ に関 して。「誰 の こ とか」とい う質 問に対 し、「則 天武后 」とい う答 が返 って くる。

そ こで 次の ような コメ ン トをす る。 「教科 書 を は じめ 一般 には、 彼女 を則 天 武后 と呼 んで

い る。 しか し、清 末 の西太后 と異 な り、 彼女 は皇太 后の まま政 治 を したの では ない。 した

が って正式 に は聖 神皇 帝、 また は則 天皇 帝 と呼ぶ方 が正 しい と思 う」。

波線 ⑤ に関 して。粟 田真人 をは じめ とす る遣 唐使 たち の容姿 が立派 であ る こ とに、 中国

の役 人が感心 してい るこ とを確 認 させ る。そ して当 時の 日本の朝 廷が 、派遣 した外 交使 節

が東夷 の蕃 人 と侮 られ ない よ うに、体 格 や容姿 の優 れた者 を遣唐 使 と して選 んで いた こ と

を説 明す る(後 にあ る女子 生徒 が 「遣 唐使 って、 イケ メ ンば っか りだ った ので すね?」 と

訊 い て きた のに は破 顔一 笑 した)。

授業 に関す る生徒 の 反応 は、 さ まざ まであ る。た とえば 「遣唐 使 は、毎 年派遣 された/

1回 だけ派 遣 され た と思 ってい た」とい う感 想が 意外 に多 い こ とか ら、 遣唐 使 の派遣 回 数

に無頓 着で あ った生徒 が少 な くない こ とに気 づ か され る。 また 「外交 って、 内政の状 況 と

深 く関連 してい るこ とに、あ らため て気づ きま した」とい った感想 もあった。

4.教 材提案 「安史の乱 ユーラシアの中で考える」

第4次 の授 業 の中心 となるの は安史 の乱 であ る。本 節で は紙数 の都合 もあ り、 全体 の授

業 案で はな く、安 史の乱 に関す る 『続 日本紀 』の記 事 を教材化 した 部分 を提 示す る。

授業 は 【導 入 ・展 開1】 として、 開元 の治(節 度使 の設 置 ・募 兵 制へ の切 り替 え)か らタ
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ラス河 畔 の戦 い まで を扱 う(14分)。 つ いで 【展 開2】 で、 安 史の乱 を と りあ げる(20分)。

最 後 に 【展 開3・ 整 理】で、両税 法 の実施 ・黄巣 の乱 を紹介 しつつ 、安 史の乱 に よって唐 が

前 半 とは まった く異 なる性 格 の国家 とな った こ とを整 理 ・確 認 させ る(16分)。

【展 開2】 『続 日本紀 』の記述 を も とに、安 史の乱 を説 明す る(20分)

発 問 安 史 の乱の原 因 を簡潔 に説明 した後 、厂と ころで、安禄 山の本名 は何 だ と思 うか」

→ おそ ら く誰 も答 え られ ない。「安」が ソグ ド人の 漢姓 で、 「禄 山」は ソグ ド語 の ロク シ ャ

ン(光)の 音 を とった と思 われ るこ と、 また 史思明 の 「史」もソ グ ド人の漢 姓で ある こ と

を告 げ る。唐 代 が、非 漢人 が活躍 す るこ とに寛容 な社会 であ った点 を指摘 して お く。

→ ソ グ ド人 につい て説明す る。 一般 には、 シルク ロー ドの 隊商交 易で活 躍 した商 人 とい う

イ メー ジが 強い。 しか し実 際 には、唐 の国 内各 地 に も彼 らは商 業拠 点 を有 し、辺 境 の軍

事防衛 ライ ンに様 々な物 資 を供給 して いた。安 禄 山 は、 こういっ た ソグ ド人の交 易 ネ ッ

トワー クを掌 握 してい たた めに、 その反 乱 は きわ めて深刻 となった。

発 問 「安 史 の乱 の情 報 は、 いつ ・どの よ うな経路 で 日本 に伝 わった のか」

→ 生徒 の半数 は 「遣唐 使」と答 え るであ ろ う。

→ 正解 は、遣 渤海使 で あ る。[表2コ を示 し、 当時 の 日本 が、新 羅 や渤海 とは唐 以上 に通 交

し、 海外情 報 を得 るチ ャンネル を複数持 っていた こ とを理解 させ る[*4]。

→698年 に建 国 され た渤海 は、新 羅 との対 抗上 、 当初 は国防 の観 点か ら、後 に は交 易 の面

で 日本 との通交 を非 常 に重 視 して いた。 日本 も、渤 海使 が もた らす 大量 の毛皮(貂 ・虎

・羆)を 珍重 してい た。 なお 第9回 渤 海使 と して来 日 し、交易 に敏腕 をふ るっ た史都 蒙

が、 その姓 か ら判断 して、 ソグ ド人で あ った可能性 を指 摘 してお く。

→758年 の遣渤海使 の小 野 田守 の帰朝報 告(天 平宝 字二年 十二 月戊 申条)を 提示 す る。

あそん もろこし

戊 申、遣 渤海使 小野 朝 臣田守 ら、唐 国の消 息 を奏 して曰 は く、
ほしきのとひつじ ゃど そむ

「①天宝十四載歳 乙 未に次る十一月九日に、御史大夫兼范陽節度使安禄山反きて、
な せいぶ なの

兵 を挙 げ乱 を作 し、② 自 ら大燕 聖武皇 帝 と称 る。[略]

4 表2の 新羅使 と遣新羅使の回数は、 『続 日本紀』一(岩 波書店、前掲書)のpp.462～464の 新羅使表 および遣新

羅使表 を参照 した。 また渤海使 と遣渤海使 の回数は、上 田雄 『渤海国」(講談社学術文庫、2004年)pp,88～89・

91の 渤海使来 日記録表および送 ・遣渤海使発遣記録表 を参照 した。
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えきしゅう

③至驪 とす。己卯、④天子益州に至る。[略]
へい

至徳 三載 四月、王 玄志 、将軍 王進義 を遣 して 来 りて渤海 に聘 し、且つ 国故 を通 して 日
せいけい を ごとごと

は く、 厂⑤ 天 西 京 に帰 り、太 上天皇 を に迎へ て、 別宮 に居 ら しめ、 殄 く賊徒 を滅
かしん みこと

さむ とす。⑥ 故 に下臣 を遣 して、来 て命 を止 げ しむ」といふ。[略]」 とま うす。

授業 者が 簡単 な説明 を加 え なが ら読 み上 げた後、 以下 の ように授業 を進 め る。

発 問 「波線① は何 年 の ことか」

→生徒 は、年表 を見 なが ら、755年 と答 えるだ ろ う。 日本 に安 史の乱 の情 報 が伝 わ ったの

が 、反乱勃 発 の3年 後 で あっ たこ とを確 認 させ る。

→波線 ② に関 して。安禄 山が 、唐 にか わる王朝 を 開 く意 図であ った こ とを確 認 させ る。

→波線 ③ に関 して。756年 であ る ことを告 げる。

→波 線④ に 関 して。玄宗 が蜀 の成 都 に都 落 ち(蒙 塵)し た こ とを告 げ る。 なお新 羅使 や渤

海使 は、 玄宗 の滞在す る成都 にまで足 を運 んでお り、唐 との 関係 が 日本 よりもは るか に

深 か った ことを補足 す る。

→波線 ⑤ に 関 して。西 京 とは長安 の こ とで、粛 宗(天 子)が 長 安 に戻 り、蜀 に玄宗(太 上

天皇)を 迎 え にい った ことを告 げる。

発 問 「波線⑥ の 内容 は何 か」

→ 唐が 、渤海 に対 し、反 乱討伐へ の協 力 を求め てい る ことを理解 させ る。

発 問 「安 史の乱 に対 して、 日本 の朝 廷 は どの よ うな対 応 を した のだ ろ うか」

→ 生徒 た ち は返 答 に迷 うか もしれ ない。「何 も しなか った ・国防 を固 めた ・唐 に援軍 を送

ろ う とした ・そ の他」な どの選択肢 を示 すの も有効 だ と思 われ る。

→ 実際 の経過 は、次 の通 りで ある。

ここ みことのり のたま

是 に、大 宰府 に 勅 して 曰は く、
こ くゐやうこ かうしゅ そむ げき うたが

「安禄 山は是れ狂 胡 の狡竪 な り。天 に違 きて逆 を起 す。事必 ず利 あ ら じ。⑦ 疑 は くは、
あた かいとう

是 れ西す る こ とを言 る こ と能 は"し て、還 て更 に海東 を掠 めむ こ とを。[略]
あらかじ きぼう たと ちょび はか

⑧ 預 め奇謀 を設 け、縦使 ひ来 らず と も、儲 田」 ゆ る こと無 か らしむべ し。 そ の謀れ
ざふじ つぶさ しる きた

る上策 と、備ふべ き雑 とは、一 一 具 に録 して報せ 来 れ」とのた まふ。

→波線⑦ ・⑧に関して。安禄山が反乱の拠点を東方に移す危険性を憂慮し、大宰府に厳重
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な警備警 戒 を命 じた ことを理解 させ る。

→ さ らに、 当時 の朝 廷 の権力 者 で あ った藤 原仲 麻 呂(恵 美 押 勝)の 動 向に も言 及 した い。

仲麻 呂は、安 史 の乱 で混乱 してい る唐 に は新 羅 を援助 す る余 裕が ない と判 断 し、(渤 海

と共謀 した)新 羅 遠征 の準 備 を命 じてい る。 とこ ろが762年 、 唐 が、安 史 の乱制 圧へ の

協力 を期 して、 渤海 の待遇 を改善 した。 渤海 郡王 か ら渤 海 国王 に昇格 させ 、新 羅王 と同

等 の官位 を授与 したので ある。渤 海 は対 唐 関係 の好 転 をみ て新 羅遠征 を辞 した。 また 日

本 で も、仲 麻 呂の政権 が動 揺 しは じめ、 この遠征 は 中止 されたの であ る。

→ 安 史の乱 に乗 じて、 吐蕃が 長安 を一時 的 に占拠 し、そ の後 は甘 粛地 方 を支 配す る よう に

なった こ とを告 げ る。

→反乱 の鎮圧 には、 ウイ グルが大 きな役 割 を果 た した こ とを説 明す る。 ウイ グルは、唐 と

反乱 軍 とを天秤 にか け、最終 的 には唐 の側 につ いて利益 をはか ったの であ る。 また唐 に

は、大食(ア ラ ビァ)の 軍 が支援 して いた こ とも補 足 してお く。

→反乱 後 、唐 の内地 に も節 度使 が設 置 され た ことを告 げ る。 やが てそ れ らが藩鎮(:地 方 軍

閥)と な り、唐 とい う国家 が藩鎮 の集合 体 とな ってい った と説 明す る。

以 上、 【展 開2】で は、 日本の動 向 も含め 、ユ ー ラシアの東 西 を広 く視 野 にお さめ る こと

で、 安史 の乱 の 「内乱 」にお さま らない、「国際戦争 」と して の側面 を強調 した い。

5.授 業報告 「遣唐使 東アジアの中で考 える」

遣唐 使 に関 しては、唐 か らの先進 的 な政治制 度 や国際 的 な文化 を もちかえ った外交使 節

とい うイメー ジがつ よい。そ こで 第6次 の授 業で は、遣 唐使 を迎 え入 れ た唐 側 の状況 に も

留意 して 、8世 紀 半 ばの 日本 の東 ア ジァ外交 を考察 させ てみ た。

【導入 】 遣唐 使 につ いての 基本 的知識 を確 認 す る(3分)

最 初 に 「遣唐使 とは どうい う もの な のか 」と尋 ね る。多 くの生 徒 は 「す ぐれた 文化 を学

び、 貴重 な物 品 を得 るた めに派 遣 され た」と答 える。 そ こで 「遣 唐使 は長安滞 在 中 に外 交

官 と して、唐 の人 と、 あ るい は唐 に来 てい る外 国 の人 び と と、 さ まざ まな交 渉 を して い

る」こ とを指 摘す る。 そ して 「遣唐使 を、唐 と日本 とい う二つ の 国の 関係 だけで とらえ る

248 韓耄鱒軸贓 猿1鱗継幸i窒1羈飛鯔罍猾嶺 羝憮 畷宝i総2拿飆一毳ゆ脇



ので はな く、東 アジァ全体 の 中で考 えてみ よ う」と、授業 の 目標 を示 す。

【展 開1】 『続 日本紀』の753年 の争長 事件 を紹介 し、解 説す る(13分)

生徒 に 「続 日本 紀』が、 六 国史 と総 称 され る 日本 の正 史 の二番 目で あ る こ とを告 げる。

正 史 とは"正 しい歴 史"で は な く"政 府 の公 的記録"の 意味 で あ り、 政府 に とって 不都合 な

出来事 の記 録が 時 には改変 され てい るこ とを、遣 隋使の例 をあげ て再 確認 させ る。つ いで

753年 の 争長 事件 の記 事(天 平 勝宝 六年 正 月丙寅 条)を 紹介 す る。そ の際 、 『続 日本 紀』は

漢文 で あ り、授 業 で は 「書 き下 し文 」を用 いるが、 当 時の漢 字文 化 圏 におい て、正 式 な文

書 は漢文 で記す こ とが常 識 であ った と指摘 してお く。

みつのと う

① 大唐 天宝十 二載[略]正 月の朔 癸 卯 、② 百官 ・諸蕃 朝賀す 。
ほうらいきゅうがんげんでん

③ 天子 、蓬 莱 宮 含 元殿 に朝 を受 く。 是 の 日、
せいはん とうはん たいじき

④我を以て西畔第二 吐蛬蠍 ぎ、塹羅蠍 速避籃二 大食国の上に次ぐ。
あげつら

⑤ 古麿 論 ひて 曰は く、 「古 よ り今 に至 るまで、新 羅 の 日本 国 に朝 貢す る こと久 し。
かへ ことわり

而 るに今 、東 畔の 上に列 し、我 反 りてそ の下 に在 り。 義 、得 べか らず 」といふ。

授業 者 が読み 上 げなが ら簡 単 な説明 を加 え てい く。 波線① は、753年 。 波線② は、内 臣

と外 臣(朝 貢使)の ことで、朝 賀 の儀 式 に内外 の家 臣が参 列 して い る ことを説 明す る。唐

が もっ と も盛 んで あっ た時代 に は、 ビザ ンツ帝 国 をふ くむ、70以 上 の国 ぐにか ら使節 が

来て いた。 「賓 客図(章 懐 太子墓 の壁 画)」を見せ るの も有効 であ る。

波線③ に 関 して 。「天子 とは誰 か」と質 問す る と、生徒 は年 表 を見 なが ら玄宗 と答 え る。

波線 ④ に関 して。 朝賀 の儀 式 では、 大相撲 の番 付 み たい に東 西 の序列(蕃 望)が 決 まっ

てい た。 「西 の1位 が 吐蕃 、2位 が 日本。東 の1位 が新 羅 で、2位 が大 食 」で あ る こ とを生

徒 に確 認 させ る。 当時 は、吐蕃 が強 大で あった こ とを強調す る。 また大食 とはイス ラー ム

国の こ とで、 ウマ イヤ朝 と交代 した ばか りの ア ッバー ス朝 であ るこ とも確 認 してお く。

波線⑤ に関 して。大伴 古麻 呂の抗議 の 内容 を生 徒 に訊 くと、大 半 の者 は 「日本 に朝 貢 し

てい る新羅 の席 次 が、 日本 よ り上位 なの は変だ 」と返答 す る。 そ こで生徒 に問 いか け る。

「朝 賀の儀 式 の責任者 は、 日本 の異議 申 し立 て を受 け て、席 次を変 更 したのだ ろ うか 」。

【展 開2】 遣唐 使の実 態 につい て説明 す る(12分)

7世 紀 末 を境 に して、 そ れ以前 の 遣唐 使船 は海 難 事故 が少 な く、 以後 は多発 して い る。

生徒 に理 由を尋 ね る と 「経 済 的に苦 し くな り、船 が粗 末 にな った」とい った 答が返 って き
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た りす る。 前半 の遣唐使 船 は、朝鮮 半 島沿い に行 く北 路 を とったので 、嵐や トラブ ルの際

に は入 り江 に避 難で きた。 ところが 後半 は、東 シナ海 を横 断す る南路 であ った。距 離 は短

いが 、激 しい海流 や季節 風 の関係 で事故 が多 くな った。 この航路 変更 は、新 羅 と 日本 との

関係 悪化 が原 因だ った(遣 唐使 船 の航 路 を図示 す る とよい)。 また一 回に出発 す る船 数 が、

前 半 の2隻 か ら後 半 は4隻 とな った結果 、難破 船 も増 え た。

遣唐 使船 は、 お よそ幅9mx長 さ25mで 、約80人 の 定員 の ところ に120人 は乗 って いた。

船 体 の構 造 を無視 して、 多 くの人 間や物 品 を載 せ たため に、海難 事故 の危 険性 が 高 くなっ

た こ とも指摘 す る。 なお後 日 「船 が一隻 沈 む と、100人 以上 の遣唐使 が亡 くなる のです ね」

と言 う生 徒 が いた。 い わ ゆ る遣唐 使 は数 名 に過 ぎず 、使 節 団 のほ ぼ半 数が 船 員で 、 あ と

は下級役 人 や留学 者(僧 侶 や技術 者 を含 む)で あ る。 こち らか ら言及 しない と、生徒 には、

使 節 団の構成 員 に まで考 え が及 ばない こ とを認 識 した。

南路 を とっ た遣唐使船 は、9月 後半 か ら10月 に出発 した。 冬の季 節風 が吹 き始 め、海 が

荒 れ る時期 に出発 した理 由 は何 で あろ うか。遣唐 使 の大切 な使命 の一つ が、 朝賀 の儀式へ

の参列 で あった。 ところで使節 派遣 の際 、 日本 が費用 を負担 す るの は大陸到 着 までで、 そ

の後 の遣唐使 の滞在 費 ・交通 費等 はすべ て唐が負 担 した。唐 は、 出費 を抑 え る目的で遣唐

使 の派 遣時期 を指 定 し、 そ れに応 じて、 あ えて危 険な10月 に出発 したの であ った。

次 に、長安 の地図 を示 し、都 の北 部 にあ った宮城 で皇帝 が生 活 し、 さま ざまな政務 が行

な われて いた こ とを確認 す る。 ただ し玄 宗の 頃 は、宮 城 の北東 部 にあっ た大 明宮 で政務 が

行 なわれ てい た。 この大明宮 の 中央 部 に、朝賀 の儀 式が行 なわれ る含 元殿 が あった。含 元

殿 は東西100mを こえ る大 きな建 物で あっ た(復 元 想像 図 を示 す)。

さ らに朝賀 の儀 式 の と きの配 置 図 を示 し、解 説 をす る。 皇帝 ただ 一人 が太極 殿 に座 し、

南 を向い てい るこ と(天 子南 面)。 中央部 右側 の先頭 に皇 太子が 着座 し、 その左側 に 「介 公

と槨 公」が座 って い る(拓 跋 国家 と して、 北周 と隋 の帝 室 の子孫 も皇 太子 と同列 に扱 われ

て いた)こ とな ど。 朝貢使 は、 序列 によっ て着座 の位置 が異 な ってい た。皇 帝 と正面 で対

面で きる"諸 方客 三等 以上"と 、横 向 きの"諸 方客 四等 以下"と に区別 され てい たので ある。

日本 は西 の2位 だ ったの で、皇 帝 とは正 面 で対 面 で きたが、 最前列 に着 座 で きなか った こ

とを強調 してお く。

【整理 】 遣唐 使 の意義 を確認 す る(9分)

まず唐 の遣唐使 観 を説明 す る。唐 は、 日本 を東 の果 ての国、 絶域 と認識 していた。 この

ような絶 域 の国が 朝貢 に来 る こ とを、 中国側 は好 ま しく思 っ てい た。朝 賀 の儀 式 の際 に、
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皇 帝の徳 を した って、海 のか なたか ら使 節が 来た と強調 で きたか らであ る。 ところが 日本

も、 遣隋使 以来 の方針 で、唐 とは対等 であ りたい と考 えてい た。そ の結果 、 日本 は、冊 封

は受 け ないが 朝貢 は許 され る 「不 臣の朝 貢国 」となっ た。そ して 日本 の遣唐使 は約20年 に

一 回 とされた
。 ち なみ に冊封 国 であ った新羅 と渤海 は、唐 に毎 年朝 貢使 を派遣 して いた こ

とを再 確認 し、 日本 との対比 を明確 に してお く。

次 に 日本 の遣唐 使派 遣の 目的 を三点 に分 けて整理 す る。 まず 外交 面。東 ア ジアの大 国で

あ った唐 との友好 は最重 要課 題で あっ た。 さ らに唐 お よび東 ア ジア各 国の 、 さま ざまな情

報 の入 手 も重要 であ った。 なお[表2]を 参 照 させ、 日本 の朝廷 が、 遣新 羅 使 や遣 渤海 使

も派遣 してお り、 しか もそ の回数 が遣唐 使 よ りも多 く、新 羅や 渤海経 由の 海外 情 報 も 日本

には貴重 で あった こ とを再 確 認 してお く。二 つめ は、文 化面 。 日本が(道 先仏 後 の唐 か ら

取捨 選択 して)仏 教 文化 を、 そ して政治 文化 としての律令 制 度 を導 入 して いた こ とを指摘

してお く。 三つ め は、 交易面 。 当時、民 間の 貿易 はほ とん どな く、朝 貢貿易 による巨額 の

利益(回 賜)を 朝廷 が独 占 した。 これ らが遣唐使 派遣 の大 きな 目的 であ った。

当時 の朝廷 は、国 内 に向 けて、 日本 は唐 と対 等 で あ る とい う、 あ る種 の"情 報 操作"を

行 なって いた。新 羅 と渤海が 、 日本 との国交 を維持 す るため に、名 目上 は 日本 に朝貢 して

いた こ と も幸 い した。 しか し実際 には、 遣唐使 は紛 れ もな く朝 貢使 と して の任 務 を果 た し

てい た。遣唐 使 は、国 内向 け と国外 向 け とで、 その相 貌が異 なってい たの であ る。 す なわ

ち、朝廷 の外 交戦 略は、 ダ ブル=ス タンダー ドであ った と指摘 す る。

【発展】753年 の争長事 件 につい て、生徒 各 自に考 え をま とめ させ る(13分)

最初 の史料 に も どる。 生徒 を、朝 賀の儀 式の 責任 者 の立場 にお かせ て、古麻 呂 の異 議 申

し立 て をど う処理 す るか判 断 させ る。す な わち、(A)異 議 を認め て 日本 の席次 を変 更す る

か、(B)申 し立 て を却 下す るか であ る。(A)と(B)の 生徒 の割 合 はほ ぼ等 し くな る。

(A)の 代 表 的 な理 由 は 厂儀式 での 混乱 を避 け るため に、 この場 は席 次 を変 更す る」「絶域

か らの使 節 なの で特 別待 遇 を認 め る」な どで あ る。一 方(B)の 理 由 と して は 「唐 に毎 年 、

朝 貢 してい る新羅 の方 を重視 す る」「席次 を変 えた ら、 今度 は新羅 の異議 申 し立 て で儀 式が

混 乱 して しま う」な どで あ る。 実際 の経過 は、次 の通 りで ある。

時に将軍呉懐実、古麿が肯にせむ色を見知りて、即ち

巨コ を引きて西畔第二[b]の 下に次ぎ、□ を以て東畔第一 匿]の 上に次ぐ。
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空欄aに 新 羅、bに 吐 蕃、cに 日本、dに 大食 が入 る。古 麻 呂の剣幕 を見 た呉懐 実が席

次 を入 れ替 え 「西 の1位 を吐蕃 、2位 を新 羅 。東 の1位 を 日本 、2位 を大 食」と した こ とを

確 認 させ る。 結果 を聞 いて、半 数の 生徒 は少 しどよめ く。

次 に、 この争長事 件が 、唐 や新羅 の正 史で は、 どの ように記 されて い るか生徒 に推測 さ

せ る。多 くは 「とんで もない こ とが 起 こった と記 され てい る」と述 べ るが 、 なか には 「書

かれ てい ない」とい う返答 もある。 もちろん 「わか らない」と言 う生徒 も少 な くはない。

実 際に は唐 の 正史 に も、 新羅 の正 史 に も、 この件 に 関す る記 述 はな い(ち なみ に唐 代 の

争 長 事件 は他 に3件 が知 られ てい るが、730年 の突厥 と突騎 施 との争 い、 あ るい は758年

の ウイグ ル と黒衣 大食 との 争い は 『旧唐書』に記 されて いる)。 そ こで 「なぜ記 述が ない の

か」と生 徒 に問 い か ける。 す る と 厂序列 の変更 は、本 来 あ り得 ない ことな の で、唐 で は、

それ を記 録 に残す こ とはなか った」とい った答 が返 って きた りす る。

さて ここで、古麻 呂 の争長事 件 に関 しては、研 究者 の 問で も意 見 の対 立が あ った こと を

生 徒 に伝 え る。つ ま り、実 際 にあ っ た事 実 だ とい う通 説 と、 『続 日本 紀 』に しか記録 が な

い ことか ら、 これは大伴 古麻 呂の捏 造 であ った とい う虚構 説 であ る。通 説 に従 えば、席 次

の変更 は儀式 を混乱 させ な いための 臨機応 変の措 置 だ った。 だか ら唐 は記録 を残 さなか っ

た。新 羅 に とって は、屈 辱 的 な事件 なの で、 や は り記 録 に残 さなか っ た とい う こ とにな

る。 一方 、虚構 説 に従 え ば、 古麻 呂の報告 に もとつ いて 『続 日本 紀』には記 され たが、 そ

の よ うな事件 は存 在 しなか った ので、唐 と新羅 の正 史 には記録 され なか った とい う説 明 に

な る。

さらに、 この争 長事 件 に関 して、通 説 と虚 構説 の どち らを支 持す るか生 徒 に選 択 を さ

せ る(過 去 の授 業で は、 か な り多 くの生徒 が 虚構 説 を支 持 して きた)。 そ して現時 点 では、

虚構 説 よ りも通 説の方 が有力 で ある こ とを告 げ、 その根拠 を簡 潔 に説 明す る。最 後 に、一

つの事 件 を多 角 的 に考 察 し、そ の全 体像 を描 くこ との重要 さを指摘 して、授 業 を終 える。

や や煩雑 で はあ るが、生徒 の主 な感想 を列挙 してお く。

◇ 唐 ・新 羅 ・日本 ・渤 海の 関係 が とて も複 雑 だ と思 った。 しか し国 防のた め、渤 海や

新羅 が 日本 に朝貢 す るの は普 通 に考 え られ るこ と……

◇ 唐や朝 鮮 の国 々が朝 貢 を利用 して政治 的 に駆 け引 きしてい るのは、 海 に囲 まれてい

る 日本 の歴 史 と比べ る と、新鮮 に思 えま した 。

◇ 日本が"序 列が お か しいか ら変 更 しろ"な ん て要求 を唐 に して、 しか もそ れが認 め

られ た のか1と 意外 に思 い ま したが(ち ょっ と信 じ られ なか っ た)、 で っち あげ とい
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う考 え方 もある と知 って 、 きっ とそ うだ と思い ま した。 ミステ リーの意外 な結 末 って

感 じです 。

◇ 親戚や外 国 の人や らの莫 大 な数の 人々が序 列 に よって きちん と並 んで い るのを太極

殿 か ら見 渡す皇 帝の気 持 ちって いか ほ どの もの なのだ ろ う、 とだ いぶ想像 した。

◇ 年 表 を見 て いて も遣唐 使 が送 られ た回数 は多 い ように感 じるの に、毎 年送 る国 は大

変 です ね ……。 で も何 よ り唐 の太 っ腹 が凄 い です。PRの ため とい っ て も、 ぎ りぎ り

に来 て くれな んて要 求 を出 して いて は、 ち ょっ と格 が下 が る気 も します が。

◇ 遣 唐使 の人が 大食 の人 を見た 時、 どう思 った のだ ろ うか と思 う と結 構 面 白い。

◇ 唐 に とって も、 日本 の遣唐 使 は、他 国へ のア ピール に都 合 の良 い存 在 だっ たんだ と

い う ことを知 って少 しお どろ きま した。

6.お わ りに

ほ んの思 いつ きか ら、"日 本史 の史 料"を"世 界 史 の授 業"で 用 い てみ たが 、意外 に大 き

な可能性 を秘 め てい る こ とを、 本稿 で は、多 少 な りとも示 す こ とが で きた と思 って い る。

「遣唐 使 な んて 日本史 やの に と思 って いた け ど、 こんなふ うに世 界 の こ とと して も見 られ

るんだ なあ と思 うと、 ち ょっ と感動 」。 この ような感想 に出会 え る授 業 を して い きた い。

今 回 の 「続 日本紀 』の教材 化 に際 しては、大 阪大 学 の山 内晋次 先生 か ら貴重 な ご教示 を

い ただ いた。 また筆者 も参 加 して いる 「IFの会 」では有 意義 な意 見交 換 の場 を もつ こ とが

で きた(「IFの 会 」とは、COEプ ログラ ムの研 修 会 に参加 した 大 阪の教 員 有 志が 組織 した

勉 強会 で ある)。 ここに記 して感謝 の意 を表 したい 。

[ささがわひろし・大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎教諭]

匚おもな参考文献(註 に記 した ものをのぞく)]

石井正敏 『日本渤海関係史の研究』(吉川弘文館、2001年)

王勇 『唐から見た遣唐使』(講談社選書メチエ、1998年)

金子修一 『隋唐の国際秩序と東 アジア』(名著刊行会、2001年)
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氣賀澤保規 『絢爛たる世界帝国 隋唐時代』(「中国の歴史」06講 談社、2005年)

佐藤信編 『日本 と渤海の古代史』(山川出版社、2003年)

杉山正明 『疾駆する草原の征服者 遼 西夏 金 元』(「中国の歴史 」08講 談社、2005年)

堀敏一 『中国通史』(講談社学術文庫、2000年)

[表1]遣 唐使関連年表

630年

653年654年659年

665年667年669年

645年

660年

663年

672年

大化の改新

百済滅亡

白村江の海戦668年

壬 申の乱

高句麗滅亡

702年

717年

690～705年 周

701年 大宝律令の制定

710年 平城京遷都

733年

雌

752年759年

761年762年

755～763年 安 史 の 乱

777年779年

794年 平安京遷都

804年

838年

842～845年 会 昌の廃 仏

875～884年 黄 巣 の 乱

墜
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[表2]日 本 と東 アジア諸国 との 間にかわ された使節の 回数

年代
日本か らの使節 日本への使節

遣唐使 遣新羅使 遣渤海使 唐か ら 新羅か ら 渤海か ら

680～ 3 7

690～ 2 5

700～ 1 4 4

710～ 1 3 2

720～ 2 1 3 1

730～ 1 2 3 1

740～ (1) 2 1 2

750～ 2 2 2 1 3

760～ (2) 3 1 4 1

770～ 2 1 3 1 2 5

780～ 1 1

790～ (1) 3 2

800～ 1 4 1 1

810～ 1 4

820～ 4

830～ 1 1

840～ 1 2

850～ 1

860～ 1

870～ 1 2

880～ 1 1

890～ (1) 2

()は 、任命されたが派遣されなかった もの。

表の中の遣渤海使の回数は、送渤海使 を含む。
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学びの定着をめざす歴史授業の一考察

松木謙一

1は じめに

大 阪 大学 で は、21世 紀COEプ ロ グ ラム 〈イ ン ター フェ イス の 人文 学 〉の一 環 と して4

年 間にわた り全国 高等学校 歴 史教育研 究会 が行 われ て きた。現在 、他大 学 を含 め さまざま

な高大 連携が 行 われて いるが 、全 国的 な規 模で継 続性 を もって いる点 、参加 者 を高校 の教

員 に限定せず 、教育 関係 者 まで拡大 して いる点 、そ の内容 が 日本 史 ・世 界史 だけ の枠 に閉

じ込め られ てい ない点 な どで 高校の歴 史教 育界 に これほ ど大 きな影響 を与 えた企画 は ない

と思 われ る。 その一 例 と して私 が この企画 を通 じて触発 された こ とや、 具体 的 に深 め られ

た ことな どを述べ たい と思 う。

2教 育現場の歴史学習の現状

高校 の教育現 場 とい って も、 学校 の所 在 地、学校 の タイ プ ・学年 な どで異 な り、一 般化

で きないが、敢 えて 自分 が感 じる現状 を述べ て みたい 。

(1)落 ち着きをなくした現場

教員を取り巻く状況が大きく変化してきている。国そして教育委員会における教育行政

が教育改革の名のもとに変わってきているばかりでなく、学校内外の環境が激変している

からである。例えば、学校評議員制度の導入にともなう対外的配慮の拡大、学校内の旧来

型分掌改変にともなう横断的業務の拡大、多様な価値観をもつ保護者への対応などにより

会議の回数が激増し、観点別評価や授業評価の導入、事務職員の削減にともなう学校事務
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業 務 の教 員へ の移管 な どが教 員の事務 的仕 事 を増 大 させて いる。 この ような仕 事量 の激増

は、 いろ いろ な面 で深刻 な教員 の時 問不足 を生 み出 してい る。生徒 に接 す る時間 や教材研

究 に割 く時 間が減 少 し、 研究 や新 しい 試み が行 わ れ に くい環 境 に な りつ つ あ る。 その結

果 、上 か ら与 え られた改 革 に従 わ ざる を得 ず、本 来の 意味 での改 革 にな りえてい ない。

(2)生 徒 の ニー ズは多様 と一様 、 そ して地 理 的知識 の欠如

生徒 に は、 多様 なニ ーズが あ ると ともに、マ ス コ ミな どに影響 され る単純 さ ・画 一性 も

同居 してい る。 さ らに、 近年 、入 学 時 にお け る生徒 の基本 的 知識 が低 下 して い る。 そ れ

は、地理 的知 識の 欠如 に顕著 で、入 学時 や新 しい単元 に入 る前 に は基 本的 な地名 を再学 習

させ る必 要 に迫 られてい る。基 本的知 識、 と りわけ地 理的知 識 を欠 く生徒 に歴 史学 習 を行

うの は膨 大 な手間 と時 間がか か るの であ る。

3対 応策のアラカル ト

(1)グ ッズ や導入 の工夫

● 地図 や黒板 で使用 可能 な貼 りもの

森安 教 授 は、第1回 全 国高等 学校 世 界 史教 員研 修会(2003)に おい て、遊 牧民 、 と りわ

け遊牧騎 馬民 族の役 割 につい て声 を大 に して述 べ られ、前 近代 にお ける彼 らの活動 は中国

を視座 に した歴史像 とは まった く異 な る ことを指摘 され、 教科書 記載 上の 問題点 に もふれ

られ た。 さっそ く、私 は、森安 教授 の指摘 内容 を取 り入 れなが ら授業 に取 り組 んだが、 地

理 的知 識が あ る生徒 に も予期せ ぬ大 きなハー ドルが あ った。教科 書 では、 その性格 上 、地

図上 に遊 牧民 の活動 領域 は示 されず 、文字 でそ の存在 が示 され る。生徒 は、 記載 され た文

字 の周辺 部分 を彼 らの活 動範 囲 と決 めつ けて しまうので ある。記 載の 制限が 強い教 科書 と

は異 な り、 わか りやす さ を求 め る図説や 資料集 で は、遊牧 民の活 動 の広 さを勢力 範囲 とい

う形で示 してい る場 合が 多 く、今度 は、 それが 、生徒 に彼 らの領 地 であ る とい う認識 を与

えて しまう。 静的 に歴 史 をと らえて きた生徒 の習慣 は、移 動の理 解 を妨 げるの であ る。 ま

た、 図説 を利 用す る際、 生徒 は、 開い た頁 を見 て教 師の説 明 を聞 きなが ら理 解す る。 これ

も問題 で、動 きを理解 させ てか ら図説 を見せ た方が 良い と感 じた。 そ こで 、遊牧 民の動 き

を黒板 や地 図の上 で示す ため に、マ グ ネ ッ トシー トにス キ ャナ ーで読 み込 んだペ タシー ト
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と名 づ けた グ ッズ をつ くってみ た。

[資 料la][資 料lb]は 、匈 奴 の 勢 力 拡 大 を理 解 させ る

た め に、前 者 よ り後 者 の 方 を大 き く し、前 者 の 上 に後 者

を重 ね貼 りす る もの で ある。 文 字 だ けの 表現 で は弱 いの

で、破 線 の四 角 の 中 には匈 奴 にか か わ る図版 を取 り入 れ

る と効 果的 で あ る。[資 料1c]は 、遊 牧民 と彼 らの文字 を

示 す 一例 で 、[資 料ld]・[資 料1e]は 建 国者 名 とセ ッ トに

した例 で あ る。[資 料lc]の ウイ グル文字 の問 には、 ウ イ

グ ル貴 族 やマ ニ教徒 の絵(『大 阪 大学21世 紀COEプ ログ ラ

ム2002・2003年 度 報 告 書 シル クロー ドと世界 史 』Pl.11,

no.19)な どを入 れ て活 用 した。[資 料le]に は矢 印の ベ タ

シー トを使 うと動 きが 示 せ る。 黒板 に書 くよ り、貼 る方

が時 間 の節約 にな るだ けで な くイメー ジが広 が りやす い。

これ らは一例 で、 肖像 画 、牌 符、 貨幣 、建 築物 、船 の 形、

国旗 な ど もペ タシー トに して い ろい ろ な時 代 や 地域 に活

用 す る と効 果 的 で あ っ た。 ただ し、 図 版 の著 作 権、 シー

トの厚 み や大 き さの調 節 、 さ ら に コス トな ど問題 が 山積

してい る。 また、 市販 の地 図 で は重 さや厚 み で 運搬 上使

い勝 手 が悪 いの で、 帝 国書 院製作 の薄 い 地 図 にマ グ ネ ッ

トを貼 って活 用 してい る。

● 手作 業の活 用

全 国 高等 学校 歴 史 教 育研 究会 の講 義 は坐 学 に変 わ りな

く、 こ の よ うな形 態 に慣 れ て い る はず の私 で も集 中力 に

欠 け る時が あ った(教 員 は人の 話 を聞 くこ とに意外 と慣 れ

てい ない)。 ち ょっ と した作 業 が あれ ば リフ レ ッシュで き

る のに と思 い 、普 段 の生 徒 の気 持 ち を理 解 した 次第 で あ

る。 そ こで 考 え たの が判 子 や 塗 り絵 な どの手 作 業 で、 目

新 しい もので は ないが 、一授 業 一体 験 をモ ッ トー とした。

[資料2a]は 、神 聖 文字 の 理解 のた め、古 代 エ ジ プ ト史 の

授 業 で生徒 に回 して ノー トや プリ ン トに押 させ た。[資 料

旬奴

[資 料la]

奴
軒

匈
韻

[資 料1b]

ウィグ』畦

1…)
[資 料1c]

耶律阿保橇

契丹
[資 料1d]
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耶律大石

西遼
[資 料1e]

[資 料2a]

丶

ー
ノ

●
∠

殴

太陽神を示す文字

2bコの紋 章 は、生 徒 に人気 があ り、手 や顔 に押 して大 騒 ぎ

にな り、授 業へ の集 中に欠 け る状況 にな った こ ともあ る。

この 他、 貨 幣 ・肖像 画 ・国旗 ・建 築物 ・乗 り物 な ど も判

子 に して い る。 最 初 は、市 販 の キ ッ トで作 っ て い たが 、

山 川 出版社 が この企 画 に の り、 「ノー トの 友」シ リー ズ の

ゴム印 として世 に問 うて い る。[資 料3]は 川北稔 氏 が らみ

の イ ン ドの キ ャ ラ コを授 業 で 扱 う際 に、 サ ン トメや 日本

の 唐桟 にか らめ て導入 と した もの であ る。 生徒 は夢 中 で

作業 していた。

(2)用語精選や表現の統一の提案

●用語を精選することが必要

桃木教授は、東南アジア史の事項や用語の整理を主張

され続けている(例 えば第1回 全国高等学校世界史教員研

修会の「東南アジア史の枠組みを教える方法」)。歴史用語

紋章

[資 料2b]

エ リザベ ス1世 までの イングラ ンド王の公式紋章

、 ア)㎜ イ醤 ウ霧 工攤

【作業1】

左 イラス トは、 美 人画 の代 表 作

家 といわ れ る鈴 木春 信 の人物 像

であ る。 江戸 時代 、 セ ンス がい

い こ と を 「粋(い き)」 と よんで

いる。

上 の ア)縦 縞、 イ)横 縞 、 ウ)

斜 め縞、 エ)絵 模 様 か ら、 この

女性 の着物 の柄 と して 「粋」と考

え られ る もの を選 び、絵 に描い

てみ よう。

[資料3コ
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につ い て は、 山川 出 版社 な ど各社 か ら用 語 集が 出版 され、 教科 書掲 載 頻度 や重 要 度 が示

され てい る。 教員 や受験 生、入 試 関係 者 も、教科 書掲 載頻 度の高 い用語 を受験 上役立 つ と

か、役 立た ない と決め る傾向 があ る。一方 、生徒 か らす れ ば、用語 数 の多 さか ら歴 史離れ

をお こ して いる者 もい る。 今 まで教科 書 に掲 載 され てい る用語 が本 当 に必要 な ものか どう

かにつ いて はほ とん ど検 討 されて こなか った。教 科書 製作 では、他 社 の教 科書 の用 語掲載

を参照 し、用 語集 ・図説 な どの用 語 に も注 意 を払 い、 その教科 書 の 目標 とす る層 に向 けて

用 語の落 ちが ない よ うにす る場合 が多 い。学 習指 導要領 や学 習指導 要領解 説 に、基準 とな

る用語 がな い以上、仕 方 ないが 、用語 に振 り回され る教 科書作 りは、学 習指導 要領 の趣 旨

に反 してい る。教科書 が用 語集 にそ の用 語 の根拠 をもち、用語 集が教 科書 に根拠 を もって

いる とい う`循環 小数 的'な 矛 盾が 生 じてい る。必要 な用語 は何 なの か、 どの よ うな方 法で

精 選すべ きか検 討すべ き時期 に きた と考 える。 なお、 こ こでい う用 語 の精 選 とは、必 要最

小 限の用語 を示 そ うとす る もので、学校 や地 域 の事 情、 各教 師の授 業展 開 によ り用語 が付

加 され るの は当然 であ る。 それ な らば現 状 で良 いで はないか とす る批 判 もあ るが、現在 の

用 語集 はすべ て を掲 載す る姿勢 であ り、一 部の受験 校 を除 き消 化不 良 とな り、 そ れで は生

徒 の関心 や理解 を高 め るこ とはで きない。

第3回 全 国高等 学 校歴 史教 育研 究 会(2005)に おい て、用 語 の精 選 につ い て 自分 な りに

報 告 させ てい ただ いた。 要約 して再掲 す る と、[資 料4a]の 用 語 の分類 表 を作 成 し、以 下

の項 目につ い て検 討 した。① テ ーマ ご とに掲 載 されてい る用語 をすべ て並べ る。② 参 考 ま

で に 山川 出版 な どの教 科 書掲 載頻 度 を載せ る。③ 東南 アジ ア、中央 ア ジア、 接触 と交 流、

建 築 にかか わる とい うテーマ で再 度分類 す る(テ ーマ ご とに結 果 が どれ くらい異 な るか を

調査 す るため)。 ④ そ の用語 が小 ・中 ・高の どの時期 で最初 に学 習す るか をチ ェ ックす る。

⑤社 会科連 携科 目に 目を向け、 その単語 が主 に どの科 目で扱 われ るか をチ ェ ックす る。⑥

そ のテ ーマ におい て非常 に重 要 と考 え られ る もの に1、 重 要 で ない と考 え られ る もの に3,

そ の中 問に位 置す る ものに2と す る。⑦ 更 に、 精選 す る とい う視 点か ら再度⑥ を行 う。 ⑧

⑥ と⑦ で出 した 数字 を合計 し、A～Eに 分 ける。最:重要用語 が2(=1+1)でA、 最 も下 に

位 置す る用 語 が6(=3+3)でEと す る。 そ の結 果、 重 要度 につい て は東南 アジ ア([資 料

4b])、 中央 アジ ア([資 料4c])、 建 築([資 料4d])の グ ラフ とな り、 どの テーマ で もEを は

ずせ ば5～6割 程 度 の精選 は可能 となった。

今 後、① 学会 ・大学 の研究 者、 高校 の教員 ・部会 な どで、一 定数 を精選 し、全 国か ら発

信す る。②教 科書 会社 が たた き台 を 出 して、現 場 の意見 を取 り入 れ なが らそれ ぞれの会 社
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独 自の用語 選定 を行 う。 この① と② との混交 の なかで しだい に使 い勝 手 の良い必 要 な用 語

が定 着 してい くと考 える。

　

レベ ル
①

東南 アジァの用語

②

頻度

③

地 域 ・テ ーマ

④

学習時期

⑤

連携科目

⑥

重要度

1

⑦

精選

⑧

合計
[

1中央 アジア

2東 南 アジア

3接 触 と交流

4建 築

5全 体

5小 ～

2中 ～

3高 ～

1地理

2公 民

3日

4世

5全

1～3 1～3 2～6

E 「17世紀の危機」 6 5 3 4 2 3 5

E 「3世紀の危機」 2 5 3 4 3 3 6

E 「近代世界 システム」 4 5 3 4 2 2 4

E 「周辺」 3 5 3 4 2 3 5
　

E 『大越史記』 1 2 3 4 3 3 6

匚資料4a]用 語分類表(一 部)

%

匚
」
06

A

服

[資料4b]

%

B

7

%

C

2
/

D
脳

東南アジアにおける用語の重要度割合

%

E

Fひ5

[資 料4c]

%

A

-

D

舖

%

B

61

%

C

5

中央 アジァの用語重要度分類

%

E

准6

B

隅

A
儡
軌

[資料4d]

建築の用語重要度分類

C

繃

%

D

-
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●人名 ・地名 ・事件 名 の統一 表現

教科 書 ・図説 ・用 語集 は、 出版社(出 版物)ご とに人名 ・地 名 ・事 件 名 な どの表現 が違

う場合 があ る。現地 語や死 語 を 日本語 に直 す以上 、一 つだ けが正 しい とは言 えず、学 者が

表 現 にこだ わる こ とも理解 は で きる。 しか し、義 務教育 化 した高校 で は、用語 の異 な る表

現 につ まず く者 が いる こ とも事 実で あ る。 で きれば、用 語 の表現 の統一 をはか りたい。せ

めて、 「統 一表 現(著 者 の こだ わ る表 現)」又 は 「著者 の こ だわ る表現(統 一表 現)」 とい う

形 で示 し、そ の後 は括 弧 な しで表現 で きる ようになれ ば、使用 者側 と各 出版社 の意 向 とが

妥協 で きる と思わ れる。 一出版社 だ けで はその達 成 は難 し く、使用 者側 の高校教 員、 大学

の研 究者側 な どか ら声 をあげ てい く必 要が あ る。用 語 の限定 や表現 の統 一 には、 国定 教科

書 の作成 につ なが る とす る批判 があ る。 しか し、 その批 判 で、歴史用 語 の増大 や異 な る表

現 を放置 してお くこ とは、歴史科 目の存 続 にか かわ るデメ リ ッ トにな る と思 われ る。

(3)他 科 目 ・教 科 との連携(総 合 化)を はか る

私 自身、 日本史 と世界 史 との融 合 を考 え、両方 を平 等 に扱 い なが ら、世 界史 で は 「～ と

日本の ～」とい った タイ トルをつ く り展 開 した こ とが あ る。 日本 史 ・世界 史の双 方 を受験

科 目とす る生徒 に は好 評 で あっ たが、大 部分 の生 徒 に は 「混乱 す る」・「中途 半端 」と感 じ

られ、 見事 に失敗 した。 日本 史 を担 当 した 時 に も挑 戦 したが、 世界 史 以上 にで きな か っ

た。あ くまで 、 日本 史 におい て外 との接 点が あ った時 に拾 い上 げ、 日本史 を主 ・世界 史 を

従 として扱 っただ けであ った。 その こ とは教 員 の専 門 とす るのが世界 史 か、 日本 史か で異

なって くるが 、 日本 史の立場 で世 界 史を取 り込 む こと と、世界 史 の立場 で 日本 史 を取 り込

むこ と とはず いぶ ん違 うと思 う。 内 か ら外 を見 るの と、外 か ら内 を見 る違 い なのか もしれ

ない。一 人の教 員が双 方 を平等 に結 びつ けて展 開す るのは荷が 重 く、 アラ カル ト的 な内容

の結 びつ け に終 わ って しま う。現 時点 で は、 世界 史 は自 らの視 点で 日本史 を取 り込み 、 日

本 史 も同様 に世界 史 を取 り込 んで理解 を深 め、総合 的 な学習 や補習 で テーマ性 のあ る もの

を世界史 ・日本 史 の双 方 で連携 して みるのが 一番 落 ち着 くと考 える。そ れは社会 科 内の科

目だけ では な く、美術 ・音 楽 ・家 庭 ・国語 ・英語 ・数学 ・理科 ・工業 な ど多 くの他教科 と

の 連携が 可能 であ る。[資 料5]は 数 学 との連携 でお こな った テーマ学 習で あ る。 世界 史が

好 きで も数学 に関 わ りた くない生徒 には不評 で あったが 、 この こと 自体 に世界 史学習 の問

題 点が示 され てい る と思 う。
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[資 料5]世 界 史における数学 アラカル ト

1指 導要 領上 の位 置 づ け と授 業 のね らい

(1)指導要領に基づく位置づけ

指導要領ではその 目標に 「文化の多様性 と現代世界の特質を広い視野から考察 させる」ことを掲 げ

ている。 この文化の多様性を、「身近なものや 日常生活にかかわる主題」の一つ として数字や数学 に

からむ項 目を設定する。

(2)授業のね らい

数学史や技術史 という体系化 した学習をはかるのではなく、時代や地域 を理解する上でのいろいろ

な切 り口の一つ として数学や数学者にかかわる事項をあげ、理系 ・文系の壁を乗 り越え、生徒に多角

的に物事を考える視点を示すことをね らい としている。

2授 業 の 内 容*世 界 史の授 業 中、30分 ～1時 間程度 、 数学教 師 に復習 ・発展 授業 を して も らった。

(1)悪 を見破 る神 の 目な るぞ1

ウジ ャ トの 目を使 い、 宗教 と数 字 との関係 を理解 させ る。 この ウジ ャ トの 目は、墓 の入 り口 に描か

れて い る ことが多 い。 それ は、 なぜ なのか とい う問 いか ら始 め る。 ウ ジ ャ トの 目の示す 各パ ー トの和

を計算 させ 、 それ が1に な らない理 由 を考 え させ、神 の存 在 が介在 す る こ とを理 解 させ る。

(2)ピ ラ ミッ ドの 基準 となった単 位 は腕 の 長 さ?

キュ ー ピ ッ ドの長 さの単位 の 変遷 を理 解 させ 、 ピラ ミ ッ ド(ク フ王)の 辺 の長 さ と数式 の 変形 か ら

あ る規 則性 を見 つ け出す 。帝 国書 院 の タペ ス トリー の解 説編 に もある。

(3)ヨ ーロ ッパの 学問 は イス ラーム か ら伝 え られ た1

ギ リシア ・ロー マの古 典 はイ ス ラームで翻 訳 され 、多 くの学 者 を輩 出 した。数 学 におい て も、 イ ン

ドか らゼ ロの概 念 を と りい れ アラ ビア数 字 を生 み出 し、 フ ワー リズ ミー な どの代 数学 を発 展 させ た。

また 、ユ ー ク リッ ドな どの ギ リシア幾 何学 を受 け入 れ、代 数学 と合 わせ て 、三角 法 な どイス ラーム の

数学 は大 きく発 展 する。 ヨー ロ ッパ はこれ を学 んだ ので あ る。 た だ し、 そ れ もイス ラー ム との接 点 に

あた る、 イベ リア半島 の コル ドバ ・トレ ド、 シチ リア島 にお いて であ った。 その 後、 ル ネサ ンス と し

て 開花 す る材料 は、イ ス ラームか らその多 くが 流れ て きたの であ る。 これ らを数 字や 数式 な どを用 い

て理解 させ る。

(4)複 数 の顔 を もつニ ュ ー トン、錬金 術 師、政 治家 、宗教 家 、 そ して 陰険1

高 校 時代 に微 分 記号 にy'とdy/dxの2つ あ るの が不 思議 で あ った。 前者 が ニ ュー トンの記 号 で、後

者が ライプニ ッツの記号 なのだが 、現 在で は後 者が よ く使 わ れ る。 しか し、彼 らの生 きた 時代 での勝
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者 はニ ュー トンで あっ た。 ニ ュー トンにつ い て は、 ケイ ンズが 、「最 後 の魔術 師」とネー ミング し、従

来の ニュ ー トン像 にメス を入 れ、 それ 以来、 万有 引力 の法 則や微 積分 の発 見者 とい う彼 の近代 人 として

のス テー タス は崩 れ続 け てい る。 しか し、高校 現 場で は、 ニ ュー トンは まだ まだ近 代科 学 を開拓 した 光

り輝 く偉 人 として存在 してい る。彼 に とっ ての神 の存在 の 大 きさや 、学 閥の ボス と して有 為 な学者 を何

人 も抹 殺 して きた こ とは うかが う こと もで きな い。 ニ ュー トンの 闇の 部分 も併 せ て紹 介 し、17世 紀 後

半 か ら18世 紀 初頭 の ヨー ロ ッパ 理解 の材 料 とす る。 さ らに、彼 の思 想 が江 戸 時代 に は流入 してい た こ

とにもふれ たい。

(5)不 遇 ・逆境 ・差別 と闘 う、汝 の 名 は数 学者!

さま ざまな環境 に もめ げず数 学 に 目覚 め、 そ れを貫 こ う とす る数学 者 たち。 しか し、 人間 関係や 家族

関係 は決 して幸福 とはい い きれな い。彼 らの 人生 を通 して 、何 か に打 ち込 む とは どの よ うなこ とか、理

解 を はか る。

ア)ガ ロ ア ～ こ んなに才 能 あるの に短す ぎる人生 ～

ナポ レオ ン没落 後 の王政 復古 の なか で、数 学の 才能 を もった一 人 の男が 、 コー シーや フー リエ に論文

を提 出 しなが ら、不 運 にみ まわれ、 彼 の才 能 は世 にで ない。 父 の死 をふ くめ、世 の不 合 理 に彼 は憤 り、

共和 制 を望 む ように なる。 つ ま らない理 由で 決闘 にの ぞみ 人生 を閉 じた 。決 闘前 の短 い時 間の なかで

彼 が頭 に描 いたの が群 の概念 で あっ た。

イ)ハ ミル トン ～ イギ リス に虐 げ られ た アイル ラ ン ドに生 まれ た第二 の ニュ ー トン～

イギ リス の植民 地 とな った アイル ラ ン ドか ら生 まれた 一人 の天 才、 そ して彼 の 不屈 の努 力、 そ して、

一 人の女 性 を思 い続 けた彼 の生 き方 な ど示 唆 に富 む。彼 は光 学 に数学 的 な考 え を導 入 し、数 学 ・光学 ・

力学 を一 体化 し、 ハ ミル トンの 四元数 をうみ だ した。

ウ)ソ ーニ ャ ・コ ワレフス カヤ ～ 男性 中心 の社会 で輝 いた 女性 数学者 ～

19世 紀 の ロ シァ女性 で、 数学 に少 女 時代 か ら興 味 を もつ。 当時 の ロ シア の状況 下 、偽 装結 婚 して ド

イ ッ に向 かい、 偏微 分 方 程式 を研 究 す る。 女性 の 地位 が低 い時代 に、世 界 初 の女性 教 授 とな る。 ノー

ベ ルで さ え言い寄 った程 の美 しい彼 女 は、社 交 界の花 と もなっ たが、 そ の激 しい人 生 を41年 で 閉 じた。

文 学 に も造 詣 が深 く、 ドフ トエ フスキ ー と も交 流 が あ った。 『罪 と罰』の ソー ニ ャは彼 女 に ち なんで 名

付 け られ たの か も しれ ない。

エ)シ ュ リニ ヴ ァーサ ・ラマヌ ジ ャ ン ～ カ ース トに こだわ るイ ン ドの 天才 ～

19世 紀 末 か ら20世 紀 初 めの 人物 。宗 教 や社会 制 度 に どっぷ りと浸 かっ た彼 の成 長 は、西 欧 の数学 と

は異 な る思 考 回路 を うみだ した。 素 数分 布 につ いて 「ラマ ヌジ ャ ンの予想 」や、擬 デー タ関 数 な どの業

績 があ る が、 洞察 力 か らで た もの で 未証 明 の ま まの もの が多 い 。32歳 で亡 くな る まで イ ン ドの伝 統 ・

宗教 に こだわ った。
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4日 本史 と世界史の両方に通じる教材を考える

(1)日 本 史 と世界 史 の両方 に通 じる教材 の あ り方

初 めて世 界史 を学習 す る生徒 に と り、小 ・中学校 で学 んで きた 日本史 と絡め た方が理 解

しや す い。 しか し、3一(3)で 述べ た よ うに世界 史 と 日本 史の 両方 に は軸 足 をお け ないの

で、 世界 史主、 日本 史従 とい う姿 勢が必 要 とな る。 また、中学校 までで歴 史嫌 いに なった

生徒 には、むや み に年 号 を使 用 した り、正確 さを重 ん じるあ ま り授 業内容 を複雑 化す る こ

とは避 け た方が 良い。 逆 に、 大枠 だけ とい うの も無理 が あ り、教 科書 を越 えた デ ィテール

に まで踏 み込 んだ方が 生徒 の理解 を得 やす い場 合 もあ る。 さ らに、初 見 の資料 は進学校 で

あれ ば生徒 が興 味 を示 しやす い。 人物 史だ と一層理解 しや く、新 鮮 な ようであ る。

(2)具 体 的 な例

● ジ ョア ン=ロ ドリゲス を教材 にす る

生徒 に とって初 見 資料 の ジ ョァ ン=ロ ドリゲ スは、 イエ ズス会 や 明の宮 廷 とのか らみ、

天正 遣欧使 節 な どと関連 させ て展 開で きる。 こ こでは主題 学習 と して展 開 した ときの教 材

例([資 料6コ)を 紹介 す る。

[資 料6]主 題 学習 『日本 とヨー ロ ッパ』(1)ジ ョア ン=ロ ドリゲス

1,主 題 学 習 『日 本 と ヨ ー ロ ッパ 』(16世 紀 ～17世 紀)の 指 導 計 画

(の ジ ョア ン=ロ ドリゲス(1時 間)

(2)フ ラ ンソ ワ=カ ロン(1時 間)

(3)鎖 国の裏 に経 済戦 争 あ り(1時 間)

2.本 時 の 目 標

16世 紀 以降 、 日本 は ヨー ロ ッパ との接 点が生 まれ るが、 イエ ズス会 士 の一 人、J=ロ ドリゲス を と りあ

げて 日本 との 関わ りだ けで な く、 中 国での活 動 に も 目を向け る。

異 文 化 の接 点 には 「こ とば」の 障壁 が あ る。 しか し、J=ロ ドリゲス は 日本 語 に堪 能 で ある ばか りで な

く、 日本 の文化 ・社 会 に も深 い造 詣が あ った こと を留 意 させ る。
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3.指 導案

学習活動 指導上の留意点

○ 「徒 然 草 」注 に 「ロ ドリゲ ス 日 ○ 「徒然草」の第七十四段 を使い、最初の

本 大文 典 」とあ った。 これ を も と 三行 を訳 させ る(「 生 を貪 り、利 を求 め て、

導入 に、 ロ ドリゲ ス は どの よ うな人 物 止 む時なし」を時代 の越えた人間の性であ

で あ った のか、 調べ て い く過程 を る ことに注 意 させる)

示 しなが ら謎 解 きを して い く。 ○注で使われる意味を問う。

○ ロ ドリゲス は1562年 にボ ル トガ ○生徒に別資料を配布、 『ロドリゲス大文

ルの寒村 に生まれ、少年時代 に東 典 』か らIHSの 意 味 を問 うた り、 当時 の 発

洋 に船 出、 日本 で イエ ズス会 に 入 音が現代 と違 うことに留意させる。例えば

会 した。 語 学の 才が あ る こ とか ら 「Ybnonacauonaninitatoyen,afaboraqueCogui

会の広報担当的な存在 となり、豊 yuqufUneno,atonoxiranami.」 の 歌 を 平 仮 名

臣 秀吉 に も接 す る よ う に な った。 に直 した り、意 味を問 う。

秀吉の死後、徳川家康に重用 され、 ○原マルチノが天正遣欧使節であったこと
展開

長崎の商人や役人の恨み をかって に留 意 させ る。

1610年 に 日本 を追 放 され た。そ の ○ マテ オ リッチ の業績 に留意 させ る。

後、 マ カオで 日本 を追放 さ れた原 ○配布した年表の空欄を埋めさせ る。

マルチ ノ の助 けで 、 『日本 教 会 史』

の編 集 に従 事 した。 また、 マテ オ

;リ ッチ と知 己 と なっ たが 、 明末

の混乱 の中で没 した。

○ 日本追放後 も日本渡航を希望す *マ イケル=ク ー パ ー著 松 本 た ま訳 『通

ま とめ る 程 の ロ ドリゲ ス の 日本 へ の 哀 辞ロドリゲス』原書房を参考に作成

惜 。○幕 府の 通詞 ・通事 の組織化 。

4.評 価 の視 点 【興味 ・関心 】【資料 活用 の技 能 ・表現 】

・人の交流には言語が必要だ という観点から、言語に興味 ・関心をもったかどうか。

・自分のもつさまざまな知識か ら資料 を読み取 ったり、作業がで きるかどうか。

● フ ラ ンソワ=カ ロ ンを教材 にす る(資 料6の1(2)に も活用)

[資料7]で フラ ンソ ワ=カ ロ ンの生涯 を概観 す る と、彼 は、 一介 の料理方 の手 伝い か ら、 台湾事
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件 で功 をあ げ平戸 商館長 にの しあが る。 しか し、幕府 の タカ派で あ る井 上筑後 守が 出 した

平 戸商館 破却 の命令 に素 早 い対 応 を示 し、オ ラ ンダ追 放の 口実 を幕府 に与 えなか った。 日

本 語 が達 者 で、日本 の慣習 を熟知 したカ ロ ンは、多 くの知 己 を もち、彼 らを大 事 に扱 って、

多 くの贈 答 品に応 じて、 目先 の利益 よ り大 きな利 益 を得 る態 度 を貫 き通 した。事態 を甘 く

考 え ていた ポル トガ ル とは随分 違 う。 セイ ロ ン島遠征 司令 官、 台湾長 官、バ タビァ商務 総

監 を歴任 して業績 をあ げたが、 彼の 激 しい性格 や、現 地人 の方 を信用 して本 国人 ・混血系

を軽視 す る姿 勢 か ら、政 敵か ら本 国に讒言 され、解任 され て本 国 に召 喚。飼 い殺 し同然 の

扱 い を うけた カロ ンは、 コルベ ー ルの誘 いで フ ランス東 イ ン ド会社 の理 事 とな り、 オラ ン

ダ東 イ ン ド会社 と対 決す る よ うになる。 フ ラ ンス艦 隊 は、 ム ガール帝 国 ・バ ンタム ・カ リ

カ ッ トに地歩 を着実 に築 き、成 果 をあ げる。 しか し、 外国 人で ある彼 に対 して、 同僚 との

衝 突 や反 感 は常 につ きま とっ た。1672年 、 リス ボ ン入 港 の際 に浅 瀬 に座礁 。73年 の生 涯

を閉 じた。 日本 人妻 との間 に6人 、後 妻 のオ ラ ンダ人 との 問に7人 の子 が あ った とい われ

る。 この ように、 オ ラ ンダが 日本 との交易 に残 る際、 大 き く関与 した フラソ ンワ=カ ロ ン

は、そ の後世界 を股 にか けて活 躍 し、 日本 史 ・世 界史 の双 方 で扱 える人物 なの であ る。

例 えば、[資 料8]か ら平戸 の商館 長 フラ ンソワ=カ ロ ンが 幕閣 に さま ざまな付 け届 け を

して いた こ とや、 当時 の生糸交 易 の根 拠 地 を もた なか ったオ ラ ンダが 絹 にかわ る木綿 の交

易 を手 が けてい た ことな どを手が か りに して、 イ ン ドの キ ャラ コや コルベ ー ルな どと結 び

つ ける こ とがで きる。

5お わ りに

多 くの困難 が 山積 す る教育現 場 で、授 業改善 をめ ざす のは大 変で あ る。 しか し、 わか り

やす さを求め る風 潮 の中 で、歴 史 の授業 だ けが 旧態依 然 で良 い はず もな く、小 ・中学 校、

大 学 ともっ と交流 し、知 識 は も とよ り技術 的 な もの も吸収 す る必要 が あ る。 そ の中 で、4

年 間にわ たる大 阪大学 の全 国高等学 校歴 史教育研 究 会 は、 学 びの定着 をめ ざす い きい きと

した歴 史授 業 形成 に大 きな きっか け を与 え て くれた。 この 試み が広 が る こと を願 いつ つ、

大 阪大 学 の関係者 に感謝 申 し上 げる。

[まつ きけんいち ・教育 プランナー]
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[資料7]ア ジア とヨーロ ッパ を闊歩 したF=カ ロ ン

〈軽 々と 日本語 をもの に し、 日本 の国家論 を書 き、過労に もめ げず、 人生 を ロンした男 〉

【作 業1】 カ ロ ンと同 じ時 代 を生 きたの 人 々を3色 に塗 り分 けてみ よ う。

○ 徳川 家光

(1604～51、 位1623～51)

1604 23 51

● カ ロ ン

(1600～1673))

1600 73

○ ル イ=14世

(1638～1715、 位1643～1715)

1638 1715

【作業2】カロンの生涯と日本を含む世界のできごとの空欄(〉 にあてはまる語を記入しよう。.[璽
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[資料8]史 料1640年11月1日

[借方]進 物 費[貸 方]下 記 諸口f.4,357:19:14

この金 額 は、[東 イ ン ド]総 督 閣下 の命 令 に基づ き。 同 閣下 の書 翰 に添 え て平戸 の領主 肥前 様[松 浦鎮 信]

と長崎 代官[末 次]平 蔵 殿 に贈 呈 され た る進 物、 同様 にプ レジデ ン ト、① フラ ンソ ワ ・カロ ン閣下 の宮 廷

での拝謁実現 に際し、多大の援助を賜わ りし下記の殿たちに対 し、その謝礼 として呈 されたる進物、並 び

に[上 記進物 を届 けた]プ レジデ ント閣下[カ ロン]の 長崎往復 と使用人ヘーベエ殿 の江戸往復 に要したる

食費などの旅行経費の総額な り。内訳は以下の如 し。

平戸の領主、肥前様[松 浦肥前守鎮信]充 て

1頭 ペルシア産の馬、1反 緋羅紗 他

長崎代官、[末次]平 蔵殿充て

1反 緋羅紗、3反 サージ即ち小羅紗、50反 ②奥嶋 縞木綿

f.1,563:2:一

f,943:10:一

閣僚、讃岐殿[③ 酒井讃岐守忠勝]充 て

1反 ペルシア産金羅紗、5反 ②奥嶋 縞木綿 他 f,455:10:一

閣僚、伊豆守[④ 松平伊豆守信綱]充 て

1反 ペルシア産金羅紗、5反 ②奥嶋

閣僚、豊後殿[阿 部豊後守忠秋]充 て3反

閣僚、……(中 略)… …

閣僚、筑後殿[⑤ 井上筑後守政重]充 て

縞木綿 他

奥嶋

閣僚、備中殿[太 田備中守資宗]充 て

閣僚、江戸の市政官[江 戸町奉行コ2名充て

6反 ②奥嶋 縞木綿

縞木綿 他

各3反 ②奥嶋 縞木綿

f,317:正0:一

f.82=9:一

f.21:15=一

f.43:10:一

(後略)(平 戸 商館 の仕訳 帳 よ り抜粋)

※単 位 はグ ルデ ン(f)1グ ルデ ン=20ス トイ フェル=320ペ ニ ング

※史料 はスペ ー スや授 業展 開の 関係 で編集 してあ る。

作業1

下線部①③④⑤ の人物について調べてみよう。

作業2

下線部②の奥縞とは何か調べてみよう。
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